


安全にかかわる表示
プリンターを安全にお使いいただくために、このマニュアルの指示に従って操作してください。
このマニュアルには製品のどこが危険か、どのような危険に遭うか、どうすれば危険を避けられる
かなどについて説明しています。
また、製品内で危険が想定される箇所またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています。

マニュアルならびに警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として「警告」と「注意」という用語
を使用しています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。

危険に対する注意・表示の具体的な内容は「注意の喚起」、「行為の禁止」、「行為の強制」の3種類
の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のような意味を持つものとして定義されていま
す。

このマニュアルは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置くことをお勧めします。

人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを示します。

火傷やけがのおそれ、および物的損害の発生のおそれがあることを示します。

注意の喚起 注意の喚起は「 」の記号を使って表示されています。この記号は指示を守
らないと、危険が発生するおそれがあることを示します。記号の中の絵表示は
危険の内容を図案化したものです。

毒性の物質による被害のおそれ
があることを示します。

火傷を負うおそれがあることを示
します。

レーザー光による失明のおそれ
があることを示します。

発煙または発火のおそれがあるこ
とを示します。

感電のおそれがあることを示し
ます。

けがをするおそれがあることを示
します。

爆発するおそれがあることを示
します。

特定しない一般的な注意・警告を示
します。
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本文中で使用する記号の意味

このマニュアルでは、「安全にかかわる表示」のほかに、本文中で次の2種類の記号を使っていま
す。それぞれの記号について説明します。

行為の禁止 行為の禁止は「 」の記号を使って表示されています。この記号は行為の禁
止を表します。記号の中の絵表示はしてはならない行為の内容を図案化したも
のです。

プリンターを分解・修理・改造し
ないでください。感電や火災のお
それがあります。

指定された場所には触らないでく
ださい。感電や火傷などの傷害が起
こるおそれがあります。

ぬれた手で触らないでください。
感電のおそれがあります。

水や液体がかかる場所で使用しな
いでください。感電や発火のおそれ
があります。

火気に近づけないでください。発
火するおそれがあります。

行為の強制 行為の強制は「 」の記号を使って表示されています。この記号は行為の強
制を表します。記号の中の絵表示はしなければならない行為の内容を図案化し
たものです。危険を避けるためにはこの行為が必要です。

プリンターの電源プラグをコン
セントから抜いてください。感電
や火災のおそれがあります。

アース線を接続してください。感電
や発火のおそれがあります。

記号 内　　容

この注意事項を守らないと、プリンターが故障するおそれがあります。
また、システムの運用に影響を与えることがあります。

この注意事項を守らないと、プリンターが正しく動作しないことがあります。
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商標について

NEC、NECロゴ、FontAvenueは、日本電気株式会社の商標または登録商標です。
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画面の使用に際して米国マイクロソフト社の許諾を受けています。
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IBM、ATは米国International Business Machines Corporationの米国およびその他の国における登録商標
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UNIXはX/Open Company Ltd.がライセンスしている国ならびに他の国における登録商標です。
Ethernetは米国ゼロックス社の登録商標です。
Adobe、Acrobat、Acrobat Reader、およびPhotoshopはAdobe Systems Incorporated（アドビシス
テムズ社）の各国での登録商標、または商標です。
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クは富士ゼロックス株式会社の登録商標、または商標です。
その他記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。

OSの表記について

Windows VistaはMicrosoft Windows Vista Home Basic operating system,Microsoft Windows Vista
Home Premium operating system,Microsoft Windows Vista Business operating system,Microsoft
Windows Vista Enterprise operating systemおよびMicrosoft Windows Vista Ultimate operating
systemの略です。Windows Server 2003はMicrosoft Windows Server 2003 operating systemの略で
す。Windows XPはMicrosoft Windows XP Home Edition operating systemおよびMicrosoft Windows
XP Professional operating systemの略です。Windows 2000はMicrosoft Windows 2000
Professional operating systemおよびMicrosoft Windows 2000 Server operating systemの略です。
Windows 2000 Advanced ServerはMicrosoft Windows 2000 Advanced Server operating system
の略です。Windows 2000 Datacenter ServerはMicrosoft Windows 2000 Datacenter Server
operating systemの略です。Windows NT 4.0はMicrosoft Windows NT Workstation operating
system Version 4.0 およびMicrosoft Windows NT Server network operating system Version 4.0の
略です。Windows NT Server 4.0, Terminal Server EditionはMicrosoft Windows NT Server network
operating system Version 4.0,Terminal Server Editionの略です。Windows NT Server, Enterprise
Edition 4.0はMicrosoft Windows NT Server, Enterprise Edition network operating system Version
4.0の略です。Windows MeはMicrosoft Windows Millennium Edition operating systemの略です。
Windows 98はMicrosoft Windows 98 operating systemの略です。Windows 98 Second Editionは
Microsoft Windows 98 Second Edition operating systemの略です。Windows 95はMicrosoft
Windows 95 operating systemの略です。Windows NT 3.51はMicrosoft Windows NT Workstation
operating system Version 3.51およびMicrosoft Windows NT Server network operating system
Version 3.51の略です。Windows NT 3.5はMicrosoft Windows NT Workstation operating system
Version 3.5およびMicrosoft Windows NT Server network operating system Version 3.5 の略です。
Windows 3.1はMicrosoft Windows operating system Version 3.1の略です。

ご注意

1. 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。
2. 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。
3. NECの許可なく複製・改変などを行うことはできません。
4. 本書は内容について万全を期して作成致しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのこ

とがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。
5. プリンターの機能の一部は使用する環境あるいはソフトウエアによってはサポートされない場合があり

ます。
6. 運用した結果の影響については4項および5項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。
7. 本製品を第三者に売却・譲渡する際は必ず本書も添えてください。

© 2007 Fuji Xerox Co., Ltd
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はじめに
このたびはMultiWriter 4600をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
このマニュアルには、本プリンターの設置方法および使用上の注意事項を記載しています。
製品の性能を十分に発揮させ、効果的にご利用いただくために、製品をご使用になる前に必ず本書
をお読みのうえ、正しくご利用ください。
本書は、お使いのコンピューターの環境や、ネットワーク環境の基本的な知識や操作方法を理解さ
れていることを前提に説明しています。
また、読み終わったあとも大切に保管し、本プリンターをご使用中に、操作でわからないことや不
具合が出たときに読み直してご活用いただけます。

［お願い］☆保証書は大切に保管してください。
日本電気株式会社

「Printing Force FUJI XEROX ロゴマーク」が適用された商品は、富士ゼロックスのプリンター
技術を活用して製造し、安心と信頼のプリント環境を提供します。

本書は、地球環境への負担軽減を目的として再資源化（リサイクル）に配慮して製本しています。製品本
体の使用を終了したら、本書は回収業者などによる再資源化にご協力ください。

コンピューターウィルスや不正侵入などによって発生した障害については、当社はその責任を負いかねま
すので、あらかじめご了承ください。

本体のハードディスクに不具合が発生した場合、蓄積されたデータが消失することがあります。この場合
のお客様のデータの消失による直接、間接の損害につき、当社はその責任を負いかねますので、あらかじ
めご了承ください。

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協会（VCCI）の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。

この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に
近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。

マニュアルに従って正しい取り扱いをしてください。

受信障害について

ラジオの雑音、テレビなどの画面に発生するチラツキ、ゆがみがこの商品による影響と思われましたら、
この商品の電源スイッチを一旦切ってください。電源スイッチを切ることにより、ラジオやテレビなどが
正常な状態に回復するようでしたら、次の方法を組み合わせて障害を防止してください。

・本機とラジオやテレビ双方の位置や向きを変えてみる。

・本機とラジオやテレビ双方の距離を離してみる。

・この商品とラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみる。

・受信アンテナやアンテナ線の配置を変えてみる。（アンテナが屋外にある場合は電気店にご相談くださ
い。）

・ラジオやテレビのアンテナ線を同軸ケーブルに変えてみる。

本機器は JIS C 61000-3-2（高調波電流発生限度値）に適合しています。

海外でのご使用について

この装置は、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格などの適用認定を受けてお
りません。したがって、本装置を輸出した場合に当該国での輸入通関、および使用に対し罰金、事故によ
る補償等の問題が発生することがあっても、弊社は直接・間接を問わず一切の責任を免除させていただき
ます。
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マニュアルの種類と使い方
MultiWriter 4600本体や付属のプリンターソフトウエアの取り扱い方を説明したマニュアルに
は、「ユーザーズマニュアル」と電子マニュアルの「活用マニュアル」があります。活用マニュア

ルは添付のプリンターソフトウエアCD-ROMの［MANUAL］フォルダーに収録されており、閲覧
用（HTML）と印刷用（PDF）のファイルがあります。活用マニュアル（閲覧用）の開き方につい
ては、9ページを参照してください。また、各プリンターソフトウエアの詳細については、画面上

の「ヘルプ」を参照してください。それぞれ、目的に応じてマニュアルをお読みいただき、
MultiWriter 4600を十分にご活用ください。

MultiWriter 4600　ユーザーズマニュアル（本書）

プリンターのセットアップから、プリンターの基本的な操作方法、および困っ

たときの対処方法などを、この1冊で説明しています。本書はいつでもご覧に

なれるようにお手元に置いてください。

MultiWriter 4600　活用マニュアル（電子マニュアル）

プリンターに添付のプリンターソフトウエアCD-ROMに収録されています。

ネットワーク環境で印刷する場合の設定方法、プリンターソフトウエアやメ

ニューモードの詳細、および技術情報などについて説明しています。

活用マニュアルには、HTML形式を採用した、汎用のブラウザーで閲覧する

「活用マニュアル（閲覧用）」と、PDF形式を採用したAdobe社のAcrobat

Readerで参照および印刷ができる「活用マニュアル（印刷用）」があります。

ご使用の目的に応じて活用してください。記載内容については、「目的別マ

ニュアルガイド」（7ページ）を参照してください。

また、活用マニュアル（閲覧用）の開き方については9ページ、活用マニュア

ル（印刷用）の印刷方法については、8ページを参照してください。

閲覧用

印刷用
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目的別マニュアルガイド
このマニュアルを使いやすくお読みいただくために、以下に簡単な目的別のガイドを記載します。

14ページから始まる「安全にお使いいただくために」にはプリンターを安全にお使いいただくための注

意事項が記載してあります。必ずお読みください。
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活用マニュアル（印刷用）はA4サイズの大きさで作成されています。ここではWindows XPの環
境で活用マニュアル（印刷用）を両面印刷する手順を説明します。他のOSをお使いのかたは多少

画面表示が異なりますが、手順は同じです。

1 ［ファイル］メニューの［印刷］をクリックす

る。

［印刷］ダイアログボックスが表示されます。

2 ［プロパティ］をクリックする。

プロパティダイアログボックスが表示されます。

3 両面印刷を有効に設定する。

①［メイン］シートの左側にある［機能選択］バー
から［両面印刷］を選ぶ。

②［両面印刷］で［長辺綴じ］を選ぶ。

4 用紙サイズをA4に設定する。

①［用紙］タブをクリックする。

②［用紙サイズ］から［A4］を選び、［OK］を
クリックする。

［印刷］ダイアログボックスに戻ります。

5 印刷部数を指定して［OK］をクリックする。

両面印刷で出力されます。

活用マニュアル（印刷用）を印刷するには

①

②

64ビット版OS、Windows Vistaでは、印

刷用マニュアルをご覧になることはできま

せん（Adobe ReaderがこれらのOSに対

応していないためです）。他のWindows

OSでご覧いただくか、閲覧用マニュアルを

ご覧ください。＜2006年11月現在＞

①

②
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活用マニュアル（閲覧用）は添付のプリンターソフトウエアCD-ROMに収録されており、お手持
ちのコンピューターの画面上で、インターネットブラウザーを使って閲覧できます。なお、閲覧す

るには、Microsoft Internet Explorer 5.0以上、またはNetscape  Navigator 4.5以上のブラウ
ザーが必要です。あらかじめインストールして、以下の手順を行ってください。

以下に開き方の手順を説明します。

1 お使いのOS（日本語版）を起動する。

2 プリンターソフトウエア CD-ROM をセッ

トする。

［プリンタソフトウェアCD-ROMメニュー］ダイ

アログボックスが表示されます。

3 ［オンラインマニュアル］をクリックする。

右側のボックスにオンラインマニュアルの名称

が表示されます。

4 右側のボックスの［MultiWriter 4600活用

マニュアル（閲覧用）］を選び、［オンライ

ンマニュアルを読む］をクリックする。

お使いのインターネットブラウザーが起動し、

「活用マニュアル（閲覧用）」が開きます。

活用マニュアル（閲覧用）の開き方

お使いのコンピューターによっては、自動的にメ
ニュープログラムが起動しない場合があります。その
場合は、CD-ROMのルートディレクトリーにある

「PRSETUP.exe」を実行してください。
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安全にお使いいただくために

警告ラベルについて
MultiWriter 4600プリンター内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが貼り付けられ
ています。これらはプリンターを操作する際、考えられる危険性を常にお客様に意識していただく

ためのものです。

警告ラベルは下図に示す場所に貼られています。もしこのラベルが貼り付けられていない、はがれ
かかっている、汚れているなどして読めない場合は、販売店または、NECサービス窓口にご連絡く
ださい。
14



安全上のご注意
ここで示す注意事項はプリンターを安全にお使いになる上で特に重要なものです。この注意事項の

内容をよく読んで、ご理解いただき、プリンターをより安全にご活用ください。記号の説明につい
ては、表紙の裏の「安全にかかわる表示」を参照してください。
15
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法律上の注意事項

1. 本物と偽って使用する目的で次の通貨や有価証券を複製することは、犯罪として厳しく処罰されます。

□ 紙幣（外国紙幣を含む）、国債証書、地方債証書、郵便為替証書、郵便切手、印紙。これらは、本物

と偽って使用する意図がなくても、本物と紛らわしいものを作ること自体が犯罪になります。

□ 株券、社債、手形、小切手、貨物引換証、倉荷証券、クーポン券、商品券、鉄道乗車券、定期券、回

数券、サービス券、宝くじ・勝馬投票券・車券の当たり券などの有価証券。

2. 次の文書や記名捺印などを複製・加工して、正当な権限なく新たな証明力を加えることは、犯罪として
厳しく処罰されます。

□ 各種の証明書類など、公務員または役所を作成名義人とする文書・図画。

□ 契約書、遺産分割協議書など私人を名義人とする権利義務に関する文書。

□ 推薦状、履歴書、あいさつ状など、私人を名義人とする事実証明に関する文書。

□ 役所または公務員の印影、署名、記名。

□ 私人の印影または署名。

3. 著作権が存在する書籍、新聞、雑誌、冊子、絵画、図画、版画、図面、地図、写真、映像、映画、音楽、
コンピュータープログラムなどの著作物は、権利者の許諾なく、次の行為はできません。

□ 複製紙に定着させた著作物を複写機でコピーすること、磁気テープに記録した映像や音楽をダビング

すること、電子的に読み取った著作物のデータをハードディスクや外部メディアに記録すること、記

録した著作物のデータをプリンターで出力すること、ネットワークを介してダウンロードすることな

ど。

□ 改変紙に定着させた著作物を加工や修正すること、電子的に読み取った著作物のデータを切除、書き

換え、切り貼りすることなど。

□ 送信電子的に読み取った著作物のデータを、公衆の電気通信回線（インターネットを含む）を通じて

ファクシミリや電子メールで送信すること、ホームページへの掲載など、公衆の電気通信回線に接続

したネットワークサーバーに著作物のデータを搭載することなど。

権利者の許諾なく複製・改変・送信したときは、使用の差止、損害賠償の請求、刑事罰を受けることが
あります。ただし、次の場合は例外的に権利者の許諾なく著作物を複製することができます。

□ 個人的または家庭内、その他これに準ずる生活範囲での私的な使用を目的とした複製。

□ 国立図書館、私立図書館、学校付属施設、公立の博物館、公立の各種資料センター、公益目的の研究

機関など、公衆利用への提供を目的とする図書館等における複製。

□ 公正な慣行に合致し、報道・批評・研究など、目的に照らして、正当な範囲内での引用。

□ 国または地方公共団体が発行する公報資料・調査統計資料・報告書の新聞・雑誌・その他刊行物への

転載。ただし、複製禁止の表示がある著作物は除かれます。

□ 学校教科書への掲載。ただし、権利者への補償金が必要です。

□ 学校その他教育機関における複製。ただし、種類・用途・部数・態様に照らして、権利者の利益を不

当に害しない範囲内に限ります。

□ 試験問題としての複製。ただし、権利者への補償金が必要です。
21



漏電ブレーカーについて
プリンターの本体には漏電ブレーカーが付いています。プリンターに漏電が起こったときに、電気
回路を自動的に遮断して漏電や火災などの事故を防ぐためのものです。通常はリセットボタンが押
し込まれた状態にしておきます。1か月に1度は漏電ブレーカーが正常に働くか確認してください。
また、アースを必ず接続してください。アースが接続されていないと、漏電ブレーカーが働かなく
なり、感電の原因となるおそれがあります。
なお、漏電ブレーカーの確認手順は、以下のとおりです。異常などがある場合は、NECサービス窓
口または販売店までご連絡ください。

1 プリンターの電源をOFFにする。

2 漏電ブレーカーのリセットボタンを押し込

む。

このとき、リセットボタンから手を離しても、リ

セットボタンが押し込まれたままの状態となり

ます。

3 ボールペンなどの先のとがったもので、テ

ストボタンを軽く押す。

押し込まれていたリセットボタンが解除され、

突き出ます。これで確認は終了です。

4 再度、リセットボタンを押して、リセット

ボタンを押し込んだ状態に戻す。
22



MultiWriter 4600の特長

オフセット排紙機能と丁合い機能を組み合わせると、簡易ソーターとしてご利用になれます。複数

の部数を印刷するときなど、印刷後の用紙を部ごとに水平にずらして仕分けし、排紙トレー上に排
出します。さらに、指定されたホッパーにセットした色のついた用紙（色紙）を挿入して、印刷

ジョブごとに仕分けて排紙トレー上に排出することもできます。

MultiWriter 4600では、フィニッシャーを装着することにより、最大50枚（坪量64g/㎡）、ステー
プルどめをすることができます。また、フィニッシャーに排出する用紙に穴あけをすることができ
ます。面倒な簡易製本処理まで素早く自動で行え、大容量排紙もサポートしています。会議などで
使う複数枚の書類を何部か印刷したい場合は、フィニッシャーの機能を使うと印刷後すぐに配布で
き、非常に便利です。
23



MultiWriter 4600は、オフセット排紙・合紙機能による簡単仕分け印刷を標準でサポートしてい
ます。たとえば、会議の資料は原稿をコピー機で複数コピーするのではなく、MultiWriterで必要
な分だけ直接印刷すれば、オリジナルの品質で資料が作成できます。

MultiWriter 4600は、600dpi （23.6ドット/㎜）、1,200dpi
（47.2ドット/㎜）の解像度に対応しています。オリジナル
出力なので写真やグラフの網かけ、グラデーションがきれ
いに出ます。コピー機のように、そのつど原稿に合わせて
濃度調整をする必要はありません。
24



MultiWriter 4600は毎分50ページの高速印刷を実現。しかも電子ソート機能＊1を使えば、プリン
ターのハードディスクに印刷データを蓄えて必要部数を印刷するので、パソコンからプリンターへ
部数分のデータ転送が不要です＊2。これによって、トータル印刷処理時間が短縮されます。

＊1 ハードディスク（オプション）をプリンターに取り付けることにより、使用できます。
＊2 ページ数により必要枚数分データ転送を行う場合があります。

部数分のデータ転送が必要

5部丁合い出力

5部丁合い出力

プリンターのハードディスクに蓄え
られたデータを使って電子ソート

デ
｜
タ
転
送

時
間
短
縮
！
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給紙元として使っているいくつかのホッパーを組み合わせて1つのグループにします＊1。印刷中、
そのグループ化したホッパーの中で用紙が足りなくなると＊2、次のホッパーに自動的に切り変わ
る＊3ので、連続印刷・多量印刷ができてとても便利です。オプションの大容量ホッパー（2,000枚
積載可）があると、さらに便利です。

＊1 グループA、グループBの2つのグループを設定できます。プリンタードライバーからは、ホッパーの組み合

わせを気にせず直接グループホッパーを指定できます。
＊2 操作パネルのディスプレイで、用紙がなくなったホッパーを確認できます。
＊3 用紙が足りなくなったホッパーには、印刷中でも用紙をつぎ足すことでノンストップ印刷が可能となります。

ホッパー 1段目（標準）500枚

ホッパー 2段目（標準）500枚

ホッパー 4段目（オプション）
（増設ホッパー（A4））1,200枚

大容量ホッパー（オプション）
2,000枚

トレー（100枚） MultiWriter 4600は、増設
ホッパー、大容量ホッパーを
装着した場合、標準ホッパー
とトレーを合わせた給紙容
量は、最大５,1００枚になり
ます。

１台のプリンターのホッパーをフルに活用して、紙を補給する手間なくスイスイ
ノンストップで印刷できます。

※増設ホッパー（A3）の給紙容量は
　ホッパー 3段目、ホッパー 4段目
　とも500枚です。

ホッパー 3段目（オプション）
（増設ホッパー（A4））  800枚
26



PrintAgentの「リプリント機能」を使うと、一度でも印刷したデータなら設定範囲内でパソコン
のスプールフォルダーに残しておき、再印刷できます。これを使えば、そのつどアプリケーション
を起動しなくても、すぐ再印刷が可能です。
コピー作業のように原稿を持って席とコピー機を往復する必要はありません。自席でPrintAgent
を使って作業は終了です。

ホッパー1段目（標準）500枚
27
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1章
プリンターの設置
この章では、お買い上げになったプリンターの箱を開けてから、中身を確認し、テスト印刷、ネッ
トワークでプリンターが使えるようになるまでを以下の手順で説明します。
29



本プリンターは、パラレルインターフェース接続、およびネットワーク接続ができます。お使いの
環境や目的に合わせて接続してください（接続方法については、「10　コンピューターに接続する」

（51ページ）または「11　ネットワークに接続する」（52ページ）を参照してください）。

MultiWriter 4600の接続例
30
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1　設置に必要なスペースを用意する
MultiWriter 4600を安全、快適にご使用いただくためには「設置してはいけない場所」（33ペー
ジ）をよくお読みになり、下図に示すスペースを確保してください。

設置に必要なスペース（上から見たところ）

設置に必要なスペース（上から見たところ）

本体のみ

本体＋オプション装着時
（大容量ホッパー＋増設ホッパー（A3）または増設ホッパー（A4）＋フィニッシャー）
31



設置に必要なスペース（正面および横から見たところ）

設置に必要なスペース（正面および横から見たところ）

本体のみ

本体＋オプション装着時
（大容量ホッパー＋増設ホッパー（A3）または増設ホッパー（A4）＋フィニッシャー）
32
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設置してはいけない場所

次のような場所には設置しないでください。

直射日光の当たる場所、湿気の多い場所、温度変化の激
しい場所（暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）には
設置しないでください。温度変化により結露現象が起こ
り故障の原因となることがあります。

じゅうたんを敷いた場所では使用しないでください。静
電気による障害で装置が正しく動作しないことがあり
ます。

強い振動の発生する場所に設置しないでください。装置
が正しく動作しないことがあります。

腐食性ガスの発生する場所、薬品類がかかるおそれのあ
る場所には設置しないでください。部品が変形したり傷
んだりして装置が正しく動作しなくなることがありま
す。

上から物が落ちてきそうな場所には設置しないでくだ
さい。衝撃などにより装置が正しく動作しなくなること
があります。

ラジオやテレビなどの近くには設置しないでください。
プリンターのそばで使用すると、ラジオやテレビの受信
機などに受信障害を与えることがあります。

添付の電源コードだけで、コンセントに届かない場所に
設置しないでください。延長コードの過容量、延長コー
ドへのコンセントの差し込みにより発熱するおそれが
あります。
33



2　箱の中身を確認する
まず、下の注意をよくお読みになり、箱を開けて、次のページに示すものがすべてそろっているこ
とを確認してください。それから、それぞれの点検を行ってください。万一、足りないものや損傷
しているものがある場合には、販売店に連絡してください。

取り扱い上のご注意

z プリンターの重量は約48.3kgです（本体のみ、

消耗品含む）。装置側面の取っ手を持ち、3人以上

で運んでください。2人以下で運ぶと腰を痛める

おそれがあります。

また、装置の重心は背面にありますので、背面方

向へ倒れないように注意してください。

z プリンターを増設ホッパー（オプション）などの

設置場所に置くとき、図中の場所を持たないでく

ださい。指を挟むおそれがあります。

z 増設ホッパー（オプション）を取り付けたプリンターを移動する場合は、プリンター

を10度以上に傾けないでください。転倒などによるケガの原因となることがありま

す。

また、スロープなどの傾斜を移動する場合は、装置右側（レベラー（高さ調整ネジ）

の付いていない側面）を前向きにして移動させてください。レベラーのある面を前向

きにすると、傾斜に引っかかり、レベラー破損や装置転倒の原因となることがありま

す。

正面から見た図横から見た図

レベラー
34
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同梱品一覧

保証書、NECサービス網一覧表をなくさないよう大切に保管してください。

□ MultiWriter 本体

□ 電源コード□ トナーカートリッジ＊1

□ プリンターソフトウエアCD-ROM
（活用マニュアル収録）

□ ユーザーズマニュアル

□ 保証書 □ NECサービス網一覧表

□ 用紙サイズラベル

＊1 添付品のトナーカートリッジは約30,000ページ（A4用紙、画像面積比5%連続印刷時）印刷可能です。
＊2 添付品のドラムカートリッジは約60,000ページ印刷可能です。

□ ドラムカートリッジ＊2

□ 反転（排紙）ユニット □ 電源コード抜け防止用
ブラケット

□ 定期交換部品のご案内

□ 印刷用紙についての
説明書
35



3　各部の名称を確認する
プリンターを使用する前にそれぞれの名称と位置を確認してください。

プリンター前面

プリンター背面

延長トレー

サイドカバー A

トレー

操作パネル

電源スイッチ

ホッパー 2

ホッパー 1

フロントカバー

排紙トレー

サイドカバー B

両面印刷ユニット
（両面印刷カバー D）

反転（排紙）ユニット
（サイドカバー E）

電源コネクター

コネクター
（フィニッシャー電源供給用）

漏電ブレーカー

コネクター
（大容量ホッパー用）

プリンターオプション用カバー
36
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プリンター内部

トナーカートリッジやドラムカードリッジの交換、および紙づまり処理の際、転写ローラーには手を触

れないでください。印刷不良の原因となります。

定着器

トナーカートリッジ

ドラムカートリッジ

パラレルインターフェースコネクター

イーサネットコネクター

転写ローラー
37



オプション装着時

フィニッシャーカバー G

ステープルカートリッジ

パンチ屑ボックス

増設ホッパー（A3）
（ホッパー 3、4）

増設ホッパー（A4）
（ホッパー 3、4）

フィニッシャーカバー H

スタッカートレー

トップトレー

フィニッシャー用紙搬送部
（フィニッシャーカバー F）

大容量ホッパー
（ホッパー 5）

サイドカバー B

サイドカバー C

フィニッシャー

ホ ッ パ ー 5
トップカバー
38
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4　反転（排紙）ユニットを取り付ける
本プリンターには、両面印刷するための両面印刷ユニットと反転（排紙）ユニット が標準で装備
されています。
両面印刷ユニットは、出荷時に取り付けられています。ここでは、反転（排紙）ユニットの取り付
けを行います。

1 反転（排紙）ユニットを梱包箱から取り出

す。

2 トレーを開く。

3 サイドカバー A の右側上部にあるリリース

レバーを押し上げて、ロックを解除する。

4 サイドカバー A を開く。

5 プリンターの上部カバーの左側の裏にある

ツメを手前に引き（①）、上部カバーを上げ

（②）、左側にずらしながら外す（③）。

6 反転（排紙）ユニット底面の、図の位置に

あるテープを外す。

プリンター内部の部品には手を触れないで

ください。
39



7 手順 6 でテープを外した箇所の内部にある

緩衝材を取り外す。

8 反転（排紙）ユニットの両側を図のように

持つ。

9 反転（排紙）ユニット右側の下部にある挿

入部を、プリンター側の図の位置に、すべ

らせるように挿入しながら、反転（排紙）ユ

ニットをセットする。

10 反転（排紙）ユニットを「カチッ」と音が

するまでしっかり押し込む。

11 反転（排紙）ユニット左側に巻かれている

テープを、図のように外す。

12 サイドカバー A とトレーを閉じる。
40
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5　トナーカートリッジを取り付ける
添付のトナーカートリッジを取り付ける手順を説明します。
トナーカートリッジは、消耗品のため、交換時期を示すアラームが発生したら交換します（交換手
順については、9章の「トナーカートリッジの交換」（197ページ）を参照してください）。

1 フロントカバーの左右に手を掛け、フロン

トカバーを開ける。

2 新しいトナーカートリッジを梱包箱から取

り出し、左右によく振る。

z トナーカートリッジを、絶対に火中に投じないでください。粉じん爆発により、やけ

どのおそれがあります。

z 床などにこぼしたトナーは、ほうきで掃き取るか、または石けん水で湿らした布など

で拭き取ってください。掃除機を用いると、掃除機内部のトナーが電気接点の火花な

どにより、粉じん発火するおそれがあります。 

z トナーが手や衣服についたときはすぐに洗ってください。

z トナーが目に入った場合は、目に痛みがなくなるまで水でよく洗い、必要に応じて医

師の診断を受けてください。

z トナーが皮膚に付着した場合は、せっけんを使ってよく洗い流してください。

z トナーを吸い込んだ場合は、トナーの粉が飛んでいる場所から離れて、多量の水でよ

くうがいをしてください。

z トナーを飲み込んだ場合は、飲み込んだものを吐き出し、速やかに医師に相談し指示

を受けてください。

z トナーカートリッジは、開封後、1年以内で使い切ることをお勧めします。

z 本プリンターは、純正のトナーカートリッジを使用しているときに印刷品質やプリンター性能がもっ
とも安定するように設計されています。純正品と異なる仕様のトナーカートリッジを使用すると、プ
リンター本来の性能を発揮できないことがあります。また、プリンター本体が仕様外のトナーカート
リッジが原因で故障したときに、有償修理となることがあります。純正品を使用していると、万一の
トラブルのときも安心してサポートを受けることができます。本来の性能を得るために、純正品の使
用をお勧めします。

トナーの状態が均一でないと、印刷品質が

低下することがあります。また、よく振ら

ないと起動時に異常音やトナーカートリッ

ジ内部の破損が発生することがあります。
41



3 トナーカートリッジの取っ手を持ち、プリ

ンター内部の溝に沿って、奥に突き当たる

まで差し込む。

続けてドラムカートリッジを取り付けます。
フロントカバーは開けたままの状態で、「6　ド
ラムカートリッジを取り付ける」（43ページ）に
進んでください。

z プリンター内部の部品には、手を触れな
いでください。

z 奥まで確実に差し込んでください。
42
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6　ドラムカートリッジを取り付ける
添付のドラムカートリッジを取り付ける手順を説明します。
ドラムカートリッジは、消耗品のため、交換時期を示すアラームが発生したら交換します（交換手
順については、9章の「ドラムカートリッジの交換」（202ページ）を参照してください）。

1 ドラムカートリッジを梱包箱から取り出す。

2 ドラムカートリッジを平らな場所に置き、

保護紙に付いているテープを持って、図の

ように保護紙を静かに引き抜く。

3 トレーを開く。

4 サイドカバー A の右側上部にあるリリース

レバーを押し上げて、ロックを解除する。

z ドラムカートリッジを、絶対に火中に投じないでください。カートリッジ内に残って

いるトナーの粉じん爆発により、やけどのおそれがあります。

z ドラムカートリッジを加熱したり、ドラム表面をはがしたり絶対にしないでください。

健康を害する原因となるおそれがあります。

z 本プリンターは、純正のドラムカートリッジを使用しているときに印刷品質やプリンター性能がもっ
とも安定するように設計されています。純正品と異なる仕様のドラムカートリッジを使用すると、プ
リンター本来の性能を発揮できないことがあります。また、プリンター本体が仕様外のドラムカート
リッジが原因で故障したときに、有償修理となることがあります。純正品を使用していると、万一の
トラブルのときも安心してサポートを受けることができます。本来の性能を得るために、純正品の使
用をお勧めします。

z ドラムカートリッジを、直射日光や室内蛍光灯の強い光に当てないでください。また、ドラムの表面
に触れたり、傷を付けたりしないでください。印字が薄くなったり、正常な印字ができなくなること
があります。

z 保護紙は、水平にまっすぐ引き抜いてく
ださい。斜めに引くと、途中で紙が切れ
てしまうことがあります。また、反対側
に引き抜くと、テープののりがドラムに
付着し、印刷不良が起こります。

z 保護紙を引き抜いたあとは、ドラムカー
トリッジを振ったり、ドラムカートリッ
ジに衝撃を与えたりしないでください。
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5 サイドカバー A を開く。

6 ドラムカートリッジの取っ手を持って、プ

リンター内部の溝に沿って、奥に突き当た

るまで差し込む。

7 ドラムのシールを水平に静かに引き抜く。

8 ドラムカートリッジを再度押し込む。

9 サイドカバー A、トレー、フロントカバー

を閉じる。

プリンター内部の部品には、手を触れない

でください。

z プリンター内部の部品には、手を触れな
いでください。

z 「カチッ」と音がするまで確実に差し込
んでください。

シールは、水平にまっすぐ引き抜いてく
ださい。斜めに引くと、途中でシールが
切れてしまうことがあります。

フロントカバーやサイドカバーA が少しで

も開いていると、カバーオープンのメッ

セージが表示され、プリンターが作動しま

せん。
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7　用紙をセットする
テスト印刷するためにA4サイズの用紙をホッパーにセットする手順を説明します。その他の用紙
のセット方法、使用できる用紙については、6章の「用紙のセット」（147ページ）を参照してくだ
さい。

1 用紙カセットを手前に引き出す。

2 サイドガイドを指でつまみ、用紙サイズに

合わせる（①）。右側のエンドガイドを指で

つまみ、用紙サイズに合わせる（②）。

3 用紙の端をそろえ、印刷したい面を上にし

てセットする。

4 奥に突き当たるところまで、用紙カセット

をゆっくりと押し込む。

プリンターにセットする用紙は、両面とも印刷されていない用紙をセットしてください。すでに一度
印刷された用紙をプリンターにセットしないでください。
一度印刷された用紙をセットして印刷すると、給紙できない、紙づまりになるなどプリンターの故障の

原因となる場合があります。

サイドガイドとエンドガイドのピンが確実

にカセットの溝に入り込んでいることを確

認してください。

z 用紙カセットに収容できる枚数は約
500枚（64g/㎡）です。用紙上限線（図
のMAX位置）を超えないように用紙を
入れてください。紙づまりの原因となり
ます。

z 1つの用紙カセット内にサイズや種類
の異なる用紙をセットしないでくださ
い。紙づまりの原因になります。

z 用紙およびエンドガイド、サイドガイド
が正しくセットされていないと、用紙サ
イズが検知されず、紙づまりが起きたり
斜めにプリントされたりすることがあ
ります。

用紙をセットし終えた用紙カセットは、重

くなっています。押し込む際は、用紙カセッ

トを両手で持ってプリンターに差し込んで

ください。
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5 必要に応じて、用紙サイズラベルを用紙カ

セットに貼る。

普通紙以外を使用する際は、メニューモー

ドの「ヨウシメニュー」ー「ヨウシシュベ

ツ」で、セットした用紙の種別を設定する

必要があります。詳細は、8章の「メニュー

ツリー」（183ページ）を参照してください。

残った用紙の保管方法

残った用紙は変質を防ぐため、次のことに注意して
正しく保管してください。

z 用紙は包装してあった紙で包み直してください。

z キャビネットの中など直射日光の当たらない、湿
気の少ない場所に保管してください。

z 用紙はしわ、折れ、カールなど癖がつかないよう
に、平らな場所に水平にして保管してください。
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8　電源コードを接続する

1 プリンターの電源が OFF になっていること

を確認する。

2 電源コードを電源コネクターに差し込む。

電源コネクターは、プリンター背面から見て左

側にあります。

3 電源コード抜け防止用ブラケットを、コネ

クター下の切れ込み部分に差し込み（①）、

電源コードコネクターにかぶせるように

セットする（②）。

電源コード抜け防止用ブラケットの上部を

付属のネジで固定する（③）。

4 電源コードの他方を、電源コンセントに差

し込む。

その際、アース線も電源コンセントのアー

ス端子にしっかり接続する。

電源コードは、添付されているものを使用してください。定格に満たない電源コードを使

うと火災や感電、故障のおそれがあります。
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9　テスト印刷をする
コンピューターに接続する前に、プリンターが正常に動くことを確かめるために、プリンターの操
作パネルのスイッチを使って、テスト印刷をします（操作パネルについては、7章の「操作パネル」

（167ページ）を参照してください）。また、あらかじめ「7　用紙をセットする」（45ページ）で
A4サイズの用紙をカセットにセットしてから行ってください。

このテスト印刷は10章の「故障かな？と思ったら」（213ページ）の処置が終わった後にも実行す
ることをお勧めします。

1 電源をONにする。

ディスプレイに次のメッセージが順に表示され

ます。

　　“イニシャライズチュウ”

　　“ウォームアップチュウ”

2 印刷可ランプが点灯することを確認する。

3 操作パネルの［印刷可］スイッチを押す。

印刷可ランプが消灯します。

4 トレーに用紙をセットした場合は、ここで

［トレー］スイッチを押し、印刷する用紙の

サイズを選ぶ。

トレーが設定され、ディスレプレイには“ト

レー”と表示されます。

印刷中は電源をOFFにしないでください。印刷中にOFFにすると紙づまりおよび故障の原因になります。

用紙カセットにA4サイズの用紙がセットされていることを確認してください。

z トレーの場合は、自動的に用紙サイズを
検出しないので、［トレー］スイッチで
用紙サイズを選んでください。

z トレーにセットする用紙が OHP フィル
ムや厚紙、ラベル紙の場合は、8章の

「メニューモード設定項目一覧」（180
ページ）を参照して、メニューモードの

「トレーヨウシシュベツ」項目で用紙種
別の設定を行ってください。この場合、
印刷は片面で行われます。

z スイッチで選んだ用紙サイズよりも小
さい用紙に印刷したり、用紙のセット方
向を間違えて印刷したりすると、用紙を
はみだして印刷してしまい、プリンター
内部のローラーを汚す原因となります。
ローラーが汚れてしまったときはテス
ト印刷を数枚行い、汚れを取り除いてく
ださい。
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5 ［メニュー］スイッチを押す。

ディスプレイには“テストメニュー　→”と表

示されます。

6 ［ ］スイッチを押す。

ディスプレイ下段には“←ステータスインサツ

ジッコウ→”と表示されます。

7 ［ ］スイッチを押す。

印刷可ランプが点灯し、プリンターはテスト印

刷を開始します。ディスプレイには“テストイ

ンサツチュウ”と表示されます。
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8 印刷結果を確認する。

ステータス印刷結果例
これでテスト印刷は終了です。

次に、プリンターをコンピューターまたはネットワークへ接続します。

プリンターをコンピューターと接続するには、「10　コンピューターに接続する」（51ページ）、プ
リンターをネットワークに接続するには、「11　ネットワークに接続する」（52ページ）に進んで
ください。
50



1
プ
リ
ン
タ
｜
の
設
置

10　コンピューターに接続する
ここでは、プリンターとコンピューターをプリンターケーブルで接続する方法を説明します。プリ
ンターをネットワークへ接続してお使いになる場合は、「11　ネットワークに接続する」（52ペー
ジ）に進んでください。

本プリンターにはプリンターケーブルは添付しておりません。お使いになる環境に合わせて、別途お買
い求めになる必要があります。プリンターケーブルの種類については、2章の「プリンタケーブル」（66
ページ）をご覧になり、ご使用のコンピューターに合ったプリンターケーブルを確認してください。

1 プリンターおよびコンピューターの電源を

OFFにする。

2 プリンターの背面左角のカバーを開く。

3 プリンターケーブルのコネクターをプリン

ター背面のインターフェースコネクターに

差し込み、コネクター両端のロックスプリ

ングで固定する。

4 カバーを閉じる。

5 プリンターケーブルのもう一方のコネク

ターをコンピューターに接続する。

コンピューターのインターフェース用コネク

ターの位置については、コンピューターのマ

ニュアルを参照してください。

これでコンピューターへの接続は終了です。

次に、3章の「プリンターソフトウエアのインス
トール」（85ページ）に進み、プリンターソフ
トウエアをインストールしてください。

パソコン本体とプリンターとの接続は、当社指定のケーブルをご使用ください。指定以外のケーブルを

使用したり、市販のプリンターバッファー、プリンター切り替え器、プリンター共有器、コピープロテ

クターなどを使用したりすると、機能の一部または全部が正常に動作しない場合があります。

ロックスプリング
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11　ネットワークに接続する
MultiWriter 4600はLANインターフェースを標準で装備していますので、そのままネットワーク
に接続して、ネットワークプリンターとしてお使いいただけます。
また、オプションのLANアダプターを取り付けてネットワークに接続すれば、マルチプロトコル対
応のネットワークプリンターとしてお使いになれます。

ここでは、ネットワークに接続するために必要な手順を以下のステップで説明します。

Step1 ネットワークケーブルを接続する

Step2 IPアドレスとサブネットマスクを設定する

Step3 コンフィグレーションページを印刷する

オプションのLANアダプターの取り付け例

マルチプロトコルLANアダプタ
（型番 PR-NPX-05）
52



1
プ
リ
ン
タ
｜
の
設
置

LANインターフェース（標準）／LANアダプター（オプション）のネットワークに接続するイン
ターフェースは、次の表のとおりです。ネットワークケーブルは添付されていないため、次の表に
従って適切なケーブルを別途お求めの上、接続してください。接続手順は以下を参照してください。

ここでは、LANインターフェース（標準）にネットワークケーブルを接続する手順について説明し
ます。LANアダプター（オプション）をご使用の場合は、2章の「LANアダプターの取り付け」（77
ページ）を参照してください。

1 プリンターの電源をOFFにする。

2 プリンターの背面左角のカバーを開ける。

3 ネットワークケーブルのコネクターを接続

し（①）、カバーを閉じる（②）。

ケーブルをクランプに通し、ロックする

（③）。

4 プリンターの電源をONにする。

ネ ッ ト ワ ー ク ケ ー ブ ル の 接 続 が で き た ら、
「Step 2　IPアドレスとサブネットマスクを設
定する」（54ページ）に進んでください。

Step 1　ネットワークケーブルを接続する

イーサネット規格
LAN インター

フェース（標準）
LAN アダプター
（オプション）

コネクターの形状 型番

Ethernet（10BASE-T）

Fast Ethernet（100BASE-TX）
対応 対応

PK-CA117

PK-CA118

Gigabit Ethernet（1000BASE-T） 対応 未対応
エンハンスドカテゴ
リー 5以上のケーブル
をお使いください。

z ケーブルを接続する前に、他のネットワーク利用者が印刷やファイルの転送を行っていないことを確
認してください。

z プリンターとLANアダプターの電源を必ずOFFにしてからケーブルを接続してください。ONのまま
接続するとプリンターの誤動作の原因となります。
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MultiWriter 4600をネットワーク環境で利用するために、プリンターにIPアドレスとサブネット
マスクを設定する必要があります。設定するには、主に以下の3つの方法があります。

z プリンターの操作パネルを使って設定する（操作パネルについては、7章の「操作パネル」（167ペー

ジ）参照）

z EASY設定ユーティリティ（プリンターに添付のCD-ROMに収録）を使って設定する

z PrintAgentプリンタ管理ユーティリティ（プリンターに添付のCD-ROMに収録）を使って設定する

接続方法によって適切な設定方法で説明します。以下を参照してください。

z LANインターフェース（標準）...........................................................................54ページ

z LANアダプター（オプション）...........................................................................LANアダプターに添付のマニュアル

LANインターフェース（標準）の場合

ここでは、プリンターの操作パネルを使った設定方法を説明します。その他の設定方法は、4章の
「ネットワークでの設定」（127ページ）を参照してください。設定するIPアドレス、サブネットマ
スクなどの値は、ご使用になるネットワークの管理者におたずねください。

IPアドレスとサブネットマスクの設定を変更する

1 プリンター内にデータが残っていないこと

を確認する。

ディスプレイに“データガノコッテイマス”が

表示されている場合は、［シフト］スイッチを押

しながら［排出］スイッチを押して、プリンター

内部に残っている印刷データを印刷してくださ

い。

2 操作パネルの［印刷可］スイッチを押して、

ディセレクト状態にする。

印刷可ランプが消灯します。

3 ［メニュー］スイッチを押す。

プリンターはメニューモードに入り、ディスプ

レイには、“テストメニュー　　→”と表示され

ます。

4 ディスプレイに“I/Fセッテイメニュー”と

表示されるまで［ ］スイッチを数回押す。

メニューの内容については、8章の「メニューツ

リー」（183ページ）を参照してください。

Step 2　IPアドレスとサブネットマスクを設定する

DHCPサーバーをお使いの場合は、「DHCPを有効にする」（57ページ）をご覧になり、手順に従ってく

ださい。
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5 ［ ］スイッチを1回押す。

6 ［ ］スイッチを1回押す。

ディスプレイ下段に“←インタフェース２

セッテイ　→”と表示されます。

7 ［ ］スイッチを1回押す。

ディスプレイ上段に“DHCP”と表示されます。

8 ［ ］スイッチを1回押す。

ディスプレイに“IPアドレス”と表示されます。

9 IPアドレスを設定する。

［設定変更］スイッチで設定を変更します。1回

押すごとに以下のように数字が変わります。

カーソルを移動させるには、［ ］スイッチを押

します。カーソルは右方向しか動きません。入

力を間違えたら、［ ］スイッチで手順8に戻っ

て入力し直してください。

10［ ］スイッチを押す。

ディスプレイに“サブネットマスク”と表示さ

れます。

11 サブネットマスクを設定する。

［設定変更］スイッチで設定を変更します。1回

押すごとに以下のように数字が変わります。

カーソルを移動させるには、［ ］スイッチを押

します。カーソルは右方向しか動きません。入

力を間違えたら、［ ］スイッチで手順8に戻っ

て入力し直してください。

12［メ ニ ュ ー 終 了］ス イ ッ チ を 押 し て、メ

ニューモードを終了する。

これで設定完了です。プリンターはセレクト状

態になり、印刷可ランプが点灯し、ディスプレ

イは通常表示になります。

13 コンフィグレーションページを印刷する。

手順については、「Step 3　コンフィグレーショ

ンページを印刷する」（60ページ）を参照してく

ださい。

14 コンフィグレーションページの印刷例を参

照して、正しく設定されているか設定内容

を確認する。

これでネットワークへの接続は完了です。

次に、3章の「プリンターソフトウエアのインス
トール」（85ページ）に進み、プリンターソフ
トウエアをインストールしてください。

0→1→2→3→4→5→

0→1→2→3→4→5→

ゲートウェイアドレスの設定を行う場合は、上記の
「IPアドレスとサブネットマスクを設定する」と同様
の手順で操作パネルからゲートウェイアドレスを設
定できます。8章の「メニューツリー」（183ページ）
を参照して設定してください。
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工場出荷時の印刷例

IPアドレス、サブネットマスク設定変更後の印刷例

NEC Network Interface Configuration Page

<Network Information>

F/W Version : 02. 06 000.1. 0008312253

ID Number : NFE-290000

Printer Name : NFE-290000

MAC Address : 00 : 20 : 4C : 29 : 00 : 00

H/W Description : NEC NetworkPrinter700087

10Base/100Base/1000Base : ”Auto（10Base）”

Half/Full Duplex : ”Auto（Half Duplex）”

MDI/MDIX : ”Auto（MDI）”

Jumbo Packet : ”Disable”

Printing Log : ”Off”

<Self-Diagnosis>

Link Test : ”OK”

Network Status : ”OK”

<TCP/IP>

IP Address : 　11.　22.　33.　44

Subnet Mask : 255.　0.　0.　0

Gateway Address : 　0.　0.　0.　0

Auto IP Address : ”On”

Max. Number of Session : 64

Session Timeout ［sec］ : 120

Keep Alive : ”On”

FTP Timeout ［min］ : 10

DHCP : ”Off”

e-Mail Service : ”Off”

Current Active Session : 0

＊1

＊1

＊2

＊2

NEC Network Interface Configuration Page

<Network Information>

F/W Version : 02. 06 000.1. 0008312253

ID Number : NFE-290000

Printer Name : NFE-290000

MAC Address : 00 : 20 : 4C : 29 : 00 : 00

H/W Description : NEC NetworkPrinter700087

10Base/100Base/1000Base : ”Auto（10Base）”

Half/Full Duplex : ”Auto（Half Duplex）”

MDI/MDIX : ”Auto（MDI）”

Jumbo Packet : ”Disable”

Printing Log : ”Off”

<Self-Diagnosis>

Link Test : ”OK”

Network Status : ”OK”

<TCP/IP>

IP Address : 123.123.123.123

Subnet Mask : 255.255.255.　0

Gateway Address : 　0.　0.　0.　0

Auto IP Address : ”On”

Max. Number of Session : 64

Session Timeout ［sec］ : 120

Keep Alive : ”On”

FTP Timeout ［min］ : 10

DHCP : ”Off”

e-Mail Service : ”Off”

Current Active Session : 0

＊1 ID Numberおよび、MAC Addressは

LANインターフェース個々の情報を

示します。
＊2 IPアドレス、サブネットマスクの工場

出荷値です。
＊3 IPアドレス、サブネットマスクの変更

された例です。

＊1

＊1

＊3

＊3
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DHCPを有効にする

DHCPサーバーをお使いの場合は、以下の手順でDHCPを有効にしてください。設定はプリンター
の操作パネルでメニューモードに入って行います。メニューモードについては、8章の「メニュー
モード」（177ページ）を参照してください。

1 プリンター内にデータが残っていないこと

を確認する。

ディスプレイに“データガノコッテイマス”が

表示されている場合は、［シフト］スイッチを押

しながら［排出］スイッチを押して、プリンター

内部に残っている印刷データを印刷してくださ

い。

2 ［印刷可］スイッチを押す。

印刷可ランプが消灯します。

3 ［メニュー］スイッチを押す。

プリンターはメニューモードに入り、ディスプ

レイには“テストメニュー　　→”と表示され

ます。

4 ディスプレイに“I／Fセッテイメニュー”と

表示されるまで［ ］スイッチを数回押す。

メニューの内容については、8章の「メニューツ

リー」（183ページ）を参照してください。

5 ［ ］スイッチを1回押す。

6 ［ ］スイッチを1回押す。

ディスプレイ下段に“←インタフェース２

セッテイ　→”と表示されます。

7 ［ ］スイッチを1回押す。

ディスプレイ上段に“DHCP”と表示されます。

8 ［設定変更］スイッチを押す。

“ON”に設定されます。

9 ［メ ニ ュ ー 終 了］ス イ ッ チ を 押 し て、メ

ニューモードを終了する。

これで設定完了です。プリンターはセレクト状

態になり、印刷可ランプが点灯し、ディスプレ

イは通常表示になります。

これで、DHCPが有効になりました。

IPアドレス、サブネットマスク、ゲートウェ

イアドレスは、DHCPサーバーから取得し

た値が表示されます。また、表示されるま

でに多少時間がかかる場合があります。
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EASY設定ユーティリティを使って設定する

ここでは、添付のプリンターソフトウエアCD-ROMに収録されているユーティリティ「EASY設定
ユーティリティ」を使った設定方法を説明します。その他の設定方法は、4章の「ネットワークで
の設定」（127ページ）を参照してください。
また、EASY設定ユーティリティの詳細については、添付のプリンターソフトウエアCD-ROMの

［EASY］フォルダー内に収録されている「README.TXT」を参照してください。

1 お使いのOS（日本語版）を起動する。

2 プリンターソフトウエア CD-ROM をセッ

トする。

［プリンタソフトウェアCD-ROMメニュー］ダイ

アログボックスが表示されます。

3 ［ユーティリティ］をクリックする。

4 ［EASY設定ユーティリティ］を選び、

［フォルダを開く］をクリックする。

プリンターソフトウエアCD-ROM内の［EASY］

フォルダーが開きます。

5 ［NICSET.EXE］アイコンをダブルクリック

する。

z Windows XPでご使用になる場合は、アカウントの種類が［コンピュータの管理者］のユーザーで
ログオンしてください。

z Windows Server 2003、Windows 2000、またはWindows NT 4.0でご使用になる場合は、Administrators
の権限を持ったユーザーでOSにログオンしてください。Administratorsの権限を持たないユーザーでログ
オンした場合には設定できません。

z プリンターに IP アドレスを設定する場合は、設定するために使うコンピューターとプリンターが IP
ルーターなどを介さない（同じサブネットマスク内）で接続された環境で行ってください。

お使いのコンピューターによっては、自動的にメ
ニュープログラムが起動しない場合があります。その
場合は、CD-ROMのルートディレクトリーにある

「PRSETUP.exe」を実行してください。
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6 一覧からプリンターの MAC アドレスを選

び、［プロパティ］をクリックする。

7 プリントサーバー名を確認する。

ネットワーク上から見たプリンターの名前が

［プリントサーバ名］ボックスに表示されます。

プリントサーバー名の変更もできます。

8 ［設定モード］で［IPアドレスを指定］を選

ぶ。

9 IPアドレス、サブネットマスクを入力する。

10 ゲートウェイアドレスを設定する。

ゲートウェイ（ルーター）を使用しないネット

ワーク環境では、設定の必要はありません。

11［OK］をクリックして、EASY設定ユーティ

リティを終了する。

以上で設定は完了です。

次に、3章の「プリンターソフトウエアのインス
トール」（85ページ）に進み、プリンターソフ
トウエアをインストールしてください。

一覧にプリンターが表示されない場合は、［リフレッ
シュ］をクリックし、再検索を行ってください。

LANインターフェース（標準）を使用した

場合、プリンターの時刻取得機能を設定す

ることができます。この機能を設定すると、

プリンターのテスト印刷に日付/時刻が印

刷されるので、設定することをお勧めしま

す。

設定手順については、活用マニュアル4章

の「WWWブラウザー」の「■SNTP設定

画面」を参照してください。

使用できる文字について

［英数字を使用する］を選んだときは、半角英

数字と文字記号（「＊」アスタリスクを除く）

が使えます。

［16進数を使用する］を選んだときは、”0～

9”、”A～F”が使えます。
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コンフィグレーションページとは、IPアドレスやサブネットマスク、MACアドレスなどのネット
ワークの設定情報が一覧できる情報ページのことです。ネットワークケーブルを接続したとき、ま
たはネットワークに関する変更を行った前後などに、コンフィグレーションページを印刷して、設
定内容の確認を行ってください。

MultiWriter 4600に標準装備されているLANインターフェースのコンフィグレーションページ
（LANステータス）の印刷は、プリンターの操作パネルから行います。LANアダプターの場合は、
LANアダプターに添付のマニュアルをご覧になり、コンフィグレーションページを印刷してくださ
い。

1 プリンターの電源をONにする。

2 プリンターの操作パネルの［印刷可］スイッ

チを押す。

印刷可ランプが消灯します。

3 ［メニュー］スイッチを押す。

プリンターはメニューモードに入り、ディスプ

レイには“テストメニュー　　→”と表示され

ます。

4 ［ ］スイッチを1回、［ ］スイッチを2

回押す。

ディスプレイ下段には“← LAN ステータス

ジッコウ　→”と表示されます。

5 ［ ］スイッチを押す。

印刷可ランプが点灯し、ネットワークインター

フェースの設定情報の印刷を開始します。

6 コンフィグレーションページを参照して

ネットワークインターフェースの設定内容

を確認する。

56ページのコンフィグレーションページの印刷

例を参考にしてください。

印刷例は、工場出荷時におけるネットワークイ

ンターフェースの設定情報と、IPアドレスとサ

ブネットマスクの設定変更後の情報です。

以上で設定は完了です。

Step 3　コンフィグレーションページを印刷する

コンフィグレーションページを印刷する前

に、用紙がプリンターにセットされている

ことを確認してください。用紙がセットさ

れていない場合は、6章の「用紙のセット」

（147ページ）を参照してセットしてくださ

い。

ネットワークへのセットアップ後やプリンターの設定
を変更した後は、必ずコンフィグレーションページを
印刷して、大切に保管しておいてください。
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2章
オプション
この章では、MultiWriter 4600用として提供される別売品（オプション）を紹介し、その取り付
け、取り外し、テスト印刷の方法などについて説明します。

z オプション品・消耗品の紹介....................................................................................................... 63ページ

z 増設ホッパー............................................................................................................................................... 68ページ

z 大容量ホッパー......................................................................................................................................... 72ページ

z フィニッシャー......................................................................................................................................... 76ページ

z LANアダプター........................................................................................................................................ 77ページ

z 増設メモリー............................................................................................................................................... 79ページ

z ハードディスク......................................................................................................................................... 82ページ
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オプション一覧

プリンタケーブル
（型番：66ページ）

マルチプロトコルLANアダプタ
（型番： PR-NPX-05）

クリーニングキット
（型番： PC-PR601-14）

NPDL（Level 2）
リファレンスマニュアル

（型番：PC-PRNPDL2-RM）

増設ホッパ（A3）
（型番：PR-L4600-02）

フィニッシャ
（型番：PR-L4600-FS）

大容量ホッパ
（型番：PR-L4600-04）

増設ホッパ（A4）
（型番： PR-L4600-03）

ハードディスク
（型番： PR-L4600-HD）

増設メモリ
（型番： PR-MW-M023）
（型番： PR-MW-M024）

z フィニッシャーは、増設ホッパー（A3）または増設ホッパー（A4）がないと取り付けられません。

z 大容量ホッパーは、増設ホッパー（A3）または増設ホッパー（A4）がないと取り付けられません。
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オプション品・消耗品の紹介
オプション品・消耗品のご購入については、お買い求めの販売店、または添付の「NECサービス網
一覧表」に記載されているサービス窓口などにお問い合わせください。

増設ホッパ（A3）（型番 PR-L4600-02）

ホッパー 3、4には、A3、A4、A5、B4、B5、レター、定形外サイズの用紙を最大500
枚（64g/㎡）セットできます。用紙サイズを自動的に認識できます。

用紙サイズラベルが添付されていますので、セットした用紙サイズに合わせてお使いく
ださい。

ホッパーの切り替えについては、69ページを参照してください。

＊1 使用可能サイズは140～297㎜×182～432㎜です。

増設ホッパ（A4）（型番 PR-L4600-03）

ホッパー 3には、A4、B5、レターサイズの用紙を最大800枚（64g/㎡）セットできま
す。ホッパー 4には、A4、B5、レターサイズの用紙を最大1,200枚（64g/㎡）セット
できます。用紙サイズを自動的に認識できます。

用紙サイズラベルが添付されていますので、セットした用紙サイズに合わせてお使いく
ださい。

ホッパーの切り替えについては、69ページを参照してください。

オプション

項目 型番 RP-L4600-02

ホッパー ホッパー 3 ホッパー 4

サイズ 540（W）× 520（D）×280（H） ㎜

質量 約23kg

用紙種類サイズ
普通紙、厚紙：A3、A4、A5、B4、B5、レター、定形外サイズ＊1

ラベル紙：B4、A4
OHP：A4

用紙坪量 60～215g/㎡

給紙容量 最大500枚（64g/㎡）

備考 用紙サイズラベル使用

項目 型番 RP-L4600-03

ホッパー ホッパー 3 ホッパー 4

サイズ 540（W）× 520（D）×280（H） ㎜

質量 約31kg

用紙種類サイズ
普通紙、厚紙：A4、B5、レター
ラベル紙：A4
OHP：A4

用紙坪量 60～215g/㎡

給紙容量 最大800枚（64g/㎡） 最大1,200枚（64g/㎡）

備考 用紙サイズラベル使用
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大容量ホッパ（型番 PR-L4600-04）

ホッパー 5には、A4、B5、レターサイズの用紙を最大2,000枚（64g/㎡）セットでき
ます。用紙サイズを自動的に認識できます。

用紙サイズラベルが添付されていますので、セットした用紙サイズに合わせてお使いく
ださい。

ホッパーの切り替えについては、73ページを参照してください。

取り付けには、増設ホッパー（オプション）が必要です。

フィニッシャ（型番 PR-L4600-FS）

A4サイズ横置きでトップトレーは最大500枚（64g/㎡）、スタッカートレーは最大
3,000枚（64g/㎡）＊1大容量排紙ができます（ステープルどめをする場合は、200部ま
で利用できます）。

スタッカートレーには、オフセット排紙機能＊2があります（ステープルどめをする場合
は、部ごとに自動でオフセットします＊3）。

ステープル機能付きで、最大50枚＊4ステープルどめができます（51枚以上の場合はステー
プルどめはされません）。また、用紙に穴をあけることができるパンチ機能があります。

取り付けには、増設ホッパー（オプション）が必要です。

＊1 A3サイズでは、トップトレーは最大300枚（64g/㎡）、スタッカートレーは最大

1,500枚（64g/㎡）になります。
＊2 印刷ジョブごとに用紙を左右にずらしてスタッカートレーに排出する機能です。
＊3 タテ置きのA4/レターサイズをステープル2点とじする場合は、オフセットされません。
＊4 厚紙１（106～120g/㎡）は35枚まで、厚紙2（121～169g/㎡）は25枚まで、厚

紙3（170～215g/㎡）は20枚までになります。
＊5 使用可能サイズは182～297㎜×182～432㎜です。ステープル、パンチは使用不

可。
＊6 パンチ使用時は169g/㎡まで使用可能。
＊7 B5サイズのパンチはヨコ置きのみ使用可能。

項目 型番 RP-L4600-04

ホッパー ホッパー 5

サイズ 389（W）× 610（D）×363（H） ㎜

質量 約29kg

用紙種類サイズ
普通紙、厚紙：A4、B5、レター
ラベル紙：A4
OHP：A4

用紙坪量 60～215g/㎡

給紙容量 最大2,000枚（64g/㎡）

備考 用紙サイズラベル使用

項目 型番 PR-L4600-FS

トレー トップトレー スタッカートレー

サイズ 740（W）× 650（D）×1,050（H） ㎜（スタッカートレー伸長時）

質量 約50kg

用紙種類
サイズ

普通紙、厚紙：A3、B4、A4、B5、レター、定形外サイズ＊5

用紙坪量 60～215g/㎡ ＊6

排紙容量
最大500枚

（64g/㎡、A4サイズ以下のとき）
最大3,000枚

（64g/㎡、A4サイズ以下のとき）

後処理機能 パンチ＊7（2穴パンチ）
オフセット排紙、
ステープル（1点とじ、2点とじ）、
パンチ＊7（2穴パンチ）
64



2
オ
プ
シ
ョ
ン

マルチプロトコルLANアダプタ（型番 PR-NPX-05）

100BASE-TX、10BASE-Tインターフェースを装備し、プリンターのパラレルインター
フェースコネクターに直接接続する外付けLANアダプターです。本LANアダプターは
PrintAgent、NEC Internet Printing System（IPP）、NEC TCP/IP Port、SNMP

（Printer-MIB、Host Resource MIB）には対応していません。詳しくは、PR-NPX-05
のマニュアルを参照してください。

増設メモリ（256MB）、（512MB）

（型番 PR-MW-M023、PR-MW-M024）
このボードは、DDR SDRAMを搭載したDIMMです。取り付けにより、複雑な印刷デー
タの印刷性能を向上できます。

増設メモリーが対応しているメモリー容量は以下のとおりです。

ハードディスク（型番 PR-L4600-HD）

プリンター本体に内蔵することにより、電子ソート機能が使用できます。電子ソートと
は、印刷データの複数部コピー要求があった場合にプリンター内部で部数ごとに印刷を
繰り返し、1つのトレーに出力する機能です。

電子ソートの上限は用紙サイズによらず200枚となります。

型番：PR-NPX-05

ネットワーク OS プロトコル

Windows XP TCP/IP

Windows 2000
TCP/IP
NetBEUI

Windows NT4.0

Windows Me/98/95（NEC Network Printer Portにより対応）

UNIX TCP/IP

NetWare 3.X/4.X/5.X　 IPX/SPX

品名 型番 メモリー容量

増設メモリ（256MB） PR-MW-M023 256MB

増設メモリ（512MB） PR-MW-M024 512MB
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プリンタケーブル

プリンターケーブルはお使いのコンピューターによって異なります。

クリーニングキット（型番 PC-PR601-14）

プリンターの清掃に便利な用具一式が入っています。

日本語ページプリンタ言語NPDL（Level2）リファレンスマニュアル

（型番 PC-PRNPDL2-RM）

ページプリンターのさまざまな動作を制御する命令およびプログラミングについての詳
しい解説書です。

型番 品名 備考

PC-PRCA-01 プリンタケーブル
PC-98-NXシリーズを含むIBM PC/AT互換機

（DOS/V対応機）用プリンターケーブル。
D-sub25ピン、15m

PC-CA202 プリンタケーブル
PC-9800シリーズ用プリンターケーブル。
ハーフピッチ36ピン、15m

PC-CA203 プリンタケーブル
PC-9800シリーズ用プリンターケーブル。
14ピン、4m

PC-CA204 プリンタケーブル
PC-9800シリーズ用プリンターケーブル。
ハーフピッチ36ピン、4m

PC-CA205 プリンタケーブル
PC-98-NXシリーズ用プリンターケーブル。
D-sub25ピン、4m
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トナーカートリッジ（型番 PR-L4600-12）

約30,000ページの印刷が可能なトナーカートリッジです。

ドラムカートリッジ（型番 PR-L4600-31）

約60,000ページの印刷が可能なドラムカートリッジです。

ステープル針（型番 PR-L4600-SP）

フィニッシャーで使用される替えのステープル針です。1セット15,000針（5,000針/個
×3個）です。フィニッシャーには1個（5,000針）添付されています。

消耗品

z 印刷可能ページ数は目安の値です。

z トナーカートリッジ1個あたりの印刷可能ページ数は、A4用紙（ヨコ置
き）を使用し、片面印刷、画像面積比5%、連続、22℃・55%の温度環
境で印刷した場合の印刷可能ページ数です。実際の印刷可能ページ数
は、画像面積比、用紙サイズ、用紙種類、使用環境、本体の電源ON/
OFFに伴う初期動作、印字品質保持の調整動作、上位装置からのデータ
転送速度など、使用条件により変動し、目安の値と大きく異なることが
あります。

z 印刷可能ページ数は目安の値です。

z ドラムカートリッジ1個あたりの印刷可能ページ数は、A4用紙（ヨコ置
き）を使用し、片面印刷、画像面積比5%、一度に印字するページ数を
6枚、22℃・55%の温度環境で印刷した場合の印刷可能ページ数です。
実際の印刷可能ページ数は、画像面積比、用紙サイズ、用紙種類、使用
環境、本体の電源ON/OFFに伴う初期動作、印字品質保持の調整動作、
上位装置からのデータ転送速度など、使用条件により変動し、目安の値
と大きく異なることがあります。
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増設ホッパー
大量印刷をサポートするために、MultiWriter 4600には増設ホッパー（A3）、および増設ホッパー

（A4）が用意されています。

増設ホッパーを設置するために必要な高さをあらかじめ確認しておくこ
とをお勧めします。設置に必要な高さについては、1章の「1　設置に必
要なスペースを用意する」（31ページ）を参照してください。

増設ホッパーへの用紙のセット

増設ホッパーへの用紙のセット方法については、6章の「増設ホッパーに用紙をセットする」（156
ページ）を参照してください。

増設ホッパーの取り付け

z このオプションは、お客様による設置ができません。設置作業はサービ
ス担当者が行いますので（有償）、ご購入の際は、お買い求めの販売店
に設置を依頼してください。

z 増設ホッパー（A3）と増設ホッパー（A4）は、同時に取り付けられま
せん。

増設ホッパー（A3）

増設ホッパー（A4）
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増設ホッパーの切り替え

増設ホッパーを取り付けたときに必要なホッパーの切り替えについて説明します。取り付けた増設
ホッパーから給紙するためには、操作パネル上でホッパー表示を「ホッパ3」、または「ホッパ4」
にします。ホッパーの選択には、選んだ状態をどこまで維持させるかによって、2つの方法があり
ます。

z プリンターの電源がOFFされるまで維持する方法...........................［ホッパ］スイッチによる切り替え

z プリンターの電源がOFFされても増設ホッパーが選択される方法

.............................................................................................................................. ...........................メニューモードによる切り替え

次に、それぞれの選び方について説明します。

プリンターの電源がOFFされるまで維持する方法

操作パネルの［ホッパ］スイッチを使って、増設ホッパーを選びます。

1 ［印刷可］スイッチを押し、印刷可ランプを

消灯させる。

2 ［ホッパ］スイッチを押し、ディスプレイの

表示を“ホッパ3”、または“ホッパ4”にする。

3 ［印刷可］スイッチを押し、印刷可ランプを

点灯させる。

4 コンピューターからデータを送る。

この状態は、以下の方法で変更しないかぎり維

持されます。

z 同じ方法でホッパーの選択を変更する

z トレー給紙に変更する

z 電源をOFFにする

z コンピューターから変更する

z プリンターを初期化する

プリンターの電源がOFFされても増設ホッパーが選択される方法

メニューモード内のプリンターの初期設定を変更します。

1 メニューモードに入る。

［印刷可］スイッチを押してプリンターをディセレ

クト状態にし、［メニュー］スイッチを押して“テ

ストメニュー　→”を表示させます。

2 ［ ］スイッチを2回押す。

“ヨウシメニュー　→”と表示されます。

3 ［ ］スイッチを2回押す。

ホッパー初期設定の表示になります。

4 ［設定変更］スイッチを押して、ディスプレ

イ下段を“←　ホッパ3＊”、または“←

ホッパ4＊”に変更する。

5 ［メニュー終了］スイッチを押し、印刷可ラ

ンプを点灯させる。

ディスプレイ上段に“ホッパ3　××　×××”、

または“ホッパ4　××　×××”と表示されて

いれば、設定は完了です。表示されていないと

きは、もう一度最初からやり直してください。

この状態は、同じ方法でホッパーの選択をしな

いかぎり維持されます。
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テスト印刷

増設ホッパーが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行い
ます。手順については、1章の「9　テスト印刷をする」（48ページ）を参照してください。

増設ホッパーのステータス印刷の例

ステータス印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。これ
で増設ホッパーの取り付けは完了です。

リレー給紙の設定

印刷している給紙先の用紙がなくなったときに、自動的に別の給紙先から用紙を吸入し印刷を続け
る機能です。ホッパー、トレー、増設ホッパーまたは大容量ホッパーを装着し、同じ用紙サイズお
よび同じ用紙種別の用紙をセットした場合のみ実現できます。
リレー給紙を有効にするために、メニューモードのリレー給紙設定をする必要があります。以下の
手順で設定してください。

Step 1　リレー給紙を有効にする

Step 2　給紙方法を設定する

増設ホッパーを取り付けた場合は、「給紙構成」に「ホッパ3～4」、「オプション」に「増設ホッパ」と

印刷されます。

（以下省略）
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Step1　リレー給紙を有効にする

リレー給紙を有効にするために、プリンターの
設定を行います。

1 メニューモードに入る。

［印刷可］スイッチを押してプリンターをディセ

レクト状態にし、［メニュー］スイッチを押して

“テストメニュー　→”を表示させます。

2 ［ ］スイッチを2回押す。

“ヨウシメニュー　→”と表示されます。

3 ［ ］スイッチを1回、［ ］スイッチを3

回、［ ］スイッチを1回押す。

リレー給紙の設定になります。

4 操作パネルの［ ］スイッチ、［ ］スイッ

チ、［設定変更］スイッチを押して、リレー給

紙させるホッパーまたはトレーをONにする。

詳しくは、8章の「メニューツリー」（183ペー

ジ）を参照してください。

5 ［メニュー終了］スイッチを押す。

6 設定が終わったら、リレー給紙を有効にし

たホッパーまたはトレーの用紙サイズ、用

紙の種類、用紙のセット方向が同じになっ

ているかを確認する。

Step2　給紙方法を設定する

印刷を開始するときに、［給紙方法］で［自動］
を選びます。

1 プリンタードライバーのプロパティダイア

ログボックスの［用紙］シートを開く。

プロパティダイアログボックスの開き方につい

て、5章の「印刷の詳細設定（プロパティダイア

ログボックスの開き方）」（137ページ）を参照

してください。

2 給紙方法が［自動］になっていることを確

認し、［OK］をクリックする。

3 ［印刷］ダイアログボックスで印刷範囲、印

刷部数を指定し、［印刷］（または［OK］）を

クリックして印刷する。

増設ホッパーの取り外し作業はサービス担当者が行いますので、プリンターに添付の「NECサービ
ス網一覧表」に記載されているサービス窓口へお問い合わせください。

リレー給紙させるホッパーまたはトレーす

べての“リレーキュウシ”をONにしてくだ

さい。

増設ホッパーの取り外し
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大容量ホッパー
大量印刷をサポートするために、MultiWriter 4600には大容量ホッパーが用意されています。

大容量ホッパーを設置するために必要なスペースをあらかじめ確
認しておくことをお勧めします。設置に必要なスペースについて
は、1章の「1　設置に必要なスペースを用意する」（31ページ）
を参照してください。

大容量ホッパーへの用紙のセット

大容量ホッパーへの用紙のセット方法については、6章の「大容量ホッパーに用紙をセットする」
（159ページ）を参照してください。

大容量ホッパーの取り付け

z このオプションは、お客様による設置ができません。設置作業は
サービス担当者が行いますので（有償）、ご購入の際は、お買い
求めの販売店に設置を依頼してください。

z 大容量ホッパーは、増設ホッパー（A3）または増設ホッパー
（A4）がないと取り付けられません。

大容量ホッパー
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大容量ホッパーの切り替え

大容量ホッパーを取り付けたときに必要なホッパーの切り替えについて説明します。取り付けた大
容量ホッパーから給紙するためには、操作パネル上でホッパー表示を「ホッパ5」にします。ホッ
パーの選択には、選んだ状態をどこまで維持させるかによって、2つの方法があります。

z プリンターの電源がOFFされるまで維持する方法...........................［ホッパ］スイッチによる切り替え

z プリンターの電源がOFFされても大容量ホッパーが選択される方法

.............................................................................................................................. ...........................メニューモードによる切り替え

次に、それぞれの選び方について説明します。

プリンターの電源がOFFされるまで維持する方法

操作パネルの［ホッパ］スイッチを使って、大容量ホッパーを選びます。

1 ［印刷可］スイッチを押し、印刷可ランプを

消灯させる。

2 ［ホッパ］スイッチを押し、ディスプレイの

表示を“ホッパ5”にする。

3 ［印刷可］スイッチを押し、印刷可ランプを

点灯させる。

4 コンピューターからデータを送る。

この状態は、以下の方法で変更しないかぎり維

持されます。

z 同じ方法でホッパーの選択を変更する

z トレー給紙に変更する

z 電源をOFFにする

z コンピューターから変更する

z プリンターを初期化する

プリンターの電源がOFFされても大容量ホッパーが選択される方法

メニューモード内のプリンターの初期設定を変更します。

1 メニューモードに入る。

［印刷可］スイッチを押してプリンターをディセレ

クト状態にし、［メニュー］スイッチを押して“テ

ストメニュー　→”を表示させます。

2 ［ ］スイッチを2回押す。

“ヨウシメニュー　→”と表示されます。

3 ［ ］スイッチを2回押す。

ホッパー初期設定の表示になります。

4 ［設定変更］スイッチを押して、ディスプレ

イ下段を“←　ホッパ5＊”に変更する。

5 ［メニュー終了］スイッチを押し、印刷可ラ

ンプを点灯させる。

ディスプレイ上段に“ホッパ5　××　×××”

と表示されていれば設定は完了です。表示され

ていないときは、もう一度最初からやり直して

ください。

この状態は、同じ方法でホッパーの選択をしな

いかぎり維持されます。
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テスト印刷

大容量ホッパーが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行
います。手順については、1章の「9　テスト印刷をする」（48ページ）を参照してください。

大容量ホッパーのステータス印刷の例

ステータス印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。これ
で大容量ホッパーの取り付けは完了です。

リレー給紙の設定

印刷している給紙先の用紙がなくなったときに、自動的に別の給紙先から用紙を吸入し印刷を続け
る機能です。ホッパー、トレー、増設ホッパーまたは大容量ホッパーを装着し、同じ用紙サイズお
よび同じ用紙種別の用紙をセットした場合のみ実現できます。
リレー給紙を有効にするために、メニューモードのリレー給紙設定をする必要があります。以下の
手順で設定してください。

Step 1　リレー給紙を有効にする

Step 2　給紙方法を設定する

大容量ホッパーを取り付けた場合は、「給紙構成」に「ホッパ5」、「オプション」に「大容量ホッパ」と

印刷されます。

（以下省略）
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Step1　リレー給紙を有効にする

リレー給紙を有効にするために、プリンターの
設定を行います。

1 メニューモードに入る。

［印刷可］スイッチを押してプリンターをディセ

レクト状態にし、［メニュー］スイッチを押して

“テストメニュー　→”を表示させます。

2 ［ ］スイッチを2回押す。

“ヨウシメニュー　→”と表示されます。

3 ［ ］スイッチを1回、［ ］スイッチを3

回、［ ］スイッチを1回押す。

リレー給紙の設定になります。

4 操作パネルの［ ］スイッチ、［ ］スイッ

チ、［設定変更］スイッチを押して、リレー給

紙させるホッパーまたはトレーをONにする。

詳しくは、8章の「メニューツリー」（183ペー

ジ）を参照してください。

5 ［メニュー終了］スイッチを押す。

6 設定が終わったら、リレー給紙を有効にし

たホッパーまたはトレーの用紙サイズ、用

紙の種類、用紙のセット方向が同じになっ

ているかを確認する。

Step2　給紙方法を設定する

印刷を開始するときに、［給紙方法］で［自動］
を選びます。

1 プリンタードライバーのプロパティダイア

ログボックスの［用紙］シートを開く。

プロパティダイアログボックスの開き方につい

て、5章の「印刷の詳細設定（プロパティダイア

ログボックスの開き方）」（137ページ）を参照

してください。

2 給紙方法が［自動］になっていることを確

認し、［OK］をクリックする。

3 ［印刷］ダイアログボックスで印刷範囲、印

刷部数を指定し、［印刷］（または［OK］）を

クリックして印刷する。

大容量ホッパーの取り外し作業はサービス担当者が行いますので、プリンターに添付の「NECサー
ビス網一覧表」に記載されているサービス窓口へお問い合わせください。

リレー給紙させるホッパーまたはトレーす

べての“リレーキュウシ”をONにしてくだ

さい。

大容量ホッパーの取り外し
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フィニッシャー
大量印刷をサポートするために、MultiWriter 4600にはフィニッシャーが用意されています。

テスト印刷

フィニッシャーが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行
います。手順については、1章の「9　テスト印刷をする」（48ページ）を参照してください。

フィニッシャーのステータス印刷の例

ステータス印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。これ
で、フィニッシャーの取り付けは完了です。

フィニッシャーの取り外し作業はサービス担当者が行いますので、プリンターに添付の「NECサー
ビス網一覧表」に記載されているサービス窓口にお問い合わせください。

フィニッシャーの取り付け

z このオプションは、お客様による取り付けができません。取り付け作業はサービス担当者が行います
ので（有償）、ご購入の際は、お買い求めの販売店に取り付けを依頼してください。

z フィニッシャーは、増設ホッパー（A3）または増設ホッパー（A4）がないと取り付けられません。

z ステープルどめをして印刷をしている場合に、針がなくなったときは、印刷は停止します。また、
ステープルどめで印刷中にフィニッシャースタッカートレーが一杯になった場合も、スタックフル
で印刷は停止します。

フィニッシャーを取り付けた場合は、「オプション」に「フィニッシャ」と印刷されます。

フィニッシャーの取り外し

（以下省略）
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LANアダプター
MultiWriter 4600でご使用になれるLANアダプターとして、PR-NPX-05が用意されています。
LANアダプターの取り付け・取り外し手順を説明します。
使い方や操作方法については、LANアダプターに添付のマニュアルを参照してください。

LANアダプター（PR-NPX-05）の取り付け手順を説明します。

1 プリンターの電源をOFFにし、電源コード、

プリンターケーブルをプリンターから取り

外す。

2 プリンターの背面左角のカバーをいったん

持ち上げるようにして外す。

このカバーは保管しておいてください。

3 LAN アダプターのパラレルインターフェー

ス用ソケットとプリンターのパラレルイン

ターフェースコネクターを直接接続する。

4 ネットワークケーブルのコネクターを LAN

アダプターのイーサネット用コネクターに

差し込む。

LANアダプターのコネクター部には手を触れないでください。手を触れると、コネクター部の接点が汚

れ、接触不良になることがあります。

LANアダプターの取り付け

電源は確実にOFFにしてください。ONにし

たまま取り付けると、故障の原因となるこ

とがあります。

フィニッシャーを装着している場合は、

フィニッシャーを本体から外してくださ

い。

このとき、LAN アダプターにAC アダプ

ターが接続されていないことを確認してく

ださい。
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5 LAN アダプターに付属の AC アダプターの

プラグをLANアダプターの電源コネクター

へ差し込む。

6 LAN アダプターの AC アダプターをコンセ

ントに差し込む。

7 LANアダプターの背面にあるLINK LEDラ

ンプが緑色に点灯することを確認する。

8 電源コードをプリンターに取り付ける。

9 プリンターの電源をONにする。

LANアダプターを取り外すときは、LANアダプターがデータの受信中でないことを確認してから、
プリンターの電源をOFFにして、取り付け手順6から逆に行ってください。

フィニッシャーを装着している場合は、

LANアダプターの電源コードをL字に曲げ

てフィニッシャーを本体に装着してくださ

い。電源コードをL字に曲げることは問題

ありません。
LINK LEDランプ（緑）

LANアダプターの取り外し
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増設メモリー
増設メモリーを取り付けると、複雑な印刷データの印刷性能を向上させることができます。

1 プリンターの電源をOFFにし、電源コード、

プリンターケーブルをプリンターから取り

外す。

2 プリンター背面のプリンターオプション用

カバーの2か所のネジを、カバーが外れるま

でゆるめる。

ドライバーでネジをゆるめてください。

ネジはカバーから外さないでください。

3 プリンターオプション用カバーの左側を手

前に引き（①）、カバーを落とさないように

注意して取り外す（②）。

4 増設メモリースロットの左右のイジェク

ターを横に押し広げる。

z MultiWriter 用の増設メモリーをご使用ください。他の情報処理機器用の増設メモリーは使用しない
でください。また本増設メモリー、または推奨の増設メモリー以外のRAMボードを使用すると、本
プリンターの破損の原因となる場合があります。

z 指定のDIMMタイプの増設メモリーを使用してください。指定以外の増設メモリーを使用すると、故
障の原因となることがあります。

増設メモリーの取り付け

増設メモリーは大変デリケートな電子部品です。増設メモリーを取り扱うときは、プリンター背面のイ

ンターフェースコネクターが付いているフレームなどに触れて身体の静電気を逃がしてから行ってく

ださい。また、ボードは端の部分を持って取り扱い、表面の部品には触れないようにしてください。

電源は確実にOFFにしてください。ONにし

たまま取り付けると、故障の原因となるこ

とがあります。
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5 増設メモリーをスロットに差し込む。

6 増設メモリースロットの左右のイジェク

ターを元に戻す。

7 プリンターオプション用カバーを、プリン

ター背面に図のように差し込み（①）、元の

位置に戻す（②）。

8 手順2でゆるめたネジを締めて、プリンター

オプション用カバーを固定する。

9 電源コードとプリンターケーブルをプリン

ターに取り付ける。

10 プリンターの電源をONにする。

増設メモリーの切り欠き部の向きがスロッ

トの突起部と正しく合っていることを確認

してください。逆の場合は増設メモリーの

切り欠き部とスロットの突起部の位置が合

わず、挿入できません。

増設メモリーは、奥までしっかり押し込ん

でください。しっかり押し込まずに次の手

順を行うと、スロットまたは増設メモリー

を破損するおそれがあります。

ネジ締めはドライバーで確実に行ってくだ

さい。
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テスト印刷

増設メモリーが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行い
ます。手順については、1章の「9　テスト印刷をする」（48ページ）を参照してください。

次のように印刷されていれば、増設メモリーは正しく取り付けられたことになります。

増設メモリーを増設したステータス印刷の例

（標準メモリー 256MBに256MBメモリーを増設した場合）

ステータス印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。これ
で増設メモリーの取り付けは完了です。

増設メモリーを取り外すときは、プリンターの電源をOFFにし、電源コードをプリンターから取り
外し、取り付けの手順を逆に行ってください。

なお、増設メモリーを取り外すときは、スロットのイジェクターを横に押し広げて、増設メモリー
を引き抜いてください。

増設メモリーの取り外し

プリンターの電源はOFFにして、電源コードをコンセントから抜いてください。電源コードを接続した

まま取り外すと、故障の原因となります。

（以下省略）

256MB増設のとき：512MB
512MB増設のとき：768MB
となります。
81



ハードディスク
ハードディスクを取り付けると、電子ソート機能が使用できます。

1 プリンターの電源をOFFにし、電源コード、

プリンターケーブルをプリンターから取り

外す。

2 プリンター背面のプリンターオプション用

カバーの2か所のネジを、カバーが外れるま

でゆるめる。

ドライバーでネジをゆるめてください。

ネジはカバーから外さないでください。

3 プリンターオプション用カバーの左側を手

前に引き（①）、カバーを落とさないように

注意して取り外す（②）。

4 ハードディスクの接続コネクターをプリン

ターの基盤上の接続コネクターに合わせて

取り付ける。

5 ハードディスクに添付されているネジ 4 本

でハードディスクを固定する。

ハードディスクを取り付けた場合、電子ソートが可能なページ数は、用紙サイズに関係なく一律200ペー

ジです。

ハードディスクの取り付け

電源は確実にOFFにしてください。ONにし

たまま取り付けると、故障の原因となるこ

とがあります。

z ハードディスクは、確実に押し込んでく
ださい。

z 一部コネクターピンが出ていますので、
注意して取り扱ってください。
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6 プリンターオプション用カバーを、プリン

ター背面に図のように差し込み（①）、元の

位置に戻す（②）。

7 手順2でゆるめたネジを締めて、プリンター

オプション用カバーを固定する。

8 電源コードとプリンターケーブルをプリン

ターに取り付ける。

9 プリンターの電源をONにする。

テスト印刷

ハードディスクが正しく取り付けられたことを確認するために、テスト印刷のステータス印刷を行
います。手順については、1章の「9　テスト印刷をする」（48ページ）を参照してください。

ハードディスクのステータス印刷の例

ステータス印刷が終了すると、自動的に印刷可ランプが点灯し、印刷できる状態になります。これ
でハードディスクの取り付けは完了です。

ハードディスクを取り外す場合は、取り付けの逆の手順で行ってください。

ネジ締めはドライバーで確実に行ってくだ

さい。

ハードディスクの取り外し

（以下省略）
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この章では、Windows XP＊1、Windows Vista＊2、Windows Server 2003、Windows 2000、
Windows NT 4.0、Windows Me、Windows 98、Windows 95 日本語版環境、およびWindows
XP/Vista/Server 2003 （64ビット版Windows）環境にプリンターソフトウエア＊3をインストー
ルし、プリンターを指定するまでの手順について説明します。また、その他の環境で使用する際の
設定も説明します。

＊1 以下、本書でWindows XPと表記している場合は、Windows XP Home EditionとProfessionalを含みます。
＊2 以下、本書でWindows Vistaと表記している場合は、Windows Vista Home Basic、 Windows Vista Home 

Premium、Windows Vista Business、Windows Vista Enterprise、Windows Vista Ultimateを含みます。
＊3 プリンターソフトウエアは、次の2つのソフトウエアから構成されています。

①プリンタードライバー：Windows 環境でプリンターへの印刷制御を行うソフトウエアです。

②PrintAgent：印刷統合管理ソフト「PrintAgent（プリントエージェント）」は、ネットワークプリンターで印刷

するかたのために豊富なサービスを提供するソフトウエアです。

z MultiWriterのプリンターソフトウエアを正しくインストールするためには、インストールする前
に10章の「PrintAgentを正しく動作させるために」（236ページ）をお読みください。

z インストールプログラムを実行する前に、起動中のアプリケーションをすべて終了してください。

Windows Server 2003をお使いのお客様へ

本書にWindows Server 2003の記述がない場合は、Windows XPの記述をWindows Server 2003に読み替えて
ください。

フロッピーディスクでインストールする場合

本書ではCD-ROMを使った手順を説明しています。プリンターソフトウエアCD-ROMから作成したプリンターソ
フトウエアディスクを使用してインストールする場合、インストールの途中でフロッピーディスクの交換を求める
画面が表示されることがあります。その場合は、画面の指示に従ってフロッピーディスクを入れ替えてください。
FD作成機能でサポートしているFD容量は、1.44MBのみです。

なお、64ビット版Windowsをお使いの場合は、プリンターソフトウエアCD-ROM内の「\\MW4600\64DRIVER
\x64」と「\\MW4600\64DRIVER\ia64」内にある「README.TXT」をご覧ください。
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MultiWriter 4600に添付のプリンターソフトウエアCD-ROMは、Windows XP、Windows Vista、
Windows Server 2003、Windows 2000、Windows NT 4.0、Windows Me、Windows 98、
Windows 95、Windows XP/Vista/Server 2003 （64ビット版Windows）のコンピューター環
境に対応した、ソフトウエアを提供しています。

このCD-ROMは、ISO9660フォーマットに従って作成されています。

CD-ROMの構成は以下のとおりです。

□ メニュープログラム

z はじめに

プリンターソフトウエアCD-ROMについて注意事項などが書かれています。ご使用になる前にお読み

ください。

z インストール

Windows XP、Windows Vista、Windows Server 2003、Windows 2000、Windows NT 4.0、

Windows Me、Windows 98、Windows 95、Windows XP/Vista/Server 2003（64ビット版

Windows）に対応した、プリンターソフトウエアをインストールできます。

z オンラインマニュアル

「MultiWriter 4600 活用マニュアル」の閲覧用（HTML形式）と、印刷用（PDF形式）の2つが収録

されています。オンラインマニュアルを閲覧するためにはブラウザー、印刷するためには「Adobe

Reader」が必要です。詳細については、「マニュアルの種類と使い方」（6ページ）またはメニュープ

ログラム内のユーティリティを参照してください。

z ユーティリティ

－ ドキュメント・ハンドリング・ソフトウエア「DocuWorks（体験版）」

－ NEC Internet Printing System（Windows 98、Windows 95対応版およびWindows NT 4.0対応版）

－ NEC TrueTypeバーコードフォントキット

NEC TrueTypeバーコードフォントとNEC TrueTypeバーコードフォントユーティリティです。

－ NEC FontAvenue TrueTypeフォント3書体

－ 帳票エディタ「帳楽」お試し版

－ EASY設定ユーティリティ

－ PrintPortオフライン印刷ツール

－ Adobe Reader 7.0日本語版または、Adobe Acrobat Reader 5.0日本語版

z バージョンアップ

CD-ROMに収録されている最新のプリンタードライバーにアップデートできます。詳細や手順につい

ては、「ご利用の前に」（Update.txt）または、活用マニュアル6章の「プリンタードライバーのバー

ジョンアップ」を参照してください。

その他に、MultiWriterシリーズのプリンターソフトウエアを収録しています。詳しくは、それぞ
れのソフトウエアに関連するフォルダー内にある、「はじめにお読みください」（Readme.txt）を
参照してください。

プリンターソフトウエアCD-ROMについて
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MultiWriter 4600に添付のプリンターソフトウエアの動作環境は以下のとおりです。

＊1 OSによって動作するコンピューター条件が異なります。詳しい動作条件は、各OSのマニュアルを参照して

ください。

PrintAgentが利用できるネットワーク環境について

PrintAgentはネットワーク環境で、プリンターを次の形態でご使用の場合にご利用できます。

z 標準装備のLANインターフェースでプリンターがネットワークに接続されている。

z 共有プリンターの場合（クライアント・サーバー接続）、プリントサーバーコンピューターの OS が

Windows XP、Windows Server 2003、Windows 2000、Windows NT 4.0、Windows Me、

Windows 98、Windows 95で、プリントサーバーコンピューターに本プリンターソフトウエアがイ

ンストールされている。

z お使いのコンピューターに、ネットワークに接続するためのネットワークボード／カード／アダプ

ターなどを接続し、ネットワークの設定にTCP/IPプロトコルがインストールされている。詳しくは、

OSのマニュアルを参照してください。

プリンターソフトウエアの動作環境

接続方法 動作コンピューター＊ 1 対応 OS メモリー

ネットワーク
  インターフェース

パラレル
  インターフェース

PC98-NXシリーズを含む
IBM PC/AT互換機

（DOS/V対応機）

Windows XP（日本語版）
Windows Vista（日本語版）
Windows Server 2003（日本語版）
Windows 2000（日本語版）
Windows NT 4.0（日本語版）
Windows Me（日本語版）
Windows 98（日本語版）
Windows 98 Second Edition（日本語版）
Windows 95（日本語版）
Windows XP/Vista/Server 2003
　　　　　　（64ビット版Windows）

OSの動作条件に準じます。

PC-9800シリーズ

メモリーについては、PrintAgentをクライアント－サーバーシステムでご使用の場合、プリントサー

バーには64MB以上（Windows XP、Windows Server 2003、Windows 2000の場合は256MB以上）

のメモリーを搭載し、運用されることを推奨します。

ネットワーク環境でネットワーク共有プリンターをお使いになるためには、あらかじめOSの共有設定を

有効にしておく必要があります。詳しくは、OSのマニュアルを参照してください。

以下のOSでは、PrintAgentをご利用になれません。

　・Windows Vista（64ビット版を含む）

　・Windows XP（64ビット版）

　・Windows Server 2003（64ビット版）
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プリンターソフトウエアの容量

プリンターソフトウエアをインストールするために必要なハードディスク容量は次のとおりです。
インストールする前に確認してください。

インストール方法

Windows XP、
Windows Vista

Windows Server 2003、
Windows 2000

日本語版、
Windows XP/Vista/

Server 2003 （64 ビット
版 Windows）

Windows NT 4.0
日本語版

Windows Me、
Windows 98、
Windows95

日本語版

PrintAgentを含む標準設定 約11.2MB 約11.2MB 約10.2MB

PrintAgentを含む一般ユーザー向け（最大） 最大 約13.3MB 最大 約13.3MB 最大 約12.3MB

PrintAgentを含む管理者向け 最大 約15.2MB 最大 約15.2MB 最大 約14.1MB

プリンタードライバーのみ 約5.0MB 約5.0MB 約4.0MB
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プリンターソフトウエアをコンピューターにインストールする前に、お使いになるコンピューター
の条件に従ってインストール方法を選びます。以下のフローチャートの矢印に進み、それぞれの
ページに進んでください。

なお、プリンターの管理、LANインターフェース、またはLANアダプターの設定を行う場合は、「管
理者インストール」をする必要があります。インストール手順については、「プリンター管理者用
インストール」（111ページ）を参照してください。

＊1 「プラグ・アンド・プレイ」機能とは、Windows XP、Windows Vista、Windows Server 2003、

Windows 2000、Windows Me、Windows 98、Windows 95がインストールされているコンピューターで

新しい周辺機器などを接続すると、コンピューターの起動時や接続時にその周辺機器を検出し、自動的にイ

ンストールが実行される機能です。

インストール方法の選択

「プラグ・アンド・プレイ＊1」
でインストールしますか？

以下の各手順の設定を行ってく
ださい。

Windows XP/Vista/Server 2003
　　　　　　　　 →95ページ

Windows 2000→97ページ

Windows Me →99ページ

Windows 98 →100ページ

Windows 95 →102ページ

以下を参照して設定を行ってください。

活用マニュアル4章の「接続先の設定とプ
リンタードライバーのインストール」

以下のページの手順を行ってく
ださい。

「「インストールプログラム」から
のインストール」（90ページ）

インストールプログラムは、
プリンタードライバーと
PrintAgentを選びインストール
できます。

接続方法、
お使いのケーブルは？

プリンタードライバーと
PrintAgentをインストール

しますか？

以下の各ページの手順を行ってください。

日本語MS-DOS環境
→活用マニュアル3章の「日本語MS-DOS環境」

ターミナルサービス環境
→活用マニュアル4章の「ターミナルサービス用
　プリンタードライバーのインストール」

お使いのOSはなんですか？

Windows XP/Vista/2000
Windows Server 2003
Windows 95/98/Me

ターミナルサービス環境
日本語MS-DOS環境版

はい
パラレルインターフェースケーブル

はい

いいえ

ネットワーク
接続 いいえ

以下の各手順の設定を行ってく
ださい。

Windows XP/Vista/Server 2003
（64ビット版）　→118ページ

Windows XP/Vista
Windows Server 2003/

（64ビット版）

Windows NT 4.0
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「
インストールプログラム」からのインストール
Windows XP、Windows Vista、Windows Server 2003、Windows 2000、Windows NT 4.0、
Windows Me、Windows 98、Windows 95で動作しているコンピューターでMultiWriterをご利
用になる場合、プリンターソフトウエアCD-ROMのインストールプログラムを使ってプリンター
ソフトウエア（プリンタードライバーおよびPrintAgent）をインストールします。

プリンターソフトウエアCD-ROMは、ドライブに挿入するだけで自動的にメニュープログラムが
起動します。

ここではWindows XP 日本語版を例にとり、プリンターソフトウエア（プリンタードライバーお
よびPrintAgent）のインストール手順を説明します。

1 Windows XP 日本語版を起動する。

2 プリンターソフトウエア CD-ROM をセッ

トする。

［プリンタソフトウェアCD-ROMメニュー］ダイ

アログボックスが表示されます。

3 ［インストール］をクリックする。

4 右側のボックスから［MultiWriter 4600］を

選んで［インストール開始］をクリックする。

5 ［次へ］をクリックする。

はじめに、プリンタードライバーをインストー
ルする設定を行います。

Windows XP/Vistaにインストールするユーザーは、アカウントの種類が［コンピュータの管理者］で

ある必要があります。また、Windows Server 2003、Windows 2000またはWindows NT 4.0にイン

ストールするには、［Administrators］または［Domain Admins］グループのメンバーである必要が

あります。

LANインターフェース、またはLANアダプターで接続されたプリンターに印刷する場合は、以下の手順でインス
トールを行い、手順7で［NEC TCP/IP Port］を選びます。

z お使いのコンピューターによっては、自動的にメ
ニュープログラムが起動しない場合があります。
その場合はCD-ROMのルートディレクトリーに
ある「PRSETUP.exe」を実行してください。

z Windows Vistaでは、警告メッセージが表示され
ることがありますが、［許可する。］を選んでくだ
さい。

お使いのOSにインストール可能なプリンター名が表
示されます。
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6 ［プリンタドライバをインストールする。］

を選び、［次へ］をクリックする。

［プリンタドライバをインストールしない。］を

選んだ場合は、手順9に進んでください。

7 プリンターの接続先を選び、［次へ］をク

リックする。

ネットワークに接続されていない場合はこのダイ

アログボックスは表示されません。次の「［ローカ

ルポート］を選んだ場合」に進んでください。

＜［ローカルポート］を選んだ場合＞

①希望するポートを選び、［次へ］をクリックする。

手順8に進んでください。

＜［ネットワーク共有プリンタ］を選んだ場合＞

①プリンターの接続先を［ネットワークパス名］
に直接入力するか、［参照］をクリックして表
示される一覧から指定する。

②［次へ］をクリックする。

手順9に進んでください。

＜［NEC TCP/IP Port］を選んだ場合＞

①LAN インターフェースまたは LAN アダプ
ターのIPアドレス、またはホスト名を設定し、

［次へ］をクリックする。

z ［ローカルポート］は、コンピューターがプリン
ターとプリンターケーブルで接続されていると
きに選びます。

z ［ネットワーク共有プリンタ］は、MultiWriter
がプリントサーバー上に共有されているときに
選びます。

z ［NEC TCP/IP Port］は、プリンターがLANイ
ンターフェースまたはLANアダプターで接続さ
れており、ネットワークに接続されているとき
に選びます。

IPアドレスを設定する場合

［検索］をクリックします。検索結果ダイアログボッ
クスで使用するプリンターを選び、［OK］をクリック
すると簡単にIPアドレスが設定できます。
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8 ［次へ］をクリックする。

ネットワークに接続され、Windows XP、Windows

Vista、Windows Server 2003、Windows 2000ま

たはWindows NT 4.0をご利用の場合は、次のダイ

アログボックスが表示されます。

このダイアログボックスが表示されない場合

は、手順9に進んでください。

続いて、PrintAgentのインストールを行いま
す。

9 ［PrintAgent をインストールする。］を選

び、［次へ］をクリックする。

［PrintAgentをインストールしない。］を選んだ

場合は、手順12に進んでください。

10 使用目的に応じて［標準インストール］ま

たは［一般ユーザ向けカスタムインストー

ル］のインストール方法を選び、［次へ］をク

リックする。

11 PrintAgentのインストール先とスプールファイ

ルの作成先を指定し、［次へ］をクリックする。
すでに他の機種のPrintAgentがインストールさ

れている場合はこのダイアログボックスは表示

されません。手順12に進んでください。

すでに代替ドライバーがインストールされ

ている場合は、リストに表示されません。

Windows Vistaでは、PrintAgentをインス

トールすることはできません。手順12に進

んでください。

［一般ユーザ向けカスタムインストール］を選ぶと、
標準的なソフトウエアの項目が表示されます。インス
トールする項目にチェックを付けて［次へ］をクリッ
クしてください。［全追加］をクリックすると、すべ
てチェックされます。［全削除］をクリックすると、
すべてチェックが外れます。

次のメッセージが表示された場合は、インストール先の
ディスク空き容量が少なくなっています。フォルダーを
変更するか、不要なファイルを削除してください。
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12 設定した内容を確認し、［完了］をクリック

する。

13［OK］をクリックする。

ソフトウエアのインストールが開始されます。

14 インストールが終了したら［OK］をクリッ

クする。

15 プリンターソフトウエアが正常にインス

トールされていることを確認する。

□ ［プリンタとFAX］フォルダー内に［NEC 

MultiWriter 4600］アイコンが登録されている。

□ タスクバーのトレイに、［PrintAgentシステム］

アイコンが登録されている。

再起動を促すダイアログボックスが表示さ

れた場合は、画面の指示に従ってコン

ピューターを再起動してください。

カスタムインストールでインストールした場合、選択
されたオプションによっては登録されているアイコ
ンが異なります。
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□ スタートメニューの［すべてのプログラム］に

［MultiWriter 4600］というフォルダーが追加さ

れ、その下にPrintAgent関連のアイコンが登録さ

れている。

□ スタートメニューの［すべてのプログラム］に

［PrintAgent管理ツール］というフォルダーが追

加され、［プリンタ一覧］が登録されている。

（カスタムインストールでプリンタ一覧を選んだ場

合）

Windows XP、Windows Server 2003以

外の場合は、スタートメニューの［プログ

ラム］から確認できます。

Windows XP、Windows Vista、Windows

Server 2003をご使用の場合、プリンター

ソフトウエアをインストール後にプリン

ターケーブルでプリンターを接続すると

［新しいハードウェアの検出ウィザード］が

表示されることがあります。この場合は、

以下の手順でウィザードを終了してくださ

い。

1.［新しいハードウェアの検出ウィザード］

で、［次へ］をクリックする。

2.［ハードウェアのインストール］で、［イ

ンストールの停止］をクリックする。

3.［新しいハードウェアの検出ウィザード］

で、［完了］をクリックする。
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「
プラグ・アンド・プレイ」によるインストール
ここでは、Windows 日本語版において、プリンターソフトウエアを「プラグ・アンド・プレイ」
機能を使ってインストールする手順を説明します。

ここでは、Windows XP 日本語版にプリンターソフトウエアをインストールする手順を例にとっ
て説明します。

1 プリンターケーブルを接続する。

2 MultiWriter 4600の電源をONにする。

3 コンピューターの電源をONにする。

Windows XP 日本語版を起動します。

新しいハードウェアの検出画面が表示されま

す。

4 ［一覧または特定の場所からインストールす

る（詳細）］を選び、［次へ］をクリックする。

このダイアログボックスが表示されなかった場

合、「「インストールプログラム」からのインス

トール」（90ページ）を行ってください。

5 ［検索しないで、インストールするドライバ

を選択する］を選び、［次へ］をクリックす

る。

6 ［プリンタ］を選び、［次へ］をクリックする。

7 ［ディスク使用］をクリックする。

Windows XP 、Windows Vista 、Windows Server 
2003 日本語版

接続先のポート名はプリンターケーブルを

接続したポート名となり、通常は「LPT1」

になります。
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8 プリンターソフトウエア CD-ROM をセッ

トする。

9 ファイルのコピー元を指定し、［OK］をク

リックする。

ファイルの指定は、CD-ROMドライブ名、コロ

ン（：）、円記号（￥）に続けて「MW4600￥

WIN2KXP」と入力します。

10 使用するプリンター名を選び、［次へ］をク

リックする。

インストールを開始します。

11［完了］をクリックする。

これでプリンタードライバーのインストールは
完了です。

次にPrintAgentをインストールするには、「「イ
ンストールプログラム」からのインストール」の
手順6（91ページ）で［プリンタドライバをイ
ンストールしない。］を選んだ場合の手順に従っ
てください。

以下の［ハードウェアのインストール］ダ

イアログボックスが表示される場合があり

ます。添付のプリンターソフトウエアCD-

ROMに収録されているソフトウエアは、弊

社で動作を確認しています。

［続行］をクリックし、インストールを続行

してください。

なお、［インストールの停止］をクリックし

た場合はインストールが中止されます。
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ここでは、Windows 2000 日本語版にプリンターソフトウエアをインストールする手順を説明し
ます。

1 プリンターケーブルを接続する。

2 MultiWriter 4600の電源をONにする。

3 コンピューターの電源をONにする。

Windows 2000 日本語版を起動します。

4 ［次へ］をクリックする。

このダイアログボックスが表示されなかった場

合、「「インストールプログラム」からのインス

トール」（90ページ）を行ってください。

5 ［デバイスに最適なドライバを検索する］を

選び、［次へ］をクリックする。

6 ［場所を指定］を選び、［次へ］をクリック

する。

7 プリンターソフトウエア CD-ROM をセッ

トする。

8 ファイルのコピー元を指定し、［OK］をク

リックする。

ファイルの指定は、CD-ROMドライブ名、コロ

ン（：）、円記号（￥）に続けて「MW4600￥

WIN2KXP」と入力します。

9 内容を確認し、［次へ］をクリックする。

インストールを開始します。

Windows 2000 日本語版

接続先のポート名はプリンターケーブルを

接続したポート名となり、通常は「LPT1」

になります。
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10［完了］をクリックする。

これでプリンタードライバーのインストールは
完了です。

次にPrintAgentをインストールするには、「「イ
ンストールプログラム」からのインストール」の
手順6（91ページ）で［プリンタドライバをイ
ンストールしない。］を選んだ場合の手順に従っ
てください。

［デジタル署名が見つかりませんでした］と

いうメッセージダイアログボックスが表示

される場合があります。プリンターソフト

ウエアCD-ROMに収録されているプリン

ターソフトウエアは、弊社で動作を確認し

ています。

［はい］をクリックし、インストールを続行

してください。

なお、［いいえ］をクリックした場合はイン

ストールが中止されます。
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ここでは、Windows Me 日本語版にプリンターソフトウエアをインストールする手順を説明しま
す。

1 プリンターケーブルを接続する。

2 MultiWriter 4600の電源をONにする。

3 コンピューターの電源をONにする。

Windows Me 日本語版を起動します。

4 プリンターソフトウエア CD-ROM をセッ

トする。

5 ［適切なドライバを自動的に検索する］を選

び、［次へ］をクリックする。

このダイアログボックスが表示されなかった場

合、「「インストールプログラム」からのインス

トール」（90ページ）」の手順を行ってください。

6 選択項目の中の［場所］がCD-ROMのルー

トを示しているドライバーを選び、［OK］を

クリックする。

7 プリンターの名前を確認して、［完了］をク

リックする。

8 ［完了］をクリックする。

先に［PrintAgentセットアップ］ダイアログボッ

クスが表示されますが、ここでの手順を終了し

た後、次の手順に進んでください。

9 PrintAgentをインストールする場合は

［OK］をクリックする。

このあとは90ページの手順5からと同じです。

PrintAgentをインストールしない場合は、［キャ

ンセル］をクリックし、インストールを終了し

ます。

Windows Me 日本語版

接続先のポート名はプリンターケーブルを

接続したポート名となり、通常は「LPT1」

になります。
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ここでは、Windows 98 日本語版にプリンターソフトウエアをインストールする手順を説明しま
す。

1 プリンターケーブルを接続する。

2 MultiWriter 4600の電源をONにする。

3 コンピューターの電源をONにする。

Windows 98 日本語版を起動します。

4 ［次へ］をクリックする。

このダイアログボックスが表示されなかった場

合、「「インストールプログラム」からのインス

トール」（90ページ）」の手順を行ってください。

5 ［使用中のデバイスに最適なドライバを検索

する］を選び、［次へ］をクリックする。

6 プリンターソフトウエア CD-ROM をセッ

トする。

7 選択項目の中から［CD-ROMドライブ］を

チェックして［次へ］をクリックする。

8 ［次へ］をクリックする。

9 プリンターの名前を確認して、［完了］をク

リックする。

プリンタードライバーのインストールが開始さ

れます。

Windows 98 日本語版

接続先のポート名はプリンターケーブルを

接続したポート名となり、通常は「LPT1」

になります。
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10［完了］をクリックする。

先に［PrintAgentセットアップ］ダイアログボッ

クスが表示されますが、ここでの手順を終了し

た後、次の手順に進んでください。

11 PrintAgentをインストールする場合は、

［OK］をクリックする。

このあとは90ページの手順5からと同じです。

PrintAgentをインストールしない場合は、［キャ

ンセル］をクリックし、インストールを終了し

ます。
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ここでは、Windows 95 日本語版にプリンターソフトウエアをインストールする手順を説明します。

1 プリンターケーブルを接続する。

2 MultiWriter 4600の電源をONにする。

3 コンピューターの電源をONにする。

Windows 95 日本語版を起動すると［デバイス

ドライバウィザード］か［新しいハードウェア］

ダイアログボックスが表示されます。

このダイアログボックスが表示されなかった場合、

「「インストールプログラム」からのインストール」

（90ページ）」の手順を行ってください。

＜［デバイスドライバウィザード］ダイアログ

ボックスが表示された場合＞

①プリンターソフトウエア CD-ROM をセット
し、［次へ］をクリックする。

手順4に進んでください。

＜［新しいハードウェア］ダイアログボックス

が表示された場合＞

①［ハードウェアの製造元が提供するドライバ］
を選び、［OK］をクリックする。

手順9に進んでください。

4 ［完了］をクリックする。

5 プリンターの名前を確認して、［完了］をク

リックする。

6 ［OK］をクリックする。

7 ［ファイルのコピー元］を指定して、［OK］

をクリックする。

ファイルの指定は、CD-ROMドライブ名、コロ

ン（：）、円記号（￥）に続けて「MW4600￥

DISK2」と入力します。

プリンタードライバーのインストールが開始さ

れます。

Windows 95 日本語版

接続先のポート名はプリンターケーブルを

接続したポート名となり、通常は「LPT1」

になります。
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8 PrintAgentをインストールする場合は、

［OK］をクリックする。

このあとは90ページの手順5からと同じです。

PrintAgentをインストールしない場合は、［キャ

ンセル］をクリックし、インストール手順を終

了します。

9 プリンターソフトウエア CD-ROM をセッ

トする。

10［ファイルのコピー元］を指定して、［OK］

をクリックする。

ファイルの指定は、CD-ROMドライブ名、コロ

ン（：）、円記号（￥）に続けて「MW4600￥

DISK2」と入力します。

11 プリンターの名前を確認して、［完了］をク

リックする。

プリンタードライバーのインストールが開始さ

れます。

12 PrintAgentをインストールする場合は、

［OK］をクリックする。

このあとは90ページの手順5からと同じです。

PrintAgentをインストールしない場合は、［キャ

ンセル］をクリックし、インストール手順を終

了します。
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プリンタードライバーの削除
ここでは、プリンタードライバーの削除手順を説明します。必要なファイルを削除してしまったな
どでプリンターが正常に動かなくなった場合は、プリンタードライバーを再インストールする必要

があります。プリンタードライバーを再インストールするには、一度既存のプリンタードライバー
を削除（アンインストール）してから行います。

1 ［プリンタとFAX］フォルダーを開く。

インストールされているプリンターアイコンが

表示されます。

2 ［NEC MultiWriter 4600］アイコンをク

リックする。

3 ［ファイル］メニューの［削除］をクリック

する。

4 ［はい］をクリックする。

MultiWriter 4600のプリンタードライバーが

削除されます。

5 ［ファイル］メニューの［サーバーのプロパ

ティ］をクリックする。

［プリントサーバーのプロパティ］が開きます。

6 ［ドライバ］タブをクリックする。

7 ［インストールされたプリンタドライバ］か

ら［NEC MultiWriter 4600］をクリック

する。

8 ［削除］をクリックする。

z プリンタードライバーの削除を実行する前に、起動中のアプリケーションをすべて終了してくださ
い。

z プリンターが印刷中は、プリンタードライバーの削除はできません。印刷が終了してから削除して
ください。

Windows XP、Windows Server 2003 日本語版

2

3

6

7

8
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9 ［はい］をクリックする。 10［インストールされたプリンタドライバ］か

ら［NEC MultiWriter 4600］が削除され

たことを確認し、［閉じる］をクリックする。

1 ［コントロールパネル］フォルダーを開く。

2 ［ハードウェアとサウンド］から［プリンタ］

を開く。

3 ［NEC MultiWriter 4600］アイコンをク

リックする。

4 ［ファイル］メニューの［削除］をクリック

する。

5 ［はい］をクリックする。

MultiWriter 4600のプリンタードライバーが

削除されます。

6 ［ファイル］メニューの［管理者として実行］

から［サーバーのプロパティ］をクリックす

る。

［プリントサーバーのプロパティ］が開きます。

7 ［ドライバ］タブをクリックする。

次のダイアログボックスが表示された場合

は、OSの再起動後、手順5からやり直して

プリンタードライバーを削除してくださ

い。

Windows Vista 日本語版

3

4

警告メッセージが表示されますが、続行し

てください。
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8 ［インストールされたプリンタドライバ］か

ら［NEC MultiWriter 4600］をクリック

する。

9 ［削除］をクリックする。

10［ドライバとドライバパッケージを削除す

る］を選び、［OK］をクリックする。

11［はい］をクリックする。

12［削除］をクリックする。

13［OK］をクリックする。

14［インストールされたプリンタドライバ］か

ら［NEC MultiWriter 4600］が削除され

たことを確認し、［閉じる］をクリックする。

次のダイアログボックスが表示された場合

は、OSの再起動後、手順6からやり直して

プリンタードライバーを削除してくださ

い。

7

8

9
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1 ［プリンタ］フォルダーを開く。

インストールされているプリンターアイコンが

表示されます。

2 ［NEC MultiWriter 4600］アイコンをク

リックする。

3 ［ファイル］メニューの［削除］をクリック

する。

4 ［はい］をクリックする。

MultiWriter 4600のプリンタードライバーが

削除されます。

5 ［ファイル］メニューの［サーバーのプロパ

ティ］をクリックする。

［プリントサーバーのプロパティ］が開きます。

6 ［ドライバ］タブをクリックする。

7 ［インストールされたプリンタドライバ］か

ら［NEC MultiWriter 4600］をクリック

する。

8 ［削除］をクリックする。

9 ［はい］をクリックする。

10［インストールされたプリンタドライバ］か

ら［NEC MultiWriter 4600］が削除され

たことを確認し、［閉じる］をクリックする。

Windows 2000 日本語版

2

3

次のダイアログボックスが表示された場合

は、Windows 2000の再起動後、手順5か

らやり直してプリンタードライバーを削除

してください。
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1 ［プリンタ］フォルダーを開く。

インストールされているプリンターアイコンが

表示されます。

2 ［NEC MultiWriter 4600］アイコンをク

リックする。

3 ［ファイル］メニューの［削除］をクリック

する。

4 ［はい］をクリックする。

MultiWriter 4600のプリンタードライバーが

削除されます。

1 ［プリンタ］フォルダーを開く。

インストールされているプリンターアイコンが

表示されます。

2 ［NEC MultiWriter 4600］アイコンをク

リックする。

3 ［ファイル］メニューの［削除］をクリック

する。

4 ［はい］をクリックする。

MultiWriter 4600のプリンタードライバーが

削除されます。

Windows NT 4.0 日本語版

2

3

Windows Me、Windows 98、Windows 95 日本語版

2

3

次のダイアログボックスが表示された場合

は、［はい］をクリックしてください。
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PrintAgentの追加・削除
MultiWriter 4600のプリンターソフトウエアのインストーラーでは、プリンターソフトウエアの
機能ごとに、追加と削除ができます。

ここでは、PrintAgentの追加と削除方法を説明します。

1 ［コントロールパネル］フォルダーを開く。

2 ［プログラムの追加と削除］アイコンをダブ

ルクリックする。

Windows XP、Windows Server 2003以外の

場合は、［アプリケーションの追加と削除］をク

リックします。

3 ［PrintAgent オプション選択］ダイアログ

ボックスを開く。

＜Windows XP/2000/Server 2003の場合＞

①左側の［機能選択］バーから［プログラムの
変更と削除］をクリックする。

②［NEC PrintAgent］を選んで、［変更と削除］
をクリックする。

＜Windows NT 4.0/Me/98/95の場合＞

①［インストールと削除］シートを開く。

②自動的に削除できるソフトウエアの一覧から
［NEC PrintAgent］を選んで、［追加と削除］
をクリックする。

追加・削除の手順を始める前に、10章の「PrintAgentをインストール/アンインストールするときの注

意事項」（236ページ）をお読みください。

①
②

①

②
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4 対象機種を選んでチェックを変更し、［次

へ］をクリックする。

チェックを付けると追加、チェックを外すと削

除になります。

また、複数機種のチェックを付ける（外す）と

複数機種のオプションを同時に追加（削除）で

きます。

5 ［完了］をクリックする。

6 ［OK］をクリックする。

7 追加・削除が終了したら、［OK］をクリッ

クする。

再起動を促すダイアログボックスが表示された

場合は、画面の指示に従ってコンピューターを

再起動してください。

8 すべてのオプションを削除した場合は、ソ

フトウエアの一覧から［NEC PrintAgent］

が削除されたことを確認し、ダイアログ

ボックスを閉じる。

オプションを追加する場合、セットアップ

に必要な媒体を要求する画面が表示されま

す。プリンターソフトウエアCD-ROMが

CD-ROMドライブにセットされている場

合、セットアップに必要なファイルを自動

的に参照し、インストールします。

管理者向けカスタムインストールを行った場合は、
選択できるオプションが異なります。

対象機種が1種類の場合は、グレーアウトさ
れ選択できません。

パスワードが設定されている場合に管理者向けのオ
プションを削除するには、あらかじめ設定したパス
ワードの入力が必要です。

他機種のPrintAgentがインストールされている場合
は、ソフトウエアの一覧からPrintAgentは削除でき
ません。
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プリンター管理者用インストール
ここでは、プリンター管理者としてプリンターソフトウエアをインストールする手順を説明しま
す。

以下は、ネットワーク環境でMultiWriter 4600を使用するときに便利な機能です。

z プリンターを一元管理する

z 印刷ログを出力する

z e-mailメンテナンスを利用する

z Web PrintAgentを利用する

以上を設定するには、プリンターソフトウエアを管理者向けでインストールする必要があります。
インストールの手順は、次ページを参照してください。

また、プリンター管理者は、以下の機能も利用できます。

z パスワード設定（117ページ）

プリンター管理者以外の人による「PrintAgentプリンタ管理ユーティリティ」の使用や、プリンター

ソフトウエアの削除から保護するためのパスワードの設定が可能です。

z FD作成（インストール媒体の作成）（272ページ）

プリンターソフトウエアCD-ROMからインストール用のフロッピーディスクを作成します。またファ

イルサーバーのハードディスクなど任意の媒体にコピーできます。プリンター管理者がハードディス

クなどにコピーし、複数台のコンピューターにプリンターソフトウエアを指定した内容で短時間にイ

ンストールしたい場合などに便利です。

プリンター管理者のみ設定可能なオプション

Web PrintAgent
ブラウザーを使ってプリンター
の状況を見ることができます。

プリンタ管理ユーティリティ
LANインターフェース／LANア
ダプターのリモート設定、保守情
報のメール通知機能が利用でき
ます。

＊1 プリントサーバーにWeb サーバーがインストールされている必要があります。詳しくは、各OSのヘルプを参照

してください。
＊2 ネットワーク設定にTCP/IPプロトコルがインストールされている必要があります。詳しくは、各OSのヘルプを

参照してください。
＊3 Windows XP、Windows Server 2003、Windows 2000、Windows NT 4.0で設定できます。

□ Web PrintAgent＊1

□ お読みください．TXT

□ プリンタステータスウィンドウ

□ プリンタ一覧

□ プリンタ管理ユーティリティ

□ メール通知＊2

□ ヘルプファイル

□ 印刷ログ＊3
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プリンターソフトウエアの容量

プリンターソフトウエアをインストールするのに必要なハードディスク容量は次のとおりです。イ
ンストールする前に、10章の「PrintAgentを動作させる前に」（236ページ）を参照してから確認
してください。

ここでは、Windows XP、Windows Server 2003、Windows 2000、Windows NT 4.0、Windows
Me、Windows 98、Windows 95 日本語版に対応したプリンターソフトウエアをプリンター管理
者としてインストールする手順について、Windows XPを例に説明します。

1 Windows XP 日本語版を起動する。

2 プリンターソフトウエア CD-ROM をセッ

トする。

［プリンタソフトウェアCD-ROMメニュー］ダイ

アログボックスが表示されます。

3 ［インストール］をクリックする。

4 右側のボックスから［MultiWriter 4600］

を選んで［インストール開始］をクリック

する。

5 ［次へ］をクリックする。

インストール手順

インストール方法
Windows XP/2000

Windows Server 2003 
日本語版

Windows NT 4.0
日本語版

Windows Me /98/95
日本語版

PrintAgentを含む標準設定 約11.2MB 約11.2MB 約10.2MB

PrintAgentを含む一般ユーザー向け（最大） 最大 約13.3MB 最大 約13.3MB 最大 約12.3MB

PrintAgentを含む管理者向け 最大 約15.2MB 最大 約15.2MB 最大 約14.1MB

プリンタードライバのみ 約5.0MB 約5.0MB 約4.0MB

PrintAgentは、Windows Vistaには対応していません。

お使いのコンピューターによっては、自動的にメ
ニュープログラムが起動しない場合があります。そ
の場合はCD-ROMのルートディレクトリーにある

「PRSETUP.exe」を実行してください。

お使いのOSにインストール可能なプリンター名が表
示されます。
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6 ［プリンタドライバをインストールする。］

を選び、［次へ］をクリックする。

［プリンタドライバをインストールしない。］を

選んだ場合は、手順9に進んでください。

7 プリンターの接続先を選び、［次へ］をク

リックする。

ネットワーク接続されていない場合は、このダイア

ログボックスは表示されません。次の「［ローカル

ポート］を選んだ場合」に進んでください。

＜［ローカルポート］を選んだ場合＞

①希望するポートを選び、［次へ］をクリックする。

手順8に進んでください。

＜［ネットワーク共有プリンタ］を選んだ場合＞

①プリンターの接続先を［ネットワークパス名］
に直接入力するか、［参照］をクリックして表
示される一覧から指定する。

②［次へ］をクリックする。

手順9に進んでください。

＜［NEC TCP/IP Port］を選んだ場合＞

①LAN インターフェースまたは LAN アダプ
ターのIPアドレス、またはホスト名を設定し、

［次へ］をクリックする。

z ［ローカルポート］は、コンピューターとプリン
ターがプリンターケーブルで接続されているとき
に選びます。

z ［ネットワーク共有プリンタ］は、MultiWriter
がプリントサーバー上に共有されているときに選
びます。

z ［NEC TCP/IP Port］は、プリンターがLANイン
ターフェース、またはLANアダプターで接続さ
れており、ネットワークに接続されているときに
選びます。

IPアドレスを設定する場合
［検索］をクリックします。検索結果ダイアログボック
スで使用するプリンターを選び、［OK］をクリックす
ると簡単にIPアドレスが設定できます。
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8 ［次へ］をクリックする。

ネットワークに接続され、Windows XP、Windows

Server 2003、Windows 2000またはWindows NT

4.0をご利用の場合は、次のダイアログボックスが

表示されます。

このダイアログボックスが表示されない場合

は、次の手順9に進んでください。

9 ［PrintAgent をインストールする。］を選

び、［次へ］をクリックする。

［PrintAgentをインストールしない。］を選んだ

場合は、手順13に進んでください。

10［管理者向けカスタムインストール］を選

び、［次へ］をクリックする。

11 任意の機能を選び、［次へ］をクリックする。

［全追加］をクリックすると、すべてチェックさ

れます。［全削除］をクリックすると、すべて

チェックが外れます。

12 PrintAgentのインストール先とスプールファ

イルの作成先を指定し、［次へ］をクリックす

る。

すでに他のMultiWriterのPrintAgentがインス

トールされている場合は、このダイアログボッ

クスは表示されません。

13 設定した内容を確認し、［完了］をクリック

する。

14［OK］をクリックする。

ソフトウエアのインストールが開始されます。

すでに代替ドライバーがインストールされ

ている場合は、リストに表示されません。
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15 インストールが終了したら、［OK］をクリッ

クする。

16 プリンターソフトウエアが正常にインス

トールされたことを確認する。

□ ［プリンタとFAX］フォルダー内に、［NEC 

MultiWriter 4600］アイコンが登録されている。

□ タスクバーのトレイに、［PrintAgentシステム］

アイコンが登録されている。

□ スタートメニューの［すべてのプログラム］に

［MultiWriter 4600］というフォルダーが追加さ

れ、その下にPrintAgent関連のアイコンが登録さ

れている。

□ スタートメニューの［すべてのプログラム］に

［PrintAgent管理ツール］というフォルダーが追

加され、その下に［プリンタ管理ユーティリティ］

と［プリンタ一覧］が登録されている。

再起動を促すダイアログボックスが表示さ

れた場合は、画面の指示に従ってコン

ピューターを再起動してください。

管理者向けカスタムインストールで選択されたオプ
ションによっては登録されているアイコンが異なりま
す。

Windows XP、Windows Server 2003以

外の場合は、スタートメニューの［プログ

ラム］から確認できます。
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Windows XP、Windows Server 2003を

ご使用の場合、プリンターソフトウエアを

インストール後にプリンターケーブルでプ

リンターを接続すると「新しいハードウェ

アの検出ウィザード」が表示されることが

あります。この場合は、以下の手順でウィ

ザードを終了してください。

1.［新しいハードウェアの検出ウィザード］

で、［次へ］をクリックする。

2.［ハードウェアのインストール］で、［イン

ストールの停止］をクリックする。

3.［新しいハードウェアの検出ウィザード］

で、［完了］をクリックする。
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プリンター管理者としてプリンターソフトウエアをインストールした場合、パスワードを設定でき
ます。以下の手順で設定します。Windows XP、Windows Server 2003、Windows 2000、
Windows NT 4.0、Windows Me、Windows 98、Windows 95 日本語版に対応しています。

1 プリンターソフトウエア CD-ROM をセッ

トする。

［プリンタソフトウェアCD-ROMメニュー］ダイ

アログボックスが表示されます。

2 ［インストール］をクリックする。

3 右側のボックスから［MultiWriter 4600］

を選んで［インストール開始］をクリック

する。

4 パスワード設定の［設定］をクリックする。

5 パスワードとパスワードの確認を入力し、

［設定］をクリックする。

半角の英数文字で8文字まで入力できます。

パスワードを設定しない場合は空白のまま［設

定］をクリックします。すでに入力しているパ

スワードを解除する場合はボックス内の文字を

削除して、［設定］をクリックします。

パスワードの設定

z パスワードで保護される機能は、PrintAgent プリンタ管理ユーティリティの起動、プリンターソフ
トウエアの削除です。

z 設定したパスワードは、PrintAgentに対応した機種で共通に使用されます。

お使いのコンピューターによっては、自動的にメ
ニュープログラムが起動しない場合があります。その
場合は CD-ROM のルートディレクトリーにある

「PRSETUP.exe」を実行してください。
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（

Windows XP/Vista/Server 2003
64ビット版Windows）

ここではWindows XP Professional x64 Edition日本語版を例にとり、プリンターソフトウエア

のインストールを説明します。

プリンターに添付のCD-ROMのメニューを利用してインストールする手順について説明します。

プリンタードライバーのインストール

z Windows XP、Windows Vistaにインストールするユーザーは、アカウントの種類が「コンピュータの管
理者」である必要があります。また、Windows Server 2003にインストールするには、実施者が

「Administrators」または「DomainAdmins」グループのメンバーである必要があります。どちらのメン
バーでもない場合、インストールを行うことはできません。

z ここで示すCD-ROM のメニューを利用しないインストール方法については、プリンターソフトウエ
アCD-ROMに収録された「README.TXT」を参照してください。64ビット版Windows用のプリン
タードライバーおよび「README.TXT」やインストールのためのプログラムは下図のとおりです。
インストールするコンピューターに搭載されているCPUの 種類によって、起動または指定するファ
イルやディレクトリーが異なりますので注意してください。

＊1 CPUの種類がIntel ItaniumプロセッサーまたはIntel Itanium 2プロセッサーのもの。
＊2 CPUの 種類がAMD Athlon 64、AMD Opteron、Intel EM64T に対応したIntel Xeonプロセッサー、

またはIntel EM64T に対応したIntel Pentium 4プロセッサーのもの。

z Windows XPでかつ、CPUの種類がIntel ItaniumプロセッサーまたはIntel Itanium 2プロセッサー
の場合、［プリンタソフトウェアCD-ROMメニュー］を利用したインストールはできません。プリン
タードライバーのインストールは、［プリンタとFAX］フォルダーの［プリンタの追加］アイコンか
ら行ってください。

IA64＊1 用の「README.TXT」
やプリンタードライバーを収録

x64＊2 用の「README.TXT」
やプリンタードライバーを収録

IA64＊1 用のセットアッププロ
グラム

x64＊2用のセットアッププロ
グラム

CD-ROMのルート
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1 Windows XP 日本語版を起動する。

インストールされているプリンターアイコンが

表示されます。

2 起動しているすべてのアプリケーションを

閉じる。

3 プリンターソフトウエア CD-ROM をセッ

トする。

［プリンタソフトウェアCD-ROMメニュー］ダイ

アログボックスが表示されます。

4 ［インストール］をクリックする。

5 右側のボックスから［MultiWriter 4600

（x64Edition用プリンタドライバ）］を選んで

［インストール開始］をクリックする。

すでにこのプリンターのプリンタードライバー

がインストールされている場合は、下のメッ

セージが表示されます。内容をよく読んで［OK］

をクリックして進んでください。

6 ［次へ］をクリックする。

7 ［次へ］をクリックする。

必要に応じて、このプリンターの名前を変更で

きます。

コンピューターに別のプリンタードライバーが

インストールされている場合は、このプリン

ターを［通常使うプリンタにする。］に設定でき

ます。

すでにこのプリンターのプリンタードライバー

がインストールされている場合は、新たにこの

プリンターを追加（［プリンタドライバをインス

トールする。］）するか、インストール済みのプ

リンタードライバーを更新（［プリンタドライバ

を更新する。］）するかを設定できます。

OSがMicrosoft Windows Server 2003 for

64-Bit Itanium-based Systemsの場合は、

「MultiWriter 4600 （Itanium-based System

用プリンタドライバ）」と表示されます。

お使いのコンピューターによっては、自動的にメ
ニュープログラムが起動しない場合があります。その
場合は CD-ROM のルートディレクトリーにある

「PRSETUP.exe」を実行してください。

お使いのOSにインストール可能なプリンター名が表
示されます。
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［プリンタドライバを更新する。］ を選んだ場合

は、手順10に進んでください。

8 プリンターの接続先を選び、［次へ］をク

リックする。

＜［ネットワーク共有プリンタ］を選んだ場合＞

①プリンターの接続先を［ネットワークパス名］
に直接入力するか、［参照］をクリックして表
示される一覧から指定する。

②［次へ］をクリックする。

手順10に進んでください。

＜［Standard TCP/IP Port］を選んだ場合＞

①LAN インターフェースまたは LAN アダプ
ターのIPアドレスを設定し、［次へ］をクリッ
クする。

9 共有プリンターの設定をして、［次へ］をク

リックする。

共有プリンター名を設定すると、このプリン

ターをネットワーク共有プリンターとして利用

できます。

10 設定した内容を確認し、［完了］をクリックする。

手順 7で［プリンタドライバを更新する。］ を選

んだ場合は、次の内容が表示されます。

z ［ネットワーク共有プリンタ］を選ぶのは、
MultiWriter 4600がネットワーク上で共有プ
リンターとして接続されているときです。

z ［Standard TCP/IP Port］を選ぶのは、プリ
ンターがLANインターフェースで、ネット
ワーク上に接続されているときです。
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11［OK］をクリックする。

ソフトウエアのインストールが開始されます。

12 インストールが終了したら、［OK］をクリッ

クする。

13 プリンターソフトウエアが正常にインス

トールされたことを確認する。

［プリンタとFAX］フォルダー内に、［NEC 

MultiWriter 4600］アイコンが登録されています。

ここでは、ネットワークで接続されているMultiWriter 4600を共有プリンターとして設定します。

1 ［プリンタとFAX］フォルダーを開く。

インストールされているプリンターアイコンが

表示されます。

2 ［NEC MultiWriter 4600］アイコンを右

クリックし、［共有］をクリックする。

プロパティダイアログボックスの［共有］シー

トが表示されます。

3 ［このプリンタを共有する］を選んで、共有

名を入力し、［OK］をクリックする。

再起動を促すダイアログボックスが表示さ

れた場合は、画面の指示に従ってコン

ピューターを再起動してください。

MultiWriter 4600を共有プリンターに設定する

ネットワーク環境で共有プリンターをお使

いになるためには、コンピューターにあら

かじめ「Microsoft ネットワーク用ファイ

ルとプリンタ共有」などのクライアントソ

フトウエアを組み込んでおく必要がありま

す。詳しくは、OSのマニュアルをご覧くだ

さい。
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必要なファイルが削除されてしまったなどでプリンターが正常に動かなくなった場合は、プリン
タードライバーを再インストールする必要があります。プリンタードライバーを再インストールす
るには、一度既存のプリンタードライバーを削除（アンインストール）してから行います。ここで
は、プリンタードライバーの削除手順を説明します。

1 ［プリンタとFAX］フォルダーを開く。

インストールされているプリンターアイコンが

表示されます。

2 ［NEC MultiWriter 4600］アイコンを右

クリックし、［削除］をクリックする。

3 ［はい］をクリックする。

MultiWriter 4600のプリンタードライバーが

削除されます。

4 ［ファイル］メニューの［サーバーのプロパ

ティ］をクリックする。

［プリントサーバーのプロパティ］が開きます。

5 ［ドライバ］タブをクリックする。

6 ［インストールされたプリンタドライバ］か

ら［NEC MultiWriter 4600］をクリック

する。

7 ［削除］をクリックする。

プリンタードライバーの削除

z プリンターで印刷中はソフトウエアの削除は行えません。印刷が終了してから行ってください。

z プリンタードライバーの削除を実行する前に起動中のアプリケーションをすべて終了してください。

5

6

7
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8 ［はい］をクリックする。

使用中のため削除できないことを知らせるメッ

セージが表示された場合は、OSの再起動後、手

順 4からやり直してください。

9 ［インストールされたプリンタドライバ］か

ら［NEC MultiWriter 4600］が削除され

たことを確認し、［閉じる］をクリックする。

MultiWriter 4600のプリンタードライバーが

削除されます。
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64ビット版Windows用のプリンタードライバーを使用する上での注意・制限事項を示します。
詳しくは、プリンターソフトウエア CD-ROM 内の「\\MW4600\64DRIVER\x64」または

「\\MW4600\64DRIVER\ia64」内にある「README.TXT」をご覧ください。「README.TXT」
は、ご使用になるコンピューターが搭載しているCPUの種類によって、それぞれ用意されています。

z 双方向通信機能について

本プリンタードライバーは、双方向通信機能に対応していないため、双方向通信が必要となる機能（プ
リンターの情報取得機能）は利用できません。

z OCR-B/OCR-Kフォントの制限事項

OCR-B/OCR-Kフォントは、アプリケーション上からはサイズ変更や文字修飾ができますが、一律12
ポイントで印刷されます。

z フォーム印刷機能について

フォームデータの作成は、別途市販のソフトウエアが必要です。
フォーム印刷した結果、文書データがフォームデータによって上書きされ、文書データの一部が欠け
る場合は、［その他］シートの［フォーム］で［フォームデータを先に描画する］をチェックして、
フォーム印刷を行ってください。

z IPP（Internet Printing Protocol）を使用した印刷について

印刷先をIPPに設定している場合、プリンターとコンピューター間の通信が正しく行われないと、プロ
パティダイアログボックスを表示できないことがあります。
この場合、設定しているURLやプリンターの状態、ネットワークケーブルの接続を確認してください。

z 印刷キューからドキュメントの印刷を取り消す場合について

［プリンタとFAX］フォルダー＊1で［NEC MultiWriter 4600］アイコンをダブルクリックして表示
される印刷キューからドキュメントの印刷を取り消すと、プリンター内にデータが残ったままになる
場合があります。この場合は、プリンターの操作パネルで、プリンターに残っている未印刷データの
印刷を行うか、リセットを行ってください。そのままの状態で印刷を行うと、印刷が正しく行われな
い場合があります。リセットについては、7章の「シフト時のスイッチ機能」（176ページ）を参照し
てください。

z 複数ページ印刷機能について

複数ページ印刷機能を使用するためには、用紙サイズ（出力サイズ）とページ面数の組み合わせに合っ
た用紙をプリンター本体にセットしてください。使用できる用紙サイズ（出力サイズ）および設定面
数については、活用マニュアル6章の「複数ページ印刷」を参照してください。

z［印刷モード］機能について

以下の場合、［その他］シートの［印刷モード］で［ビットマップ］を選ぶと、正常に印刷できます。

－ 文字・図形・画像が混在する複雑な文書を印刷すると、画面どおりに文書が印刷されない場合

－ 中抜き文字などの修飾文字を縮小印刷すると、文字が見えにくくなる場合

－ 画像を拡大印刷または縮小印刷すると縦方向や横方向に線が印刷されて、画面どおりに文書が印

刷されない場合（後述の「拡大印刷または縮小印刷について」に記載されている場合を含みます）

＊1 Windows XP、Windows Server 2003以外の場合は、［プリンタ］フォルダー

プリンターソフトウエアの注意・制限事項
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z 拡大印刷または縮小印刷について

アプリケーションで設定されている用紙サイズが、［用紙］シートの［割付内容の表示］を押して表示
される、［出力用紙の割付設定］において、［出力サイズ］と異なる場合、自動的に拡大印刷または縮
小印刷されます。
また、以下の場合にも拡大印刷または縮小印刷されます。

－ ［用紙］シートの［用紙サイズ］で設定されている用紙サイズと、［出力サイズ］で設定されている用紙サイ

ズが異なる場合（詳細については、活用マニュアル6章の「拡大・縮小印刷」を参照してください）

－ ［メイン］シートの［複数ページ印刷］の設定で、［1ページ→1ページ］以外が設定されている場合（詳細に

ついては、活用マニュアル6章の「複数ページ印刷」を参照してください）

－ ［用紙］シートの［拡大縮小率を指定する］をチェックして、拡大縮小率を指定した場合（詳細については、

活用マニュアル6章の「拡大・縮小印刷」を参照してください）

z 32ビット版Windowsに代替ドライバーとしてインストールする場合について

詳しくは、プリンターソフトウエアCD-ROM内の「\\MW4600\64DRIVER\x64」または
「\\MW4600\64DRIVER\ia64」内にある「README.TXT」をご覧ください。
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4章
ネットワークでの設定
設
定

この章では、ネットワークに接続してお使いになる場合のネットワーク設定の概要およびユーティ
リティを使用してIPアドレスやサブネットマスクを設定する方法について説明しています。

UNIXコマンド、接続先の設定とプリンタードライバーのインストール、ターミナルサービス環境、
UNIX環境の設定、ユーティリティの詳細、より便利なネットワーク機能については、活用マニュ
アル4章の「ネットワークでの設定」を参照してください。

LANアダプタ（型番：PR-NPX-05）をお使いの場合は、LANアダプターに添付のマニュアルを参
照してください。なお、PR-NPX-05はPrintAgentには対応していません。

Windows Server 2003をお使いのお客様へ

本書にWindows Server 2003の記述がない場合は、Windows XPの記述をWindows Server 2003に読み替えて
ください。
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MultiWriterを使ったネットワーク印刷
以下にMultiWriterをネットワークプリンターとして使用する場合の例を示します。
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ネットワークの設定
プリンターをネットワーク環境で利用する前に、ネットワークインターフェースのIPアドレスやサ
ブネットマスクなどを設定する必要があります。ここでは、標準実装LANインターフェースを使用
する際に必要な設定方法について説明しています。
以下のいずれかの方法で設定してください。また、DHCPを使用して設定する場合は、活用マニュ
アル4章の「より便利なネットワーク機能」の「DHCP」を参照してください。

z プリンターの操作パネル..................................................1章の「Step 2　IPアドレスとサブネットマスクを設定す

る」（54ページ）を参照してください。

z EASY設定ユーティリティ..............................................添付のプリンターソフトウエアCD-ROMに収録されてい

ます。簡単にIPアドレスなどの設定ができます。「EASY

設定ユーティリティ」（130ページ）を参照してください。

z PrintAgentプリンタ管理ユーティリティ........添付のプリンターソフトウエアCD-ROMに収録されてい

ます。プリンターソフトウエアを管理者向けとしてイン

ストールすると使用できます。

「PrintAgentプリンタ管理ユーティリティ」（132ページ）

を参照してください。また、ユーティリティの詳細につ

いては、活用マニュアル4章の「ユーティリティについて

（詳細）」を参照してください。

z WWWブラウザー...................................................................汎用の WWW ブラウザーを使用して、プリンターをネッ

トワーク環境で使用するための設定をします。活用マ

ニュアル4章の「ユーティリティについて（詳細）」を参

照してください。

z Telnet ...............................................................................................Telnet で接続し、プリンターをネットワーク環境で使用

するための設定をします。活用マニュアル4章の「ユー

ティリティについて（詳細）」を参照してください。

z UNIXコマンド............................................................................UNIXコマンドの「ping」と「arp」を使用して設定しま

す。活用マニュアル4章の「ネットワークの設定」を参照

してください。

ユーティリティを使用する場合は、IPアドレスを設定する前にコンフィグレーションページを印刷
して、LANインターフェースのMACアドレスを確認してください。コンフィグレーションページ
の印刷は、操作パネルから行います。活用マニュアル4章の「コンフィグレーションページの印刷」
を参照してください。

また、ネットワークプリンターに印刷するためには、IPアドレスを設定した後にコンピューターの
OSについての設定が必要です。各OSの設定方法については、活用マニュアル4章の「接続先の設
定とプリンタードライバーのインストール」を参照してください。
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添付のプリンターソフトウエアCD-ROMに収録されているユーティリティ「EASY設定ユーティリ
ティ」を使用して、IPアドレスやサブネットマスクなどを設定します。このユーティリティは、
Windows XP、Windows Server 2003、Windows 2000、Windows NT 4.0、Windows Me、
Windows 98、またはWindows 95で使用できます。詳細については、添付のプリンターソフトウ
エアCD-ROMの［EASY］フォルダー内に収録されている「README.TXT」を参照してください。

ここでは、Windows XP 日本語版を例にとって説明します。

1 Windows XPを起動する。

2 プリンターソフトウエア CD-ROM をセッ

トする。

［プリンタソフトウェアCD-ROMメニュー］ダイ

アログボックスが表示されます。

3 ［ユーティリティ］をクリックする。

4 ［EASY設定ユーティリティ］を選び、

［フォルダを開く］をクリックする。

プリンターソフトウエアCD-ROM内の［EASY］

フォルダーが開きます。

5 ［NICSET］アイコンをダブルクリックする。

［EASY設定ユーティリティ］ウィンドウが表示

されます。

EASY設定ユーティリティ

z Windows XPでご使用になる場合は、アカウントの種類が［コンピュータの管理者］のユーザーで
ログオンしてください。

z Windows Server 2003、Windows 2000、またはWindows NT 4.0でご使用になる場合は、Administrators
の権限を持ったユーザーでOSにログオンしてください。Administratorsの権限を持たないユーザーでログ
オンした場合には設定できません。

z プリンターに IP アドレスを設定する場合は、設定するために使うコンピューターとプリンターが IP
ルーターなどを介さない（同一ネットワーク内）で接続された環境で行ってください。

お使いのコンピューターによっては、自動的にメ
ニュープログラムが起動しない場合があります。その
場合は、CD-ROMのルートディレクトリーにある

「PRSETUP.exe」を実行してください。
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6 一覧からプリンターの MAC アドレスを選

び、［プロパティ］をクリックする。

［TCP/IP］シートが表示されます。

7 プリントサーバー名を確認する。

ネットワーク上から見たプリンターの名前が

［プリントサーバ名］ボックスに表示されます。

プリントサーバー名の変更もできます。

8 ［設定モード］で［IPアドレスを指定］を選

ぶ。

9 IPアドレスとサブネットマスクを入力する。

10 ゲートウェイアドレスを設定する。

ゲートウェイ（ルーター）を使用しないネット

ワーク環境では、設定の必要はありません。

11［OK］をクリックして、EASY設定ユーティ

リティを終了する。

以上で設定は完了です。

一覧にプリンターが表示されない場合は、［リフレッ
シュ］をクリックし、再検索を行ってください。
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添付のプリンターソフトウエアCD-ROMに収録されているユーティリティ「PrintAgentプリンタ
管理ユーティリティ」を使用して、IPアドレスやサブネットマスクなどを設定します。IPアドレス
の設定以外にもネットワークに接続されたプリンターの状態を監視したり、ネットワーク接続や監
視に必要な各種パラメーターを設定したりできます。インストールについては、3章の「プリンター
管理者用インストール」（111ページ）を参照してください。また、操作方法などの詳細について
は、活用マニュアル4章の「ユーティリティについて（詳細）」を参照してください。

ここでは、Windows XP 日本語版を例にとって説明します。

1 プリンタ管理ユーティリティを起動する。
①［スタート］メニューから［すべてのプログラ

ム］－［PrintAgent管理ツール］をポイント
し、［プリンタ管理ユーティリティ］をクリッ
クする。
Windows XP以外の場合は、［プログラム］－

［PrintAgent管理ツール］をポイントする。

2 ウィンドウの左側ボックスから［NEC プリ

ントサーバ］を選ぶ。

プリンターがまだ登録されていない場合は、［プ

リンタ］メニューから［プリンタの登録］をク

リックしてプリンターを登録してください。

詳しい手順は、活用マニュアル4章の「ユーティ

リティについて（詳細）」を参照してください。

3 ウィンドウの右側ボックスから対象のプリ

ンターを右クリックし、［プロパティ］をク

リックする。

4 ［TCP/IP］タブをクリックする。

5 ［マニュアルで設定する］を選ぶ。

6 IPアドレスとサブネットマスクを入力する。

7 ［OK］をクリックして終了する。

以上で設定は完了です。

PrintAgentプリンタ管理ユーティリティ

z Windows XPでご使用になる場合は、アカウントの種類が［コンピュータの管理者］のユーザーで
ログオンしてください。

z Windows Server 2003、Windows 2000、またはWindows NT 4.0でご使用になる場合は、Administrators
の権限を持ったユーザーでOSにログオンしてください。Administratorsの権限を持たないユーザーでログオ
ンした場合には設定できません。

z プリンターに IP アドレスを設定する場合は、設定するために使うコンピューターとプリンターが IP
ルーターなどを介さない（同一ネットワーク内）で接続された環境で行ってください。

［マニュアルで設定する］を選ぶと、UNIX

コマンドによる設定ができなくなります。

UNIXコマンドでIPアドレスを再設定する

場合は、［UNIXコマンドで設定する］を選

んでください。
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5章
印刷するには
この章では、アプリケーションから印刷する手順、および定形外用紙や厚紙に印刷する手順を説明
します。また、MultiWriter 4600が持つ便利な機能を紹介します。

実際に印刷を始める前に、ホッパーやトレーで使用できる用紙サイズ、および用紙の種類を次ペー
ジの表でご確認ください。
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使用できる用紙サイズと種類

＊1 幅140.0～297.0㎜、長さ182.0～432.0㎜
＊2 洋形4号のみ。その他のサイズの封筒は、定形外サイズとして使用してください。
＊3 幅89.0～297.0㎜、長さ98.0～432.0㎜
＊4 ステープル時は、オフセット排紙の指定はできません。オフセット排紙は、排紙トレーとスタッカートレー

で使用できます。
＊5 幅210.0～297.0㎜、長さ182.0～432.0㎜
＊6 幅182.0～297.0㎜、長さ182.0～432.0㎜
＊7 幅89.0～297.0㎜、長さ127.0～432.0㎜

使用できる用紙サイズと種類

給紙方法・排紙方法／
用紙サイズ

A3 A4 A5 B4 B5 レター はがき
往復

はがき
封筒

定形外

タテ ヨコ タテ ヨコ タテ タテ ヨコ タテ ヨコ タテ ヨコ タテ ヨコ

給紙方法

標準ホッパー 1 ○ ○ ○ －  ○ ○ ○ ○ ○ ○ － －  － ○＊1

標準ホッパー 2 ○ ○  ○ － ○ ○ ○  ○ ○ ○  －  － － ○＊1

増設ホッパー 3
（増 設 ホ ッ パ ー
（A3））

○ ○  ○ －  ○ ○ ○  ○ ○ ○ － －  － ○＊1

増設ホッパー 4
（増 設 ホ ッ パ ー
（A3））

○　 ○  ○ － ○  ○ ○  ○ ○  ○ － － － ○＊1

増設ホッパー 3
（増 設 ホ ッ パ ー
（A4））

－ ○ － － － － ○ －  ○ － －  －  －  －

増設ホッパー 4
（増 設 ホ ッ パ ー
（A4））

－ ○ － － － － ○ －   ○ － － － －  －

大容量ホッパー －  ○ － － － － ○ －  ○ －  － － － －

トレー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○＊2 ○＊3

排紙方法

本体（排紙トレー） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○＊2 ○＊3

フィニッシャー
（トップトレー）

○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○＊6

フィニッシャー
（スタッカート
レー）

○ ○ ○ － － ○ ○ － ○ ○ － － － ○＊5

オフセッ
ト排紙

本体（排紙トレー） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○＊3

フィニッシャー
（トップトレー）

－ － － － － － － － － － － － － －

フィニッシャー
（スタッカート
レー）＊4

○ ○ ○ － － ○ ○ － ○ ○ － － － ○＊5

フ ィ ニ ッ
シャー機能

ステープル ○ ○ ○ － － ○ ○ － ○ ○ － － － －

パンチ ○ ○ ○ － － ○ ○ － ○ ○ － － － －

両面印刷 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － ○＊7
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＊1 厚紙1～3の用紙坪量の関係は目安になっています。テスト印刷を実施して定着性を確認してください。
＊2 最大50枚まで可能
＊3 最大35枚まで可能
＊4 最大25枚まで可能
＊5 最大20枚まで可能
＊6 スタッカートレー排紙でのみ使用可能

各用紙種類での動作対応表

給紙方法・排紙方法／
用紙サイズ

普通紙 厚紙 1 ＊ 1 厚紙 2 ＊ 1 厚紙 3 ＊ 1 ラベル紙 OHP

給紙方法

標準ホッパー 1 ○ － － － － ○

標準ホッパー 2 ○ ○  ○ ○ ○ ○

増設ホッパー 3
（増 設 ホ ッ パ ー
（A3））

○ ○  ○ ○  ○ ○

増設ホッパー 4
（増 設 ホ ッ パ ー
（A3））

○　 ○  ○ ○ ○  ○

増設ホッパー 3
（増 設 ホ ッ パ ー
（A4））

○ ○ ○ ○ ○ ○

増設ホッパー 4
（増 設 ホ ッ パ ー
（A4））

○ ○ ○ ○ ○ ○

大容量ホッパー ○  ○ ○ ○ ○ ○

トレー ○ ○ ○ ○ ○ ○

排紙方法

本体（排紙トレー） ○ ○ ○ ○ ○ ○

フィニッシャー
（トップトレー）

○ ○ ○ ○ － －

フィニッシャー
（スタッカート
レー）

○ ○ ○ ○ － －

オフセッ
ト排紙

本体（排紙トレー） ○ － － － － ○

フィニッシャー
（トップトレー）

－ － － － － －

フィニッシャー
（スタッカート
レー）

○ ○ ○ ○ － －

フ ィ ニ ッ
シャー機能

ステープル＊6 ○＊2 ○＊3 ○＊4 ○＊5 － －

パンチ ○ ○ ○ － － －

両面印刷 ○ ○ － － － －
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印刷手順

ここでは、Windows XPに付属されている日本語ワードプロセッサー「ワードパッド」を例にとっ
て、一般的な印刷手順について説明します。Windows Vista/2000/Me/98/95、Windows NT
4.0、Windows Server 2003の場合は、多少画面の表示が異なりますが、基本的な操作は同じです。

1 ［スタート］メニューからワードパッドを起

動し、印刷したいデータを開く。

2 ［ファイル］メニューの［印刷］をクリックする。

3 ［印刷］ダイアログボックスの［プリンタの

選択］に［NEC MultiWriter 4600］が選

ばれていることを確認する。

選ばれていなければ、［プリンタの選択］から［NEC

MultiWriter 4600］を選んでください。

＜Windows XP/Vistaの場合＞

＜Windows2000の場合＞

＜Windows NT 4.0/Me/98/95の場合＞

Windows NT 4.0/Me/98/95の場合は、［プリ

ンタ名］から［NEC MultiWriter 4600］を選

んでください。

4 必要に応じて、プロパティダイアログボッ

クスで印刷の詳細を設定する。

プロパティダイアログボックスの開き方につい

ては、次ページを参照してください。

5 ページ範囲と印刷部数を指定して、［印刷］

（または［OK］）をクリックする。

印刷が開始されます。

アプリケーションから印刷する
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印刷の詳細設定は、プロパティダイアログボックスで行います。設定内容などの詳細については、
各プロパティダイアログボックスのヘルプをご覧ください。
プロパティダイアログボックスは、アプリケーションのメニューから開く方法と［プリンタとFAX］
フォルダー＊1から開く方法があります。

アプリケーションメニューから開いた場合は、一般的にそのアプリケーションでのみ有効な設定に
なります。また、［プリンタとFAX］フォルダー＊1から開いた場合は、すべてのアプリケーション
の基本設定になります。

＊1 Windows XP、Windows Server 2003以外の場合は、［プリンタ］フォルダー

アプリケーションメニューからプロパティダイアログボックスを開く

ここでは、アプリケーションのメニューからプロパティダイアログボックスを開く方法について説
明します。
アプリケーションによって、プロパティダイアログボックス名の表示は異なります。
本書では、アプリケーション「ワードパッド」のメニューからプロパティダイアログボックスを開
いた画面例で説明します。

■ Windows XP/Vistaの場合

■ Windows 2000の場合

印刷の詳細設定（プロパティダイアログボックスの開き方）

［詳細設定］をクリックすると、プロパティ
ダイアログボックスが表示されます。

各タブをクリックします。
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■ Windows NT 4.0の場合

■ Windows Me/98/95の場合

［プロパティ］をクリックすると、プロパティ
ダイアログボックスが表示されます。

［プロパティ］をクリックすると、プロパティ
ダイアログボックスが表示されます。
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［プリンタとFAX］フォルダーからプロパティダイアログボックスを開く

ここでは、［プリンタとFAX］フォルダー＊1からプロパティダイアログボックスを開く方法につい
て説明します。

＊1 Windows XP、Windows Server 2003以外の場合は、［プリンタ］フォルダー

■ Windows XP/Vista/2000の場合

［NEC MultiWriter 4600］アイコンを
クリックし、［ファイル］メニューの［印
刷設定］をクリックすると、プロパティ
ダイアログボックスが表示されます。

［プリンタとFAX］または［プリンタ］フォル
ダーからプロパティダイアログボックスを開
いた場合には、［メイン］シートの［登録と削
除］をクリックすると、「かんたん設定」の登
録が行えます。「かんたん設定」とは、よく使
う印刷設定をあらかじめ登録しておける機能
です。詳細は、活用マニュアル6章の「かんた
ん設定の使い方」を参照してください。

［かんたん設定の登録と削除］ダイアログボックス

Windows XPの場合は［プリンタとFAX］
フォルダーを、Windows Vista/2000の場
合は［プリンタ］フォルダー開きます。
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■ Windows NT 4.0の場合

■ Windows Me/98/95の場合

［プリンタ］フォルダーからプロパティダイア
ログボックスを開いた場合には、［メイン］
シートの［登録と削除］をクリックすると、

「かんたん設定」の登録が行えます。「かんた
ん設定」とは、よく使う印刷設定をあらかじ
め登録しておける機能です。詳細は、活用マ
ニュアル6章の「かんたん設定の使い方」を参
照してください。

［かんたん設定の登録と削除］ダイアログボックス

［NEC MultiWriter 4600］アイコンをク
リックし、［ファイル］メニューの［ドキュ
メントの規定値］をクリックすると、プロパ
ティダイアログボックスが表示されます。

［プリンタ］フォルダーを開きます。

［NEC MultiWriter 4600］アイコンをク
リックし、［ファイル］メニューの［プロパ
ティ］をクリックすると、プロパティダイア
ログボックスが表示されます。

［プリンタ］フォルダーを開きます。
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定形外サイズの用紙に出力するには、以下の手順を行ってください。

Step 2およびStep 3は、OSごとに説明します。

Step1 定形外用紙をセットする（詳細は、6章の「用紙のセット」（147ページ）を参照してください）

Step2 ユーザー定義サイズを設定する

Step3 ユーザー定義サイズで印刷する

定形外サイズの用紙をセットする場合は、あらかじめ使用できる用紙の種類、用紙サイズを確認し
ておいてください（用紙については、付録の「用紙の規格」（281ページ）を参照してください）。

Step 1　定形外サイズの用紙をセットする

手順は、6章の「用紙のセット」（147ページ）を参照してください。

Step 2　ユーザー定義サイズを設定する

定形外用紙の用紙サイズをユーザー定義サイズとして、次の手順で設定します。各OSごとに説明
します。

z Windows XP、Windows Vista、Windows Server 2003、Windows 2000、Windows NT 4.0の場

合、複数の用紙サイズ（ユーザー定義サイズ）を追加できます。詳しくは、OSのヘルプを参照してく

ださい。

z Windows Me、Windows 98、Windows 95の場合、設定できる用紙サイズ（ユーザー定義サイズ）

は1種類のみです。

■ Windows XP/Vista/2000/NT 4.0、Windows Server 2003の場合

1 ［プリンタとFAX］フォルダーを開く。

Windows XP、Windows Server 2003以外の

場合は、［プリンタ］フォルダーを開きます。

2 ［ファイル］メニューの［サーバーのプロパ

ティ］をクリックする。

3 ［用紙］シートを開く。

4 ［新しい用紙を作成する］をチェックして、

任意の用紙名、用紙サイズを入力し、［用紙

の保存］をクリックする。

定形外サイズの用紙に印刷する

z プリンターにセットできる用紙サイズは、トレーでは幅89.0～297.0mm、長さは98.0～432.0mm
です。ホッパー 1～4では幅140.0～297.0mm、長さは182.0～432.0mmです。

z ホッパー 1～4では、メニューで「テイケイガイ」を「シヨウ」に設定すると、定形用紙（A4など）
がセットされても定形外用紙として扱われます。
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5 リストボックスに新規作成した用紙名が追

加されたことを確認して、［OK］をクリッ

クする。

＜Windows XP/Vista/2000の場合＞

＜Windows NT 4.0の場合＞

これで新しい用紙サイズが追加されました。

■ Windows Me/98/95の場合

1 ［プリンタ］フォルダーを開く。

2 使用するプリンターのアイコンをクリック

する。

3 ［ファイル］メニューの［プロパティ］をク

リックする。

プロパティダイアログボックスが表示されま

す。

4 ［用紙］シートを開き、［用紙サイズ］ボッ

クスから［ユーザ定義］を選ぶ。

5 用紙の［幅］と［長さ］を入力し、［OK］を

クリックする。

6 ［OK］をクリックし、プロパティダイアロ

グボックスを閉じる。

これでユーザー定義の用紙サイズが設定できま
した。

3

4

5

3

4

5
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Step 3　ユーザー定義サイズで印刷する

■ Windows XP/Vista/2000/NT 4.0、Windows Server 2003の場合

1 プロパティダイアログボックスを開く。

プロパティダイアログボックスの開き方は、「印

刷の詳細設定（プロパティダイアログボックス

の開き方）」（137ページ）を参照してください。

2 ［用紙］シートを開き、［用紙サイズ］ボッ

クスから、Step2で追加した用紙サイズを

選ぶ。

3 アプリケーションの［印刷］ダイアログボッ

クスで印刷部数を指定し、［印刷］（または

［OK］）をクリックする。

■ Windows Me/98/95の場合

1 プロパティダイアログボックスを開く。

プロパティダイアログボックスの開き方は、「印

刷の詳細設定（プロパティダイアログボックス

の開き方）」（137ページ）を参照してください。

2 ［用紙］シートを開き、［用紙サイズ］ボッ

クスから、［ユーザ定義］を選ぶ。

3 ［ユーザ定義サイズ］ダイアログボックスで

［幅］と［長さ］を確認し、［OK］をクリッ

クする。

4 ［OK］をクリックする。

5 アプリケーションの［印刷］ダイアログボッ

クスで印刷部数を指定し、［OK］をクリッ

クする。
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ホッパーまたはトレーに厚紙をセットする場合は、あらかじめ設定できる用紙の厚さを確認してお
いてください（用紙については、付録の「用紙の規格」（281ページ）を参照してください）。
ホッパー 2～5では、厚紙1～厚紙3まで選択できます。使用できる用紙坪量と用紙種類の関係の目
安は、下表のとおりです。

Step 1  厚紙をセットする

手順は、6章の「用紙のセット」（147ページ）を参照してください。

Step 2  用紙の種類を選択する

印刷を開始するときに、［用紙種類］で［厚紙1］、［厚紙2］または、［厚紙3］を選びます。

1 プロパティダイアログボックスを開く。

プロパティダイアログボックスの開き方は、「印

刷の詳細設定（プロパティダイアログボックス

の開き方）」（137ページ）を参照してください。

2 ［用紙］シートを開き、用紙の種類を［厚紙

1］、［厚紙2］、［厚紙3］のいずれかを選ぶ。

3 アプリケーションの［印刷］ダイアログボッ

クスで印刷範囲、印刷部数を指定し、［印刷］

（または［OK］）をクリックする。

厚紙に印刷する

用紙種類 用紙坪量（目安）

普通紙 60～105g/㎡

厚紙1 106～120g/㎡

厚紙2 121～169g/㎡

厚紙3 170～215g/㎡

z 用紙種類と用紙坪量の関係は、目安の値です。用紙の種類によって定着性は変化しますので、テスト
印刷をしてください。

z はがきや封筒に印刷する場合は、［用紙種類］を用紙厚に合わせて、［厚紙1～3］に設定してください。
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機能の紹介
ここでは、本プリンターが持つ便利な機能の概要について紹介します。さまざまな機能を組み合わ
せて使うことで、より便利にプリンターを活用できます。

MultiWriter 4600を使った便利な印刷機能は以下のとおりです。各機能の詳細や設定手順につい
ては、活用マニュアル6章の「より進んだ使い方」を参照してください。

両面印刷する 複数ページ印刷する

仕分け印刷する
オフセット排紙、丁合い、
電子ソート

仕上げ機能を活用する
ステープル機能、パンチ機能

大量・連続印刷する
グループホッパー設定

拡大・縮小印刷する

よく使う設定を登録する
「かんたん設定」

印刷位置をずらす
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以下に記載した項目は、ネットワーク環境で MultiWriter を使用する際に便利な機能です。
MultiWriter 4600を一元管理できます。各機能の詳細や設定手順については、活用マニュアル6章
の「より進んだ使い方」を参照してください。

21 345 678901

21 345 678901

21 345 678901

バーコードを印刷する
バーコード印刷優先モード機能

プリンターの状態や印刷状況を見る
プリンタステータスウィンドウ

リプリント機能

印刷履歴状況を出力する
PrintAgentによる印刷ログ出力

保守情報をメール通知する
NEC e-mailメンテナンス

ブラウザーでプリンターの状況を見る
Web PrintAgent
146



6
用
紙
の

6章
用紙のセット
セ
ッ
ト
この章では、MultiWriter 4600で使用できる用紙、用紙のセット方法について説明します。

MultiWriter 4600は豊富な給紙機構（ホッパーおよびトレー）を持つプリンターです。用途に合
わせて使い分けてください。

MultiWriter 4600では、大量給紙に便利なリレー給紙機能、グループホッパー機能がご利用できます。ホッパー
（1～4）、トレー、ホッパー 5（大容量ホッパー）に用紙をセットし印刷中に用紙がなくなると、自動的に同じ用
紙サイズがセットされている給紙先に切り替える機能です。設定手順については、2章の「リレー給紙の設定」（70
ページ）、（74ページ）または活用マニュアル6章の「大量・連続印刷する」を参照してください。

z セットできる用紙
→148ページ

z 標準ホッパーに用
紙をセットする
→152ページ

z 増設ホッパーに用
紙をセットする
→156ページ

＊1 坪量60～105g/㎡の用紙です。
＊2 厚紙は坪量106～215g/㎡の用紙です。厚紙やラベル紙は、ホッパー 1には

セットできません。
＊3 標準ホッパーと増設ホッパー（A3）のみセットできます。

z セットできる用紙

→148ページ

z 用紙をセットする

→159ページ

z セットできる用紙

→148ページ

z 用紙をセットする

→154ページ

＊1       　　　　　　　　 　　　＊2

＊3
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用紙について
ここでは本プリンターで使用できる用紙、用紙のセット方向について説明します。用紙をセットす
る前に必ずお読みになり、使用できる用紙を確認してから印刷してください。

使用できる用紙の種類、サイズ、および枚数は、以下の表のとおりです。用紙の規格、印刷範囲に
ついては、付録の「技術情報」（277ページ）を参照してください。

＊1 坪量64g/㎡の用紙を使用した場合です。普通紙以外は、用紙厚によりセット枚数が異なります。
＊2 坪量60～105g/㎡の用紙です。用紙種類の選択については、次ページの表を参照してください。
＊3 両面印刷ができるのは、106～120g/㎡の用紙です。
＊4 両面印刷ができるのは、89～297㎜×127～432㎜の用紙です。

使用できる用紙

給紙口
セットできる用紙 両面

印刷種類 サイズ 枚数＊ 1

ホッパー 1
普通紙＊2（乾式PPC用紙）

A3、B4、A4、B5、A5、レター

定形外用紙（140～297mm×182～432mm）
500 ○

OHPフィルム A4 ― ×

ホッパー 2

普通紙＊2（乾式PPC用紙） A3、B4、A4、B5、A5、レター

定形外用紙（140～297mm×182～432mm）

500 ○

厚紙（106～215g/㎡） ― ○＊3

OHPフィルム A4 ― ×　

ラベル紙 A4、B4 ― ×　

ホッパー 3・4

（増設ホッパー
（A3））

普通紙＊2（乾式PPC用紙） A3、B4、A4、B5、A5、レター

定形外用紙（140～297mm×182～432mm）

500 ○

厚紙（106～215g/㎡） ― ○＊3

OHPフィルム A4 ― ×　

ラベル紙 A4、B4 ― ×　

ホッパー 3

（増設ホッパー
（A4））

普通紙＊2（乾式PPC用紙）
A4、B5、レター

800 ○

厚紙（106～215g/㎡） ― ○＊3

OHPフィルム A4 ― ×　

ラベル紙 A4 ― ×　

ホッパー 4

（増設ホッパー
（A4））

普通紙＊2（乾式PPC用紙）
A4、B5、レター

1,200 ○

厚紙（106～215g/㎡） ― ○＊3

OHPフィルム A4 ― ×

ラベル紙 A4 ― ×

ホッパー 5

（大容量ホッパー）

普通紙＊2（乾式PPC用紙）
A4、B5、レター

2,000 ○

厚紙（106～215g/㎡） ― ○＊3

OHPフィルム A4 ― ×　

ラベル紙 A4 ― ×

トレー

普通紙＊2（乾式PPC用紙） A3、B4、A4、B5、A5、レター

定形外用紙（89～297mm× 98～432mm）＊4

100 ○

厚紙（106～215g/㎡） － ○＊3

OHPフィルム A4 ― ×　

ラベル紙 A4、B4 ― ×　

はがき 官製はがき、官製往復はがき ― ×  

封筒 洋形4号 ― × 
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使用できる用紙坪量とプリンタードライバーの用紙種類の選択の関係は、以下の表のとおりです。

MultiWriter 4600では、定形外サイズの用紙に印刷ができます。

z トレー

幅：89～297mm × 長さ：98～432mm

（両面印刷できる用紙サイズは、89～297mm × 127～432mmです）

z ホッパー 1・2、ホッパー 3・4（増設ホッパー（A3）装着時）

幅：140～297mm × 長さ：182～432mm

定形外サイズの用紙をセットするには、プリンターの設定が必要になります。詳細については、付
録の「定形外用紙」（309ページ）を参照してください。

A5サイズ用紙は、繊維方向が縦目の用紙（長手方向に平行な目の用紙）をご使用ください。
横目の用紙は、印刷後のカールが大きいため、排紙トレーへの排出が正しくできず、紙づまりを起
こすことがあります。

本マニュアルでの用紙分類 用紙坪量目安 プリンタードライバーでの用紙種類 両面印刷

普通紙 60～105g/㎡ 普通紙 ○

厚紙

106～120g/㎡ 厚紙1 ○

121～169g/㎡ 厚紙2 ×

170～215g/㎡ 厚紙3 ×

ラベル紙 ― ラベル紙 ×

OHP ― OHP ×

厚紙1～3と用紙の坪量の関係は、目安です。用紙の種類などにより、定着性は変化します。テスト印刷

を実施し、定着性を確認してください。

定形外用紙のご使用について

z 定形外用紙をご使用になる際は、必ず事前確認を行ってからご使用ください。

z 用紙の縦横比が極端なサイズの用紙では、紙づまりや斜行の原因となる場合があります。
（例）　幅：148mm × 長さ：432mm、幅：297mm × 長さ：127mmなど
目安として、縦横比1：2程度までの用紙をご使用ください。

A5サイズ用紙のご使用について
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用紙をセットする前に、以下の注意事項をお読みください。また、はがき、往復はがき、OHPフィ
ルム、ラベル紙、プレ印刷用紙、定形外用紙をセットする際の注意事項については、「用紙をセッ
トするときの注意」（162ページ）に記載しています。併せてお読みください。

z 次のような用紙への印刷は避けてください。ご使用になると印刷不良、紙づまり、プリンターの故障

の原因となるおそれがあります。

－ 無塵紙

－ 裏写り防止用の白粉（ミクロパウダー）が塗布された用紙

－ 熱で変質するインクを使った用紙、変質しやすい用紙

－ カーボン紙、感圧紙、感熱紙、酸性紙

－ ざら紙や繊維質の用紙など、表面が滑らかでない用紙

－ ミシン目のある用紙

－ 紙の表面に特殊コーティングした用紙、表面加工したカラー用紙

－ シワがある、折れている、破れている、湿っている、ぬれている、長期間放置した、カールしている、静電

気で密着している、貼り合わせてある、のりが付いているなどの用紙

－ ステープル針、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙

－ 熱転写プリンター、インクジェットプリンターで印刷した後の用紙

－ 次のような状態のラベル紙

台紙全体がラベル紙で覆われていないもの、 部分的に使用したもの、ラベルがはがれかかっているもの、 

カールしているもの、表面にのりがしみ出ているもの。

－ すでに一度印刷した用紙

z はがき、往復はがき、OHPフィルム、およびラベル紙の印刷品質は、規格を満たす普通紙の印刷品質

より劣る場合があります。

z OHPフィルム、ラベル紙をプリンターにセットするときは、十分にさばいてから行ってください。

z ラベル紙への印刷は、ラベルの切れ目部分に文字やイラストがかからないようにしてください。

z 吸湿した用紙への印刷は避けてください。ご使用になると、しわの原因となるおそれがあります。し

わが発生した場合は、新しい用紙と交換してください。

z 高温・高湿や低温・低湿などの環境条件でプリンターを使用する場合は、常温に比べて用紙が環境の

影響を受けやすいため、用紙の保管方法に注意する必要があります。ご使用にならない用紙は、プリ

ンター内に放置せずに、梱包時の包装紙やダンボール箱に入れて保管してください。

z 用紙の保管について

用紙の保管について次の点に注意してください。印刷不良、紙づまり、故障の原因となります。

－ 湿気を避ける。

－ 使用直前まで開封しない。

－ 用紙が変形しないような状態で保管する。

－ 保管場所と使用場所との間に環境の差がある場合は、使用場所の環境になじませるような保管をする。

z 用紙後端の印刷に関して

両面印刷または厚紙印刷時、用紙後端約8mm付近は、用紙の腰・カールによる用紙のバタツキが原因

で印刷が乱れることがあります。事前に問題がないことを確認の上、使用してください。

用紙についての注意事項
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各ホッパー、トレーにセットできる用紙の方向とサイズの関係は、以下の表のとおりです。

また、はがき、往復はがきをトレーにセットする場合は、あらかじめ「用紙をセットするときの注
意」の「はがき、往復はがき」（162ページ）をお読みください。

ホッパーの場合

トレーの場合

用紙のセット方向

給紙先／用紙サイズ
A3 A4 A5 B4 B5 レター はがき 往復はがき 封筒

タテ ヨコ タテ ヨコ タテ タテ ヨコ タテ ヨコ タテ ヨコ タテ ヨコ

標準ホッパー 1 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

標準ホッパー 2 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

増設ホッパー
（増設ホッパー（A3））

3 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

増設ホッパー
（増設ホッパー（A3））

4 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

増設ホッパー
（増設ホッパー（A4））

3 × ○ × × × × ○ × ○ × × × ×

増設ホッパー
（増設ホッパー（A4））

4 × ○ × × × × ○ × ○ × × × ×

大容量ホッパー 5 × ○ × × × × ○ × ○ × × × ×

トレー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

タテ置きヨコ置き

タテ置きヨコ置き
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ホッパー１・２に用紙をセットする
ホッパー 1・2から印刷するには、標準用紙カセットに用紙をセットします。用紙はホッパー 1、２
とも、坪量64g/㎡の普通紙なら500枚までセットできます。各ホッパーで使用できる用紙につい
ては、「用紙について」（148ページ）を参照してください。

ここでは、例としてホッパー 1に用紙をセットするときの手順を示しますが、ホッパー 2に用紙を
セットする場合も同じです。

1 用紙カセットを手前に引き出す。

2 サイドガイドを指でつまみ、用紙サイズに

合わせる（①）。右側のエンドガイドを指で

つまみ、用紙サイズに合わせる（②）。

3 用紙の端をそろえ、印刷したい面を上にし

てセットする。

4 奥に突き当たるところまで、用紙カセット

をゆっくりと押し込む。

ホッパーにセットする用紙は、両面とも印刷されていない用紙をセットしてください。すでに一度印刷

された用紙をホッパーにセットしないでください。一度印刷された用紙をセットして、その用紙の裏に

印刷すると、印刷不良や給紙できなかったり、紙づまりを起こすばかりでなく、プリンターの故障の原

因となる場合があります。

定形サイズの用紙を使用するときは、サイ

ドガイドとエンドガイドのピンが確実にカ

セットの溝に入り込んでいることを確認し

てください。

z 用紙カセットに収容できる枚数は、約
500枚（64g/㎡）です。用紙上限線（図
のMAX位置）を超えないように用紙を
入れてください。紙づまりの原因となり
ます。

z 1つの用紙カセット内にサイズや種類の
異なる用紙をセットしないでください。
紙づまりの原因になります。

z 用紙およびエンドガイド、サイドガイド
が正しくセットされていないと、用紙サ
イズが検知されず紙づまりが起こるこ
とがあります。

用紙をセットし終えた用紙カセットは、重

くなっています。押し込む際は用紙カセッ

トを両手で持ってプリンターに差し込んで

ください。
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5 必要に応じて、用紙サイズラベルを用紙カ

セットに貼る。

普通紙以外を使用する際は、メニューモー

ドの「ヨウシメニュー」ー「ヨウシシュベ

ツ」でセットした用紙の種別を設定する必

要があります。詳細は、8章の「メニュー

ツリー」（183ページ）を参照してください。

残った用紙の保管方法

残った用紙は変質を防ぐため、次のことに注意して
正しく保管してください。

z 用紙は包装してあった紙で包み直してください。

z キャビネットの中など直射日光の当たらない、湿
気の少ない場所に保管してください。

z 用紙はしわ、折れ、カールなど癖がつかないよう
に、平らな場所に水平にして保管してください。
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トレーに用紙をセットする
トレーには普通紙をはじめ、ラベル紙や厚紙、はがき、往復はがき、封筒、OHPフィルム、定形外
用紙をセットできます。
トレーの容量は坪量64g/㎡（連量55㎏）の普通紙で約100枚です。その他の用紙の場合は、高さ
10㎜までセットできます。

普通紙以外を使用する際は、メニューモードの「ヨウシメニュー」ー「ヨウシシュベツ」ー「ト
レー　ヨウシシュベツ」でそれぞれ「アツガミ1～3」、「OHP」、「ラベルシ」に設定する必要があ
ります。詳細は、8章の「メニューツリー」（183ページ）を参照してください。

1 トレーを開く（①）。A4サイズよりも大き

い用紙をセットするときは、延長トレーを

引き出す（②）。

2 用紙の端をそろえ、印刷したい面を下にし

て、奥に差し込む。

z トレーに用紙以外の物や手を載せないでください。トレーが破損するおそれがあります。

z トレーから印刷しないときは、必ずトレーを閉じてご使用ください。ほこりや異物が入りやすくな
り、プリンターの破損や故障のおそれがあります。

z トレーにセットする用紙は、両面とも印刷されていない用紙をセットしてください。すでに一度印
刷された用紙をトレーにセットしないでください。一度印刷された用紙をセットして、その用紙の
裏に印刷すると、印刷不良や給紙できなかったり、紙づまりを起こすばかりでなく、プリンターの
故障の原因となる場合があります。

z トレーに用紙をセットした際は、用紙サイズを操作パネルで設定する必要があります。詳細は、7
章の「操作パネル」（167ページ）を参照して、［トレー］スイッチで設定してください。また、異
なる用紙サイズをセットした際にも、そのつど操作パネルで設定を行ってください。

z トレーに封筒をセットした際は、プリンタードライバーで以下の設定をして印刷を行ってください。

－ 用紙サイズで［封筒洋形4号］を選んでください。

－ 用紙種類で［厚紙1～3］を選んでください。

z トレーの用紙上限線（図の MAX 位置）
を超える量の用紙をセットしないでく
ださい。紙づまりや故障の原因になりま
す。

z 種類が異なる用紙を一緒にセットしな
いでください。
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3 セットした用紙にサイドガイドを軽く当て

る。

4 操作パネルで、セットした用紙サイズを設

定する。

操作パネルの［印刷可］スイッチを押してから、

［トレー］スイッチを押して、用紙サイズを設定

します（操作パネルの詳細は、167ページを参

照してください）。

5 印刷が終了したら、引き出した延長トレー

とトレーを元に戻す。

z 往復はがきは、折り返しや折り目がつい
ているものを使用しないでください。折
れた状態でトレーにセットすると、紙づ
まりの原因となるだけでなく、プリン
ターが故障するおそれがあります。

z はがきのような厚い紙に印刷する場合
で、用紙がプリンターに送られないとき
は、用紙の先端を下図のようにカールさ
せてからセットしてください。ただし、
用紙を曲げすぎたり、折れ目をつけたり
すると、紙づまりの原因になります。

普通紙以外を使用する際は、メニューモー

ドの「ヨウシメニュー」ー「ヨウシシュベ

ツ」でセットした用紙の種別を設定する必

要があります。詳細は、8章の「メニュー

ツリー」（183ページ）を参照してください。

［トレー］スイッチを1回押すごとに、用紙サイズは、
以下のように変わります。

「A4タテ→A4ヨコ→A5タテ→A5ヨコ→B4タテ→
B5タテ→B5ヨコ→LTタテ→LTヨコ→ハガキ→ハガ
キ2→フウトウ→テイケイガイ→A3タテ」
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増設ホッパーに用紙をセットする
増設ホッパー（A3）を装着している場合、ホッパー 3・4には、A3、A4、A5、B4、B5、レター、
定形外サイズをセットでき、坪量64g/㎡の普通紙なら、それぞれ500枚までセットできます。
増設ホッパー（A4）を装着している場合、ホッパー 3・4には、A4、B5、レターサイズをセット
でき、坪量64g/㎡の普通紙なら、ホッパー 3には800枚まで、ホッパー 4には1,200枚までセット
できます。
各ホッパーで使用できる用紙については、「用紙について」（148ページ）を参照してください。

増設ホッパー（A3）のホッパー 3とホッパー 4に用紙をセットする方法は、ホッパー１に用紙を
セットする方法と同じです。「ホッパー１・２に用紙をセットする」（152ページ）を参照してくだ
さい。

増設ホッパー（A4）のホッパー 3とホッパー 4に用紙をセットする手順について説明します。

ホッパー 3に用紙をセットする

1 用紙カセットを手前に引き出す。 2 サイドガイドを指でつまみ、用紙サイズに

合わせる。

ホッパーにセットする用紙は、両面とも印刷されていない用紙をセットしてください。すでに一度印刷

された用紙をホッパーにセットしないでください。一度印刷された用紙をセットして、その用紙の裏に

印刷すると、印刷不良や給紙できなかったり、紙づまりを起こすばかりでなく、プリンターの故障の原

因となる場合があります。

増設ホッパー（A3）に用紙をセットする

増設ホッパー（A4）に用紙をセットする
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3 用紙の端をそろえ、印刷したい面を上にし

て用紙カセットの左手前に合わせてセット

する。

4 奥に突き当たるところまで、用紙カセット

をゆっくりと押し込む。

5 必要に応じて、用紙サイズラベルを用紙カ

セットに貼る。

ホッパー 4に用紙をセットする

1 用紙カセットを手前に引き出す。 2 サイドガイドを指でつまみ、用紙サイズに

合わせる。

z 用紙カセットに収容できる枚数は約
800枚（64g/㎡）です。用紙上限線を
超えないように用紙を入れてください。
紙づまりの原因となります。

z 1つの用紙カセット内にサイズや種類の
異なる用紙をセットしないでください。
紙づまりの原因になります。

z 用紙およびサイドガイドが正しくセッ
トされていないと、用紙サイズが検知さ
れず紙づまりが起こることがあります。

用紙をセットし終えた用紙カセットは、重

くなっています。押し込む際は、用紙カセッ

トを両手で持って、プリンターに差し込ん

でください。

普通紙以外を使用する際は、メニューモー

ドの「ヨウシメニュー」ー「ヨウシシュベ

ツ」でセットした用紙の種別を設定する必

要があります。詳細は、8章の「メニュー

ツリー」（183ページ）を参照してください。

残った用紙の保管方法

残った用紙は変質を防ぐため、次のことに注意して
正しく保管してください。

z 用紙は包装してあった紙で包み直してください。

z キャビネットの中など直射日光の当たらない、湿
気の少ない場所に保管してください。

z 用紙はしわ、折れ、カールなど癖がつかないよう
に、平らな場所に水平にして保管してください。
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3 用紙の端をそろえ、印刷したい面を上にし

て用紙カセットの左手前に合わせてセット

する。

4 奥に突き当たるところまで、用紙カセット

をゆっくりと押し込む。

5 必要に応じて、用紙サイズラベルを用紙カ

セットに貼る。

z 用紙カセットに収容できる枚数は約
1,200枚（64g/㎡）です。用紙上限線
を超えないように用紙を入れてくださ
い。紙づまりの原因となります。

z 1つの用紙カセット内にサイズや種類の
異なる用紙をセットしないでください。
紙づまりの原因になります。

z 用紙およびサイドガイドが正しくセッ
トされていないと、用紙サイズが検知さ
れず紙づまりが起こることがあります。

用紙をセットし終えた用紙カセットは、重

くなっています。押し込む際は、用紙カセッ

トを両手で持って、プリンターに差し込ん

でください。

普通紙以外を使用する際は、メニューモー

ドの「ヨウシメニュー」ー「ヨウシシュベ

ツ」でセットした用紙の種別を設定する必

要があります。詳細は、8章の「メニュー

ツリー」（183ページ）を参照してください。

残った用紙の保管方法

残った用紙は変質を防ぐため、次のことに注意して
正しく保管してください。

z 用紙は包装してあった紙で包み直してください。

z キャビネットの中など直射日光の当たらない、湿
気の少ない場所に保管してください。

z 用紙はしわ、折れ、カールなど癖がつかないよう
に、平らな場所に水平にして保管してください。
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大容量ホッパーに用紙をセットする
大容量ホッパーには、A4、B5、レターをセットでき、坪量64g/㎡の普通紙なら2,000枚までセットで
きます。使用できる用紙については、「用紙について」（148ページ）を参照してください。

1 用紙カセットを手前に引き出す。

2 奥のガイドのネジを外し、ガイドを用紙カ

セットから外す。

3 ガイドの下部にある突起を、用紙サイズの

穴に差し込み（①）、ガイドの上面にある用

紙サイズの穴に、用紙カセットの突起を差

し込んで、ネジを締める（②）。

ホッパーにセットする用紙は、両面とも印刷されていない用紙をセットしてください。すでに一度印刷

された用紙をホッパーにセットしないでください。一度印刷された用紙をセットして、その用紙の裏に

印刷すると、印刷不良や給紙できなかったり、紙づまりを起こすばかりでなく、プリンターの故障の原

因となる場合があります。

z レターを使用するときは、11"にガイド
を合わせてください。

z 10.5"の穴は使用しません。
159



4 手前のガイドのネジを外し、ガイドを用紙

カセットから外す。

5 ガイドの下部にある突起を、用紙サイズの

穴に差し込み（①）、ガイドの上面にある用

紙サイズの穴に、用紙カセットの突起を差

し込んで、ネジを締める（②）。

6 図のようにエンドガイドのレバーを引き上

げ、溝に沿って移動させて（①）、レバーの

位置を用紙サイズに合わせ（②）、レバーを

下ろす（③）。

7 エンドガイドを開き、用紙の四隅をそろえ、

印刷したい面を下にして、用紙カセットの

右端にぴったり合うようにセットする。

z レターを使用するときは、8.5"の位置に
レバーを合わせてください。

z エンドガイドの8.5"の左側の溝は、使用
しません。

z 最大収容枚数または用紙上限線（図の
MAX位置）を超える用紙をセットしな
いでください。

z ガイドは、用紙の幅に正しく合わせてく
ださい。ガイドの位置がずれていると、
用紙が正常に搬送されず、紙づまりの原
因になることがあります。
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8 エンドガイドをしっかり閉じる。

9 奥に突き当たるところまで、用紙カセット

をゆっくりと押し込む。

10 必要に応じて、用紙サイズラベルを用紙カ

セットに貼る。

用紙をセットし終えた用紙カセットは、重

くなっています。押し込む際は、用紙カセッ

トを両手で持って、プリンターに差し込ん

でください。

普通紙以外を使用する際は、メニューモー

ドの「ヨウシメニュー」ー「ヨウシシュベ

ツ」でセットした用紙の種別を設定する必

要があります。詳細は、8章の「メニュー

ツリー」（183ページ）を参照してください。

残った用紙の保管方法

残った用紙は変質を防ぐため、次のことに注意して
正しく保管してください。

z 用紙は包装してあった紙で包み直してください。

z キャビネットの中など直射日光の当たらない、湿
気の少ない場所に保管してください。

z 用紙はしわ、折れ、カールなど癖がつかないよう
に、平らな場所に水平にして保管してください。
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用紙をセットするときの注意

はがき、往復はがき

z はがき、往復はがきに反りがあるときは、反りの幅が2mm以内になるように

し、反りの方向が右の図のようになるように直してからセットしてください。

z 印刷所で印刷を施された官製はがき（年賀状など）には、裏写り防止用の白い粉が塗布されているこ

とがあります。このプリンターでこのようなはがきへの印刷を繰り返すと、白い粉によりプリンター

内部のローラーの摩擦力が低下し、はがきがうまく送れなくなることがあります。このようなはがき

を使用するときは、印刷の前にはがきの両面についている粉を乾いた布などで軽く払ってください。

z はがきをまとめてセットする場合は、はがきを十分さばいてからセットし

てください。

z 印刷したはがきをポストに入れるときは、反りが5mm以内になるように直してください。反りが大き

いと郵便番号読取機の処理に不都合が生じます。

z はがきや往復はがきを使用する場合は、プリンタードライバーの用紙サイズで、それぞれ［はがき］、

［往復はがき］を選んでご使用ください。また、用紙種類で用紙厚に合わせて、［厚紙1～3］を選んで

ご使用ください。

厚紙
z 厚い紙に印刷する場合で、用紙がプリンターに送られないときは、用

紙の先端を右図のようにカールさせてからセットしてください。

ただし、用紙を曲げすぎたり、折れ目をつけたりすると、紙づまりの

原因になります。

z 反りの大きい場合は、反りを直してから使用してください。

直らない場合は、使用しないでください。

往復はがきは、折り返しや折り目がついているものを使用しないでください。折れた状態でトレーに
セットすると、紙づまりの原因となるだけでなく、プリンターが故障するおそれがあります。
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OHPフィルム、ラベル紙、穴あき紙
z OHPフィルム、ラベル紙は十分にさばいてからセットしてください。

z OHPフィルムは使用環境、種類によっては静電気が発生し、正常に給紙できないときがあります。そ

の際は、トレーに1枚ずつセットして印刷することをお勧めします。

z ラベル紙は保管状態によっては反りが生じ、正常に給紙できないときがあります。その際は、反りを

直して印刷してください。

z ラベル紙への印刷は、ラベルの切れ目部分に文字やイラストがかからない

ようにしてください。

z 次のような状態のラベル紙への印刷は避けてください。印刷不良、紙づまり、プリンターの故障の原

因となります。

－ 台紙全体がラベルで覆われていないラベル紙

－ 部分的に使用したラベル紙

－ ラベルがはがれかかっているラベル紙

－ カールしているラベル紙

－ 表面にのりがしみ出ているラベル紙

z 穴あき紙をトレーにセットするときは、穴のある辺がプリンターの左側に

なるようにセットしてください。

z 穴あき紙をホッパーにセットするときは、穴のある辺がプリンターの右側

になるようにセットしてください。
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封筒

z 封筒は、トレーにセットできます。

z 封筒は、洋形4号、内カマス、のりなしをご使用ください。

ただし、封筒の材質により、ご使用になれない場合があります。

z 封筒をセットする前に、封筒の束を平らなところへ置き、フラップ（封

筒の折り返し部分）をきちんと折り曲げて、フラップがはね上がらな

いようにしてください。フラップをきちんと折り曲げない状態でセッ

トすると、用紙サイズエラーになることがあります。

z 封筒のフラップが給紙口側になるようにセットしてください。

z 封筒の両端を持って、十分さばいてからセットしてください。

z 洋形4号以外の封筒を使用する場合は、プリンタードライバーから［ユー

ザ定義］を選び、サイズを指定してご使用ください。また、用紙種類で、

用紙厚に合わせて［厚紙1～3］を指定してご使用ください。

定形外用紙

z 対応可能な用紙の厚み（坪量）は、定形用紙に比べて扱える範囲がせまくなる場合があります。定形

外用紙を使用する場合は、事前に十分な試し印刷をして、印刷動作を確認することをお勧めします。

z 用紙の紙質、繊維目方向、プレ印刷、ホールパンチ、ミシン目などにより、正常に印刷されない場合

があります。

z 用紙の種類、繊維目方向によっては印刷後、大きくカールするものがあります。

z 印刷した用紙が正常にスタックされない場合があります。この場合は、そのつど用紙を取り除いてく

ださい。

フラップ（封筒の折り返し部分）面には印刷をしないでください。紙づまりの原因となるだけでなく、

プリンターが故障することがあります。

形状が長方形以外の不規則な形状の用紙、角が直角でない用紙は、正常な給紙ができません。紙づまり

の原因となるだけでなく、プリンターが故障するおそれがあります。
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プレ印刷用紙

プレ印刷用紙は、PPC用紙に比べ印刷時の転写不良や定着時のカールが大きくなる傾向にあるの
で、PPC用紙に比べ斜行がひどい場合は角折れ、紙づまりなどの障害率が高くなることがありま

す。本プリンターの印刷位置誤差が許容される範囲および使用用紙を事前に確認の上、十分使用可
能という範囲においてプレ印刷用紙を使用する場合は、以下の収納および保管条件を守ってくださ
い。

z 原則として、プレ印刷をしてから環境の影響を避けるため、即納入の形態をとること。

z プレ印刷業者から納入された用紙は保管環境を守り、プレ印刷時点より6か月を最大保管期間と
する。

詳細については、下記のチェックポイントを参照してください。

z プレ印刷用紙使用上のチェックポイント

－ プレ印刷用紙を使用する場合には、用紙は推奨紙に準ずる上質なPPC用紙を使用してください（プレ印刷を

する際の表面に薄く塗る水分や油分による影響や、インク自身の収縮により、用紙は変形しやすくなりま

す）。

－ プレ印刷は、片面のみで行ってください。

z プレ印刷の事前のチェックポイント
□ 定着部のジャム（紙づまり）、巻き込み角折れの有無

内容： プレ印刷時に、印刷面に薄く水分を含ませ、印刷後、乾燥させるような印刷は、水分が多かっ
たり、乾燥が不十分だったりして、通常の用紙より多くの水分を含んでいます。このように
水分等がある状態で定着すると激しいカールを伴い、定着ローラーへの巻き込みジャム、あ
るいは爪へ当たり、角折れが起こることがあります。

処置： プレ印刷業者と相談の上、印刷方法、用紙の変更、梱包方法などを含め、協議してください。

□ 転写不良の有無、用紙カールの程度
内容： プレ印刷のインクの凹凸や部分的吸湿、包装などの不備により用紙が変形し、OPC ドラムに

密着できなくなります。
処置： 包装方法、保管方法をチェックし、改善してください。また、必要に応じて印刷方法、用紙

を変更してください。

□ 重送の有無
内容： プレ印刷時のインクにより、用紙とインクがくっついています。
処置： プレ印刷業者に印刷方法などの変更を依頼してください。

□ ジャム（紙づまり）
内容： マイクロパウダー＊やインクなどにより、用紙の摩擦力が下がることにより、フィード力が失

われジャムが発生します。2,000～7,000枚印刷後ぐらいから発生するケースがあります。
処置： マイクロパウダー＊やある種のインクには滑りやすい物質が含まれています。マイクロパウ

ダーを使用している場合は、使用を中止してください。また、インクに問題がある場合は、印
刷方法（インク）の変更などを行ってください。

＊ マイクロパウダーとは、プレ印刷時に裏にプレ印刷のバック転写が生じないように利用するものです。また、

インク自身にもその役割を持っているものがあります。
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この章では、操作パネルにあるスイッチやランプについて説明しています。

操作パネルは、ユーザーがプリンターの状態を見たり、設定を行ったりするためのものです。ここ
では主にNPDL（Level 2）で使用するときの、操作パネル上の「ディスプレイ」および「ランプ」
の表示の意味と、「スイッチ」の使い方について説明します。

ESC/Pエミュレーションでの機能では、一部機能が異なります。詳しくは、8章の「メニューモー
ド設定項目一覧」（180ページ）、「メモリースイッチ設定項目一覧」（195ページ）を参照してくだ
さい。

操作パネル

ディスプレイ
スイッチ

ランプ
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ディスプレイ
16桁2行の液晶ディスプレイです。英数字とカナで、プリンターの状態や操作に関する情報を表示
します。双方向通信をしているときは、“ジュシンチュウ”または“コネクトチュウ”が表示されます。

ディスプレイの表示

その他の表示内容については、10章の「アラーム表示が出ているときは」（216ページ）、8章の
「メニューツリー」（183ページ）」を参照してください。

＊1 ホッパ 1：上から1段目のホッパー

ホッパ 2：上から2段目のホッパー

ホッパ 3：上から3段目のホッパー（オプション）

ホッパ 4：上から4段目のホッパー（オプション）

ホッパ 5：大容量ホッパー（オプション）
＊2 “LT”はレターサイズを意味します。
＊3 メニューモードで定形外用紙を「シヨウ」に設定しているときのみ表示されます。
＊4 “ハガキ2”は往復はがきを意味します。
＊5 “LP”は帳票であることを意味します。
＊6 セレクト状態（印刷可ランプ（緑）点灯）のときのみ表示されます。
＊7 両面印刷を選んだ場合に表示されます。

用紙送り方法を示す表示
ホッパX ：ホッパー＊1

トレー ：トレー

用紙サイズまたは縮小／拡大モードを示す表示

● 用紙サイズ
ホッパ1、2：A3タテ・A4タテ・A4ヨコ・A5タテ・B4タテ・B5タテ・

B5ヨコ・LTタテ＊2・LTヨコ＊2・テイケイガイ＊3

ホッパ3、4（増設ホッパー（A3）オプション装着時）：
A3タテ・A4タテ・A4ヨコ・A5タテ・B4タテ・B5タテ・
B5ヨコ・LTタテ＊2・LTヨコ＊2・テイケイガイ＊3

ホッパ3、4（増設ホッパー（A4）オプション装着時）：
A4ヨコ・B5ヨコ・LTヨコ＊2

ホッパ5（大容量ホッパーオプション装着時）：
A4ヨコ・B5ヨコ・LTヨコ＊2

トレー： A3タテ・A4タテ・A4ヨコ・A5タテ・A5ヨコ・B4タテ・
B5タテ・B5ヨコ・LTタテ＊2・LTヨコ＊2・ハガキ・
ハガキ2＊4・フウトウ・テイケイガイ

● 縮小/拡大モード
A4 → A3、B4 → A3、A3 → B4
LP＊5→ B4、A4 → B4、B5 → B4、A3 → A4、B4 → A4
LP＊5→ A4、A4×2、B4 →B5、A4 → B5、B5×2、B5 → A4

印刷方向を示す表示
ポート：ポートレート
ランド：ランドスケープ

動作エミュレーションを示す表示＊6

NPDL ：NPDLエミュレーション
ESC/P ：ESC/Pエミュレーション

用紙種類を示す表示＊6

フツウシ ：普通紙
アツガミ1～3 ：厚紙1～3
OHP ：OHP
ラベルシ ：ラベル紙

片面/両面印刷を示す表示
表示なし ：片面印刷
リョウメン ：両面印刷＊7
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ランプ　

印刷可ランプ（緑）

点灯 プリンターがセレクト状態（印刷データを受信できる状態）に
なっています。

消灯 プリンターがディセレクト状態（印刷データを受信できない状
態）になっています（ただし、I/F設定がECPモード中は印刷
データを受信します）。

アラームランプ（赤）

点灯 トナーカートリッジのトナーの残量が少ない、ドラムカート
リッジの寿命が近づいている、または定期交換部品の交換時期
に達していることを示します。
詳細については、9章の「日常の保守」（197ページ）を参照
してください。

点滅 用紙なし、指定用紙なし、用紙ホッパーオープン、またはプリ
ンターに異常が発生していることを示します。
詳細はディスプレイに表示されます。

消灯 プリンターが正常であることを示します。

節電解除ランプ（緑）

点灯 プリンターが節電状態であることを示します。

消灯 プリンターが節電状態でないことを示します。
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スイッチ
プリンターの操作パネルには9個のスイッチがあり、それぞれのスイッチは2つまたは3つの機能を
もっています。

スイッチのモード

通常のスイッチ機能 ： ［印刷可］スイッチを押し、ディセレクト状態（印刷可ランプが消
灯している状態）になって初めて機能します（［ストップ］スイッ
チを除く）。

メニューモード時の
スイッチ機能

： ［メニュー］スイッチを押してメニューモードに入ると働く機能で
す。

シフト時のスイッチ機能 ： ［シフト］スイッチを押しながら押すと働く機能です。

節電中のスイッチ機能 ： 節電状態に入ると働く機能です。節電状態を解除します。

z アラームランプが赤に点滅している間のスイッチは、一部機能のみ機能します。アラームの詳細につ
いては、10章の「アラーム表示が出ているときは」（216ページ）を参照してください。

z アプリケーションによっては、スイッチによる設定をアプリケーション側で行えるものもあります。

z 操作パネルで、誤った操作を行った場合は、ブザーが鳴ります。
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通常のスイッチ機能

［印刷可］スイッチ

このスイッチはプリンターが初期化中でないとき、およびテスト印刷中でないときに
機能します。

データを受信できる状態にする。

スイッチを押すごとに、データを受信できる状態（セレクト状態、印刷可ランプ緑点灯）と
受信できない状態（ディセレクト状態、印刷可ランプ消灯）に交互に切り替わります。

［トレー］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプが消灯していてプリンター内にデータが残っていない
状態のときに機能します。

給紙先をトレーにする。

ホッパーから用紙を給紙する状態でこのスイッチを押すと、トレーから用紙を給紙する状態
に切り替わります。

トレー給紙の用紙サイズを変更する。

トレー給紙を選択中は、このスイッチを押すたびに用紙サイズの設定が次のように変わりま
す。

＊1＊1＊2

z 本スイッチによる設定とトレーにセットされている用紙のサイズは一致させて使用し
てください。

z トレーがメニューモードで「合紙モード」に設定されていた場合は、通常印刷でトレー
は使用できません。

z テイケイガイ選択時は、ディスプレイ下段に、現在設定されている定形外サイズ（幅
/長さ）が表示されます。

＊1 「LT」は、レターを意味します。
＊2 「ハガキ2」は、往復はがきを意味します。
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［両面］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプが消灯していてプリンター内にデータが残っていない
状態のときに機能します。

両面印刷モードにする（両面印刷モードを解除する）。

このスイッチを押すたびに、両面印刷モードの設定と解除が切り替わります。用紙種別で「厚
紙2～3」または「OHP」、「ラベル紙」を指定した場合は、「リョウメン」が表示されていて
も、印刷は片面で行われます。

両面印刷を行うときは、トレーを開いて両面印刷ユニットの排気口を開放した状態で

行ってください。排気口をトレーでふさいだ状態で大量印刷をすると、プリンター内部

の温度が上昇し、背景汚れ（かぶり）などの印刷異常となる可能性があります。

［ストップ］スイッチ

このスイッチは常に機能します。

データの受信と印刷を停止し、ディセレクト状態にする。

印刷中にこのスイッチを押すと、印刷中の用紙を排出した後、一時的に印刷を停止します。
受信済みのデータは、プリンター内に残ったままになります。
印刷を再開するときは、［印刷可］スイッチを押します。

アラーム音を止める。

アラームが発生してブザーが鳴っているときに、このスイッチを押すとアラーム音が止まり
ます。

［メニュー］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプが消灯していてプリンター内にデータが残っていない
状態のときに機能します。

メニューモードに入る。

このスイッチを押すと、メニューモードに入ります。
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［ホッパ］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプが消灯していてプリンター内にデータが残っていない
状態のときに機能します。

給紙先を切り替える。

トレーから用紙を給紙する状態でこのスイッチを押すと、ホッパーから用紙を給紙する状態
に切り替わります。

給紙先を選択する（ホッパーを使用しているとき）。

ホッパー給紙を選択中は、このスイッチを押すたびに、給紙するホッパーを次のように切り
替えます（選択されたホッパーがディスプレイに表示されます）。

＊1 増設ホッパー装着時のみ表示されます。
＊2 大容量ホッパー装着時のみ表示されます。

＊1＊1 ＊2

z トレーから用紙を給紙する状態でホッパー給紙に切り替えると、メニューモードの
ホッパー初期設定で指定されているホッパーが選択されます。

z メニューモードで「合紙モード」が設定されている場合、「合紙モード」で設定されて
いるホッパーは表示されません。通常印刷ではそのホッパーは使用できませんので、
選択するホッパーが「合紙モード」に設定されているかどうかを注意してください。

z メニューモードで「定形外使用」が設定されているホッパーに切り替えた場合、ディ
スプレイ下段に、現在設定されている定形外サイズ（幅/長さ）が表示されます。

［印刷方向］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプが消灯していてプリンター内にデータが残っていない
状態のときに機能します。

印刷方向をポートレートまたはランドスケープに選択する。

このスイッチを押すごとに、ポートレートとランドスケープを交
互に切り替えます。
用紙の置き方に関係なく、縦長にした内容を印刷するときはポー
トレートを、横長にした内容を印刷するときはランドスケープを
指定します。選択されている印刷方向は、ディスプレイに表示さ
れています。
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［縮小／拡大］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプが消灯していてプリンター内にデータが残っていない
状態のときに機能します。また、選択されている用紙サイズがA3、A4、B4、B5の
ときに機能します。

縮小／拡大モードの設定をする。

このスイッチを押すと、以下のような縮小／拡大印刷ができます。

z A3サイズに印刷する

z A4サイズに印刷する

z B4サイズに印刷する

z B5サイズに印刷する

＊1 「LP」は、帳票サイズ（136桁×66行）を意味します。
＊2 「A4×2」、はA4サイズの2ページ分のデータをA4用紙1枚に印刷します。
＊3 「B5×2」、はB5サイズの2ページ分のデータをB5用紙1枚に印刷します。

z アプリケーションによっては、縮小/拡大が正しく印刷されないものがあります。

z 印刷データの前に用紙サイズの指定コマンド（FS f c1 c2 c3）によってA3、B4、
または帳票サイズが指定されており、ホッパーにA4サイズの用紙が入っている場合
は自動的に縮小して印刷します。詳しくは、別売の「NPDL（Level 2）リファレン
スマニュアル」を参照してください。

z 縮小を行った場合、座標などの数値の丸め誤差により、縮小しない場合と印刷結果が
異なることがあります。

→ → →  →（繰り返し）A3 A4→A3 B4→A3 A3

→ → → → → →  →（繰り返し）A4 B4→A4 LP→A4
＊1

A3→A4 A4×2

＊2

B5→A4 A4

→ → → → →  →（繰り返し）B4 LP→B4

＊1

A3→B4 B5→B4 A4→B4 B4

→ → → →  →（繰り返し）B5 A4→B5 B4→B5 B5×2

＊3

B5
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メニューモード時のスイッチ機能

［メニュー終了］スイッチ

メニューモードを終了する。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューモードを終了します。

［設定変更］スイッチ

設定変更したい項目（レベル3）を選択する。

メニューモード時でメニューツリーのレベル3の項目を選択中にこのスイッチを押すと、任意
の項目の設定を変更できます。

なお、メニューモードのレベルについては、8章の「メニューツリー」（183ページ）を参考
にしてください。

［ ］スイッチ

ディスプレイに表示されている設定項目を選択する（［→］スイッチとして機能）。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーの次のレベル（レベル2またはレ
ベル3）の項目を選択できます。

［ ］スイッチ

ディスプレイに表示されている設定項目を選択する（［↑］スイッチとして機能）。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーの同じレベルの項目を選択でき
ます。

［ ］スイッチ

ディスプレイに表示されている設定項目を選択する（［←］スイッチとして機能）。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーのひとつ前のレベル（レベル1ま
たはレベル2）の項目を選択できます。

［ ］スイッチ

ディスプレイに表示されている設定項目を選択する（［↓］スイッチとして機能）。

メニューモード時にこのスイッチを押すと、メニューツリーの同じレベルの項目を選択でき
ます。

メニューツリーの詳細については、8章の「メニューツリー」（183ページ）を参照してくだ
さい。
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シフト時のスイッチ機能

［シフト］スイッチ

このスイッチが押されている間、［両面］スイッチおよび［印刷可］スイッチの2つ
は、それぞれ「排出」、「リセット」機能が有効となります。

このスイッチを押すと、自動的に印刷可ランプが消灯します。

［排出］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプが消灯していて、ディスプレイに“データガノコッテイ
マス”と表示されているときに機能します。アラーム中、および用紙がない状態では
機能しません。

プリンターに残っている未印刷データをすべて印刷する。

［シフト］スイッチを押した状態でこのスイッチを押すと、プリンターに残っているデータを
すべて出力します。ただし、インターフェース設定がECPモードでディセレクト中に受信し
たデータは排出されません。

プリンター内にデータを残したまま次の印刷を行うと、プリンターは残っているデータと

次の印刷データを重ねて印刷する場合があります。

［リセット］スイッチ

このスイッチは印刷可ランプが消灯しているときに機能します。アラーム（保守員
コール以外）中も機能します。

プリンターを初期状態にする。

［シフト］スイッチを押した状態でこのスイッチを2回続けて押して、［シフト］スイッチから
手を離すと、ディスプレイに“リセットジッコウ”と表示され、未印刷データは消失し、プ
リンターは初期状態（電源ON直後の状態）になります。リセット後、ブザーが2回鳴ります。

リセットすると、スイッチを使って変更したプリンターの設定も、初期状態（電源ON直

後の状態）に戻ります。ただし、メニュースイッチを使って変更したメニューモードの内

容はリセットされません。詳細は、活用マニュアル付録の「NPDLの初期状態」を参照し

てください。

節電中時のスイッチ機能

［節電解除］スイッチ

このスイッチは節電解除ランプが点灯しているときに機能します。

プリンターの節電状態を解除する。

このスイッチを押すと、節電状態を解除します。
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メニューモードでは、プリンターの操作パネル上のスイッチを使って、プリンターのさまざまな設
定を変更できます。

メニューモードで変更した設定内容は、コピー枚数設定以外は、電源をOFFにしても変わりません。
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操作パネルでの設定方法

1 プリンター内にデータが残っていないこと

を確認する。

ディスプレイに“データガノコッテイマス”が

表示されている場合は、［シフト］スイッチを押

しながら［排出］スイッチを押して、プリンター

内部に残っている印刷データを印刷してくださ

い。

2 ［印刷可］スイッチを押して、ディセレクト

状態にする。

印刷可ランプが消灯します。

3 ［メニュー］スイッチを押す。

プリンターはメニューモードに入り、ディスプ

レイには“テストメニュー　　→”と表示され

ます。

4 メニューモードの設定を変更する。

メニューモードの内容は「メニューモード設定

項目一覧」（180ページ）および「メニューツ

リー」（183ページ）を参照してください。

メニューモード中は次の5個のスイッチで項目

の選択、設定の変更を行います。

［ ］、［ ］、［ ］、［ ］スイッチ：

このスイッチを押すと、その方向へ進むことを

示しています。

［設定変更］スイッチ：

押すたびにレベル3の表示が変わり、その内容が

自動的に選択されます。

5 ［メ ニ ュ ー 終 了］ス イ ッ チ を 押 し て、メ

ニューモードを終了する。

プリンターはセレクト状態になり、印刷可ラン

プが点灯し、ディスプレイは通常の表示に戻り

ます。変更した設定内容は、このスイッチを押

すことによって記憶されます。もし、このスイッ

チを押さずに電源をOFFにすると、変更した設

定内容は記憶されません。ご注意ください。

メニューモードの設定変更の仕方
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ここでは、ブザー機能の有効/無効のメモリースイッチの設定変更を例にして説明します。対象と
なるメモリースイッチは「3-8」です。

1 プリンターの電源をONにする。

2 プリンター内にデータが残っていないこと

を確認する。

ディスプレイに“データガノコッテイマス”が

表示されている場合は、［シフト］スイッチを押

しながら［排出］スイッチを押して、プリンター

内部に残っている印刷データを印刷してくださ

い。

3 ［印刷可］スイッチを押して、ディセレクト

状態にする。

印刷可ランプが消灯します。

4 ［メニュー］スイッチを押す。

プリンターはメニューモードに入り、ディスプ

レイには“テストメニュー　　→”と表示され

ます。

5 ［ ］スイッチを1回押す。

ディスプレイには“メモリスイッチメニュー

　→”と表示されます。

6 ［ ］スイッチを1回押す。

MSW1が表示されます。

7 ［ ］スイッチ、または［ ］スイッチを

押して、MSW3を表示させる。

8 ［ ］スイッチを 7 回押して、カーソルを

MSW3-8に移動する。

9 ［設定変更］スイッチを1回押して、MSW3-

8を“1”に変更する。

10［メ ニ ュ ー 終 了］ス イ ッ チ を 押 し て、メ

ニューモードを終了する。

プリンターはセレクト状態になり、印刷可ラン

プが点灯し、ディスプレイは通常の表示に戻り

ます。

メモリースイッチの設定変更の仕方
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メニューモード設定項目一覧
メニューモードで設定できる項目の一覧とそれらの簡単な説明を以下に示します。メニューの詳細
については、活用マニュアル9章の「メニューの詳細」を参照してください。これらの設定の一部
はメモリースイッチからも設定できます。各設定方法で設定できる項目の一覧も以下に示します。

メニューモード設定項目一覧
○：有効　　×：無効

設定項目 説　明
メモリー
スイッチ

（MSW）

ESC/P
エミュレー

ション

テスト印刷
メニュー

ステータス印刷
ステータス印刷を行います。ステータス印刷では、
オプションの接続やメモリースイッチの状態など、
プリンターの状態が印刷されます。

× ○

連続印刷 連続印刷を行います。 × ○

16進ダンプ印刷 16進ダンプ印刷を行います。 × ○

LANステータス印刷
「インタフェース2」に実装の標準LANのコンフィグ
レーションページ（LANステータス）を印刷します。

× ○

通信ログ印刷
「インタフェース2」に実装の標準LANの通信ログを
印刷します。

× ○

印刷設定
メニュー

コピー枚数設定 コピー枚数は“01”から“99”まで設定できます。 × ○

画像回転設定
ホッパー／トレーごとに画像180°回転を実施す
るかどうかを設定します。

× ○

用紙メニュー

ホッパ初期設定
電源投入時およびリセット時に選択されるホッ
パー／トレーを設定します。

× ○

用紙種別設定 使用する用紙の種別を設定します。 × ○

合紙モード設定
合紙（色紙など）を給紙するホッパー /トレーを設
定します。＊1 × ×＊2

リレー給紙設定
リレー給紙機能を使用するかどうかを設定します。
＊3 × ○

グループ設定
グループホッパー機能を使用するかどうかを設定
します。

× ×＊2

ホッパ1定形外設定
ホッパ1で定形外用紙を使用するかどうかを設定し
ます。

× ×＊2

ホッパ2定形外設定
ホッパ2で定形外用紙を使用するかどうかを設定し
ます。

× ×＊2

ホッパ3定形外設定＊4 ホッパ3で定形外用紙を使用するかどうかを設定し
ます。

× ×＊2

ホッパ4定形外設定＊4 ホッパ4で定形外用紙を使用するかどうかを設定し
ます。

× ×＊2

トレー定形外設定 トレーで使用する定形外用紙のサイズを設定します。 × ×＊2

＊1 合紙モードに設定されたホッパー /トレーからは通常印刷では使用できません。［ホッパ］または［トレー］

スイッチから選択もできません。合紙モードを設定する場合は、通常使用するホッパーと違うホッパーを

選んでください。また、トレーを合紙に設定する場合は、合紙設定を行う前に用紙サイズを［トレー］ス

イッチで選んでおいてください。
＊2 メニューモードでの設定は可能ですが、ESC/Pエミュレーションの印刷ではこの機能を使用することはで

きません。
＊3 リレー給紙は、リレー前のホッパー（トレー）とリレーに使用するホッパー（トレー）を共にONに設定し

てください。
＊4 増設ホッパー（A3）（オプション）装着時のメニューです。
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メニューモード設定項目一覧（続き）
○：有効　　×：無効

設定項目 説　明
メモリー
スイッチ

（MSW）

ESC/P
エミュレー

ション

印字位置設定
メニュー

ホッパ1微調整 ホッパー、トレー、両面印刷時の表面／裏面の印刷位
置を調整します。

× ○

ホッパ2微調整 × ○

ホッパ3微調整＊1 × ○

ホッパ4微調整＊1 × ○

ホッパ5微調整＊2 × ○

トレー微調整 × ○

表面微調整 × ○

裏面微調整 × ○

印刷機能
メニュー

両面印刷設定
両面印刷するかしないか、とじしろ付加、余白、クリッ
プの設定をします。

× ○

排出先設定 排出先を設定します。 × ○

運用メニュー

総印字枚数 総印字枚数を表示します。 × ○

節電機能 節電機能を使用するかしないかを設定します。 ○ ○

節電時間設定＊3 節電するまでの時間を設定します。 × ○

自動排出＊4 自動排出の有効／無効、および設定時間を設定します。 × ○

操作パネル制限
メニューモードへの遷移に暗証番号による制限をかけ
るかどうかを設定します。

× ○

HDD初期化＊5 ハードディスク（オプション）の初期化を行います。 × ○

フォント
メニュー

1バイト系ゼロ＊6 1バイト系ゼロの字体を切り替えます。 ○ ○

2バイト系ゼロ 2バイト系ゼロの字体を切り替えます。 × ○

ANK
1バイト系コードのフォントのANK文字を設定しま
す。

× ○

漢字 標準フォント（2バイト文字）を設定します。 × ○＊7

文字セット 2バイト系文字セットを設定します。 × 1983固定

国別 各国文字セットを設定します。 ○ ○

＊1 増設ホッパー（オプション）装着時のメニューです。
＊2 大容量ホッパー（オプション）装着時のメニューです。
＊3 節電機能有効時のみ表示されます。
＊4 コンピューターに負荷がかかっている場合やネットワークのデータ量が多い場合、自動排出までの待ち時

間（最大30秒）以上にデータ送信が停止することがあります。この場合、途中で用紙が排出されるため正

常な印刷結果が得られませんので、自動排出の設定を無効にする必要があります。
＊5 ハードディスク（オプション）装着時のメニューです。
＊6 OCR-Bフォントを使用した場合は、設定にかかわらず「0」で印刷されます。
＊7 「ミンチョウ」「ゴシック」はESC/Pコマンドの「FS k（漢字の書体選択）」によって切り替えることができ

ます。
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メニューモード設定項目一覧（続き）
○：有効　　×：無効

設定項目 説　明
メモリー
スイッチ

（MSW）

ESC/P
エミュレー

ション

動作メニュー

動作エミュレーショ
ン

2つのインターフェースの初期動作エミュレーショ
ンの設定を行います。

× ○

動作自動切り替え
2つのインターフェースの自動切り替えを使用する
かどうか、自動切り替え時間の設定を行います。

× ○

NPDL設定
メニュー

A4ポートレート桁数
用紙がA4サイズ、ポートレート方向で使われるとき
の1行あたりの文字数を設定します。

○  ○

エミュレーション
ページプリンタモードか201PLエミュレーション
モードかを設定します。

○ ×

136桁モード設定
136桁モードの有効／無効を設定します。有効のと
きは、用紙位置微調整の方向と量を設定します。

○ ○＊1

＊1 ESC/Pエミュレーションでは常に136桁モードになります。

I/F設定
メニュー

インタフェース1＊2

＊2 I/F設定を変更した場合は、プリンターの電源を再投入する必要があります。

動作双方向の設定（ニブルモード、ECPモード、な
し）を行います。

× ○

インタフェース2
標準LANのIPアドレス、サブネットマスクなどを設
定します。

× ○

設定初期化
メニュー

メニュー初期化 メニュー項目を初期設定に戻します。 × ○

LAN初期化 LAN設定を初期設定に戻します。 × ○

全初期化
メニュー項目、LAN項目のすべてを初期設定に戻し
ます。

× ○

呼び出し 設定記憶で記憶されている内容を呼び出します。 × ○

記憶
メニューモード内の各種機能設定と、［トレー］ス
イッチで設定した用紙サイズをまとめて記憶しま
す。

× ○

メモリー
スイッチ
メニュー

メニューモードの中で比較的変更頻度の低いものがまとめられています。
（MSW1～10）

195～196ページ参照
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メニューツリー
次にメニューモードを図式的に表したメニューツリーを示します（ は出荷時の設定値です）。

「＊」で示す補足的な説明は194ページにあります。
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＊1 増設ホッパー（A4）（オプション）装着時に表示されます。
＊2 増設ホッパー（A3）（オプション）装着時に表示されます。
＊3 大容量ホッパー（オプション）装着時に表示されます。
＊4 対象ホッパーがグループ設定ON時に表示されます。
＊5 ホッパX定形外設定が「シヨウ」設定時のみ表示されます。
＊6 フィニッシャー（オプション）接続時に表示されます。
＊7 MSW6-7と同期します。
＊8 節電機能有効時に表示されます。
＊9 ハードディスク（オプション）接続時に表示されます。
＊10 MSW2-1と同期します。
＊11 MSW1-1～MSW1-3と同期します。
＊12 標準LAＮポートの設定
＊13 MSW2-7と同期します。
＊14 MSW2-2と同期します。
＊15 新情拠モードのときは、「ページプリンタモード」は表示されません。

ただし、MSW5-6設定ON時は、表示されます。
＊16 201エミュレーションモード時のみ表示されます。
＊17 MSW3-7と同期します。
＊18 136ケタモードが有効のときのみ表示されます。MSW3-6と同期します。
＊19 136ケタモードが有効のときのみ表示されます。MSW3-1～MSW3-5と同期します。
＊20 DHCPがONのときは、DHCPサーバーから取得したIPアドレス、サブネットマスクが表示されます。
＊21 DHCPがOFFのときのみ表示されます。
＊22 DHCPがONのときは、DHCPサーバーから取得したゲートウェイアドレスが表示されます。
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メモリースイッチ設定項目一覧

メニューモードの中で、比較的変更頻度の低いものがここにまとめられています。メモリースイッ
チは1（ON）か0（OFF）を設定することによって、以下の表に示されている項目を設定できます。
メモリースイッチは1-1から10-8まであります（未使用のスイッチの場合、設定値はすべて0です）。

メモリースイッチで設定できる機能の中には、メニューモードで設定できるものもあります。この
ような場合は、どちらか一方で設定を変更すれば、もう一方の設定も連動して自動的に変更されま
す。以下の表中の太文字は、工場出荷時の設定を示しています。詳細については、活用マニュアル
9章の「メモリースイッチの詳細」を参照してください。

メニューモードで設定できるメモリースイッチの内容
○：有効　　×：無効

番号 機　能 0 1
ESC/P モー
ドでの動作

1-1

各国文字の切り替え
3つのスイッチの1／0の組み合わせによ
り、5か国語の文字を切り替えます。
すべて0（日本語）

○1-2

1-3

1-4 グレースケールの網点の切り替え 粗い 細かい ×

1-5 DC1、DC3の有効／無効の切り替え 有効 無効 ○

1-6 自動復帰改行の切り替え 復帰改行 復帰のみ ×

1-7 印刷指令の切り替え CRのみ CR＋その他 ×

1-8 CR機能の切り替え 復帰のみ 復帰改行 ○

2-1 1バイト系コードのゼロの字体の切り替え＊1

＊1 OCR-Bフォントを使用した場合は設定にかかわらず「0」で印刷されます。

0 ○

2-2 エミュレーションモードの切り替え
201PLエミュレー
ション

ページプリンター
（NPDL）

×

2-3 グラフィックモードの切り替え ネイティブモード コピーモード ×

2-4～2-5 （未使用）

2-6 7ビット／8ビットデータの切り替え 8ビット 7ビット ×

2-7 A4ポートレート印刷桁数の切り替え 78桁 80桁 ○

2-8 B4→A4縮小時の縮小率の切り替え 4/5倍 2/3倍 ○

3-1
レフトマージン量の設定
または用紙位置微調整量の設定（136桁モー
ド）

4つのスイッチの1／0の組み合わせによ
り、0インチから15/10インチまでの範
囲で設定します（1/10インチ単位）。
すべて0（0インチ）

○
3-2

3-3

3-4

3-5 用紙位置微調整方向の設定（136桁モード） 左 右 ○

3-6 用紙位置の設定（136桁モード） 左端合わせ 中央合わせ ○

3-7 136桁モードの有効／無効の切り替え 無効 有効 ×

3-8 ブザー機能の有効／無効の切り替え 有効 無効 ○

4-1
バーコード印刷優先モードの無効／有効の切
り替え

無効 有効 －

4-2 （未使用） －

4-3
ESC c1での登録データを初期化する／しない
の切り替え

初期化する 初期化しない ×

4-4
FFコードのみで白紙を出力する／しないの切
り替え

出力する 出力しない ×

4-5 ランドスケープ方向の切り替え 反時計回り 時計回り ○

4-6～4-8 （未使用） －

0
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メニューモードで設定できるメモリースイッチの内容（続き）
○：有効　　×：無効

番号 機　能 0 1
ESC/P モード

での動作

5-1 同期コードの無効／有効の切り替え＊1

＊1 本スイッチを変更した場合は、プリンターの電源を再投入してください。

無効 有効 ○

5-2～5-8 （未使用） －

6-1～6-6 （未使用） －

6-7 節電機能を使用する／しないの切り替え 使用する 使用しない ○

6-8 （未使用） －

7-1
データストローブ信号のデータラッチタイ
ミング（「インタフェース1」）

前縁ラッチ 後縁ラッチ ○

7-2～7-3 （未使用） －

7-4
バーコード400dpi補正をする／しないの切
り替え

補正しない 補正する ○

7-5～7-6 （未使用） －

7-7
FS fコマンドでの指定用紙サイズなしを表
示する／しないの切り替え

表示する 表示しない ×

7-8
FS fコマンドでの自動縮小をする／しない
の切り替え

自動縮小する 自動縮小しない ×

8-1、8-2
ビジィアクノリッジ（BUSY－ACK）のタイ
ミング（「インタフェース1」）

2つのスイッチの1/0の組み合わせで、
BUSY－ACKのタイミングを切り替えま
す。
タイミングA （8-1：0、8-2：0）

○

8-3、8-4
アクノリッジ（ACK）の幅（「インタフェー
ス1」）

2つのスイッチの1/0の組み合わせで、
ACKの幅を切り替えます。
1μs（8-3：0、8-4：0）

○

8-5 アラームブザー音の切り替え
30秒周期の3×2回
鳴動

継続鳴動（0.5秒間
隔）

○

8-6～8-8 （未使用） －

9-1～9-6 （未使用） －

9-7
トナー残少時に印刷を停止する／しないの
切り替え

停止しない 停止する ○

9-8 （未使用） －

10-1～
10-5

（未使用） －

10-6
定形外サイズのポートレート回転をする／
しないの切り替え 回転しない 回転する ×

10-7、10-8 （未使用） －
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この章では、日常の保守として、消耗品の交換、およびプリンターの清掃について説明します。清
掃は、MultiWriter 4600を正しく動作させるために定期的に行うことをお勧めします。プリンター
内部の精密な部分の清掃については、定期保守のときにサービス担当者が行います。

トナーカートリッジの交換
アラームランプが点灯／点滅し、ディスプレイに次の表示が出たら、トナーカートリッジの交換時期で
す。

ディスプレイ表示
アラーム
ランプ

メッセージ
後の印刷

意味 対処方法

点灯 継続します。

トナーカートリッ
ジ内のトナーが少
なくなってきてい
ます。

この表示が出てしばらくの間は、印刷
をすることができますが、トナーがな
くなる前に、トナーカートリッジを交
換してください。

点滅 停止します。
トナーカートリッ
ジ内のトナーがな
くなりました。

z メモリースイッチ9-7＝0（出荷

時設定）のとき：

トナーカートリッジを速やかに交

換してください。

z メモリースイッチ9-7＝1のとき：

［印刷可］スイッチを押すことで

「トナーザンショウ」になり、一

時的に印刷できるようになります

が、トナーがなくなる前に、ト

ナーカートリッジを交換してくだ

さい。
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トナーカートリッジの取り扱いについては、以下の注意事項をお読みください。

トナーカートリッジ取り扱い上のご注意

z トナーカートリッジを、絶対に火中に投じないでください。粉じん爆発により、やけ

どのおそれがあります。

z 床などにこぼしたトナーは、ほうきで掃き取るか、または石けん水で湿らした布など

で拭き取ってください。掃除機を用いると、掃除機内部のトナーが電気接点の火花な

どにより、粉じん発火するおそれがあります。 

z トナーが手や衣服についたときはすぐに洗ってください。

z トナーが目に入った場合は、目に痛みがなくなるまで水でよく洗い、必要に応じて医

師の診断を受けてください。

z トナーが皮膚に付着した場合は、せっけんを使ってよく洗い流してください。

z トナーを吸い込んだ場合は、トナーの粉が飛んでいる場所から離れて、多量の水でよ

くうがいをしてください。

z トナーを飲み込んだ場合は、飲み込んだものを吐き出し、速やかに医師に相談し指示

を受けてください。

z 本プリンターは、純正のトナーカートリッジを使用しているときに印刷品質やプリンター性能がもっ
とも安定するように設計されています。純正品と異なる仕様のトナーカートリッジを使用すると、プ
リンター本来の性能を発揮できないことがあります。また、プリンター本体が仕様外のトナーカート
リッジが原因で故障したときに、有償修理となることがあります。純正品を使用していると、万一の
トラブルのときも安心してサポートを受けることができます。本来の性能を得るために、純正品の使
用をお勧めします。

z トナーカートリッジは、使用するまでは開封せずに風通しのよい場所に保管してください。

z 直射日光や強い光の当たる場所を避け、室内の明かりの下でも、できるだけ5分以内で作業を終了し
てください。

z 寒い所から暖かい所に移動した場合は、1時間以上室温に慣らしてから使用してください。

z 立てたり、取っ手のある面を下にして置かないでください。

z 必要なとき以外はトナーカートリッジを振ったり、衝撃を与えたりしないでください。トナーがこぼ
れることがあります。

z 印刷の途中でトナーカートリッジを交換するときは、プリンターの電源を入れた状態で行ってくださ
い。電源を切るとプリンター内に残っている印刷データやプリンターのメモリー上に蓄えられた情報
が消去されます。

z トナー残量が少なくなってきている場合、操作パネルにメッセージが表示されます。トナーが空にな
ると、プリント中に機械が停止し、プリントができなくなります。その場合は、トナーカートリッジ
を交換すると、プリントは継続されます。

z トナー残少時に印刷を停止するかどうかを操作パネルで設定できます。詳しくは、8章の「メモリー
スイッチ設定項目一覧」（195ページ）を参照してください。

z トナーカートリッジを交換するときは、プリンターの電源を入れたままの状態にしておいてくださ
い。

z トナーカートリッジは、開封後、1年以内で使い切ることをお勧めします。

z トナーカートリッジを交換するとき、トナーがこぼれて床面などを汚すことがあります。あらかじめ
床に紙などを敷いて作業することをお勧めします。
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トナーカートリッジの交換手順を説明します。

1 プリンターが停止していることを確認し、

フロントカバーの左右に手を掛け、フロン

トカバーを開ける。

2 トナーカートリッジの下部を持って、ト

ナーカートリッジの取っ手が持てるように

なるまで、手前にゆっくり引き出す。

3 トナーカートリッジの取っ手を持って、ト

ナーカートリッジをゆっくり引き出す。

4 新しいトナーカートリッジを梱包箱から取

り出し、左右によく振る。

トナーカートリッジの交換手順

z プリンター内の「高温注意」ラベルが貼ってある周辺には絶対に触れないでください。

やけどをするおそれがありますので、十分に冷めてから取り扱ってください。

z トナーカートリッジを取り出すときは、上部の取っ手がすべて見えたらすぐに上部の

取っ手を手で持って引き出してください。上部の取っ手を持たずにトナーカートリッ

ジを引き出しすぎると、落として床を汚したり、身体にぶつかりけがをするおそれが

あります。

取っ手

z トナーで床などを汚さないように、取り
出したトナーカートリッジを置く場所
には、あらかじめ紙などを敷いておいて
ください。

z トナーカートリッジはゆっくり引き出
してください。トナーが飛び散ることが
あります。

z プリンター内部の部品には、手を触れな
いでください。

トナーの状態が均一でないと、印刷品質が

低下することがあります。また、よく振ら

ないと、起動時に異常音やトナーカート

リッジ内部の破損が発生することがありま

す。
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5 トナーカートリッジの取っ手を持って、プ

リンター内部の溝に沿って、奥に突き当た

るまで差し込む。

6 フロントカバーを閉じる。

奥まで確実に差し込んでください。

フロントカバーが少しでも開いていると、

メッセージが表示され、プリンターが作動

しません。
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トナーカートリッジの寿命

トナーカートリッジの寿命は、約30,000ページです。この数値は、A4用紙（ヨコ置き）を使用し、
片面印刷、画像面積比率（1ページ中の黒い部分の面積と印刷範囲の面積との比率）約5%の連続印
刷、22℃・55%の温度環境で印刷したときの目安の値です。

以下は、画像面積比率約5％を目安とした文書例です。

画像面積比5％の印刷例

z トナーカートリッジの実際の印刷可能ページ数は、画像面積比、用紙サイズ、用紙種類、使用環境、
本体の電源ON/OFFに伴う初期動作、印字品質保持の調整動作、上位装置からのデータ転送速度な
ど、使用条件により変動し、目安の値と大きく異なることがあります。

z 画像面積比率は、お使いのコンピューターの環境（OS、アプリケーション、使用フォントなど）に
より変化します。

トナーカートリッジの寿命について

本プリンタの消耗品の「トナーカートリッジ」には寿命３０，０００枚（A4、画像面積比5％）の

ものがあります。

ここで画像面積比５％の意味及びトナーカートリッジの寿命について説明します。

従来、シリアル系ドットインパクトプリンタ、熱転写プリンタ等においては、消耗品であるイン

クリボンの寿命は「何文字」という表現をしていました。これに対し、本プリンタの様なページプ

リンタにおいては、「何枚」という単位で表現されています。

この様に、表現が「文字数」から「枚数」に変化した理由は、

① ページプリンタにおいては、処理の単位がページ単位であること。

② ①にも関連して、グラフィック等、文字数では十分把握できない様な印刷を行うケース

が増えてきている。

の２つが考えられます。

トナーカートリッジの寿命を決定するものの１つに、そのトナーカートリッジ内部に収納されて

いるトナーの量があります。トナーをすべて消費してしまえばトナーカートリッジの寿命となりま

す。（これは従来のインクリボンにおいてインクがなくなるまでをリボンの寿命と呼んだのと同じこ

とです）。

従って「枚数」で寿命と考えるときは、１ページの中でどれくらいのトナーを消費しているかと

いうことが問題となります。

１ページ中の印刷領域（印刷用紙の上下左右端から各々5mmの部分を除く領域）に黒い部分がどの

位の割合であるか表したものが画像面積比です。１ページの中に印刷が全くない状態が０％、印刷

領域全域が真っ黒にすべてのドットを埋め尽くした状態が１００％です。

この画像面積比によりカートリッジの寿命は長くも短くもなります。このことから「画像面積比

何％のときに寿命が何枚」という表現をします。従って、印刷する内容の画像面積比が５％より高

い場合、３０，０００枚印刷する前にトナーカートリッジの寿命となる場合があります。

なお、この印刷サンプルが画像面積比約５%相当の目安となります。
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ドラムカートリッジの交換
新しいドラムカートリッジの印刷目安は、約60,000ページです。ただし、印刷内容、印刷方法に
よっては、印刷目安よりも早く交換時期になることがあります。アラームランプが点灯／点滅し、
ディスプレイに次の表示が出たら、 ドラムカートリッジの交換時期です。

ドラムカートリッジの取り扱いについては、以下の注意事項をお読みください。

ディスプレイ表示
アラーム
ランプ

メッセージ後
の印刷

意味 対処方法

点灯 継続します。
ドラムカートリッジの交
換時期が近づいています。

ドラムの寿命がくるまでは、
印刷が継続できます。この間
に新しいドラムカートリッ
ジを準備してください。

点滅 停止します。
ドラムカートリッジの交
換時期です。

ドラムカートリッジを速や
かに交換してください。

ドラムカートリッジ取り扱い上のご注意

z ドラムカートリッジを、絶対に火中に投じないでください。カートリッジ内に残って

いるトナーの粉じん爆発により、やけどのおそれがあります。

z ドラムカートリッジを加熱したり、ドラム表面をはがしたり絶対にしないでください。

健康を害する原因となるおそれがあります。

z 本プリンターは、純正のドラムカートリッジを使用しているときに印刷品質やプリンター性能が
もっとも安定するように設計されています。純正品と異なる仕様のドラムカートリッジを使用する
と、プリンター本来の性能を発揮できないことがあります。また、プリンター本体が仕様外のドラ
ムカートリッジが原因で故障したときに、有償修理となることがあります。純正品を使用している
と、万一のトラブルのときも安心してサポートを受けることができます。本来の性能を得るために、
純正品の使用をお勧めします。

z ドラムカートリッジを、直射日光や室内蛍光灯の強い光に当てないでください。また、ドラムの表面
に触れたり、傷を付けたりしないでください。印字が薄くなったり、正常な印字ができなくなること
があります。

z ドラムカートリッジは、使用するまでは開封せずに風通しのよい場所に保管してください。

z 寒い所から暖かい所に移動した場合は、1時間以上室温に慣らしてから使用してください。

z 立てたり、取っ手のある面を下にして置かないでください。

z 必要なとき以外は、ドラムカートリッジを振ったり、衝撃を与えたりしないでください。トナーがこ
ぼれることがあります。

z 印刷の途中でドラムカートリッジを交換するときは、プリンターの電源を入れた状態で行ってくださ
い。電源を切るとプリンター内に残っている印刷データやプリンターのメモリー上に蓄えられた情報
が消去されます。

z ドラムカートリッジの交換時期が近づくと、操作パネルにメッセージが表示されます。寿命になる
と、印刷中にプリンターが停止し印刷できなくなります。ドラムカートリッジを交換すると、印刷は
再開されます。

z ドラムカートリッジは、開封後1年以内で使いきることをお勧めします。

z ドラムカートリッジを交換するとき、トナーがこぼれて床面を汚すことがあります。あらかじめ床に
紙などを敷いて作業することをお勧めします。
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1 プリンターが停止していることを確認し、

フロントカバーの左右に手を掛け、フロン

トカバーを開ける。

2 トレーを開く。

3 サイドカバー A の右側上部にあるリリース

レバーを押し上げて、ロックを解除し、サ

イドカバー A をゆっくり開く。

4 ドラムカートリッジのレバーを引き上げ、

ドラムカートリッジの取っ手が持てるよう

になるまで、手前にゆっくり引き出す。

5 ドラムカートリッジの上部の取っ手を持っ

て、ドラムカートリッジをゆっくり引き出

す。

6 新しいドラムカートリッジを梱包箱から取

り出す。

ドラムカートリッジの交換手順

プリンター内部の部品には、手を触れない

でください。

z プリンター内部の部品には、手を触れな
いでください。

z 必ず上部の取っ手を持って、ドラムカー
トリッジを引き出してください。上部の
取っ手を持たずにドラムカートリッジ
を引き出すと、ドラムカートリッジが抜
け落ちて床を汚すことがあります。

取っ手
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7 ドラムカートリッジを平らな場所に置き、

保護紙に付いているテープを持って、図の

ように保護紙を静かに引き抜く。

8 ドラムカートリッジの取っ手を持って、プ

リンター内部の溝に沿って、奥に突き当た

るまで差し込む。

9 ドラムのシールを水平に静かに引き抜く。

10 ドラムカートリッジを再度押し込む。

11 サイドカバー A、トレー、フロントカバー

をしっかり閉じる。

z 保護紙は、水平にまっすぐ引き抜いてくだ
さい。斜めに引くと、途中で紙が切れてし
まうことがあります。また、反対側に引き
抜くと、テープののりがドラムに付着し、
印刷不良が起こります。

z 保護紙を引き抜いたあとは、ドラムカー
トリッジを振ったり、ドラムカートリッ
ジに衝撃を与えたりしないでください。

z プリンター内部の部品には、手を触れな
いでください。

z 「カチッ」と音がするまで確実に差し込
んでください。

シールは、水平にまっすぐ引き抜いてくだ

さい。斜めに引くと、途中でシールが切れ

てしまうことがあります。

フロントカバーやサイドカバー A が少し
でも開いていると、メッセージが表示さ
れ、プリンターが作動しません。
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ドラムカートリッジの寿命

ドラムカートリッジの寿命は、約60,000ページです。この数値は、A4用紙（ヨコ置き）を使用し、
片面印刷、本体排紙トレーに排出、画像面積比5%、一度に印字するページ数（印刷ジョブ）を6
枚、22℃・55%の温度環境で印刷したときの目安の値です。

印刷ジョブが6ページ以下の間欠印刷や両面印刷の場合、ドラムカートリッジの寿命の目安は、以
下の表のようになります。フィニッシャーに排紙した場合は、約75～90％に低下します。

印刷ジョブ

1 ページ間欠 2 ページ間欠 3 ページ間欠 6 ページ間欠 連続印刷

片面印刷 ～30,000ページ ～42,000ページ ～50,000ページ ～60,000ページ 約60,000ページ

両面印刷 － ～27,000ページ ～34,000ページ ～47,000ページ 約60,000ページ

z ドラムカートリッジの実際の印刷可能ページ数は、画像面積比、用紙サイズ、用紙種類、使用環境、
本体の電源ON/OFFに伴う初期動作、印字品質保持の調整動作、上位装置からのデータ転送速度な
ど、使用条件により変動し、目安の値と大きく異なることがあります。

z 画像面積比率は、お使いのコンピューターの環境（OS、アプリケーション、使用フォントなど）に
より変化します。
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ステープル針の交換
ディスプレイ上段に“78　ステープルイジョウ”、下段に“ステープルナシ”、“ステープルミス
フィード”、または“ステープルシッパイ”と表示され、アラームランプが点滅したら、以下の状
態を示しています。それぞれのページを参照して対処してください。

1 プリンターが停止していることを確認し、

フィニッシャーカバー Gを開ける。

2 ステープルカートリッジホルダーのレバー

（R1）を持って、ステープルカートリッジホ

ルダーを右端（手前）へ引き寄せる。

3 オレンジ色のレバーを持って、ステープル

カートリッジを取り出す。

4 空になったステープル針ケースの左右を押

し上げ（①）、針ケースをステープルカート

リッジから取り出す（②）。

プリンターの状態 参照先

ステープルカートリッジの未装着 「ステープル針の補充手順」（206ページ）の手順1、6、7
ステープル針の補充時期 「ステープル針の補充手順」（206ページ）

ステープル針づまり 10章の「ステープルどめがうまくいかないときは」（229ページ）

ステープル針の補充手順

ステープルカートリッジはしっかりセット

されています。取り出す際は、強めにステー

プルカートリッジを引いてください。
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5 新しいステープル針ケースを、ステープル

カートリッジに挿入する。

6 オレンジ色のレバーを持って、ステープル

カートリッジを「カチッ」と音がするまで

押し込む。

7 フィニッシャーカバー G を閉じる。
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使用済み消耗品の回収について

回収について

ご使用済みのNEC製トナーカートリッジおよびドラムカートリッジ
は、地球資源の有効活用を目的として回収し、再利用可能な部品は
再利用しております。

ご使用済みのNEC製トナーカートリッジ、ドラムカートリッジは捨
てずに、回収センターに直接お送りいただくか、お買い上げの販売
店、または添付の「NECサービス網一覧表」に記載されているサー
ビス窓口までお持ち寄りください。なお、その際は損傷を防ぐため、
ご購入時の梱包箱に入れてください。

z ドラムカートリッジ、トナーカートリッジ回収に関するWebページ

「ECOLOGY ＆ TECHNOLOGY」

URL：http://www.nec.co.jp/eco/ja/products/3r/ep_recycle.html

購入について

新しいトナーカートリッジ、ドラムカートリッジ、ステープル針は、本プリンターをお買い求めに
なった販売店、または添付の「NECサービス網一覧表」に記載されているサービス窓口などでお求
めになれます。
MultiWriter 4600でお使いになれるトナーカートリッジはPR-L4600-12、ドラムカートリッジは
PR-L4600-31、ステープル針はPR-L4600-SPです。詳しくは、2章の「オプション」（61ページ）
を参照してください。
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清　掃
MultiWriter 4600を正しく動作させるためには、図に示す箇所を定期的に、あるいは必要に応じ
て清掃することをお勧めします。

清掃する箇所と清掃時期について示します。

清掃には、糸くずの出ない乾いた柔らかい布を用意してください。清掃用にクリーニングキットを
別売しています。

クリーニングキット（型番 PC-PR601-14）

プリンターの清掃に便利な用具一式が入っています。

清掃箇所と清掃時期

装置内部のフィルムは変形させないように清掃してください。紙づまりや印刷不良となる

おそれがあります。

プリンター表面

　汚れているとき カバー内面／カートリッジ挿入口／
用紙カセット／用紙搬送部／各種ローラー

　・ 用紙に汚れが現れるとき
　・ 小さいサイズの用紙から大きいサイズの用紙
　　へ印刷を切り替えるとき

フィルム
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MultiWriter 4600の清掃手順を説明します。プリンター内部の精密な部分の清掃は、定期保守の
ときにサービス担当者が行います。

1 外部の清掃をする。

プリンターの表面の汚れは、やわらかい布に水、

または、うすめた中性洗剤を少量含ませて、軽

くふいてください。

2 外部を乾ぶきする。

3 内部の清掃をする。

紙づまりの処置やトナーカートリッジ、ドラム

カートリッジの交換が終了し、フロントカバー

を閉じる前に、次の内部点検を行ってください。

z 紙片が残っているときは取り除きます。

z ほこり、汚れなどがあるときは、乾いた清潔

な布などでふき取ります。

プリンターの清掃

z 清掃するときは、電源をOFFにし、電源コードをコンセントから抜いてください。感

電するおそれがあります。また、電源コードはプラグを持って抜いてください。コー

ド部分を引っ張るとコードが傷み、火災や感電の原因となることがあります。

z 電源をOFFにした直後は、定着器周辺、プリンター内部の金属部、およびトナーカー

トリッジの取っ手は高温になっている場合があります。やけどをするおそれがありま

すので、十分に冷めてから取り扱ってください。

z「高温ラベル」が貼ってある箇所（定着器やそ

の周辺）には、絶対に触れないでください。

やけどをするおそれがあります。

清掃にベンジン、シンナーなど揮発性のものを使用したり、殺虫剤をかけたりしないでください。カ
バー類の変色、変形、ひび割れの原因となります。
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ディスプレイ上段に“79　パンチイジョウ”、下段に“ボックスフル”または“ボックスナシ”と
表示され、アラームランプが点滅したら、パンチ屑ボックス内のパンチ屑が溜まっているか、パン
チ屑ボックスが取り付けられていません。
次の手順に従って、パンチ屑の処理、またはパンチ屑ボックスの取り付けを行ってください。

1 フィニッシャーカバー G を開ける。

2 パンチ屑ボックスの取っ手を右手で持ち、

ホルダー上部にある取っ手が見えるまで、

ゆっくり引き出す。

3 ホルダー上部にある取っ手が見えたら、左

手で落下防止用チェーンのフックを外す。

4 ホルダー上部の取っ手に左手を添え、両手

でパンチ屑ボックスをゆっくり引き抜く。

5 パンチ穴のクズを捨てる。

6 パンチ屑ボックスを元に戻す。

パンチ屑の処理

このときパンチ屑ボックスが床に落ちない

ように、気をつけてください。

パンチ屑ボックスは、床に落とさないよう

に、両手でしっかりと持って、引き抜いて

ください。
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7 落下防止用チェーンのフックを凹みに引っ

かける。

8 フィニッシャーカバー G を閉じる。
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この章では、「故障かな？」と思ったときの症状を以下の項目に分けて、原因と対処方法を説明し
ます。

z 印刷できないときは

z 印刷に異常が見られるときは

z オフセット排紙機能が動作しないときは

z PrintAgentシステムが起動しないときは

z リプリント機能が動作しないときは

z 紙づまりのときは

z アラーム表示が出ているときは

z 思うように印刷できないときは

z フィニッシャー機能がうまく動作しないときは

z プリンタステータスウィンドウがおかしいときは

z ネットワークで思うように印刷できないときは

また、PrintAgentを正しく動作させるための注意事項やプリンター本体を運搬するときの方法、プ
リンター／消耗品の廃棄方法についても記載しています。

その他プリンターソフトウエアを利用する際の補足情報は、プリンターソフトウエアの「はじめに
お読みください」（Readme.txt）に記載されています。プリンターソフトウエアCD-ROMのメ
ニュープログラムから参照できます。
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修理に出す前に
「故障かな？」と思ったときは、修理に出される前に以下の手順を実行してください。

1 電源コードおよびプリンターケーブルが正

しく接続されているかどうかを確認する。

2 定期的に清掃していたことを確認する。

プリンター内部で清掃できる場所が汚れている

と正しい印刷結果を得ることができません。

3 トナーカートリッジ／ドラムカートリッジ

が確実に交換されていることを確認する。

トナーカートリッジ／ドラムカートリッジは消耗

品です。トナーがなくなっていたり、ドラムが寿命

になっていたら、交換してください。9章の「日常

の保守」（197ページ）を参照してください。

また、トナーカーリッジ／ドラムカートリッジの取

り付け状態を確認してください。確実に取り付けら

れていないと、正しい印刷結果を得られないばかり

ではなく、プリンター本体の故障の原因となりま

す。

4 プリンターの設置場所の環境が、付録の「仕

様」（278ページ）に記載の動作環境の条件を満

たしているかを確認する。

高温/低温・高湿/低湿の環境は、プリンターや消耗

品、用紙に影響を与えるため、正しい印刷結果が得

られないことがあります。

5 本章を参照し、該当する症状があれば、記

載されている処理を行う。

以上の処理を行っても、改善されない場合は、無理な操作をせずに、お近くのサービス窓口にご連
絡ください。その際にディスプレイのアラーム表示の内容や、不具合印刷のサンプルがあると、修
理の際の有力な情報となることがあります。サービス窓口の電話番号、受付時間については、「NEC
サービス網一覧表」を参照してください。

なお、保証期間中の修理は、保証書を添えてお申し込みください。

海外でのご使用について
このプリンターは日本国内仕様のため、海外でご使用になる場合、NECの海外拠点で修理することはで

きません。また、日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格などの適用認定を受

けておりません。したがって、本プリンターを輸出した場合に当該国での輸入通関、および使用に対し

罰金、事故による補償などの問題が発生することがあっても、弊社は直接・間接を問わず一切の責任を

免除させていただきます。
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印刷できないときは
プリンターにデータを送ったのに印刷ができないなどの症状、および原因と対処方法を示します。
それぞれの方法に従って原因の確認と対処を行ってください。

症状 原因と対処方法

ディスプレイが表示しない

電源がOFFになっている。
→ 電源をONにしてください。

電源コードがきちんと差し込まれていない。
→ プリンター側とコンセント側の両方を確認してください。

コンセントに電気が供給されていない。
→ 配電盤などの状態を調べてください。

節電モードになっている。
→ ［節電解除］スイッチを押して、節電を解除してください。

データを送り終わったのに
印刷ができない、または長い
間印刷を開始しない

印刷可ランプが消灯している。
→ ［印刷可］スイッチを押して、印刷可ランプを点灯させてください。

プリンターケーブルまたはネットワークケーブルが正しく選択されていないか、または正
しく接続されていない（印刷可ランプ消灯）。
→ 2章の「オプション」（61ページ）を参照して、プリンターケーブルまたはネット

ワークケーブルの種類を確認後、接続してください。

改ページまたは排出コードがない（ディスプレイに"データガノコッテイマス"表示）。
→ ［シフト］スイッチを押しながら［排出］スイッチを押して、プリンター内に残っ

ている未印刷データを印刷してください。また、この状態が多く発生するソフト
ウエアをお使いの場合は、メニューモードで自動排出を選ぶことをお勧めします。

用紙がなくなったか、または指定されたサイズの用紙がない（印刷可ランプ（赤）点滅）。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）を参照して、用紙を補給してください。

アラームランプ（赤）が点滅している。
→ 「アラーム表示が出ているときは」（216ページ）を参照してください。

データ送信中である。
→ 本プリンターはページ単位で処理するため、1ページ分のデータがそろわないと印

刷を開始しません。また、グラフィックモードで多量のデータを送る場合などは、
データ転送に時間がかかります。もう少しお待ちください。

MultiWriter 4600が「通常使うプリンタ」として設定されていない。
→ MultiWriter 4600を「通常使うプリンタ」として設定してください。

コンピューターのメモリーが不足している。
→ コンピューターのメモリーを増やしてください。

ホッパーにセットした用紙
サイズを認識しない

用紙ガイドが正しくセットされていない。
→ 6 章の「用紙のセット」（147 ページ）を参照して、サイドガイド、エンドガイド

を用紙に合わせてセットし直してください。

用紙のセットの仕方が悪い。
→ 用紙をセットし直してください。

6章の「ホッパー１・２に用紙をセットする」（152ページ）を参照して、サイド
ガイド、エンドガイドを用紙に合わせてセットし直してください。

トレーから印刷ができない、
または給紙方法をトレーと
し、印刷したのに「トレー
XX　セット」が表示される

給紙方法が自動またはホッパーになっている。
→ プリンタードライバーの給紙方法を［トレー］に設定してください。

指定した用紙サイズと異なるサイズの用紙がセットされている。
→ 6 章の「トレーに用紙をセットする」（154 ページ）を参照して、指定したサイズ

の用紙をセットしてください。

用紙のセットの仕方が悪い。
→ 6 章の「トレーに用紙をセットする」（154 ページ）を参照して、用紙をセットし

直してください。
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アラーム表示が出ているときは
保守が必要な時期になったりエラーが発生したりすると、アラームランプ（赤）が点滅し、ディス
プレイにその内容が表示（アラーム表示）されます。このとき、ブザーが30秒ごとに6回鳴ります。

次の表に、アラーム表示とその内容、および対処方法を示します。それぞれの方法に従って対処し
てください。

z メモリースイッチ3-8の設定がONのときは、ブザーは鳴りません。

z メモリースイッチ8-5の設定がONのときは、ブザーの鳴動パターンが継続鳴動になります。

ディスプレイ表示 アラームの内容と対処方法

用紙がない。または印刷フォーマットで指定されたサイズの用紙がない。
→ 表示されているサイズの用紙をそれぞれ指定された場所に補給してくださ

い。

給紙するホッパーが引き出されている。
→ 表示されているホッパーの用紙カセットをゆっくり押し込んでください。

メニューで設定した用紙種別とデータで指定された用紙種別が一致しない。
→ 表示されている用紙種別をセットするか、［印刷可］スイッチを押してくだ

さい。［印刷可］スイッチを押すと、ディスプレイに表示されている用紙種
別設定で印刷が開始されます。

カバーが開いている。
→ それぞれ指示されたカバーをきちんと閉じてください。

z “フロント”......................フロントカバー

z “サイド X”......................サイドカバー A、サイドカバー B、サイドカバー C、サイ

ドカバー E、

z “リョウメンD”............両面印刷カバー D

z “フィニッシャ X”.....フィニッシャーカバー F、フィニッシャーカバー G、フィ

ニッシャーカバー H

z “ホッパ5トップ..........ホッパー 5トップカバー

紙づまりが発生している。
→ 「紙づまりのときは」（245ページ）を参照して、つまった用紙を取り除いて

ください。

この位置にホッパー番号（1～5）
が表示されます。

この箇所にフロント、サイド X、
リョウメンD、フィニッシャ X

（フィニッシャー装着時）、ホッ
パ5トップ（大容量ホッパー装着
時）が表示されます。

この箇所に発生箇所が表示され
ます。
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指定サイズと異なる用紙がセットされている。
→ 指定サイズの用紙をホッパーまたはトレーにセットしてください。

ディスプレイ下段に”サイドA”が表示された場合は、サイドカバー Aを開
き、用紙を取り除いてください。

重送などにより用紙長エラーを検出し、紙づまりが発生している。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）および付録の「用紙の規格」（281ペー

ジ）を参照して、使用している用紙を確認し、用紙をセットし直してくださ
い。ディスプレイ下段に”サイドA”が表示された場合は、サイドカバー A
を開き、用紙を取り除いてください。

トナーカートリッジの交換時期を示している。
→ 9章の「トナーカートリッジの交換」（197ページ）を参照して、トナーカー

トリッジを交換後、フロントカバーをきちんと閉じてください。
メモリースイッチ9-7の設定がONのときは、［印刷可］スイッチを押すこと
で、一度は解除できますが、2回目はトナーカートリッジを交換してくださ
い。

定期保守（定着器などの交換）の必要な時期を示している。
→ サービス担当者または販売店にお問い合わせください。

→ このアラームが発生しても、ただちに印刷できなくなるわけではありませ
ん。［印刷可］スイッチを押してプリンターを印刷可状態にすれば、印刷を
続けることはできます。しかし、なるべく早く定期保守を行ってください。

“77　テイキホシュ”アラームは、電源をOFFにしても、次にONにしたとき
に再発生します。

＜交換部品コード＞

010-420：定着器 　073-401：ホッパ3 給紙ローラー
094-420：転写ローラー 　074-401：ホッパ4 給紙ローラー
071-401：ホッパ1 給紙ローラー　075-401：ホッパ5 給紙ローラー
072-401：ホッパ2 給紙ローラー　

ステープルがフィードできない。またはステープルカートリッジが装着されていな
い。ステープルの実行に失敗した。
→ スタッカートレーからステープル未実施の用紙を取り除いたあと、ステープ

ル針を交換、補充するか、ステープルカートリッジをセットし直してくださ
い。ステープルカートリッジのセット方法は、9章の「ステープル針の交換」

（206ページ）を参照してください。

フィニッシャーのパンチ屑ボックスにパンチ屑がいっぱいである。またはパンチ屑
ボックスが装着されていない。
→ パンチ屑を捨てるか、パンチ屑ボックスをセットし直してください。

パンチ屑ボックスのセット方法は、9章の「パンチ屑の処理」（211ページ）
を参照してください。

トナーカートリッジ、またはドラムカートリッジが装着されていない。
→ 1章の「5　トナーカートリッジを取り付ける」（41ページ）、「6　ドラムカー

トリッジを取り付ける」（43ページ）を参照して、トナーカートリッジ、ま
たはドラムカートリッジを正しく取り付けてください。

ディスプレイ表示 アラームの内容と対処方法

この箇所に発生箇所が表示され
ます。

この箇所に交換部品コードが表
示されます。
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用紙ピックミスが発生している。
→ 「紙づまりのときは」（245ページ）を参照して、給紙できなかった用紙を取

り除いて、再度用紙をセットしてください。

フォーム登録に必要なメモリーが不足している。
→ ［印刷可］スイッチを押すと、フォーム番号XXXのデータが消去され、アラー

ムが解除できます。不要なフォームを消去してから再登録してください。

排紙トレー、およびフィニッシャーのいずれかに規定量を超える枚数の用紙が排出
されている。フィニッシャースタッカートレーの下部に放置物が置かれていて、ス
タッカートレーが降下できない。
→ 排出されている用紙を取り除いて、［印刷可］スイッチを押してください。

＜表示：発生箇所（要因）＞

フェースダウン ：排紙トレー（排紙の規定量オーバー）
トップトレー ：フィニッシャートップトレー

（排紙の規定量オーバー）
スタッカトレー ：フィニッシャースタッカートレー

（排紙の規定量オーバー）
スタッカトレー MIX ：フィニッシャースタッカートレー

（用紙サイズ混合、かつ排紙の規定量オーバー）
スタッカトレーステープルセット ：フィニッシャースタッカートレー

（ステープル冊子数オーバー）
スタッカトレーシタ　カクニン ：フィニッシャースタッカートレー

（スタッカートレー降下アラーム）

ドラムカートリッジの寿命を示している。
→ 9章の「ドラムカートリッジの交換」（202ページ）を参照して、ドラムカー

トリッジの交換後、フロントカバーとサイドカバー Aをきちんと閉じてくだ
さい。

トナーカートリッジ異常、またはドラムカートリッジ異常が発生している。
→ 9章の「トナーカートリッジの交換」（197ページ）、「ドラムカートリッジの

交換」（202ページ）を参照して、トナーカートリッジ、またはドラムカー
トリッジを正しく取り付けるか、交換してください。

反転（排紙）ユニットが装着されていない、または外れかかっている。
→ 電源を OFF にして、1 章の「4　反転（排紙）ユニットを取り付ける」（39

ページ）を参照して、反転（排紙）ユニットを正しく取り付けてください。

上記以外の表示 障害が発生している。
→ 電源をOFFにして、もう一度ONにしてください。それでもアラームが再発

する場合は、プリンターの故障が考えられます。保守サービス窓口に修理を
お申し付けください。

ディスプレイ表示 アラームの内容と対処方法

この箇所にホッパー番号（1～4）
が表示されます。

この箇所に発生箇所が表示され
ます。
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印刷に異常が見られるときは
印刷にカスレや汚れなど異常が発生する場合は、次の表を参照して異常原因を取り除いてくださ
い。

表に示す対処方法を実施しても現象が変わらない場合は、サービス担当者または販売店にご連絡くださ

い。

症　状 原因と対処方法

印刷が薄い（かすれる、不鮮明
なとき）

用紙が湿気を吸収している可能性がある。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）を参照して、セットしてある用紙をすべ

て交換してください。
また、6章の「用紙についての注意事項」（150ページ）をご確認ください。

ドラムカートリッジが劣化または損傷している可能性がある。
→ ドラムカートリッジの交換時期です。9 章の「ドラムカートリッジの交換」（202

ページ）を参照して、ドラムカートリッジを交換してください。

トナーカートリッジ内にトナーが残っていない。
→ トナーカートリッジの交換時期です。9 章の「トナーカートリッジの交換」（197

ページ）を参照して、トナーカートリッジを交換してください。

トナーがない（アラームランプ点灯）。
→ トナーカートリッジの交換時期です。9 章の「トナーカートリッジの交換」（197

ページ）を参照して、トナーカートリッジを交換してください。

用紙が規格に合っていない。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）、および付録の「用紙の規格」（281ペー

ジ）を参照して、使用している用紙を確認してください。

給紙の「用紙種類」が、セットされている用紙に対して正しく設定されていない。
→ プロパティダイアログボックスやメニューモードで、正しい用紙種類を設定し

直してください。

プリンター内部が汚れている。
→ プリンター内部の清掃が必要です。サービス担当者または販売店にご連絡くだ

さい。

折り目、シワが入った用紙をセットしている。
→ 不良用紙を取り除くか、新しい包装の用紙と交換してください。

汚れ、黒点が印刷されるとき ドラムカートリッジが劣化または損傷している可能性がある。
→ ドラムカートリッジの交換時期です。9 章の「ドラムカートリッジの交換」（202

ページ）を参照して、ドラムカートリッジを交換してください。

用紙が規格に合っていない。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）、および付録の「用紙の規格」（281ペー

ジ）を参照して、使用している用紙を確認してください。

定着器が劣化または損傷している可能性がある。
→ 定着器の交換時期です。サービス担当者または販売店にご連絡ください。

プリンターを長時間使用していなかった。
→ 数枚テスト印刷をし、汚れ、黒点がなくなることを確認してください。
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黒い線が印刷されるとき ドラムカートリッジが劣化または損傷している可能性がある。
→ ドラムカートリッジの交換時期です。9章の「ドラムカートリッジの交換」（202

ページ）を参照して、ドラムカートリッジを交換してください。

等間隔に汚れがおきるとき 用紙搬送路に汚れが付着している。
→ 数枚テスト印刷をしてください。

ドラムカートリッジが劣化または損傷している可能性がある。
→ ドラムカートリッジの交換時期です。9章の「ドラムカートリッジの交換」（202

ページ）を参照して、ドラムカートリッジを交換してください。

黒く塗りつぶされた部分に白点
が現れたとき

用紙が規格に合っていない。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）、および付録の「用紙の規格」（281ペー

ジ）を参照して、使用している用紙を確認してください。

ドラムカートリッジが劣化または損傷している可能性がある。
→ ドラムカートリッジの交換時期です。9章の「ドラムカートリッジの交換」（202

ページ）を参照して、ドラムカートリッジを交換してください。

指でこするとかすれるとき 厚紙の設定レベルが低い。
→ メニューモードまたはプリンタードライバーで、厚紙設定のレベルを上げてく

ださい。

用紙が湿気を吸収している可能性がある。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）を参照して、セットしてある用紙をすべ

て交換してください。
また、6章の「用紙についての注意事項」（150ページ）をご確認ください。

用紙が規格に合っていない。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）、および付録の「用紙の規格」（281ペー

ジ）を参照して、使用している用紙を確認してください。

用紙全体が黒く印刷されたとき ドラムカートリッジが劣化または損傷している可能性がある。
→ ドラムカートリッジの交換時期です。9章の「ドラムカートリッジの交換」（202

ページ）を参照して、ドラムカートリッジを交換してください。

高圧電源が故障している可能性がある。
→ サービス担当者または販売店にご連絡ください。

症　状 原因と対処方法
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何も印刷されない ドラムカートリッジのシールが取り付けられたままである。
→ 9章の「ドラムカートリッジの交換」（202ページ）を参照して、シールを引き

抜いてください。

一度に複数枚の用紙が搬送されている（重送）。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）を参照して、用紙をセットし直してくだ

さい。

トナーカートリッジ内にトナーが残っていない。
→ トナーカートリッジの交換時期です。9 章の「トナーカートリッジの交換」（197

ページ）を参照して、トナーカートリッジを交換してください。

ドラムカートリッジが劣化または損傷している可能性がある。
→ ドラムカートリッジの交換時期です。9 章の「ドラムカートリッジの交換」（202

ページ）を参照して、ドラムカートリッジを交換してください。

高圧電源が故障している可能性がある。
→ サービス担当者または販売店にご連絡ください。

部分的に白く抜けるとき 用紙が湿気を吸収している可能性がある。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）を参照して、セットしてある用紙をすべ

て交換してください。
また、6章の「用紙についての注意事項」（150ページ）をご確認ください。

使用している用紙が規格に合っていない。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）、および付録の「用紙の規格」（281ペー

ジ）を参照して、使用している用紙を確認してください。

ドラムカートリッジのシールが完全に引き抜かれていない。
→ 9章の「ドラムカートリッジの交換」（202ページ）を参照して、シールを引き

抜いてください。

冬期はプリンター内部が結露している可能性がある。
→ 電源をONにしたまま30分～1時間放置してから印刷してください。

ドラムカートリッジに問題がある可能性がある。
→ 9章の「ドラムカートリッジの交換」（202ページ）を参照して、新しいドラム

カートリッジと交換してください。

用紙にしわが入ったり、文字が
にじむとき

用紙が規格に合っていない。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）、および付録の「用紙の規格」（281ペー

ジ）を参照して、使用している用紙を確認してください。

用紙が正しく補給されていない。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）を参照して、用紙をセットし直してくだ

さい。

用紙が湿気を吸収している可能性がある。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）を参照して、包装紙未開封の用紙と交換

してください。
また、6章の「用紙についての注意事項」（150ページ）をご確認ください。

厚紙の設定レベルが高い。
→ メニューモードまたはプリンタードライバーで厚紙設定のレベルを下げてく

ださい。レベルを下げるときは、定着性を確認しながら行ってください。

縦線の形状で白く抜けるとき ドラムカートリッジが正しく取り付けられていない。
→ 9章の「ドラムカートリッジの交換」（202ページ）を参照して、ドラムカート

リッジを取り付け直し、数枚テスト印刷をしてください。

ドラムカートリッジのシールが完全に引き抜かれていない。
→ 9章の「ドラムカートリッジの交換」（202ページ）を参照して、シールを引き

抜いてください。

ドラムカートリッジが劣化または損傷している可能性がある。
→ ドラムカートリッジの交換時期です。9章の「ドラムカートリッジの交換」（202

ページ）を参照して、ドラムカートリッジを交換してください。

症　状 原因と対処方法
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ななめに印刷されるとき 用紙が規格に合っていない。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）、および付録の「用紙の規格」（281ペー

ジ）を参照して、使用している用紙を確認してください。

用紙が正しく補給されていない。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）を参照して、用紙をセットし直してくだ

さい。

用紙が湿気を吸収・カールしている可能性がある。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）を参照して、新しい用紙と交換してくだ

さい。
また、6章の「用紙についての注意事項」（150ページ）をご確認ください。

ホッパーのガイドが正しい位置にセットされていない。
→ 6章の「用紙のセット」（147ページ）を参照して、サイドガイドやエンドガイ

ドを正しい位置にセットしてください。

セットする用紙の量が多すぎる。
→ サイドガイドの用紙上限線（MAX）以下にセットしてください。

改行量（行の間
隔）が2 倍にな
る

1 行が2 行にわ
たる

各行の文字が重
なって印刷され
てしまう

用紙の途中から
印刷が始まって
しまう

アプリケーションで設定した用紙サイズと、使用する用紙サイズが異なっている。
→ ソフトウエアの用紙サイズ設定と使用する用紙サイズを合わせてください。

→ 他の用紙サイズに印刷するか、メニューモードを使ってA4ポートレート桁数を
80桁にしてください。A4ポートレート桁の用紙に80桁分の印刷（パーソナル
コンピューターの画面コピーなど）を行うと、このような症状になることがあ
ります。

アプリケーションのプリンター設定が［シリアルプリンター］になっている。
→ ［ページプリンター］を選んでください。

→ メニューモードを使って、プリンターの 136 桁モードを有効にしてください。
アプリケーションがシリアルプリンター専用に作られている場合には、136桁
モードを有効にすることでこれらの症状は改善されます。特に、「用紙の途中
から印刷が始まってしまう」場合には、136桁モードの用紙位置設定を中央に
合わせることで正しい印刷結果が得られるようになります。

症　状 原因と対処方法
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思うように印刷できないときは
プリンターの動作がおかしくて思うように印刷ができないときは、プリンターまたはアプリケー
ションの設定を変えれば、ほとんどの場合は改善できます。
ここで説明する項目を参照して、原因の確認と対処を行ってください。

症　状 原因と対処方法

正常に印刷できない 他のプリンタードライバーが同一のポートを使用している。
→ プリンタードライバーによっては接続先のポート（LPT1:、COM1: など）に対し

て常に通信を行おうとするため、同一ポートに接続されているプリンターに悪影
響を与えることがあります。Windowsのヘルプを参照して、他のプリンタードラ
イバーのポートを本プリンタードライバーと違うポートに変更するか、他のプリ
ンタードライバーを削除してください。

プリンターのメモリースイッチ5-1がONになっている。
→ PrintAgentの機能（プリンタステータスウィンドウの使用）をご利用になる場合、

メモリースイッチ5-1をOFFにしてご利用ください。ただし、お使いのプリンター
をPC-PTOSからお使いの場合は、メモリースイッチ5-1をONにする必要がありま
す。

お使いのコンピューターのプリンターポートの設定とプリンターのI/F設定が異なる。
→ お使いのコンピューターのプリンターポートの設定とプリンターのI/F設定の動作

モードを同じ設定にしてください。詳しくは、お使いのコンピューターのマニュ
アルを参照してください。

PrintAgentが正しく動作していない。
→ 「PrintAgentシステムが起動しないときは」（232ページ）を参照してください。

プリンターと双方向通信ができない。
→ 「PrintAgentの機能を十分に発揮させるために」（239ページ）を参照してくださ

い。

印刷位置が以前使用してい
たプリンターと合わない

アプリケーションの用紙／印刷に関する設定が間違っている。
→ アプリケーションのマニュアルを見て正しく設定してください。アプリケーショ

ンによっては、わずかでも異なる設定項目があると、印刷位置がずれる場合があ
ります。

プリンターのA4ポートレートの印刷桁数が80桁に設定されている。
→ メニューモードでA4ポートレート桁数を78桁にしてください。A4ポートレート

の印刷桁数が80桁に設定されている場合には、本来の印刷位置よりわずかに左に
ずれて印刷されます。したがって、80桁に設定されているプリンターとそうでな
いプリンターとでは印刷位置が異なります。

使用している用紙がプリンターの規格に合っていない。
→ 付録の「用紙の規格」（281ページ）を参照して、規格に合っているかを確認して

ください。
本プリンターのようなレーザープリンターは、用紙送りをローラーの摩擦によっ
て行っています。そのため、他のカット紙プリンターと同様に縦方向、横方向と
も多少の誤差が発生します。この誤差は用紙によっても異なります。

以前使用していたプリンターと本プリンターとの間に印刷位置の互換性がない。
→ プリンターの印刷位置は、PC-PR2000/6WなどのNPDLまたはNPDL（Level2）

対応のプリンターおよびPC-PR601、PC-PR602、PC-PR602Rに対して互換性
があります。その他のプリンターに対しては、印刷位置の互換性はありません。従
来互換の印刷範囲に設定するには、プリンタードライバーの以下に示すシートで
設定を変更してください。

Windows XP/Vista/2000/NT 4.0： ［プロパティ］ー［プリンタの設定］シートー
［従来互換の印刷範囲］

Windows Me/98/95 ： ［プロパティ］ー［印刷品質］シートー［従来
互換の印刷範囲を使用する］
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“データガノコッテイマス”
を表示したまま印刷を開始
しない

改ページコードまたは排出コードがない。
→ ［印刷可］スイッチを押して印刷可ランプを消灯させてから、［シフト］スイッチ

を押しながら［排出］スイッチを押してください。
本プリンターはページ単位で処理するプリンターなので、1ページ分のデータがそ
ろわないと印刷を開始しません。また、アプリケーションの中には、ページの最
後に排出コードなどのページの終わりを示す制御コードをプリンターに送らない
ものがあります。このような場合は上記の方法で処理してください。
なお、メニューモードで自動排出を有効にしておくと、設定した時間内に印刷デー
タが来ない場合、自動的に印刷／排出されます。ただしコンピューターからのデー
タ送信が長い時間途切れるような場合には、この機能を使用しないでください。

アプリケーションのプリンター設定が「シリアルプリンター」になっている。
→ ページプリンターまたはレーザープリンターを選んでください。ソフトウエアの

プリンター設定がシリアルプリンターになっていると、排出コードをプリンター
に送らないためにこのような症状が起こります。
また、新たにソフトウエアを作成する場合には、このような症状を防ぐため、各
ページの最後に排出コード （0Ch） を付加するようにしてください。

コンピューターからのデータ送信が途切れている。
→ プリンターへのデータ送信について、プリンタードライバーのタイムアウト設定

の設定時間を長くしてください。複雑なデータやアプリケーションによっては、設
定時間が短いとデータ送信を中止することがあります。

ページの途中までしか印刷
されない
または1ページ分のデータ
が2ページにわたって印刷
されてしまう

自動排出機能が有効になっている。
→ メニューモードで自動排出を無効にしてください。

プリンターには自動排出機能（コンピューターからのデータの送信が一定時間途
切れると、そこまでのデータが自動的に印刷／排出する機能）があります。この
とき、コンピューターからのデータ送信が設定した自動排出時間以上に途切れた
場合には、ページの途中でもそれまでのデータを印刷／排出してしまいます。
また、各OSでプリンターへのデータ送信についてタイムアウト時間を設定できま
す。このタイムアウト設定の時間が短いと、複雑なデータなどでプリンターのビ
ジー時間が長くなった場合、コンピューターが印刷データの送信を中止すること
があります。その場合にはプリンターの自動排出を無効にするだけでなく、タイ
ムアウト設定の時間を長くしてください。タイムアウト設定の時間変更は各OSの
マニュアルを参照してください。

とじしろが合っていない。
→ 印刷範囲を確認してください。両面印刷のときには、クリップ機能を使うと、印

刷範囲を超えた分のデータを次のページに印刷しないようになります。

用紙の左側が空白になる
（印刷文字が用紙の右側にか
たよって印刷される）

一部のソフトウエアでは、用紙位置が異なる場合がある。
→ メニューモードで136桁モードを有効にし、用紙位置を調整してください。

縮小すると、縮小前と印刷結
果が異なる

印刷データによっては、縮小すると印刷結果が異なる場合がある。
→ プリンターでは、座標値などを縮小することにより縮小印刷を行っています。こ

のときに、数値の丸め誤差が生じ、図形と図形の重なりなどが変わることにより、
印刷結果が異なってしまう場合があります。

改行量がおかしくなり、徐々
にずれてしまう

一部のソフトウエアには、ソフトウエアの指定によって改行で用紙を排出するものがあ
る。
→ ソフトウエアの設定を、シートフィーダー付きにするか、1 ページの長さを 67 行

（A4サイズの用紙の場合） に設定してください。

症　状 原因と対処方法
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画面の文字と異なる文字が
印刷された

ご使用のコンピューター環境に最も適した方法でプリンターを指定していない。
→ 3章の「プリンターソフトウエアのインストール」（85ページ）を参照してください。

適切なエミュレーションモードを設定していない。
→ 8 章の「メニューモード」（177 ページ）を参照して、エミュレーションモードを

選び直してください。
動作自動設定を設定している場合は、動作モード設定にて正しいエミュレーショ
ンを選び直してください。

プリンターケーブルがきちんと接続されていない。
→ プリンター側とコンピューター側の接続状態を確認してください。

プリンターバッファーや切り替え器を使用している。
→ プリンターバッファーや切り替え器を使用しない接続方法に変更してください。

白紙が出る ソフトウエアのプリンター設定がシートフィーダー付きになっている。
→ シートフィーダー付きになっている場合は、メニューモードまたはメモリース

イッチの設定で「136桁モード」を有効にしてください。

両面印刷が正しく機能しな
い

メニューモード、メモリースイッチが合っていない。
→ メニューモード、メモリースイッチの両面印刷に関する設定を確認してください。

セットされている用紙サイズが合っていない。
→ 両面印刷はA3、A4、A5、B4、B5、レターサイズ、定形外サイズ（幅89～297

㎜、長さ127～432㎜）でしか機能しません。セットされている用紙サイズを確認
してください。

セットされている用紙の種類が合っていない。
→ 6 章の「用紙のセット」（147 ページ）を参照して、セットされている用紙の種類

を確認してください。

メモリースイッチ5-1がONになっている。
→ メモリースイッチ5-1を「OFF」にしてください。特定の環境下で同期コードを有

効にし、アプリケーションがページごとに同期を取っている場合には、正しく機
能しないことがあります。

丁合い印刷ができない
または多部数印刷ができな
い

プリンターと双方向通信ができない。
→ 「PrintAgentの機能を十分に発揮させるために」（239ページ）を参照してくださ

い。

→ 双方向通信が行えない環境の場合は、電子ソート機能を有効にする必要がありま
す。電子ソート機能を有効にするためには、プリンターにハードディスクを増設
し、プリンタードライバーの設定を変更する必要があります。詳しくは、活用マ
ニュアル6章の「仕分け印刷」を参照してください。

→ アプリケーションの丁合い印刷、または部数印刷を設定してください。

印刷速度が遅い プリンターバッファーなどを取り付けている。
→ コンピューター本体とプリンターを市販のプリンターバッファー、プリンター切

り替え器、プリンター共有器、コピープロテクターなどで接続している場合には、
プリンタードライバーの双方向通信機能を無効にする必要があります。

「PrintAgentの機能を十分に発揮させるために」（239ページ）を参照して、双方
向通信機能を無効にしてください。

プリンターと双方向通信ができない。
→ 「PrintAgentの機能を十分に発揮させるために」（239ページ）を参照してくださ

い。

Microsoft Windowsのターミナルサービスの環境で印刷している。
→ 「その他の注意事項」（240ページ）を参照してください。

プリンターとコンピューターの双方向通信が設定されていない。
→ PrintAgent で双方向通信をサポートする設定になっていることを確認してくださ

い。

→ ご使用のプリンターケーブルは正しいものが使われているかどうかを確認してく
ださい。

症　状 原因と対処方法
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リプリント機能が使用でき
ない

［リプリント機能を使用する］がチェックされていない。
→ Windows XP、Windows 2000、 Windows Server 2003、Windows NT 4.0の

場合は、プロパティダイアログボックスの［メイン］シートで機能選択バーの［リ
プリント］を選び、確認してください。
Windows Me、Windows 98、 Windows 95の場合は、プロパティダイアログボッ
クスの［出力制御］シートを開き、確認してください。

［リプリント機能を提供する］がチェックされていない。
→ ［PrintAgentのプロパティ］を開き、確認してください（ネットワーク共有プリン

ターをご使用の場合は、サーバー上の［PrintAgentのプロパティ］を開き、設定
を確認してください）。

選んでいるホッパーから印
刷されず、別のホッパーから
印刷される

選んでいるホッパーが［合紙モード］に設定されている。
→ ［合紙モード］を設定解除するか、現在使用しているホッパーを別のホッパーに変

更してください。

リレー給紙ができない リレー前とリレーされるホッパー（トレー）の用紙サイズが違うか、リレー前と後のホッ
パー（トレー）が共にリレー ONになっていない。
→ 同じサイズ、同じ向きに用紙をセットしてください。メニューモードでリレーし

たいホッパーとリレー前のホッパー（トレー）を共にONにします。

グループホッパー設定が異なっている。
→ 同じグループに設定する。

リレー前とリレーされるホッパー（トレー）の用紙種類が違う。
→ メニューモードで同じ用紙種類に設定してください。

リレー前とリレーされるホッパー（トレー）の画像回転設定が異なっている。
→ プロパティダイアログボックスの［用紙］シートで［180°画像回転］をクリック

して［180°画像回転］ダイアログボックスを開き、リレー前とリレーされるホッ
パー（トレー）の画像回転設定を合わせてください。［180°画像回転］ダイアロ
グボックスの設定が、［プリンタの規定値］となっている場合は、プリンターのメ
ニューモードで画像回転設定を合わせてください。

症　状 原因と対処方法
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オフセット排紙機能が動作しないときは
データを送ったが、オフセット排紙が機能しなかった場合、ここで説明する項目を参照して原因の
確認と対処を行ってください。

症状 原因と対処方法

オフセット排紙機能が使用
できない

セットされている用紙サイズが合っていない。
→ 5 章の「使用できる用紙サイズと種類」（134 ページ）を参照して、セットされて

いる用紙のサイズを確認してください。

オフセット排紙機能が設定されていない。
→ Windows XP、Windows Vista、Windows 2000、 Windows Server 2003、

Windows NT 4.0の場合は、［メイン］シート－［排出方法］－［仕分け］を選ん
でください。
Windows Me、Windows 98、 Windows 95の場合は、［出力制御］シート－［仕
分け］で、［オフセット排紙］を選んでください。

→ ネットワーク環境で本プリンターを共有プリンターとして使用しているすべての
利用者（クライアント）が、プリンタードライバーで［オフセット排紙］を選ん
でください。また、印刷する場合は、メニューモードまたは、プリンタードライ
バーで用紙の種類を普通紙に設定してください。

ステープル機能が有効になっている。
→ Windows XP、Windows Vista、Windows 2000、 Windows Server 2003、

Windows NT 4.0の場合は、［メイン］シート－［排出方法］－［フィニッシャ設
定］で、ステープル機能を無効にしてください。
Windows Me、Windows 98、 Windows 95の場合は、［出力制御］シート－［フィ
ニッシャ設定］で、ステープル機能を無効にしてください。

オフセット排紙機能がうま
く働かない

丁合い機能が正しく設定されていない。
→ アプリケーションの印刷機能から丁合い機能を指定している場合は、正しく機能

しません。アプリケーションの指定を外してください。

すべてのクライアントがオフセット排紙機能を使用できる設定になっていない。
→ ネットワーク環境で本プリンターを共有プリンターとして使用しているすべての

利用者（クライアント）が、プリンタードライバーで［オフセット排紙］を選ん
でください。
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フィニッシャー機能がうまく動作しないときは
フィニッシャー機能が正常に機能しなかった場合、ここで説明する項目を参照して原因の確認と対
処を行ってください。

症状 原因と対処方法

ステープルどめができない 印刷ページ数が多すぎる。
→ ステープルの最大用紙枚数は、普通紙で50枚、厚紙1で35枚、厚紙2で25枚、厚

紙3で20枚です。それ以上の枚数のステープルはできません。

用紙サイズが合っていない。
→ 5 章の「使用できる用紙サイズと種類」（134 ページ）を参照して、セットされて

いる用紙のサイズを確認してください。

用紙種類が合っていない。
→ ステープルできる用紙は普通紙／厚紙（60～215g/㎡）のみです。ラベル紙、OHP

フィルムは、ステープルできません。5章の「各用紙種類での動作対応表」（135
ページ）を参照して、セットされている用紙の種類を確認してください。

「フィニッシャ設定」が正しく設定されていない
→ プリンタードライバーのフィニッシャー設定で、ステープルのとじ方を設定して

ください。

パンチできない 用紙サイズが合っていない。
→ 5 章の「使用できる用紙サイズと種類」（134 ページ）を参照して、セットされて

いる用紙のサイズを確認してください。

用紙種類が合っていない。
→ パンチできる用紙は普通紙／厚紙（60～169g/㎡）のみです。5章の「各用紙種

類での動作対応表」（135ページ）を参照して、セットされている用紙の種類を確
認してください。

「フィニッシャ設定」が正しく設定されていない。
→ プリンタードライバーのフィニッシャー設定で、パンチ方法を設定してください。

フィニッシャーに用紙を排
出できない

用紙サイズが合っていない。
→ 5 章の「使用できる用紙サイズと種類」（134 ページ）を参照して、セットされて

いる用紙のサイズを確認してください。

用紙種類が合っていない。
→ 5 章の「各用紙種類での動作対応表」（135 ページ）を参照して、セットされてい

る用紙の種類を確認してください。
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フィニッシャーでステープルどめをした場合のトラブルについて説明します。針が打たれなかった
り、針が曲がってとめられていたりするときは、ステープル本体を確認します。次のページからの
処置方法に従ってください。

下図のように針が打たれているときは、お買い上げの販売店にご連絡ください。

＊ 坪量106～120g/㎡（連量91～103kg）の厚紙は、最大35枚です。

坪量121～169g/㎡（連量104～145kg）の厚紙は、最大25枚です。

坪量170～215g/㎡（連量146～185kg）の厚紙は、最大20枚です。

ステープルどめがうまくいかないときは

針が打たれない 針が曲がって止められている

針の片側が浮いている

針がつぶれている

針が浮いて中央が凹んでいる

針が逆方向に曲がっている
（用紙の裏側から見たところ）

針が浮いている

z ステープルどめができるのは、坪量60～215g/㎡（連量52～185kg）の普通紙・厚紙で、最大50
枚＊です。

z ステープルどめをする場合は、用紙サイズ、用紙方向をそろえてホッパーに用紙をセットしてくださ
い。また、合紙をセットする場合も、同一サイズ、同一方向に用紙をセットしてください。
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フィニッシャーでステープル針がうまく打たれなかったり、針が曲がってとめられているときは、
ステープル本体を確認します。以下の処置方法に従ってください。以下の処置を行っても改善され
ないときは、サービス担当者または販売店にご連絡ください。

1 プリンターが停止していることを確認し、

フィニッシャーカバー Gを開ける。

2 ステープルカートリッジホルダーのレバー

（R1）を持って、ステープルカートリッジホ

ルダーを右端（手前）へ引き寄せる。

3 オレンジ色のレバーを持って、ステープル

カートリッジを取り出す。

4 ステープルカートリッジの図の位置にある

金属部分を押し上げる。

5 つまったステープル針を取り除き（①）、手順

4で押し上げた金属部分を元に戻す（②）。

6 オレンジ色のレバーを持って、ステープルカー

トリッジを「カチッ」と音がするまで押し込む。

針づまりの処理手順

ステープルカートリッジはしっかりセット

されています。取り出す際は、強めにステー

プルカートリッジを引いてください。
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7 フィニッシャーカバー G を閉じる。
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PrintAgentシステムが起動しないときは
PrintAgentシステムが動作しないときの症状とその原因と対処方法を示します。それぞれの方法
に従って処理してください。

症　状 原因と対処方法

画面上に PrintAgent のシ
ステムアイコンが表示され
ていない

［PrintAgentのプロパティ］ダイアログボックスで［システムを自動的に起動する］を
チェックしていない。
→ チェックしてください。Windows XP、Windows Server 2003、Windows 2000、

Windows NT 4.0の場合は次回ログオン時から、Windows Me、Windows 98、
Windows 95の場合は次回起動時から自動的に表示されます。

PrintAgentを終了している。
→ ［スタート］ー［プログラム］ー［MultiWriter 4600］ー［PrintAgentシステム

起動］を実行してください。

PrintAgentが機能しない PrintAgentシステムファイルが削除された。インストール、またはアンインストールの
失敗などにより、PrintAgentが正しくインストールされていない。
→ Windowsを再起動して、PrintAgentをアンインストールします。再び、Windows

を起動して、プリンターソフトウエアを再インストールしてください。

マルチプロトコルLANアダプタ（型番：PR-NPX-05）を使用している。
→ マルチプロトコルLANアダプタ（型番：PR-NPX-05）は、PrintAgentには対応し

ていません。マルチプロトコルLANアダプターに添付のソフトウエアをご利用く
ださい。

双方向機能が有効になって
いない

Windowsのポートが正しく設定されていない。

OS
パラレルインターフェース

接続
LAN 接続

Windows XP、Windows
2000、Windows Server
2003

LPTx NEC Network Port

Windows NT4.0 LPTx NEC Network Port

Windows Me、Windows
98、Windows 95

LPTx
NEC TCP/IP Printing 

System

→ 双方向通信が可能なポートに接続していることを確認してください。
上記のポート以外を設定して印刷を行う場合には、プリンターのプロパティダイア
ログボックスで双方向通信を無効（サポートしない）に設定してください。

→ プリンターのプロパティダイアログボックスで双方向通信を有効（サポートする）
に設定してください。

「PrintAgentの機能を十分に発揮させるために」（239ページ）を参照してくださ
い。

64ビット版OSおよびWindows Vistaでは、PrintAgentを使用できません。
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プリンタステータスウィンドウが
おかしいときは
プリンタステータスウィンドウでプリンター状態を表示しなかったり、表示内容がおかしいとき
は、ここで説明する項目を参照して原因の確認と対処を行ってください。

症　状 原因と対処方法

プリンタステータスウィン
ドウが［スタート］メニュー
に登録されていない

カスタムインストールによって、インストール対象とされなかった。
→ システムの管理者にご相談ください。

必要なファイルが削除されている。
→ PrintAgentを再インストールしてください。

使用したいプリンターのプ
リンタステータスウィンド
ウが選択できない

［プリンタ］または［プリンタとFAX］フォルダーに「NEC MultiWriter 4600」のプ
リンターが登録されていない。
→ PrintAgentおよび、プリンタードライバーをインストールしてください。

プリンタードライバーが変更されている。
→ プリンタードライバーを変更すると、誤動作の原因となります。プリンタードラ

イバーを削除し、再度プリンタードライバーをインストールしてください。

プリンタステータスウィン
ドウが起動しない

プリンターのアクセス権がない。
→ 権限を確認してください。

必要なファイルが削除されている。
→ PrintAgentを再インストールしてください。

コンピューターのメモリーが不足している。
→ 必要のないアプリケーションを終了してください。

プリンターポートを直接アクセスしてプリンターの状態を監視するユーティリティが使
用されている。
→ コンピューターで使用されているユーティリティに応じて、プリンターの監視を

行わないように設定してください。

ドメインに参加していない。
→ ドメインに参加していないWindows XPのコンピューターをプリントサーバーと

して、クライアントから印刷を行った場合、ドキュメントの所有者が［Guest］と
なり、プリンタステータスウィンドウがポップアップしないことがあります。ド
メインに参加してください。詳しくは、OSのヘルプを参照してください。

プリンタステータスウィン
ドウがプリンターの状態を
正しく表示しない（続く）

最新のステータスを取得していない。
→ プリンタステータスウィンドウの［最新のステータスに更新］をクリックしてく

ださい。

14ピンパラレルインターフェースでプリンターを接続している。
→ このインターフェースではプリンターの情報を取得できず、プリンタステータス

ウィンドウの機能が大幅に制限されます。

プリンターが直接つながっているコンピューターで双方向通信ができない設定になって
いる。
→ Windows XP/2000/NT4.0、Windows Server 2003

： プロパティダイアログボックスの［ポート］-［双方向サポー
トを有効にする］をチェックしてください。

Windows Me ： プロパティダイアログボックスの［詳細］-［スプールの設定］
-［このプリンタの双方向通信機能をサポートする］を選んで
ください。

Windows 98/ 95： プロパティダイアログボックスの［詳細］-［スプールの設定］
-［このプリンタで双方向通信機能をサポートする］を選んで
ください。

→ 2章の「プリンタケーブル」（66ページ）を参照して、ご使用のプリンターケーブ
ルは正しいものが使われているかどうかをチェックしてください。
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プリンタステータスウィン
ドウがプリンターの状態を
正しく表示しない（続き）

プリンターが直接つながっているコンピューターのOSがWindows XP/2000/NT 4.0
でプリンタープールを使用している。
→ Windows XP/2000/NT 4.0上のすべてのプリンターのプロパティダイアログボック

スの［ポート］- ［プリンタプールを有効にする］のチェックを外してください。

お使いのコンピューターのプリンターポート（パラレルポート）の設定とプリンターの
I/F設定が異なっている。
→ 双方の動作設定を合わせてください。「PrintAgentの制限事項」（241ページ）を

参照してください。

プリンタステータスウィン
ドウ上から印刷ドキュメン
トの削除ができない

印刷ドキュメントがすでにプリンターへ送られてしまった。
→ すでにプリンターへ送信済みのドキュメントに対しては、削除できません。

プリンターのアクセス権がない。
→ ネットワーク管理者に権限を確認してください。

印刷先がネットワーク共有プリンターである。
→ ネットワーク共有プリンターのサーバーのOSがWindows XP、Windows Server

2003、Windows 2000、Windows NT 4.0の場合は、クライアントでプリンター
をインストール（作成）した直後は削除できません。いったんクライアント側の
OSを「ログオフ」→「ログオン」してください。

プリンタステータスウィン
ドウが自動起動しない、また
は自動起動してしまう

［PSWのプロパティ］の設定が変更されている。
→ 設定を確認してください。詳細は、活用マニュアル 6 章の「プリンタステータス

ウィンドウ」を参照してください。

LANインターフェースまたはLANアダプターを装備したLANプリンターに直接接続して
使用している。
→ サーバーを介さずにLANプリンターを使用している場合は、［PSWのプロパティ］

で［自分のドキュメントを印刷していないとき］の起動条件として［印刷中にア
イコンで自動起動する］を設定しても、他の人の印刷時には自動起動しません。た
だし、この場合でもエラー発生時には自動起動を行います。

プリンターの構成情報の表
示内容が実際の構成と異
なっている

プリンターが双方向通信できないインターフェースで接続されている。もしくはプリン
ターがバッファーなどを経由して接続されている。
→ プリンターの現在の設定は読み込むことはできません。双方向通信できないとき

は、初期状態として最大構成が入っています。この場合の構成は、プリンタード
ライバーから設定が可能です。詳しくは、プリンタードライバーのヘルプをご確
認ください。

プリンターの情報をうまく取得できない。
→ ネットワークのトラフィックの状況や上位ホストの処理状況により、正しくプリ

ンターの情報が取得できなかったと思われます。プリンターの電源を入れ直して、
情報の更新を行ってください。

症　状 原因と対処方法
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リプリント機能が動作しないときは
リプリントがうまくいかなかった場合、ここで説明する項目を参照して原因の確認と対処を行って
ください。

症　状 原因と対処方法

リプリント機能が使用でき
ない

［リプリント機能を提供する］がチェックされていない。
→ ［PrintAgentのプロパティ］ダイアログボックスを開き、確認してください（ネッ

トワーク共有プリンターをご使用の場合は、サーバー上の［PrintAgentのプロパ
ティ］ダイアログボックスを開き、設定を確認してください）。

プリンターが直接つながっているコンピューターで双方向通信ができない設定になって
いる。
→ Windows XP/2000/NT4.0、Windows Server 2003

： プロパティダイアログボックスの［ポート］シートで、［双方
向サポートを有効にする］をチェックしてください。

Windows Me ： プロパティダイアログボックスの［詳細］シートで、［スプー
ルの設定］の［このプリンタの双方向通信機能をサポートす
る］を選んでください。

Windows 98/ 95： プロパティダイアログボックスの［詳細］シートで、［スプー
ルの設定］の［このプリンタで双方向通信機能をサポートす
る］を選んでください。

→ 2章の「プリンタケーブル」（66ページ）を参照して、ご使用のプリンターケーブ
ルは正しいものが使われているかどうかをチェックしてください。

プリンタードライバーがインストールされていない。
→ 3章の「プリンターソフトウエアのインストール」（85ページ）を参照して、ご使

用のプリンターのプリンタードライバーをインストールしてください。

リプリントしたい印刷ジョ
ブが蓄えられない

［リプリント機能を使用する］がチェックされていない。
→ Windows XP/2000、Windows Server 2003

： プロパティダイアログボックスの［メイン］シートで機能
選択バーの［リプリント］を選び、確認してください。

Windows NT4.0 ： プロパティダイアログボックスの［メイン］シートで機能
選択バーの［リプリント］を選び、確認してください。

Windows Me/98/ 95： プロパティダイアログボックスの［出力制御］シートを開き、
確認してください。

ドメインに参加していない。
→ ドメインに参加していないWindows XPのコンピューターをプリントサーバーと

して、クライアントから印刷を行う場合リプリント機能は利用できません。ドメ
インに参加してください。詳しくは、OSのヘルプを参照してください。

蓄えられた印刷ジョブがな
くなった

印刷ジョブのスプールサイズが大きい。
→ ［PrintAgentのプロパティ］ダイアログボックスを開き、［リプリント機能の設定］

ダイアログボックスでディスク領域を大きくしてください。
活用マニュアル6章の「リプリント機能」を参照してください。

ドキュメント数が制限を超えている。
→ ［PrintAgentのプロパティ］ダイアログボックスを開き、［リプリント機能の設定］

ダイアログボックスでドキュメント数の値を大きくしてください。
活用マニュアル6章の「リプリント機能」を参照してください。

有効期限が過ぎている。
→ ［PrintAgentのプロパティ］ダイアログボックスを開き、［リプリント機能の設定］

ダイアログボックスで有効期限の時間を長くしてください。
活用マニュアル6章の「リプリント機能」を参照してください。
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PrintAgentを正しく動作させるために
PrintAgentはネットワーク環境で使用することで、より効果を発揮します。以下はPrintAgentを
正常に機能させるための注意事項について、ネットワーク関連の設定を中心に説明します。

PrintAgentをインストール/アンインストールするときの注意事項

PrintAgentをインストールまたはアンインストールするときは、以下のことに注意してください。

z インストールプログラムを実行する前に、起動中のアプリケーションをすべて終了してください。

z［PrintAgentセットアップ］のウィンドウが閉じるまで、CD-ROMやフロッピーディスクなどインス

トール元のメディアを取り出さないでください。

z PrintAgentのインストールまたはアンインストール終了後、再起動を促すメッセージが表示されるこ

とがあります。画面の指示に従ってコンピューターを再起動してください。

z インストール時に指定したPrintAgentソフトウエアのフォルダー（ディレクトリー）名を変更すると

アンインストールできません。インストール時のフォルダー（ディレクトリー）名に戻してからアン

インストールしてください。

z プリンターのプロパティダイアログボックスを表示しているとき、およびMultiWriterが印刷中のとき

は、PrintAgentをアンインストールできません。プリンターのプロパティダイアログボックスを閉じ、

印刷が終了してからアンインストールしてください。

z Windows XP、Windows Server 2003、Windows 2000、Windows NT 4.0で、インストールしよ

うとしているコンピューターに他のユーザーがログオンしている場合は、インストールできません。各

ユーザーに切り替えて、すべてのユーザーをログオフしてからインストールしてください。

z Windows XPにPrintAgentをインストールまたはアンインストールするユーザーは、アカウントの種

類が［コンピュータの管理者］である必要があります。また、Windows Server 2003、Windows

2000またはWindows NT 4.0にPrintAgentをインストールまたはアンインストールするには、

［Administrators］または［DomainAdmins］グループのメンバーである必要があります。

z Windows XP、Windows Server 2003、Windows 2000、Windows NT 4.0でPrintAgentをイン

ストールする場合、アクセス権により使用可能なユーザーが制限されているフォルダー（ディレクト

リー）にインストールしないでください。

z Windows XP、Windows Server 2003、Windows 2000、Windows NT 4.0で［プリンタの追加

ウィザード］から、他のコンピューターに接続されたプリンターを指定してインストールしたプリン

タードライバーをPrintAgentで使用しているときに、さらに［プリンタの追加ウィザード］でローカ

ル接続のプリンタードライバーをインストールする場合は、［現在のドライバを使う（推奨）］ではな

く、［新しいドライバに置き換える］を選んでインストールしてください。

z Windows XP、Windows Server 2003の場合は［コントロールパネル］の［プログラムの追加と削

除］より、Windows Me、Windows 98、Windows 95、Windows 2000、Windows NT 4.0の場

合は［コントロールパネル］の［アプリケーションの追加と削除］から起動した、PrintAgentの追加

と削除でPrintAgentオプションの追加をすると、セットアップに必要なファイル＊1を要求する画面が

表示されることがあります。この場合は、以前にインストールで使用したプリンターソフトウエアCD-

ROMを挿入するか、もしくはプリンターソフトウエアCD-ROMからインストールプログラムを実行

し、カスタムインストールにてPrintAgentのオプションを追加してください。
＊1フロッピーディスクをご利用の場合、メッセージに従ってNMPSディスクを使用してください。

PrintAgentを動作させる前に
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共有プリンターの利用/提供について

Windows XP、Windows Server 2003、Windows 2000およびWindows NT 4.0で、共有プリ
ンターの提供の設定は、［コンピュータの管理者］およびAdministrators権限を持つユーザーが変
更できます。

［共有プリンタを利用する］、［共有プリンタを提供する］は、通常はONのままで支障ありません
が、次の場合はOFFにすることをお勧めします。

z ネットワークの回線速度が遅い

低速回線を経由する共有プリンターに対して、PrintAgentを使用すると、通信速度の関係で
プリンタステータスウィンドウなどの操作がしにくかったり、状態の表示が遅れたりするこ
とがあります。この場合は、［PrintAgentのプロパティ］で［共有プリンタを利用する］の
チェックを外してください。ネットワーク共有プリンターについてのPrintAgentの双方向通
信機能を無効にできます。

z 転送データ量に応じて課金されるネットワーク環境
転送データ量に応じて課金される従量課金制のネットワークを経由してPrintAgentを使用
している場合に、PrintAgentの双方向通信によってデータ転送が発生し、課金されることが
あります。
考慮すべきネットワーク環境の例としては以下のケースがあります。

－ ネットワークプリンターが、公衆回線を経由した別のネットワーク上に存在する場合

－ プリントサーバー、DNSサーバー、WINSサーバーが、公衆回線を経由した別のネットワーク上に存在する

場合

－ ローカルネットワークの通信自体が課金ネットワークの場合

これを避けたい場合にも、上記操作によってネットワーク共有プリンターについての
PrintAgentの双方向通信機能を無効にしてください。

z コンピューターの処理能力が十分でない
コンピューターの性能があまり高くない場合、PrintAgentのご利用により、他の作業の処理

速度に影響する可能性があります。この設定を外しても、ローカルに接続しているプリンター
では、引き続きPrintAgentがご利用になれます。

従量課金回線での課金を最小限（印刷時のみ）とするためには

z クライアントコンピューター側で［PrintAgentのプロパティ］の［共有プリンタを利用する］のチェック
を外します。

z サーバーコンピューター側で［PrintAgentのプロパティ］の［共有プリンタを提供する］のチェックを外
します。

z サーバーコンピューターがWindows XP/2000/NT 4.0の場合は、プロパティダイアログボックスで、
［ポート］シートの［双方向サポートを有効にする］のチェックを外してご利用ください。

z サーバーコンピューターがWindows Me、Windows 98、Windows 95の場合は、プロパティダイアログ
ボックスの［詳細］シートで、［スプールの設定］の［このプリンタの双方向通信機能をサポートしない］
を選んでご利用ください。
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クライアント・サーバーシステムでお使いの場合

PrintAgentをクライアント・サーバーシステムでお使いの場合、以下のことに注意してください。

z PrintAgentは、ローカルプリンターに対しても、ネットワーク上の共有プリンターに対しても、使用

できます。ただし、ネットワーク上で使われる場合、PrintAgentソフトウエアは、サーバーコンピュー

ター、クライアントコンピューター両方にインストールされている必要があります。

z 1 台のサーバーコンピューターに接続されたクライアントコンピューターの中で、PrintAgent を使用

するクライアントコンピューターは、30台以下を推奨します。サーバーコンピューターの性能やネッ

トワークトラフィックによっては、印刷時にプリンターの状態情報が取得できなくなる、クライアン

トコンピューターでオフライン作業になる、またはネットワークプリンターの状態が不明になる場合

があります。このような場合、印刷時以外は［PrintAgentのプロパティ］の設定の［共有プリンタを

利用する］のチェックを外してPrintAgentを動作させないようにするか、PrintAgentを終了して運用

してください。

z プリントサーバーコンピューターには 64MB 以上のメモリーを搭載し、運用することを推奨します

（Windows XP、Windows Server 2003、Windows 2000日本語版をプリントサーバーコンピュー

ターとしてご利用の場合には、256MB以上を推奨します）。
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PrintAgentの機能を十分に発揮させるために

PrintAgentの機能を十分に発揮させるために、双方向通信でお使いになることをお勧めします。

z 双方向通信が可能なポートに接続してください。

z 双方向通信を有効にしてください。

＜Windows XP、Windows Server 2003、Windows 2000の場合＞

プロパティダイアログボックスの［ポート］シートで

［双方向サポートを有効にする］をチェックする。

＜Windows Me、Windows 98、Windows 95の場合＞

プロパティダイアログボックスの［詳細］-［スプール

の設定］-［このプリンタの双方向通信機能をサポート

する］を選ぶ。

＜Windows NT 4.0の場合＞

プロパティダイアログボックスの［ポート］シートで

［双方向サポートを有効にする］をチェックする。

OS
パラレル

インターフェース
接続

LAN 接続

Windows XP、Windows Server 2003、Windows
2000

LPTx NEC Network Port

Windows Me、Windows 98、Windows 95 LPTx NEC TCP/IP Printing System

Windows NT 4.0 LPTx NEC Network Port

上記の表以外のポートを設定している場合には、PrintAgentの機能はご利用になれません。双方向通信

を無効に設定してください。
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その他の注意事項

PrintAgentを動作させる前に、以下のことに注意してください。

z ネットワーク共有プリンターが直接つながっているコンピューターのOSがWindows XP、Windows Server

2003、Windows 2000、Windows NT 4.0の場合、プリンタープールはサポートしていません。サーバー

コンピューター上で、すべてのプリンターのプリンタープールを無効にする必要があります。サーバーコン

ピューターがWindows XP、Windows Server 2003、Windows 2000、Windows NT 4.0の場合は、プロ

パティダイアログボックスの［ポート］シートで［プリンタプールを有効にする］のチェックを外してくだ

さい。［プリンタプールを有効にする］をチェックした場合、プリンターの状態が正しく表示されません。

権限がない場合は、管理者に連絡してください。

z PrintAgentがサポートしているネットワークプロトコルはTCP/IPです。また、LANインターフェース、LANア

ダプターを装着したプリンターと接続する場合、サポートしているネットワークプロトコルもTCP/IPのみです。

z PrintAgentはWindows Server 2003 Enterprise Edition 日本語版、Windows Server 2003, Data Center

Edition 日本語版、Windows 2000 Advanced Server、Windows 2000 Data Center Server、Windows NT

Server, Enterprise Edition 4.0のクラスタ機能を使ったクラスタリングシステム、あるいはWindows NT

Server 4.0, Terminal Server Edition、Windows 2000のTerminal Serviceをインストールしたシステムには

対応していません。これらのシステムでは、PrintAgentが正常に動作しない場合がありますので、PrintAgent

をインストールしないでご利用ください。またこれらのシステムでご使用の際には、双方向通信に対応して

いないプリンタードライバーをお使いください。双方向通信に対応していないプリンタードライバーは、添

付のプリンターソフトウエアCD-ROMの以下に収録しています。

－ Windows Server 2003、Windows 2000対応プリンタードライバー：\MW4600\WIN2KTS

－ Windows NT 4.0対応プリンタードライバー：\MW4600\NT40TSE

プリンタードライバーのインストール方法については、活用マニュアル4章の「ターミナルサービス環

境」を参照してください。また、OSの「プリンタの追加」機能で上記のフォルダーを指定することで、

プリンタドライバーのインストールを行うこともできます。

z PrintAgent のインストール時に指定する PrintAgent モジュールのフォルダー名（指定しなければ

「PrintAgent」になります）は、インストール終了後に変更しないでください。フォルダー名を変更す

ると、アンインストールが正常に行えません。また、PrintAgentが正しく動作しません。Windows

3.1やDOS上でフォルダーの移動などを行うと、フォルダーの名前が「PRINTA~1」などに変わってし

まう場合があります。

z プリンターソフトウエアをインストールする際に指定する出力ポート（インターフェースコネクター）

に、プリンターインターフェース変換アダプターやプリンターバッファーを使用している場合、

PrintAgentはご利用になれません。PrintAgentをインストールしないでご利用ください。また、

PrintAgentを利用する場合は、出力ポート（インターフェースコネクター）からプリンターインター

フェース変換アダプターやプリンターバッファーなどを取り外してお使いください。

z コンピューターのOSがWindows Me、Windows 98、Windows 95の場合で、ネットワークアダプターが他の

インターフェースなどと同一の割り込み要求（IRQ）に設定されていると、Windows起動時にエラーが発生す

ることがあります。このような場合は、使用していないインターフェースのIRQを解放し、ネットワークアダ

プターで使用するIRQと競合しないように、設定を変更してください。IRQの解放、変更については、お使い

のコンピューター、ネットワークアダプターのマニュアルまたは各OSのヘルプなどを参照してください。

z ドメインに参加していないWindows XPをプリントサーバーとしてご使用の場合、プリンタステータ

スウィンドウやリプリントが正しく動作しないことがあります。

一部のコンピューターによっては、CPUの性能によりPrintAgentの動作が不安定または動作しないも

のがあります。
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コンピューターにPrintAgent対応プリンターが複数インストールされている場合、プリンタス
テータスウィンドウを表示させるとき、ダイアログボックスで「プリンタの選択」を要求されるこ
とがあります。

z PrintAgentとプリンターポートを直接アクセスしてプリンターの状態を監視するユーティリティ

（DMITOOLなど）を同時に使用すると、正しく動作しない場合があります。このような場合は、お使

いのユーティリティに応じて、プリンターの監視を行わないように設定してください。

z プリンターとお使いのコンピューターのプリンターポート（パラレルポート）の設定が異なる場合、

PrintAgentの動作に不具合が生じることがあります（たとえば、コンピューターはECPモード、プリ

ンターはニブルモードといった場合です）。双方の設定を合わせてご使用ください。設定を変更する場

合、お使いのコンピューターのマニュアルを参照して、プリンターポート（パラレルポート）の設定

を変更するか、プリンターの設定を変更してください。プリンターの設定を変更するには、8章の「メ

ニューモード」（177ページ）を参照してください。

お使いのコンピューターのOSをアップグレードする場合、以下のことに注意してください。

z OSをアップグレードする前に、3章の「プリンタードライバーの削除」（104ページ）、「PrintAgentの追加・

削除」（109ページ）の手順に従って、プリンタードライバーおよびPrintAgentを削除してください。OSを

アップグレードした後に、再度プリンターソフトウエアをインストールしてください。

z 従来OS用のPrintAgentは、Windows XP、Windows Server 2003、Windows 2000では使用でき

ません。Windows Me、Windows 98、Windows 95、Windows NT 4.0、Windows 3.51からWindows

XP、Windows Server 2003、Windows 2000にアップグレードする場合は、PrintAgentをアンイ

ンストールしてから、Windows XP、Windows Server 2003、Windows 2000へのアップグレード

を行ってください。OSのアップグレードが正しく行えた後に、Windows XP、Windows Server

2003、Windows 2000に対応したPrintAgentをインストールし、使用してください。

PrintAgentの動作中は

PrintAgentの制限事項

OSをアップグレードする場合

z アップグレード前のOSがWindows NT 3.51で、他のMultiWriterシリーズやPrintAgent対応プリン
ターのPrintAgentをインストールしてご使用の場合、PrintAgentをアンインストールした後に、
Windows 2000へのアップグレードを行うと、正しくアップグレードできないことがあります。で
きなかった場合には、「PrintAgent Eraser」をWindows NT 3.51上で使用して、PrintAgentを削
除してください。

z すでにOSをWindows XP、Windows Server 2003、Windows 2000にアップグレードしてしまっ
た場合、PrintAgentをアンインストールせずに、Windows XP、Windows Server 2003、Windows
2000上で「PrintAgent Eraser」 を使用してPrintAgentを削除してください。

「PrintAgent Eraser」は、添付のプリンターソフトウエアCD-ROMに収録されている「￥PAeraser
￥Readme.txt」を参照してください。

z 「PrintAgent Eraser」は、Windows Vistaでは使用できません。Windows Vistaの場合は、「PrintAgent
Remover」をお使いください。「PrintAgent Remover」の使い方は、添付のプリンターソフトウエア
CD-ROMに収録されている「￥PAREMOVE￥Readme.txt」を参照してください。
241



ネットワークで思うように印刷できないときは
ネットワーク接続上の疑問があるときや、ネットワークを介しての印刷がうまくできないときは、
プリンターの故障を疑う前に、このページを参照してください。

症状 原因と対策

Windows XP、Windows Vista、Windows Server 2003、Windows 2000、
Windows Me、Windows 98、Windows 95 をご使用の場合

プリンターに印刷できない。
プリンターがネットワーク
上のホストコンピューター
から見えない（続く）

1. コンフィグレーションページを印刷して、以下の項目を確認してください。
→ ネットワークケーブルは正しく接続されていますか？

コンフィグレーションページ「Link Test」の結果が「OK」であることを確認し
てください。

→ プリンターのリンクランプ（緑色）は点灯していますか？

→ プリンターおよびハブのリンクランプは点灯していますか？
ネットワークケーブルが抜けていないか、ハブの電源がONになっているかを確認
してください。

→ ネットワーク通信速度は正しく設定されていますか？
「10BASE/100BASE/1000BASE」の設定が、接続されているハブの通信速度と
一致していることを確認してください。「？」と表示されるときは、ハブの通信設
定を固定にしてください。

→ IPアドレスとサブネットマスクが正しく設定されていますか？
IPアドレスとサブネットマスクを確認してください。ルーターを超えた環境では
ゲートウェイアドレスを設定してください。
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症　状 原因と処理方法

プリンターに印刷できない
プリンターがネットワーク
上のホストコンピューター
から見えない（続き）

2. コンピューターからPingコマンドを実行し、コンピューターとプリンターが通信で
きるか、以下の手順に従って確認してください。

→ ＜Windows Me 日本語版の場合＞
①［スタート］－［プログラム］－［アクセサリ］－［MS-DOSプロンプト］を選ぶ。
② ping 123.123.123.123（「123.123.123.123」はプリンターのIPアドレス）。

（例）

C:\WINDOWS> ping 123.123.123.123　「Enter」

Pinging 123.123.123.123 with 32 bytes of data:

Reply from 123.123.123.123: bytes=32 time<10ms TTL=255

Reply from 123.123.123.123: bytes=32 time<10ms TTL=255

Reply from 123.123.123.123: bytes=32 time<10ms TTL=255

Reply from 123.123.123.123: bytes=32 time<10ms TTL=255

Ping statistics for 123.123.123.123:

Packets: Sent = 4, Received = 4, Lost = 0 （0% loss）,

Approximate round trip times in milli-seconds:

Minimum = 0ms, Maximum =   0ms, Average =   0ms

応答がある場合は、コンピューター上のプリンターのプロパティを開いて、［印刷先］
を再度、確認してください。

また、プリンターの電源をOFFにして応答がないことを確認してください。

プリンターの電源を入れた状態で応答がない場合は、プリンター以外の機器（コン
ピューター）と通信できるかを確認してください。また、コンピューターおよびプ
リンターのIPアドレスが適切かどうかを確認してください。

IPアドレスは、コンピューターのIPアドレスが「192.168.0.1」のとき、プリンター
のIPアドレスは「192.168.0.2」のようにネットワークの番号帯が一致している必要
があります。プリンターのIPアドレスが「11.22.33.44」のように番号帯が異なる場
合は、一致させるようにしてください。

コンフィグレーションペー
ジが印刷されない

→ LANインターフェース/LANアダプターは動作していますか？
LANインターフェース/LANアダプターのステータスランプが点灯または点滅し
ている場合は、プリンターの電源を入れ直してください。

丁合い印刷、多部数印刷がで
きない

プリンターと双方向通信が有効でない。

→ PrintAgentは、IPP印刷、LPR印刷に対応していません。プリンタードライバーの
双方向通信機能を無効にしてください。詳しくは、「PrintAgentの機能を十分に発
揮させるために」（239ページ）を参照してください。

→ 丁合い印刷には、ハードディスク増設による電子ソート機能を利用することをお
勧めします。詳しくは、活用マニュアル6章の「仕分け印刷」を参照してください。

→ 丁合い印刷または部数印刷はアプリケーションの設定を行ってください。

SNMP Trapがホストコン
ピューターに送信されない

→ ルーターを超えた環境に SNMP マネージャーのコンピューターが存在する場合
は、ゲートウェイアドレスの設定が必要になります。

SNMPに応答がない → ホストコンピューターに設定されたコミュニティ名と同じコミュニティ名を LAN
インターフェースに設定してください。
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症状 原因と対策

Windows XP、Windows Vista、Windows Server 2003、Windows 2000、
Windows Me、Windows 98、Windows 95 をご使用の場合（続き）

プリンターに印刷はできる
が、正しく印刷されない
印刷の途中で操作パネルに
”データガノコッテイマス”
と表示される
データの最後の部分が欠け
て印刷される
白紙が印刷される

→ IPアドレスが他の機器と重なっていないかを確認してください。

→ WWWブラウザーを起動し、プリンターのIPアドレスを指定して設定画面を開き、
［印刷履歴］を設定して、不具合発生時にログにエラーがないかを確認してくださ
い。また、「LPRバイトカウントを有効にする」の設定を有効にしてください。

→ プリンターのプロパティを開いて、スプールの設定を「全ページ分のデータをス
プールしてから、印刷データをプリンターに送る」にしてください。

→ Standard TCP/IP Port の設定を確認して、RAW（9100）になっている場合は、
LPRに変更してください。

→ Standard TCP/IP Port のLPRを用いて印刷している場合は、「LPRバイトカウン
トを有効にする」を有効にしてください。

→ パラレルインターフェースから正しく印刷できるかを確認してください。

Windows NT 4.0 をご使用の場合

LPR印刷で、しばらくして
プリントマネージャーに「プ
リンタビジーまたはエラー」
と表示される

→ 他のジョブを印刷している場合に起こることがあります。プリンターが使用中で
あれば、しばらく待ってからデータを送り直してください。

LPRで印刷中に、ジョブが
キャンセルされる

「エラー」と表示した状態で
停止する

→ 印刷するページを少なくして、もう一度印刷してみてください。印刷できた場合
は、Windows NTのSystemディレクトリーの空き容量が少ないことが考えられま
す。十分な空き容量を確保してください。

LPRで大量の印刷を行うと
途中で印刷が止まる場合が
ある

→ 12ジョブ以上の印刷で止まる場合は、Windows NTシステムの設定による可能性
があります。マイクロソフト社から提供されている「サポート技術情報」を参考
に、設定を確認してください。

Windows Me、Windows 98、Windows 95 をご使用の場合

プリンターに印刷はできる
が、正しく印刷されない
印刷の途中で操作パネルに
”データガノコッテイマス”
と表示される
データの最後の部分が欠け
て印刷される

→ IPアドレスが他の機器と重なっていないかを確認してください。

→ WWWブラウザーを起動し、プリンターのIPアドレスを指定して設定画面を開き、
［印刷履歴］を設定し、不具合発生時にログにエラーがないかを確認してください。

→ プリンターのプロパティを開いて、スプールの設定を「全ページ分のデータをス
プールしてから、印刷データをプリンターに送る」にしてください。

→ パラレルインターフェースから正しく印刷できるかを確認してください。

UNIX をご使用の場合

lprコマンドでデータを転送
したが、文字が正しく印刷さ
れない

→ プリンター側のエミュレーションの設定が誤っている場合があります。エミュ
レーションの設定を確認してください。

→ プリンターのコードに変換されていない場合があります。eucコードのフィル
ター設定を確認してください。フィルターの機能については、活用マニュアル4
章の「UNIX環境の設定」を参照してください。
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紙づまりのときは
紙づまりが発生すると、操作パネルのアラームランプ（赤）が点滅し、ディスプレイに“74　カ
ミヅマリ”、または“83　ヨウシピックミス”と表示されます。同時にプリンターは印刷を中止し、
ディセレクト状態になります。

紙づまり、またはピックミス（用紙給紙ミス）のときのディスプレイ表示は、次の表のとおりです。
ディスプレイ下段の表示は紙づまり、またはピックミス（用紙給紙ミス）が発生している箇所（処
理が必要な箇所）を表しています。

ディスプレイに表示された紙づまり発生箇所を参考にして、つまった箇所を調べてください。つ
まった箇所に応じて、246ページからの手順に従って用紙を取り除いてください。複数の箇所に用
紙がつまっているときは、カバーを閉めた後、ディスプレイで表示する発生箇所が変わります。そ
の場合は手順に従い、再度用紙を取り除いてください。

紙づまりの発生箇所

ディスプレイ表示

上段 下段

74　カミヅマリ

サイドX

サイドX,Y

サイドX,ホッパY

リョウメンD

フィニッシャ Z

サイドX　リョウメンD

サイドX　トレー

ホッパ5トップ

ホッパ5トップ,ホッパY

フィニッシャ Z,トップトレー

83　ヨウシピックミス

ホッパ1

ホッパ2

ホッパ3

ホッパ4

“カミヅマリ”または“ヨウシピックミス”と表示される

赤色に点滅

X、Y、Zには、次のいずれかが入ります。

X：サイドカバーの位置（A、B、C、E）
Y：ホッパーの位置（1～5）
Z：フィニッシャーカバーの位置（F、G、H）
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発生箇所（ 、 、 、 、 、 トレー、ホッパー、 、 、  ）に応じて、紙づまりの処理
をしてください。

つまった用紙を取り除くことができたら、カバー類をすべて閉めてください。完全に取り除かれて
いればアラームは解除され、自動的に印刷は再開されます。

紙づまりが頻発するようでしたら、「ピックミス、紙づまり処理後の確認」（263ページ）を参照し
て、紙づまりを誘発させる事柄がないかを確認してください。

 本体部の紙づまり

本体部で紙づまりが発生した場合の処理方法を説明します。

1 トレーを開く。 2 サイドカバー A の右側上部にあるリリース

レバーを押し上げて、ロックを解除し、サ

イドカバー A をゆっくり開く。

紙づまりの処理

z つまった用紙は、このマニュアルの手順どおりに取り除いてください。無理に引き抜こうとすると、
用紙が破れ、残った紙片がプリンターの正しい用紙送りを妨げることがあります。

z プリンターの電源を入れたままで紙づまりの処置をしてください。電源を切ると、プリンター内に
残っている印刷データや、プリンターのメモリー上に蓄えられた情報は消去されます。

z 紙づまりが発生した場合、つまった用紙が取り除かれると、紙づまりによって正しく排出されなかっ
た用紙の印刷データから印刷が再開されます。しかし、紙づまりが発生した位置によっては、正しく
排出されなかった印刷データから印刷が再開されない場合があります。重複印刷がないか再開された
印刷ページを確認してください。

高温注意を促すラベルが貼ってある箇所（定着器やその周辺）には、絶対に触れないでく

ださい。やけどのおそれがあります。

なお定着器に用紙が巻き付いているときには無理に取らないで、ただちに電源を切り、

サービス担当者またはお買い求めの販売店にご相談ください。

A B C D E F G H

A
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3 つまっている用紙を取り除く。

4 定着部で用紙がつまっている場合は、レ

バー A１を下に押しつけながら手前に繰り

返し回す。

つまっている用紙が少しずつ上方向に排出

されるので、ゆっくり引き抜いて取り除く。

5 定着部出口で用紙がつまっている場合は、

A2のつまみを矢印方向に開く。

つまっている用紙を上方向にゆっくり引き

抜いて取り除く。

6 つまっている用紙が定着部に達していな

かったら、矢印の方向へ用紙をゆっくり引

き抜いて取り除く。

7 プリンター内に用紙が残っていないかどう

かを確認し、あったら取り除く。

8 サイドカバー Aを閉じる。

つまった用紙が取り除かれていれば、アラーム

が解除され、自動的に印刷は開始されます。こ

れで終わりです。

9 ホッパー１の用紙カセットを引き出す。

10 用紙がつまっていたら取り除く。

11 用紙のセット方法、およびセットした用紙

の種類が正しいかを確認する。

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいか

を確認してください。6章の「用紙のセット」

（147ページ）を参照してください。

12 ホッパー１の用紙カセットを奥に突き当た

るまでゆっくりと押し込む。
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 本体給紙部の紙づまり

1 大容量ホッパー（オプション）を装着して

いる場合は、大容量ホッパー左側面の図の

位置にあるネジが外れていることを確認す

る。

2 大容量ホッパー上部左側にある取っ手を

持って、大容量ホッパーを矢印方向へ移動

し、プリンターから離す。

3 サイドカバー B のリリースレバーを引きな

がら、サイドカバー Bをゆっくりと開く。

サイドカバー Bを開けるために、必要に応じて

トレーをたたんでください。

4 プリンター内に用紙が残っていないかどう

かを確認し、用紙があったら取り除く。

5 サイドカバー Bを閉じる。

大容量ホッパーを装着している場合は、元

に戻す。

6 ホッパー２の用紙カセットを引き出す。

7 用紙がつまっていたら取り除く。

B

サイドカバー Bを閉じるときは、中央部を

強く押し、確実に閉じたことを確認してく

ださい。
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8 用紙のセット方法、およびセットした用紙

の種類が正しいかを確認する。

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいか

を確認してください。6章の「用紙のセット」

（147ページ）を参照してください。

9 ホッパー２の用紙カセットを奥に突き当た

るまでゆっくりと押し込む。

10 ホッパー３の用紙カセットを引き出す。

11 用紙がつまっていたら取り除く。

12 用紙のセット方法、およびセットした用紙

の種類が正しいかを確認する。

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいか

を確認してください。6章の「用紙のセット」

（147ページ）を参照してください。

13 ホッパー３の用紙カセットを奥に突き当た

るまでゆっくりと押し込む。

 増設ホッパー給紙部の紙づまり

給紙部で紙づまりが発生した場合の処理方法を、増設ホッパー（A4）を装着した場合を例にして
説明します。

1 大容量ホッパー（オプション）を装着してい

る場合は、大容量ホッパー左側面の図の位置

にあるネジが外れていることを確認する。

2 大容量ホッパー上部左側にある取っ手を

持って、大容量ホッパーを矢印方向へ移動

し、プリンターから離す。

3 サイドカバー C のリリースレバーを引きな

がら、サイドカバー Cをゆっくりと開く。

4 プリンター内に用紙が残っていないかどう

かを確認し、用紙があったら取り除く。

C
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5 サイドカバー Cを閉じる。

大容量ホッパーを装着している場合は、元

に戻す。

6 ホッパー３が指定されている場合は、ホッ

パー３の用紙カセットを引き出す。

7 用紙がつまっていたら取り除く。

8 ホッパー３の用紙カセットを奥に突き当た

るまでゆっくりと押し込む。

9 ホッパー４が指定されている場合は、ホッ

パー４の用紙カセットを引き出す。

10 用紙がつまっていたら取り除く。

11 カバーの下につまっている用紙がある場合

は、カバーを開けて（①）、用紙を取り除く

（②）。

12 用紙のセット方法、およびセットした用紙

の種類が正しいかを確認する。

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいか

を確認してください。6章の「用紙のセット」

（147ページ）を参照してください。

13 ホッパー４の用紙カセットを奥に突き当た

るまでゆっくりと押し込む。
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 両面印刷ユニット部の紙づまり

両面印刷ユニット部で紙づまりが発生した場合の処理方法を説明します。

1 トレーを開く。

2 両面印刷カバー D のリリースレバーを上に

押し上げ、ロックを解除する。

3 両面印刷カバー Dをゆっくり開く。

4 つまっている用紙を取り除く。

5 両面印刷カバー Dを閉じる。

プリンターの電源を入れたままで紙づまりの処置をしてください。電源を切ると、プリンター内に残っ

ている印刷データや、プリンターのメモリー上に蓄えられた情報は消去されます。

D

用紙が取れない、または見つからない場合

は両面印刷カバー Dを閉じた後、「  本体

給紙部の紙づまり」（248ページ）の手順に

従って処理してください。

B
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 反転（排紙）ユニット部の紙づまり

反転（排紙）ユニット部で紙づまりが発生した場合の処理方法を説明します。

1 トレーを開く。

2 サイドカバー A のリリースレバーを上に押

し上げ、ロックを解除し、サイドカバー A

をゆっくりと開く。

3 サイドカバー E のリリースレバーを上に押

し上げ（①）、ロックを解除してサイドカ

バー Eを開ける（②）。

4 つまっている用紙を取り除く。

5 サイドカバー E、サイドカバー A、トレーを

元に戻す。

E
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トレー部の紙づまり

トレー部で紙づまりが発生した場合の処理方法を説明します。

1 サイドカバー A のリリースレバーを上に押

し上げ、ロックを解除し、サイドカバー A

をゆっくりと開く。

2 用紙がつまっていたら用紙を取り除く。

3 サイドカバー Aを閉じる。

4 つまっている用紙を矢印の方向にゆっくり

引き抜いて、取り除く。

5 セットしていた用紙をいったんすべて取り

出し、再度セットする。

用紙をそろえて、印刷したい面を下にして給紙

口に軽く突き当たるまで入れ、サイドガイドを

用紙サイズの目盛りに合わせます。
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大容量ホッパー部（ホッパー 5）の紙づまり

大容量ホッパー（オプション）で紙づまりが発生した場合の処理方法を説明します。

1 大容量ホッパー左側面の図の位置にあるネ

ジが外れていることを確認する。

2 大容量ホッパー上部左側にある取っ手を

持って、大容量ホッパーを矢印方向へ移動

し、プリンターから離す。

3 ホッパー 5の出口に用紙がつまっている場合

は、用紙を取り除く。

4 ホッパー 5のリリースレバーを押し上げ、

（①）、トップカバーを開ける（②）。

5 用紙がつまっていたら取り除く。

6 トップカバーを閉じる。

7 大容量ホッパーを元に戻す。

8 ホッパー 5を引き出す。
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9 用紙がつまっていたら取り除く。 10 ホッパー 5 を奥に突き当たるまでゆっくり

と押し込む。

 フィニッシャー部（用紙搬送部）の紙づまり

フィニッシャー（オプション）の用紙搬送部で紙づまりが発生した場合の処理方法を説明します。

1 フィニッシャー用紙搬送部のフィニッ

シャーカバー Fをゆっくりと開く。

2 用紙をゆっくり引き抜いて取り除く。

3 フィニッシャーカバー Fを閉じる。

F
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 フィニッシャー（フィニッシャー内部）の紙づまり

フィニッシャー（オプション）の内部で紙づまりが発生した場合の処理方法を説明します。

1 フィニッシャーカバー Gを開く。

2 レバー 2aを右方向に開く。

3 用紙がつまっていたら取り除く。つまって

いる用紙が取れないときは、無理に取らず

に手順4に進む。用紙がつまっていないとき

は、手順6に進む。

4 ノブ2cを矢印の方向にまわして、つまって

いる用紙を送り出す。

5 用紙をゆっくり引き抜き、取り除く。

6 レバー 2aを元に戻す。

7 レバー 2bを右方向に開く。

G
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8 用紙がつまっていたら取り除く。つまって

いる用紙が取れないときは、無理に取らず

に手順9に進む。用紙がつまっていないとき

は、手順11に進む。

9 ノブ2cを矢印の方向にまわして、つまって

いる用紙を送り出す。

10 用紙をゆっくり引き抜き、取り除く。

11 レバー 2bを元に戻す。

12 レバー 3を下に開く。

13 用紙がつまっていたら取り除く。

14 レバー 3を元に戻す。

15 フィニッシャーカバー Gを閉じる。
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 フィニッシャー部（トップトレー部）の紙づまり

フィニッシャー（オプション）のトップトレー部で紙づまりが発生した場合の処理方法を説明しま
す。

1 フィニッシャーのトップトレーにつまって

いる用紙をゆっくり引き抜いて、取り除く。

2 フィニッシャーカバー Gを開く。

3 フィニッシャーカバー Gを閉じる。

G

z カバーの開閉操作は、つまった用紙を
取り除いたことをプリンターに認識
させるために必要です。

z 引き続き、"74 カミヅマリ　フィニッ
シャ G"とメッセージが表示されたとき
は、256ページの手順に従って用紙を取
り除いてください。
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 フィニッシャー部（スタッカートレー部）の紙づまり

フィニッシャー（オプション）のスタッカートレー部で紙づまりが発生した場合の処理方法を説明
します。

1 フィニッシャーの右側面にあるフィニッ

シャーカバー Hを上に開ける。

2 つまっている用紙を右方向にゆっくり引き

抜いて、取り除く。

3 フィニッシャーカバー Hを元に戻す。

H
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＾

発生箇所（ホッパー 1～4）に応じて、ピックミス（用紙給紙ミス）の処理をしてください。

給紙されなかった用紙を取り除くことができたら、カバー類を閉めてください。完全に取り除かれ
ていればアラームは解除され、自動的に印刷は再開されます。

ピックミスが頻発するようでしたら、「ピックミス、紙づまり処理後の確認」（263ページ）を参照
して、ピックミスを誘発させる事柄がないか確認してください。

ホッパー 1、2およびホッパー 3、4（増設ホッパー（A3）使用時）の
ピックミス

ホッパー 1、2およびホッパー 3、4（増設ホッパー（A3）使用時）でピックミスが発生した場合
の処理方法を説明します。

1 ピックミスが発生したホッパーの用紙カセッ

トを引き出す。

2 つまっている用紙を取り除く。

3 用紙のセット方法、およびセットした用紙

の種類が正しいかを確認する。

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいか

を確認してください。6章の「用紙のセット」

（147ページ）を参照してください。

4 引き出した用紙カセットをホッパーの奥に

突き当たるまでゆっくりと押し込む。

ピックミス（用紙給紙ミス）の処理

z 給紙できなかった用紙は、このマニュアルの手順どおりに取り除いてください。無理に引き抜こうと
すると、用紙が破れ、残った紙片がプリンターの正しい用紙送りを妨げることがあります。

z プリンターの電源を入れたままでピックミスの処置をしてください。電源を切ると、プリンター内に
残っている印刷データや、プリンターのメモリー上に蓄えられた情報は消去されます。

z 本体側と給紙口にまたがって紙づまりになった場合は、ホッパーの開閉のみではアラームは解除され
ません。本体カバーの開閉が必要となります。

給紙されなかった用紙は用紙カセットから

取り去って、再セットしないでください。

用紙の折れ曲がりなどにより、紙づまりの

原因となります。
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ホッパー 3（増設ホッパー（A4）使用時）のピックミス

ホッパー 3（増設ホッパー（A4）使用時）でピックミスが発生した場合の処理方法を説明します。

1 ホッパー 3の用紙カセットを引き出す。

2 つまっている用紙を取り除く。

3 用紙のセット方法、およびセットした用紙

の種類が正しいかを確認する。

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいか

を確認してください。6章の「用紙のセット」

（147ページ）を参照してください。

4 ホッパー 3 の用紙カセットを奥に突き当た

るまでゆっくりと押し込む。

ホッパー 4（増設ホッパー（A4）使用時）のピックミス

ホッパー 4（増設ホッパー（A4）使用時）でピックミスが発生した場合の処理方法を説明します。

1 ホッパー 4の用紙カセットを引き出す。 2 用紙がつまっていたら取り除く。

給紙されなかった用紙は用紙カセットから

取り去って、再セットしないでください。

用紙の折れ曲がりなどにより紙づまりの原

因となります。

給紙されなかった用紙は用紙カセットから

取り去って、再セットしないでください。

用紙の折れ曲がりなどにより、紙づまりの

原因となります。
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3 カバーの下につまっている用紙がある場合

は、カバーを開けて（①）、用紙を取り除く

（②）。

4 用紙のセット方法、およびセットした用紙

の種類が正しいかを確認する。

エンドガイドとサイドガイドの位置が正しいか

を確認してください。6章の「用紙のセット」

（147ページ）を参照してください。

5 ホッパー 4 の用紙カセットを奥に突き当た

るまでゆっくりと押し込む。
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給紙できなかった用紙、または、つまっていた用紙を取り除いたら、紙づまりの再発を防ぐために
次の事項を確認してください。

□ 用紙の破片が紙づまりした場所に残っていませんか。

□ 用紙は正しくセットされていますか。

□ 用紙は規格内のものを使用していますか。また、付録の「用紙の規格」（281ページ）に記載されている事柄は守

られていますか。

□ 用紙の量が多すぎませんか。サイドガイドの用紙上限線以下にセットされていますか（標準ホッパーの容量は、坪

量64g/㎡の普通紙で、約500枚です）。

□ 1度印刷した用紙を使用していませんか。

□ サイドカバー、フロントカバーは確実に閉じられていますか。

□ 用紙カセットが奥までまっすぐに差し込まれていますか。

□ 用紙カセットのサイドガイドおよびエンドガイドが用紙サイズに合っていますか。

□ トレーにセットした用紙サイズと［トレー］スイッチで選んだ用紙サイズは合っていますか。

上記の確認後、次の手順に従ってテスト印刷が正しく行われることを確認してください（紙づまり
処理直後は、ローラーなどに付着したトナーで用紙が汚れることがあります。数ページ、テスト印
刷をしてください）。

テスト印刷をする

1 電源をONにする。

ディスプレイに次のメッセージが順に表示され

ます。

　　“イニシャライズチュウ”

　　“ウォームアップチュウ”

2 ブザーが2回鳴り、印刷可ランプが点灯する

ことを確認する。

3 操作パネルの［印刷可］スイッチを押す。

印刷可ランプが消灯します。

4 ［メニュー］スイッチを押す。

ディスプレイには“テストメニュー　→”と表

示されます。

ピックミス、紙づまり処理後の確認

印刷中は電源をOFFにしないでください。印刷中にOFFにすると紙づまりおよび故障の原因になります。

用紙カセットにA4サイズの用紙がセットされていることを確認してください。
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5 ［ ］スイッチを押す。

ディスプレイ下段には“←ステータスインサツ

ジッコウ→”と表示されます。

6 ［ ］スイッチを押す。

印刷可ランプが点灯し、プリンターはテスト印

刷を開始します。ディスプレイには“テストイ

ンサツチュウ”と表示されます。

7 印刷結果を確認する。
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プリンターを運搬するときは
引っ越しや修理などでプリンターを運搬するときは、次の手順でプリンターから付属品、消耗品、
およびオプションを取り外してから行ってください。

1 付属品および消耗品（トナーカートリッジ、

ドラムカートリッジ、電源コード、プリン

ターケーブル）を取り付けたときと逆の手

順で取り外す（1章の「プリンターの設置」

（29ページ）を参照してください）。

2 オプションを取り付けている場合は、各オ

プションのマニュアルか、2章の「オプショ

ン」（61ページ）を参照して取り外す。

サービス担当者による取り外しが必要な場合

は、プリンターに添付の「NECサービス網一覧

表」に記載されているサービス窓口にご連絡く

ださい。

3 購入時の箱や緩衝材がない場合は、プリン

ターに衝撃を与えないよう柔らかいもので

保護し、静かに運搬する。

プリンター／消耗品を廃棄するときは
z プリンターの廃棄については、各自治体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、各自治体へお問

い合わせください。また、廃棄の際はドラムカートリッジ、トナーカートリッジを取り外してお出し

ください。

z NEC 製ドラムカートリッジ、トナーカートリッジは、地球資源の有効活用を目的として回収し、再利

用可能な部品は再利用しています。ご使用済みのNEC製ドラムカートリッジ、トナーカートリッジは

捨てずに、回収センターに直接お送りいただくか、お買い上げの販売店、または添付の「NECサービ

ス網一覧表」に記載されているサービス窓口まで、お持ち寄りください。なお、その際は損傷を防ぐ

ため、ご購入時の梱包箱に入れてください。回収については、9章の「使用済み消耗品の回収につい

て」（208ページ）を参照してください。

どの付属品を取り外すときも、電源がOFF

になっていることを確認してください。

プリンターを移動する際は、装置側面の取っ

手を持ち、3人以上で運んでください。プリ

ンターの標準の質量（本体のみ、消耗品含む）

は約48.3kgです。

2人以下で運ぶと腰を痛めるおそれがあります。

また、装置の重心は背面にありますので、背

面方向へ倒れないように注意してください。
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NECはMultiWriter 4600の「お客様登録」をされたかたに、さまざまなユーザーサービスを用意
しています。ユーザーサービスをお受けになる前に、ここで説明している保証およびサービスの内
容について確認してください。

z 保証について............................................................................................................................................... 268ページ

z 保守サービスについて........................................................................................................................ 269ページ

z プリンターの寿命について............................................................................................................ 269ページ

z 有寿命部品（定期交換部品）について................................................................................ 270ページ

z 補修用性能部品および消耗品について................................................................................ 270ページ

z ユーザーズマニュアルの再購入について.......................................................................... 270ページ

z 情報サービスについて........................................................................................................................ 271ページ

z プリンターソフトウエアをフロッピーディスクで必要な場合....................... 271ページ
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保証について

プリンターには「保証書」が付いています。「保証書」は販売店で所定事項を記入してお渡ししま
すので、記載内容を確認して大切に保管してください。保証期間中に万一故障が発生した場合は、

「保証書」の記載内容に基づき、無料で修理します。詳細については、「保証書」、および次ページ
の「保守サービスについて」を参照してください。また、プリンターに添付の「NECサービス網一
覧表」に記載されているサービス窓口へお問い合わせください。

管理銘板の位置

本体の背面に、製品の型式、SERIAL No.（製造番号）、定格、製造業者名、製造国が明記された管理銘

板が貼ってあります（下図参照）。販売店またはサービス窓口にお問い合わせする際に、この内容をお

伝えください。また、管理銘板の製造番号と保証書の保証番号が一致していないと、万一プリンターが

保証期間内に故障した場合でも、保証を受けられないことがあります。お問い合わせの前にご確認くだ

さい。

管理銘板
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保守サービスについて

保証期間内は無償で修理が受けられます（無償出張修理）。
保証期間を過ぎても安心してお使いいただけるように、各種保守契約、サービスをご用意していま
す。

■保証期間以降の保守サービス

① PrinterSupportPack

プリンター本体購入時から一定期間（3年／4年／5年）、何度でもオンサイト保守を提供する契約＊1です。

② 年間保守契約

年間一定額の料金にて、機械故障時に何度でも保守員を派遣して、修理を行う契約＊1です。

契約先、契約料など詳細については、ご購入いただいた販売店にお問い合わせください。

③ スポット保守サービス（保守契約をされていないお客様へのサービス：有料）

出張修理サービス：出張修理料金＝基本料金（出張料金）＋技術料金＋部品代（実費）

詳細については、ご購入いただいた販売店にお問い合わせください。

＊1 技術料・交通費・交換部品代金を含みます。ただし、消耗品および規定の寿命に達した有寿命部品は有償と

なります。

プリンターの寿命について

MultiWriter 4600の製品寿命は、印刷ページ数が300万ページ＊1、または使用年数5年のいずれ
か早いほうです。

＊1 MultiWriter 4600は、有寿命部品（定期交換部品）の交換（有償）が必要です。有寿命部品（定期交換部

品）の交換（有償）については、販売店または「NECサービス網一覧表」に記載のサービス窓口にご相談く

ださい。
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有寿命部品（定期交換部品）について

プリンターの機能・性能を維持するために、定期的に交換しなければならない部品を「有寿命部品
（定期交換部品）」と呼んでいます。
有寿命部品（定期交換部品）の交換（有償）の目安は、印刷可能ページ数によって定義されています。
本製品の有寿命部品（定期交換部品）、および印刷可能ページ数は以下のとおりです。

－ 各有寿命部品（定期交換部品）の印刷可能ページ数は、使用条件により変動し、参考値と大きく異なること

があります。

－ 有寿命部品（定期交換部品）の交換（有償）は、サービス担当者が実施します。

補修用性能部品および消耗品について

本製品の補修用性能部品および消耗品の最低保有期間は、製造打ち切り後7年です。

ユーザーズマニュアルの再購入について

ユーザーズマニュアルを破損、紛失されたときは、下記のPCマニュアルセンターでコピー版（白
黒版）をお買い求めいただけます。お申し込みには、プリンターの型番が必要になります。あらか
じめお調べの上、お申し込みください。

プリンターの型番　PR-L4600

NEC PCマニュアルセンター

URL：http://pcm.mepros.com

電話：03-5471-5215
受付時間　月曜から金曜　10：00～12：00/13：00～16：00

（土曜、日曜、祝祭日は、ご利用になれません）

FAX：03-5471-3996
受付時間　24時間（いただいたFAXに対するご回答は翌営業日以降となります）

－ 製造終了後7年を経過した製品のマニュアルは販売しておりません。

－ 一部取り扱いのないマニュアルがあります。

部品名 印刷可能ページ（参考値） 個数 適用

給紙ローラー 約300,000ページ 2 プリンター本体（ホッパー 1、2）

転写ローラー 約300,000ページ 1 プリンター本体

定着器 約300,000ページ 1 プリンター本体

給紙ローラー 約300,000ページ 2 増設ホッパー（A3）/（A4）（ホッパー 3、4）

給紙ローラー 約300,000ページ 1 大容量ホッパー（ホッパー 5）
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情報サービスについて
z プリンター製品に関する最新情報

インターネット　「NEC8番街」　URL：http://nec8.com/

z プリンターに関する技術的なご質問、ご相談

NEC 121コンタクトセンター

（電話番号、受付時間などについては、「NECサービス網一覧表」を参照してください）

プリンターソフトウエアをフロッピーディスクで必要な場合

通常プリンターソフトウエアのインストールは添付のCD-ROMから行いますが、フロッピーディ
スクを使ってインストールしたい場合は、いったんCD-ROMに収録されているプリンターソフト
ウエアをフロッピーディスクにコピーしてからインストールします。フロッピーディスクの作成手
順については、次ページの「FD作成（インストール媒体の作成）」を参照してください。

もし「CD-ROMドライブを持っていない」などでフロッピーディスクにコピーできない場合は、あ
らかじめ以下の必要事項を調べていただいた上で、最寄りのPCクリーンスポットまでご連絡くだ
さい。PCクリーンスポットの連絡先は、添付の「NECサービス網一覧表」を参照してください。
無償でご希望のフロッピーディスクをお送りします。

■必要事項

① プリンターの名称 MultiWriter 4600

② プリンターの製造番号 保証書を参照してください。9桁の英数字です。

③ フロッピーディスクタイプ 3.5インチ型の1.44MBタイプ＊1、または3.5インチ型の1.2MBタイプ＊2

④ ご住所

⑤ ご氏名

⑥ ご連絡先 昼間ご連絡がとれる電話番号をお知らせください。また自宅か勤務先か
も明記してください。

＊1 PC98-NXシリーズを含むIBM PC/AT互換機（DOS/V対応機）に対応
＊2 PC-9800シリーズに対応
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FD作成（インストール媒体の作成）

「FD作成」はプリンターソフトウエアCD-ROMの内容を任意の項目で構成し、フロッピーディス
ク、またはハードディスクなど任意の媒体にインストール用のプリンターソフトウエアをコピーす
る機能です。コピーされる形式は次の2通りです。

z マスターとして.....................................................................本プリンター用プリンターソフトウエアをすべてコピーし

ます（1.44MBでフォーマットされたフロッピーディスク

が9枚が必要です）。

z「カスタム」インストール用として....................機能を選び、インストール用のプリンターソフトウエアを

コピーします（1.44MBでフォーマットされたフロッピー

ディスクが9枚が必要です）。

ここでは、Windows XP環境でFD作成をする手順を説明します。他のOSにおいても同様の手順です。

1 プリンターソフトウエア CD-ROM をセッ

トする。

［プリンタソフトウェアCD-ROMメニュー］ダイ

アログボックスが表示されます。

2 ［インストール］をクリックする。

3 右側のボックスから［MultiWriter 4600］を

選んで［インストール開始］をクリックする。

4 FD作成の［作成］をクリックする。

Windows XPをお使いの場合は、アカウントの種類が［コンピュータの管理者］のユーザーが設定してくだ

さい。Windows Server 2003、Windows 2000、Windows NT 4.0をお使いの場合は、Administrators権限

を持つユーザーが設定してください

なお、64ビット版Windowsをお使いの場合は、プリンターソフトウエアCD-ROM内の「\\MW4600

\64DRIVER\x64」と「\\MW4600\64DRIVER\ia64」内にある「README.TXT」をご覧ください。

プリンターソフトウエアをコピーしたハードディスクを他のコンピューターも共有できるようにしておけば、CD-
ROMを使わずにネットワークを介してプリンターソフトウエアをインストールできます。複数台のコンピューター
に同じ内容のソフトウエアを短時間にインストールしたい場合などに便利です。

お使いのコンピューターによっては、自動的にメ
ニュープログラムが起動しない場合があります。その
場合は CD-ROM のルートディレクトリーにある

「PRSETUP.exe」を実行してください。
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5 インストール媒体の作成先、媒体種別を指

定し、［次へ］をクリックする。

作成先にフロッピーディスクドライブを指定す

ると、プリンターソフトウエアがフロッピー

ディスクにコピーされます。

インストール媒体作成先に、ハードディスク、

ネットワークパスを指定できます。

［マスタ媒体として作成する。］を選ぶと、CD-

ROMと同様の内容をすべてコピーします。

＜［マスタ媒体として作成する。］を選んだ場合＞

手順9に進んでください。

＜［カスタム媒体として作成する。］を選んだ場合＞

手順6に進んでください。

6 プリンタードライバーのインストール、プ

リンターの接続先を選び、［次へ］をクリッ

クする。

＜［未指定］を選んだ場合＞

手順7に進んでください。

＜［ローカルポート］を選んだ場合＞

①希望するポートを選び、［次へ］をクリックす
る。

＜［ネットワーク共有プリンタ］を選んだ場合＞

①プリンターの接続先を指定し、［次へ］をク
リックする。

＜［NEC TCP/IP Port］を選んだ場合＞

①LAN インターフェースの IP アドレスあるい
は、ホスト名を設定して［次へ］をクリック
する。
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7 任意の機能を選ぶ。

［全追加］をクリックすると、すべてチェックさ

れます。［全削除］をクリックすると、すべて

チェックが外れます。

8 インストール先、スプール先を指定し、［次

へ］をクリックする。

ここであらかじめインストール先を固定してお

けば、個々のコンピューターからインストール

するときの手順が簡略化できます。

9 設定した内容を確認し、［完了］をクリック

する。

10［OK］をクリックする。

インストール媒体の作成が開始します。

11［OK］をクリックする。

ここで選択されなかった機能はクライアン

トでインストールした後に、クライアント

で追加を行おうとしても追加できません。

インストールした機能のみ削除できます。
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z FD 作成によって作成されたフロッピー
ディスクは、以下のような構成になりま
す。
Disk 1: インストールプログラム

（CD-ROM用）

Disk 2: Windows Me/98/95

プリンタードライバー

Disk 3: Windows NT 4.0

プリンタードライバー

Disk 4: Windows XP、Windows 

Server 2003、Windows 

2000

プリンタードライバー

Disk 5～8: PrintAgentソフトウエア

Disk 9: インストールプログラムと

PrintAgentソフトウエア

作成したフロッピーディスクでプリン

ターソフトウエアのインストールを行

うには、Disk9にあるSETUP.EXEを実

行してください。

z FD 作成機能で作成したフロッピーディス
クは、64 ビット版OS およびWindows
Vistaでは、使用できません。CD-ROMか
らインストールしてください。

z FD 作成機能で作成したフロッピーディス
クは、ターミナルサービス環境では、使用
できません。CD-ROMからインストール
してください。
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付録
技術情報
付
録

ここでは、プリンターの仕様や用紙の規格など、次の技術情報について説明します。

z 仕　様........................................................................................................................... ..................................... 278ページ

z 用紙の規格.................................................................................................................................................... 281ページ

z 用紙設計に関する事項........................................................................................................................ 283ページ

z 用紙の納入条件......................................................................................................................................... 297ページ

z 用紙の保管条件......................................................................................................................................... 300ページ

z 印刷物の保存条件................................................................................................................................... 301ページ

z 用紙設計および管理の指針についての補足.................................................................... 302ページ

z 印刷範囲.......................................................................................................................................................... 305ページ

z ディスプレイ表示一覧........................................................................................................................ 311ページ

z 電子ソート機能有効時の印刷保証枚数................................................................................ 315ページ
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仕　様
項目 内容

印刷方式
電子写真記録方式
露光方式：半導体レーザービーム・スキャニング
定着方式：ヒートロール方式

印刷速度 約50ページ/分＊1（A4サイズヨコ置き、ホッパー 1給紙片面印刷、普通紙モード時）

ウォームアップの待ち時間
（室温22℃）

電源投入時：最大45秒以内
節電時：最大45秒以内

ファーストプリント＊2

タイム

片面印刷時　A4サイズ：約6.0秒（A4用紙ヨコ置き、ホッパー 1給紙）

両面印刷時　A4サイズ：約9.5秒（A4用紙ヨコ置き、ホッパー 1給紙）

用紙容量＊3

標準ホッパー： 1,000枚（500枚×2段）
トレー： 100枚
増設ホッパー（A3）（オプション）：1,000枚（500枚×2段）
増設ホッパー（A4）（オプション）：2,000枚（800枚＋1,200枚）
大容量ホッパー（オプション）： 2,000枚

スタック容量＊3

排紙トレー：  500枚
フィニッシャー（オプション）
　トップトレー：  500枚
　スタッカートレー：  3,000枚

ドット間隔
0.0423×0.0423㎜（1/600×1/600インチ）、
0.0212×0.0212㎜（1/1200×1/1200インチ）

CPU RM5261（400MHz）

メモリー 標準256MB、最大768MB（オプション増設時）

メモリーソケット 2ソケット＊4（184Pin DIMM用）

インターフェース
セントロニクス仕様に準拠＊5

イーサネット（1000BASE-T/100BASE-TX/10BASE-T：TCP/IPのみ）

データ形式 NPDL Level2（201PLエミュレーション含む）、ESC/Pエミュレーション

環境＊6

動作温度：5～32℃
動作湿度：15～85％（ただし結露しないこと）
保管温度：0～35℃
保管湿度：15～85％（ただし結露しないこと）
塵埃量：一般事務室程度
ガス成分：一般事務室程度
気　圧：1013～752.4 hPa（海抜0～2500m）

稼動音
動作時：54dB以下
待機時：29dB以下

電源
電　圧：AC 100V± 10％
周波数：50/60Hz± 1Hz

消費電力＊7

動作時最大＊8 プリンター単体時：1220W以下
フルオプション時：1300W以下

動作時平均
プリンター単体時：830W以下
フルオプション時：900W以下

節電モード時 プリンター単体時：11W以下

外形寸法 640（幅）x 525（奥行き）x565㎜（高さ）（突起部除く）

質量 約48.3kg（本体のみ、消耗品含む）

製品寿命＊9 印刷ページ数300万ページ（A4用紙換算）または使用年数5年のいずれか早いほう

消耗品寿命
トナーカートリッジ（型番PR-L4600-12）：約30,000ページ＊10

ドラムカートリッジ（型番PR-L4600-31）：約60,000ページ＊10

ステープル針（型番PR-L4600-SP）（フィニッシャー使用時）：5,000針×3個
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＊1 印刷速度は連続印刷の場合の最大値です。最初のページ、また印刷データの内容あるいはコンピューターか

らのデータの送り方などによって異なります。フィニッシャーを接続した状態で、フェースダウントレーへ

両面印刷排出する場合は、印刷性能が低下します（A4ヨコ用紙印刷時、約35ページ/分）。

各用紙サイズのときの印刷速度（最大値）は以下のとおりです。

定形外サイズの場合は、用紙の幅と長さの組み合わせにより印刷速度が異なります。

●定形サイズ　　                   　　［単位：ページ/分］

言語

NPDL Level2＋α
201PLエミュレーション
新情処ページモード
新情処PSAエミュレーション
ESC/Pエミュレーション

内蔵フォント

1バイトコード
　　標準、イタリック、クーリエ、ゴシック、OCR-B＊11,（K）
2バイトコード
　　明朝体、ゴシック体
バーコード＊11、＊12

　　NW-7、JAN、CODE39、INDUSTRIAL 2 OF 5、INTERLEAVED 2 OF 5、
　　UCC/EAN128、カスタマーバーコード

対応OS

Microsoft Windows Vista Home Basic 日本語版
Microsoft Windows Vista Home Premium 日本語版
Microsoft Windows Vista Business 日本語版
Microsoft Windows Vista Enterprise 日本語版
Microsoft Windows Vista Ultimate 日本語版
Windows Server 2003, Enterprise Edition for Itanium-based Systems
Microsoft Windows Server 2003 64-bit Edition 日本語版
Microsoft Windows XP 64-bit Edition 日本語版
Microsoft Windows XP 日本語版
Microsoft Windows Server 2003 日本語版
Microsoft Windows 2000 日本語版
Microsoft Windows NT 4.0 日本語版
Microsoft Windows Me 日本語版
Microsoft Windows 98 日本語版
Microsoft Windows 98 Second Edition 日本語版
Microsoft Windows 95 日本語版
日本語MS-DOS（Ver.3.3以上）、MS-DOS 5.0/V以上またはIBM Ver.J5.0/V以上（DOS/V）

用紙サイズ 片面印刷時 両面印刷時

A3 タテ 28 18

A4
タテ 33 33

ヨコ 50 50

A5
タテ 50 50

ヨコ 50 50

B4 タテ 33 20

B5
タテ 33 33

ヨコ 50 50

レター
タテ 33 33

ヨコ 50 50

項目 内容
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●定形外サイズ（片面印刷時）                                     　［単位：ページ/分］

＊2 ポリゴンモーター停止状態で、データ受信開始から標準排紙トレーに排出されるまでの時間です。電源ON直

後のファーストプリントタイムは、片面印刷時で約6.5秒、両面印刷時で約10秒となります。
＊3 坪量64g/㎡（連量55kg）用紙
＊4 1ソケットは標準で使用
＊5 IEEE1284規格準拠双方向パラレルインターフェース
＊6 動作環境詳細（右図参照）
＊7 電源プラグがコンセントに差し込まれていても、電源が

切れた状態では電力の消費はありません。
＊8 最大値は瞬間的ピークを除いた値です。
＊9 30万ページ印刷ごとに定期交換部品の交換が必要です。
＊10 印刷可能ページ数は目安の値です。カートリッジ1個あた

りの印刷可能ページ数は、A4用紙（ヨコ置き）を使用

し、片面印刷、画像面積比5%、連続印刷（ドラムカート

リッジは、一度に印刷するぺージ数が6ページ）、22℃・

55%の温度環境で印刷した場合の印刷可能ページ数です。

実際の印刷可能ページ数は、画像面積比、用紙サイズ、

用紙種類、使用環境、本体の電源ON/OFFに伴う初期動作、印字品質保持の調整動作、上位装置からのデー

タ転送速度など、使用条件により変動し、目安の値と大きく異なることがあります。
＊11 OCR-B相当印刷やバーコードの読み取りについては、OCR装置、バーコードスキャナでの評価が必要です。

ご使用の前にあらかじめご確認されることをお勧めいたします。
＊12 MS-DOSなどのアプリケーションがプリンターの制御コードを発行できる環境で使用できます。

幅（㎜）
長さ（㎜）

L ＜ 141 141 ≦ L ＜ 217 217 ≦ L

287＜W 50 50 28

274＜W≦287 50 50 28

253＜W≦274 50 50 28

222＜W≦253 50 50 28

204＜W≦222 33 33 14

175＜W≦204 33 33 28

147＜W≦175 50 50 28

136＜W≦147 50 50 28

W≦136 28 14 14
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用紙の規格

用紙の種類 寸法 坪量
表面電気

抵抗
その他

片面印刷時

普通紙
（乾式PPC用紙）

A3判（297×420㎜）
A4判（210×297㎜）
A5判（148×210㎜）
B4判（257×364㎜）
B5判（182×257㎜）
レターサイズ

（約216×約280㎜）
定形外用紙
  ・ホッパー給紙
 （140～297×182～432㎜）
 ・トレー給紙
 （89～297×98～432㎜）

ホッパー給紙：
　60～105g/㎡
　（連量＊152～90kg）
トレー給紙：
　60～105g/㎡
　（連量＊152～90kg） 1×109～

1×1012Ω

用紙種別は普通紙を選ん
でください。＊3

厚紙

ホッパー給紙＊2：
　106～215g/㎡
　（連量＊191～185kg）
トレー給紙：
　106～215g/㎡
　（連量＊191～185kg）

用紙種別は
106～120g/㎡は厚紙1、
121～169g/㎡は厚紙2、
170～215g/㎡は厚紙3を
選んでください。＊3

はがき

官製はがき、官製往
復はがきと同等の寸
法、坪量のものを使
用してください。た
だし、往復はがきは
折り目がないものを
使用してください。

官製はがき
（100×148㎜）

官製往復はがき
（200×148㎜）

トレー給紙：157g/㎡
　　　　（連量＊1135kg）

－

トレー給紙のみ。
官製はがきは、ヨコ置き
です。往復はがきは、タ
テ置きのみです。

OHPフィルム

乾式PPC用、表面処
理されているものを
使用してください。

A4判（210×297㎜）
厚さ：0.1㎜± 0.025㎜

（100μm± 25μm）
－

ホッパー1～5、およびト
レーからの給紙ができま
す。

ラベル紙

乾式PPC用、台紙全
体がラベルで覆われ
たものを使用してく
ださい。

A4判（210×297㎜）
B4判（257×364㎜）

－ －
ホッパー2～5、およびト
レーからの給紙ができま
す。

封筒

洋形4号、内カマス、
のりなしのものを使
用してください。た
だし、材質によって
ご使用になれない場
合があります。

洋形4号（105×235㎜）＊4 － － トレー給紙のみ。
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＊1 連量とは、用紙788×1091㎜（四六判）のサイズの用紙1,000枚あたりの重さを示します。
＊2 ホッパー 2、3、4、5のみ使用できます。
＊3 用紙種別と用紙坪量の関係は目安です。用紙の種類などにより定着性は変化しますので、テスト印刷などで

定着強度を確認し、用紙種別を選んでください。
＊4 洋形4号以外の封筒を使用するときは、定形外用紙として使用してください。サイズ、材質などによっては、

使用できないことがありますので、事前に十分な評価を行ってください。

用紙の種類 寸法 坪量
表面電気

抵抗
その他

両面印刷時

普通紙
（乾式PPC用紙） A3判（297×420㎜）

A4判（210×297㎜）
A5判（148×210㎜）
B4判（257×364㎜）
B5判（182×257㎜）
レターサイズ

（約216×約280㎜）

ホッパー給紙：
　60～105g/㎡
　（連量＊152～90kg）
トレー給紙：
　60～105g/㎡
　（連量＊152～90kg） 1×109～

1×1012Ω

用紙種別は、普通紙を選
んでください。＊3

厚紙

ホッパー給紙＊2：
　106～120g/㎡
　（連量＊191～103kg）
トレー給紙：
　106～120g/㎡
　（連量＊191～103kg）

用紙種別が厚紙1の場合
のみ両面印刷が可能で
す。

一般的に使用されている連量55kg相当の用紙に関して、弊社で推奨している紙質特性を以下に示しま

す。用紙メーカーに用紙を発注するときは、下記の値を参照ください。

z 坪量　64～67g/㎡（JIS P8124）

z 紙厚　0.085～0.092㎜（JIS P8118）

z 平滑度 25～50sec（JIS P8119）

z 剛度　60㎝3/100以上（クラーク式：JIS P8143）

z 表面電気抵抗 1×109～1×1012Ω

z 水分率　4.0～5.0％
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用紙設計に関する事項

用紙は１枚ごとに切り離された枚葉形体の１枚用紙が使用できます。用紙に使用される原紙の紙質
は、JISに規定されている良質な木材化学パルプから製造されたNIP上質紙であり、PPC用紙として
開発された実績のある用紙を使用することが必要です。一般には、次の要件を満足することが必要
です。

z 用紙がバインダー穴から破れないような十分な強さをもつもの

z 鉛筆、万年筆、ボールペンによる筆記性に優れるもの

z 折れ、しわ、裂け目、紙紛、著しい湾曲、波打ち、汚れ、変色、用紙端面、または角部の損傷などがないこと

z 粘着液、油などのしみがないこと

z 表裏面がコーティングされたり、プラスチック（熱可塑性樹脂）物質を含まないこと

z 切れ端やその他の用紙クズ、固形異物（ろう、金属片など）を含まないこと

z 蛍光強度が強くないこと

z 印刷直後のカール状態が最大値20㎜以下を満足すること

定着により用紙中の水分が変化すると用紙が収縮し、カールや波打ちの現象が発生し、紙づまりの原

因となったり、印刷の一部分がかすれたりする場合があります。用紙の含水量、繊維の方向、カール

量には、特に注意を払ってください。

z 繊維は均等かつ不透明で、両面とも印刷に適していること

次の表は、坪量64g/㎡用紙の各特性の参考値です。

坪量64g/㎡用紙の特性参考値

用紙の紙質

項目 方向 単位 規格値 測定方法 備考

米坪量 － g/㎡ 64～67 JIS-P-8124 指定のないものは20℃65%24H

紙厚 － μm 85～92 JIS-P-8118 －

平滑度
表 sec 30±12 J-TAPPI No.5

B法

－

裏 sec 23±12 －

透気度 － sec/100cc
J-TAPPI No.5

B法
－

鋼度
タテ cm3/100 90±25

JIS-P-8143 クラーク法
ヨコ cm3/100 40±15

表面強度
表 A 10以上

JIS-P-8129 ワックス法
裏 A 10以上

摩擦係数
静 － 0.6±0.15

JIS-P-8147
－

動 － 0.55±0.15 －

引張り強度
タテ kg 7.5±2.5

JIS-P-8113
－

ヨコ kg 4.0±1.5 －

引き裂き
タテ g 50±15

JIS-P-8116
－

ヨコ g 55±15 －

サイズ度 － sec 5.0±1.0 J-TAPPI No.12 －

10
＋ 5
ー 3
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本プリンターで使用できる定形用紙サイズは、A系列（A3、A4、A5）、B系列（B4、B5）、レター
です。使用できる定形外用紙サイズは、トレー給紙時は89～297㎜×98～432㎜、ホッパー給紙
時は、140～297㎜×182～432㎜です。
加工仕上げ寸法精度は、JIS規格に準ずることとします。特に裁断面については、ばりが発生しな
いように加工上、注意が必要です。

60～215g/㎡のものまで使用できます。
規定範囲外の坪量の用紙を使用すると、紙づまりの原因となりますので、必ず規定内の用紙を使用
してください。用紙には、パルプ以外に電気抵抗値を調整したり、表面の平滑さを改善するなどの
目的で各種の物質を添付します。これらの物質を填料と呼びます。
坪量が規定範囲外でも填料を多くしてパルプを少なくした用紙の場合は、用紙のこしが弱く、紙づ
まり、紙折れ、しわの原因となることがあり、特にタルク（酸化マグネシウム、カルシウム、コッ
トン）の多い用紙は、印刷品質の低下や装置の損傷の原因となることがあるので、配分率は5%以
下を推奨します。

水分率

電子写真印刷では、転写過程（感光体に付着させたトナーを用紙に転写する過程）で静電気を発生
させますが、水分量が少なく、電気抵抗が高いと静電気が用紙上に残りやすくなるため、スタック
不良の原因となります。また、水分量が多く、電気抵抗が低いと転写過程で適切な静電気を保持で
きず、印刷品質低下や紙づまりの原因となります。
このため、電子写真方式の印刷に使用する用紙は、水分率4.5±0.5%で保持する必要があります。

用紙・料量 － % 5±2 － 重量比

白色度 － % 82±2 JIS-P-8123 －

不透明度 － % 84±3 JIS-P-8138 －

水分 － % 4.5±0.5 JIS-P-8127 －

電気抵抗
体積 Ω・cm 1010～1011 －

20℃65%24H
表面 Ω 109～1012 －

引張伸び
タテ % 2.5±1.0

JIS-P-8132
－

ヨコ % 5.0±3.0 －

ダート － 個/㎡

a≦0.08㎜2　規定せず
0.08＜a≦03　10
0.3＜a≦5.0　 5
5.0＜a　　　　0

JIS-P-8145

PH 値 － － 7.5±0.5 JIS-P-8133 冷却抽水法

用紙サイズ

用紙坪量と填料

用紙の水分率

項目 方向 単位 規格値 測定方法 備考
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水分量とカール

電子写真印刷では、定着過程（トナーを用紙上に定着する過程）で用紙に高熱が加わり、用紙の水
分が瞬間的に蒸発するため、用紙が収縮します。水分量が多い用紙は、カール、波打ち、しわなど
を生じやすく紙づまりの原因となります。

平滑度が高すぎると用紙間の密着力が強くなり、給紙ミスの原因となります。特に空気を通さない
離型剤の層のあるものやコーティング材を使用したものは、平滑度が高すぎると強い密着力が生じ
ます。
平滑度が低すぎても、用紙搬送時の負荷増大による紙づまりや印刷品質低下の原因となります。し
たがって、適切な範囲内の平滑度の用紙を選ぶ必要があります。
平滑度は、20～30秒（JIS-P）、高くても40秒以下を目安にしてください。
平滑度が高すぎたり低すぎたりする場合、紙間の密着力が30～50gとなり、給紙ミスの原因となり
ます。

平滑度が20～30秒（JIS）の場合は、紙間の密着力は最も弱く、10g以下となります。

ここでの用紙色とは、事前印刷だけでなく紙の製造工程で着色される色（原紙色）についても規定
します。用紙の原紙色は、見やすさにも関係しますが、一般的には白色または淡色系が望まれます

（色濃度をできるかぎり薄くして使用すること）。

事前評価

プレ印刷用紙をご使用になる場合は、本プリンターに対する影響、印刷品質などの、十分な事前評
価が必要となります。事前に問題がないことをご確認の上、ご使用ください。

平滑度

用紙色

プレ印刷とプレ印刷用インク

30～50g

下側の紙を固定する

10g以下

下側の紙を固定する
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プレ印刷を行う際の注意事項
z 印刷インクの影響で印刷品質が低下する場合があるので、重要データを印刷する部分へのプレ印刷を

避けたデザインが望ましいです。

z ベタ印刷を行うと紙面を完全に覆うため、印刷品質への影響が大きくなります。そのため、バックカ

ラー印刷や地紋印刷の場合は、ベタ印刷は避け、網点印刷するのが望ましいです。

z プレ印刷した枠内にプリンター印刷を行うと、印刷位置ずれが目立つことがあるので、本プリンター

の印刷精度を考慮し、枠の寸法を大きくする（余白の目安：3.0㎜）か、地紋印刷での代替え、オーバ

レイで枠を印刷するほうが望ましいです。

z インク量は極力少なくすむデザインをし、印刷の濃淡は、インク色でカバーし、インク量を減らすほ

うが望ましいです。

z 両面印刷時、第1面を定着するときの熱の影響で用紙の収縮を起こすため、第2面の寸法が変化します。

このため、第2面にプレ印刷枠を印刷するとずれが大きく生じるため、第1面にプレ印刷デザインを持っ

てくるか、オーバレイ枠による印刷またはプレ印刷枠を印刷しないでください。

z 両面印刷時、第1面を定着させるときの熱の影響で用紙の収縮を起こすため、紙面に凹凸が生じ、第2

面の印刷品質低下の原因となります。水分量の均一化とデザインを考慮してください。

プレ印刷用インクの注意事項
z 金属を含んだインクは使用しないでください。カーボン入り墨インクは、印刷用紙紙質によって変質

する場合があるため、事前に通紙確認をしてください。

z インクは十分に乾燥させてください。乾燥が不十分だと定着器、ドラム、ローラーなどに付着し、本

プリンターの障害の原因となります。

プレ印刷用インクの選択

z OCR文字印刷時に使用する用紙のプレ印刷は、ドロップ・アウト・カラーであることを確認してくだ

さい。

z 乾燥パウダーの使用は、プリンターの故障の原因となることがあるので避けてください。

z 使用できないインクは、以下のとおりです。

－ クイックセットインク

－ コールドセットインク

－ 沈殿乾燥型インク

－ 析出乾燥型インク

－ しみ込み乾燥型インク

－ 金属混入インク

－ 導電性インク

－ ラバーベースインク

インク乾燥時間 使用インク

即時

耐熱UVタイプ（感光性樹脂のインクと紫外線乾燥による組み合わせ）
推奨インク
FDFWO耐熱性シリーズ（東洋インク製造（株））
UVS BOF FCシリーズ（ザ・インテック（株））
耐熱乾燥用インクシリーズ（大日本インキ化学工業（株））
UVHR（（株）T&K TOKA）

2週間以上 耐熱UVタイプ（酸化重合体の耐熱のインクと一般の乾燥による組み合わせ）

1か月以上 一般フォーム印刷用インク（200℃耐熱仕様インク）
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印刷位置精度

本プリンターは、連続用紙ページプリンターに比べ、印刷時の用紙走行性が不安定であり、斜行や
左右方向に位置がずれる場合があります。
印字精度を要求されるプレ印刷用紙は、あらかじめ上記斜行および左右方向のずれなどの印字位置
誤差が許容される範囲を考慮してプレ印刷の設計をしてください。帳票の罫線は、データ文字から
3.0㎜以上離して設計してください。

ただし、印刷の位置は次の位置を基準とします。

ファイル用のバインダー穴が必要になる場合は、フィニッシャー（オプション）のパンチ機能をご
使用ください。パンチ機能を使用するときは、用紙送り系の問題、用紙切れ、画像不良を避けるた
めに、下表に示す諸点に留意してください。加工上の注意事項の詳細に関しては、「穴あき紙」（293
ページ）を参照してください。

バインダー穴の制限事項

バインダー穴、カット

項目 制限事項

バインダー穴の大きさ
バインダー穴の直径　φ6±0.3㎜
バインダー穴ピッチ　20未満であってはならない
バインダー穴の数　　4個以上あってはならない

バインダー穴周辺の印刷禁止領域 バインダー穴から3.0㎜以内に印刷しないこと

加工上の注意 穴だれのないこと

3.0㎜ 3.0㎜

3.0㎜

罫線

基準

基準
用紙進行方向

ランドスケープ　回転：0

y

x
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事前評価

サイズ分けや分類などに用いるミシン目加工を施した用紙をご使用になる場合は、本プリンターに
対する影響、印刷品質などの、十分な事前評価が必要となります。

用紙加工上の注意
z ミシン目に凹凸、ばり、かすがあると、紙づまり、印刷品質低下の原因となります。加工時にミシン

目の押しつぶしを実施するように、加工メーカーに指導してください。凹凸の目安は、1,000枚積み重

ねたとき、1.0㎜以下とします。

z 用紙端部に必ずタイ部（接合部）がくるように加工してください。用紙端部にカット部がくると用紙

の破れなどが発生しやすく、紙づまりや印刷品質低下の原因となります。

z ミシン目のタイカット比の目安は、以下のとおりです。

＜普通ミシン目の場合＞

厚い用紙（81g/㎡以上）　タイ部0.8㎜　比率1:2～1:3

薄い用紙（81g/㎡未満）　タイ部1.0㎜　比率1:2～1:3

＜マイクロミシン目の場合＞

タイ部0.23㎜　カット部0.28㎜

目安よりタイカット比率が大きくなると、用紙破断、紙づまりの原因となります。また、目安よりタ

イカット比が小さくなると、事後処理時に扱いにくい用紙となってしまいます。ミシン目加工時には、

極力、目安を守るようにしてください。

z ミシン目の膨らみにより用紙を積み上げたときに平らにならず、紙づまりや斜行の原因となります。

15cmの高さに積み上げた膨らみを3㎜以下とします。

ミシン目用紙

B-A≦1.0㎜

A

B
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印刷上の注意事項
ミシン目周囲から3.5mｍ以内の範囲には、印刷を避けてください。ミシン目部は、凹凸やばりが存在

している場合、印刷品質が低下してしまいます。したがって、上記範囲内は、印刷不可領域となります。

ミシン目から裁断したときにデータが分割されてしまうことを防ぐために、ミシン目にまたがった

データ作成を避けてください。

事前評価

ラベル紙をご使用になる場合は、本プリンターに対する影響、印刷品質などの、十分な事前評価が
必要となります。事前に問題がないことを確認の上、ご使用ください。

用紙加工上の注意事項
接着剤がカット面からはみ出すと、紙づまりや装置破損の原因となるので、接着剤のはみ出しがない

ように加工してください。

台紙の厚さは、ラベルの厚さと同じか、より厚いものを使用してください。

熱の影響が少ないアクリル系接着剤を使用してください。

接着剤の強度は、ピール法で50g/25.4㎜以上とします。

接着剤の強度

ラベル紙と台紙の紙質や厚さが異なると、定着時の熱で熱収縮差が大きくなり、カールの原因となり

ます。ラベル紙と台紙は、同様の用紙を使用してください。

台紙全体がラベル紙で覆われている用紙を使用してください。

カット部での用紙剛性が小さくなるため、ラベルのサイズは極力大きくし、A4 20面取りを最小サイ

ズとします。

ラベルのめくれがないことを確認してください。

ラベル紙

は印字領域を示す

3
.5

㎜
3
.5

㎜

3.5㎜ 3.5㎜

剥離力 ラベル紙
台紙

25.4㎜

ピール法
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印刷上の注意事項
z カット部付近は、印刷低下があるので、カット部付近の印刷は避けてください（余白の目安は3.5㎜）。

z 両面印刷はできません。

z カールの少ない用紙を使用してください。カールが大きい場合は、しばらく放置して、さばきを入れ

てカールが小さくなってから使用してください。

z 用紙を下図のようにさばいて使用してください。用紙を両手で持ち、前後に数回曲げてほぐしてくだ

さい。このとき、用紙を傷めないようにしてください。しわになったり、曲がった用紙は取り除いて

ください。

事前評価

部分的に糊加工されたメール用紙をご使用になる場合は、本プリンターに対する影響、印刷品質な
どの、十分な事前評価が必要となります。ホッパーへの用紙のセットは、用紙端の間近に接着剤が
こないほうを先端側にしてください。正しくセットしないと、ピックミスの原因となります。

加工上の注意事項
z 接着剤は、圧着用に開発された感圧接着剤を使用してください。

z 接着剤に盛り上がりが極力少ないことを確認してください。

メールシール用紙（封筒タイプ）

は印字領域を示す

3
.5

㎜
3
.5

㎜

3.5㎜3.5㎜
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印刷上の注意事項
z 接着剤を塗布されている部分に印刷すると印刷低下につながるため、接着剤上および、その近傍（周

囲3.5㎜）への印刷は避けてください。

z 両面印刷はできません（片面印刷のみサポートする）。

保管上の注意事項
z 用紙の積み重ねは、3,000枚以内とします（段ボール箱の積み上げは5段以内）。

z 保管期間は、製造日より3か月以内です。開封後は、指定包装紙に包んでも1か月以内とします。

z カール、波打ちを起こした用紙は使用しないでください（カール量・波打ち量が3㎜以下のこと）。

事前評価

用紙の全面に糊加工されたメールシール用紙をご使用になる場合は、本プリンターに対する影響、
印刷品質などの、十分な事前評価が必要となります。
特に糊加工による用紙表面の摩擦抵抗が大きいと、ピックミスの要因となりますので、事前評価を
十分に行ってください。また、ご使用になる場合は、用紙をさばいてからホッパーにセットしてく
ださい。

加工上の注意事項
z 接着剤の剥離が極力ないように、塗布量を十分注意してください。

z 接着剤は、圧着用に開発された感圧接着剤を使用してください。

メールシール用紙（はがきタイプ）

は印字領域を示す

接着剤接着剤

3.5㎜3.5㎜
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印刷上の注意事項
z はがきのシーリングで相対する面の印字が極力左右対称とならないレイアウトにしてください（シー

リングの不良防止）。

z ベタ印刷（罫線・文字は除く）は極力使用しないでください（シーリングの不良防止）。

z 網点印刷は10%を上限とします（シーリングの不良防止）。

z シール面を先に印刷してください（給紙部への糊落ち防止）。

z 印刷範囲は用紙端面より7㎜以上です（カール防止）。

保管上の注意事項
z 本用紙は湿度に弱いため、余った用紙は必ずビニール包装をしてください。

z 長期保存性に劣るため、保管期間、保管条件を用紙メーカーに確認してください。また、先入れ先出

しするようにしてください。

z 積み重ね保管をするとブロッキングが発生する場合があります。積み重ねについては、用紙メーカー

に確認してください。

z カール、波打ちを起こした用紙は使用しないでください（カール量・波打ち量が3㎜ 以下のこと）。

その他の注意事項
z メーカーによっては、感圧糊による定着臭がある場合があります。

z 紙づまり発生率は、PPC用紙と比較して悪い場合があります。

7㎜以上

7㎜以上
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事前評価

ファイリング用に加工された穴あき紙をご使用になる場合は、本プリンターに対する影響、印刷品
質などの、十分な事前評価が必要となります。事前に問題がないことを確認の上、ご使用ください。

加工上の注意事項
z とじ穴部分に凹凸、ばり、かすがあると、紙づまりや印刷品質低下の原因となります。加工時は、用

紙裁断時に1枚ずつ穿孔してください。ドリルなどにより重ね穿孔すると、穿孔部が盛り上がります。

重ね穿孔は行わないでください。

z 残りかす、および紙紛は完全に除去してください。

z 加工部のばり、むしれ

ロットが少なくて加工を行う場合は、加工部のばり、むしれが発生しやすくなります。加工条件の管

理を行ってください。

z 加工部の歪み

ロットが少なく、手加工を行う場合は、加工部の歪みが発生することがあるので、注意してください。

z 用紙裁断時に穴加工（自動加工）する場合、カッターの切れを管理してください。

穴あき紙

加工部のばり、むしれ

・ドリルの切れの管理
・ドリルの送り速度の管理
・ドリルの抜き速度の管理

加工部の歪み

ドリルの受けが悪
いとき発生する
293



印刷上の注意事項
z とじ穴部に印刷データがかかり印刷不良となることを防ぐために、重要データはとじ穴付近に印刷し

ないでください。

z とじ穴付き用紙の印刷保証エリアは、図のとおりです。

事前評価

再生紙は、標準紙と比較すると、次のような特性上の差異があるため、十分な事前評価が必要とな
ります。事前に問題がないことを確認の上、使用してください。

特性上の相違

z 密度が低い。同じ坪量の場合、紙厚が厚い。

z 白色度が低い。

z 剛度が低い。

z 引っ張り強度、耐折度等が劣る。

z 含水分が高い。

z 品質のばらつきが大きい（古紙の種類で差が異なる）。

使用上の注意事項
z 紙紛の発生率が多くなるため、こまめに紙紛清掃をしてください。

z カール、低剛度の要因による紙づまりの発生頻度が増加します。特に用紙の目方向を間違えると頻発

します。

z 吸湿している用紙は使用しないでください。吸湿の影響でカールや低剛度が大きくなります。また、定

着後のカールが大きい用紙は両面印刷に支障をきたします。

z 機械的強度が低いと、紙折れ、しわを起こします。

z 平滑度が低いため、印刷品質が劣ります。

z ロット間の差が大きいため、走行性、印刷品質に差があります。

z これらの問題が再生紙にあるため、用紙は防湿処理された梱包紙に包んで保管してください。

再生紙

は印字領域を示す

とじ穴

3.5㎜以上
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用紙に絞りを入れて浮き彫りにした用紙をエンボス用紙と呼びます。用紙の一部に厚さの差や凹凸
があると、紙づまりや印刷品質低下の原因となります。エンボス用紙および、これに類した用紙

（厚みに差がある用紙）は使用できません。

はがきを親展にするために、はがきの一部に部分的に貼り付ける剥離可能かつ、再貼り付け不可能
なラベルをシークレットラベルと呼びます。事前にシークレットラベルを貼り付けた用紙を使用す
ることはできません。

透かし入り用紙は、一度すいた紙に重ねてもう一度すくことにより製造されます。このため、表裏
差があり、カールや印刷品質低下の原因となります。また、透かし部分の印刷品質も保証できませ
ん。
原則的には、透かし入り用紙は使用できません。
やむを得ず使用せざるを得ない場合は、十分に事前評価確認を行ってください。

用紙に樹脂などのコーティングを施したコート紙、アート紙は、トナーの定着性が悪いため、使用
できません。また、紙づまりや印刷品質低下の原因となる場合があります。

エンボス紙

シークレットラベル紙

透かし入り紙

コート紙
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筆圧で発色する材料（感圧材）を塗布した用紙3種を組み合わせた複写用紙です。

ノンカーボン紙は基本的には使用できません。
電子写真プリンターで複写用紙を印刷する方法としては、3種を別々に印刷した後、2枚以上をと
じ合わせます。ただし、この方法で使用する場合は、次の条件を理解した上で使用してください。

z 事前評価を実施してください。

z 保守部品交換周期、保守条件の見直しが必要です。

z 印刷品質、走行性、紙づまりの発生率は保証できません。

用紙表面に帯電防止剤がコーティングされていないOCR用紙を使用してください。

その他の特殊な用紙も、本プリンターで使用することはできません。
やむを得ず使用する場合は、事前に十分な動作確認や印刷品質の確認を行い、本プリンターの安定
稼働や品質に問題がないことを確認した上で使用してください。

ノンカーボン紙

OCR用紙

その他の特殊な用紙

圧力

上用紙　1枚目

中用紙　2枚目

中用紙　3枚目

下用紙　4枚目

原紙

発色基剤のカプセルが
破れる

顕色剤

発色部分
（発色基剤の無色染料が
顕色剤に吸着し発色）
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用紙の納入条件
印刷用紙の納入に際しては、印刷実施中に、オペレーター介入などの問題をできるだけ避けるため、
次の諸点を考慮する必要があります。

カール量

用紙のカールは、レーザープリンターのスタック性、走行性、および画像品質に大きく影響を及ぼ
し、不良の原因となります。本プリンターに使用する印刷用紙は、次の品質を満たしている必要が
あります。

z 印刷前の用紙を 5cm の高さに積み上げたときのカール／波打ちが、3 ㎜以下の用紙を使用してくださ

い。

z レーザープリンターの設置場所相当の環境条件で、1枚の用紙を平面に置き、用紙の持ち上がり量の最

大値を図のように測定し、印刷直後に20㎜以下であることを確認してください。

用紙の加工

最大カール量
が3㎜以下

最 大 波 打 ち
量が3㎜以下

用紙

平面

最大カール値
が20㎜以下
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カッティング

加工仕上げ寸法精度は、JIS規格に準ずるようにしてください。

z 裁断角度

菱形形状のずれは、カット面に合わせて直角に対し、1.0㎜以内とします。ただし、不等辺四角形は許

容されません。

z 裁断部の形状

裁断面は直線とし、良好でばり、だれ（高さ20μm以下を目安）などにより機器の給紙動作に支障を

与えないものであり、250枚重ね合わせて裁断面に凹凸のないことを確認します。

z 裁断方法

押し切りカットは不可、必ずロータリカットによる裁断にします。

繊維方向

用紙繊維方向は、タテ目にしてください。

1㎜以下

1㎜以下
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z 梱包および包装は、用紙の輸送時の損傷および環境変化による乾燥や吸湿を防ぎ、印刷中の用紙走行

不良および転写不良をなくすような考慮が必要です。したがって、包装紙および段ボールの内側は、吸

湿防止コーティングを施してください。

z 包装は、250枚から500枚の単位で行ってください。

z 包装時の両端ののりしろは、下図のように用紙の印刷面に影響を与えないようにしてください。

z 開封面が表面になるように包装してください。

z 梱包は段ボール紙などで構成される収納箱を使用し、人が持ち運ぶのに負担にならない程度の重さに

してください。

z 包装ごとに製造ロットNo.を記載してください。

z 包装された用紙をカートンにまとめる場合、下図に示すようにカートン下部の段差による影響を避け

るため、ダブルのカードボードに入れてください。ただし、カードボードは、平滑なものを使用して

ください。

z 梱包開封時に発見される紙角の折れ、曲がりがないようにしてください。

梱包および包装

合計2,500枚程度にする
（A4サイズの場合）

ダブルカードボード

製造ロットNo.
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用紙の保管条件
用紙は、温湿度により著しく影響を受けますが、特に湿度条件は印刷プロセスに大きく作用します。
次の条件下で、保管および使用してください。

z 使用する用紙は、少なくとも使用の1日前にプリンター設置場所に移動し、同一環境下に順応させて使

用してください（開封せず、防湿梱包のまま）。

z 梱包された用紙は、直射日光の照射する場所などの温度、湿度の変化の多い場所は避けてください。

z 3か月以上を超える用紙の長期保管は避けてください。

z 用紙は、プリンターで使用する直前まで、輸送されてきた箱のままの状態で保管してください。

z 保管場所として、直射日光が照射する場所は避け、用紙が水平になるように保管します。また、直接

床の上に置かないでパレットなどの上に置いてください。

z 箱の強度と安全性を考慮して積み重ねてください。坪量64g/㎡用紙2,500シート／箱の場合、最高5

箱までとします。

z 箱の積み重ねは、下図のように積み重ねてください。

z 箱を移動するときの投げ積みは、絶対行わないでください。

z 一部使用済みの箱は、「ごみ」や「ほこり」から用紙を保護するために封印し、1 番上に置いてくださ

い。また、一部使用済みの箱には適切なマークを付け、それを最初に使用してください。

z 乾燥や吸湿を防ぐために、用紙は防湿処理された段ボール箱と包装紙で包装してください。また、一

度開封した用紙は、必ず防湿処理された包装紙で包んで保管してください。

一度開封した用紙にカール、波打ち、および吸湿がみられる場合は、使用しないでください。

保管条件

保管条件 未開封状態 開封状態

温度 0～35℃ 15～25℃

湿度 20～80% 40～50%

保管形態
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印刷物の保存条件
本プリンターによって出力された印刷物の長期保存（15年以内）は、以下の条件を守ることが必
要です。

印刷物の保存条件

項
番

項目 条件 備考

1 保存環境
温度40℃以下
湿度80％以下

2 積み重ね保存

印刷面同士が重ならない場合（印刷面を上に重ねる）
長期保存可能

印刷面同士が重なる
場合

横形積み重ね
長期保存可能

縦形積み重ねの場合、高さが500
㎜以下で物品による加圧がないと
き長期保存可能

500㎜以下のとき、1年以上の保存
はトナー転移を起こすことがある

3
耐透明フィルム保
存

可塑剤を含有しないプラスチック材料に接するとき長期
保存可能

z 塩化ビニール系材料は、可塑剤を含むので使用を禁止

する

z ポリエチレン系またはポリプロピレン系材料は、一般

に可塑剤を含まないので長期保存に適する

（1）可塑剤はトナーを軟化させプ
ラスチック材料側に転移させる作
用がある

（2）塩化ビニール系とポリエチレ
ン系、ポリプロピレン系の判別は
燃焼させるとよい

z 塩ビ系は塩素が分解した異臭

を発生させる

z ポリエチエレン、ポリプロピ

レン系はろうそくが溶けるよ

うな臭いがする

4 耐直射日光 印刷の変色、退色なし 用紙自身が変色する可能性がある

5 耐熱性 印刷された部分を折り曲げた保存は禁止する
曲折線に沿ってトナー剥離を起こ
すことがある
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用紙設計および管理の指針についての補足
用紙設計および管理の指針の目的と、それらが守られなかった場合に起こる現象について示しま
す。

用紙設計および管理指針の目的

項目 指針 条件
指針が守れなかったときに

発生する現象

用紙の紙質

折れ、しわ、裂け目、破
れ、著しい湾曲がない
こと

用紙走行を安定に保って、紙づまりを
防ぐ

z 用紙斜行、重走不良が生じる

z 転写不良が生じ、印刷抜けが生

じる

粘着液、油などのしみ
がないこと

転写不良、定着不良を防ぐ
転写不良、定着不良のため、印刷抜
けが発生する

表裏面をコーティング
したり、プラスチック
物質を含まないこと

用紙走行を安定に保って、印刷品質を
良好に保持する

z 用紙走行エラーとなり、プリン

ターが停止することがある

z 熱を含みやすい用紙なので、印

刷後、トナー同士が融着するこ

とがある。この用紙を開くとト

ナーが一方の用紙に転移し、他

方の用紙はトナー剥がれが生じ

る

NIP原紙を使用する
定着部での用紙の熱収縮方向により、
両面印刷時の紙づまりやスタック時に
用紙がカールすることを防ぐ

z カールにより、両面印刷での紙

づまりや排出時の紙づまりが頻

発し、プリンターがそのたびに

停止する

z 紙づまりが起こらなくてもス

タック性が悪くなり、ファイル

しにくくなる

用紙サイズ
用紙サイズの寸法精度
規格を守る

用紙走行の安定性、紙づまりを防ぐ
用紙走行不良が発生し、プリンター
が停止する

用紙坪量
60～215g/㎡まで使用
可

走行不良、転写不良、スタック性不良
を防ぐ

z 用紙斜行、重走不良が生じる

z 転写不良が生じ、印刷抜けが生

じる

用紙水分量
水分率4.5±0.5%を保
持する

用紙走行の安定性、印刷品質を良好に
保持する

スタック不良、転写不良など

平滑度
20～30秒（JIS-P）、
高くても40秒以下

用紙走行の安定性、印刷品質を良好に
保持する

給紙不良、用紙走行不良、印刷品質
の低下など

用紙色
白または淡色系が望ま
しい

― ―
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用紙設計および管理方針の目的（続き）

項目 指針 条件
指針が守れなかったときに

発生する現象

プレ印刷用紙

用紙走行における印字
位置誤差を考慮する

印字位置を良好にする
プレ印刷に対し印刷位置ずれが生じ、
指定位置に印字があてはまらない

プレ印刷用インクの選
択を守る

インクオフセット現象が起こること
を防ぎ、印刷品質を良好にする

インクオフセット現象により、定着
ローラーからトナーが余分に転写し
て印刷面を汚染する

不適当インク

z クイックセットインク

z コールドセットインク

z 沈殿乾燥形インク

z 析出乾燥形インク

z しみ込み乾燥形インク

z 金属混入インク

z 導電性インク

z ラバーインク

印刷可能領域 印刷可能領域を守る 印刷品質を良好に保持する
印刷不能領域の印刷は、転写不良によ
る印字抜け、文字のにじみが生じる

バ イ ン ダ ー 穴、
カット

バインダー穴の大きさ
の制限を守る

印刷品質を良好に保持する
バインダー穴周辺に印刷ぼけ、かぶり
が生じる

ミシン目用紙
加 工 上 の 注 意、タ イ
カット比、印刷領域を
守る

用紙走行の安定性、印刷品質を良好
に保持する

ミシン目の凹凸、ばりなどによる紙づ
まり、印刷品質の低下が生じる

ラベル紙 事前評価が必要
レーザープリンター自身に対する影
響を防ぐ

紙づまり、印刷品質の低下、さらには
装置破損の原因となる場合もある

穴あき紙
加工上の注意、および
印刷上の注意を守る

用紙走行の安定性、印刷品質を良好
に保持する

とじ穴の凹凸、ばりなどによる紙づま
り、印刷品質の低下が生じる

再生紙 事前評価が必要
用紙走行の安定性、印刷品質を良好
に保持する

走行性、印刷品質の低下

エンボス、シー
ク レ ッ ト ラ ベ
ル、透かし入り
用紙

使用不可
用紙走行の安定性、印刷品質を良好
に保持する

紙づまり、印刷品質の低下、さらには
装置破損の原因となる場合もある

コート紙 使用不可 印刷品質を良好に保持する 定着不良が生じる

ノンカーボン紙 事前評価が必要
用紙走行の安定性、印刷品質を良好
に保持する

紙づまり、印刷品質の低下、さらには
装置破損の原因となる場合もある

OCR用紙
表面に帯電防止剤が
コーティングされてい
ないこと

用紙走行の安定性、印刷品質を良好
に保持する

印刷品質の低下

用紙の納入条件

カール量の規格を守る
用紙走行の安定性、印刷品質を良好
に保持する

紙づまりおよびスタック不良を起こ
し、また転写不良、にじみなどの画像
不良が生じる

カッティングにばり、
だれ等がないこと

用紙走行の安定性、印刷品質を良好
に保持する

給紙不良や紙づまり、転写不良が生じ
る
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用紙設計および管理方針の目的（続き）

項目 指針 条件
指針が守れなかったときに

発生する現象

用紙の保管条件

温湿度の保管条件を守
る

用紙の吸湿を防ぐ
用紙の吸湿による波打ち、カール
のため転写不良となり、印字抜け
を生じる

積み重ね方法などの保
管形態を守る

用紙折れ、しわの発生を防ぐ

用紙走行不良のため、紙づまりと
なる
しわ、折れ等の用紙変形部分が印
字不良を生じる
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印刷範囲

以下に示す印刷範囲は、理論印刷範囲を表しています。実際の印刷範囲と使用環境は、プリンター
の設定により多少異なる場合があります。

■ ポートレート

■ ランドスケープ

定形用紙

添付のプリンタードライバーを使用した場合、プリンタードライバーの機能により、余白量をすべて約

5㎜に設定できます。

用紙後端の印刷に関して
両面印刷または厚紙印刷時、用紙後端約8mm付近は、用紙の腰・カールによる用紙のバタツキが原因

で印刷が乱れることがあります。事前に問題がないことを確認の上、使用してください。
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MS-DOS環境

以下の印刷範囲は、プリンタードライバーのプロパティダイアログボックスで［従来互換の印刷範
囲を使用する］に設定したときの値です。

■ ポートレート

＊1 解像度23.6dot/㎜（600dpi）の場合
＊2 解像度47.2dot/㎜（1,200dpi）の場合
＊3 改行ピッチが4.2㎜/line（6LPI）の場合
＊4 7.2ポイント、全角のフォント使用時（文字ピッチが10文字/25.4㎜（10CPI）の場合）
＊5 10.8ポイント、全角のフォント使用時

データ 用紙

A
（用紙長）

B
（上余白）

C
（下余白）

Y
（印刷範囲）

D
（用紙幅）

E
（左余白）

F
（右余白）

X
（印刷範囲）

㎜ ㎜ ㎜
dot/ ㎜

行＊ 3 ㎜ ㎜ ㎜
dot/ ㎜

文字＊ 4 文字＊ 5

23.6＊ 1 47.2＊ 2 23.6＊ 1 47.2＊ 2

A3

A3 420 5.00 6.06 9660 19320 96 297 5.00 4.98 6780 13560 113 75

B4 364 17.28 5.94 9660 19320 96 257 10.12 7.70 6780 13560 113 75

A4 297 19.39 4.98 9660 19320 96 210 14.77 3.88 6780 13560 113 75

B4

A3 420 10.29 6.17 8340 16680 83 297 13.47 7.73 5700 11400 95 63

B4 364 5.00 5.94 8340 16680 83 257 8.00 7.70 5700 11400 95 63

A4
（2/3）

297 30.82 30.80 8340 16680 83 210 26.84 22.30 5700 11400 95 63

A4
（4/5）

297 9.55 4.98 8340 16680 83 210 10.75 6.21 5700 11400 95 63

B5 257 10.50 11.12 8340 16680 83 182 12.66 8.48 5700 11400 95 63

A4

A3 420 5.00 13.15 6780 13560 67 297 7.12 12.49 4680 9360 78 52

B4 364 5.00 14.51 6780 13560 67 257 8.11 11.09 4680 9360 78 52

A4 297 5.00 4.98 6780 13560 67 210 8.00 3.88 4680 9360 78 52

B5 257 8.60 9.22 6780 13560 67 182 10.54 6.36 4680 9360 78 52

A4×2 A4 297 21.93 4.98 9570 19140 - 210 14.77 3.88 6780 13560 - -

A4
（80）

A3 420 5.00 13.15 6780 13560 67 297 7.12 5.40 4800 9600 80 53

B4 364 5.00 14.51 6780 13560 67 257 8.11 5.05 4800 9600 80 53

A4 297 5.00 4.98 6780 13560 67 210 3.40 3.40 4800 9600 80 53

B5 257 8.60 9.22 6780 13560 67 182 8.85 3.82 4800 9600 80 53

A4×2
（80）

A4 297 21.93 4.98 9570 19140 - 210 14.77 3.88 6780 13560 - -

B5

B4 364 11.35 7.63 5820 11640 58 257 13.29 5.37 4020 8040 67 44

A4 297 9.23 6.14 5820 11640 58 210 10.12 5.36 4020 8040 67 44

B5 257 5.00 5.62 5820 11640 58 182 8.00 3.82 4020 8040 67 44

B5×2 B5 257 19.39 5.62 8220 16440 - 182 13.93 3.82 5820 11640 - -

A5 A5 210 5.00 4.34 4740 9480 47 148 8.00 4.11 3210 6420 53 35

帳票
B4 364 35.90 51.66 8160 16320 81 257 25.78 7.70 6600 13200 110 73

A4 297 30.82 35.88 8160 16320 81 210 19.85 3.88 6600 13200 110 73

ハガキ ハガキ 148 5.00 3.30 3300 6600 33 100 8.00 5.64 2040 4080 34 22

レター レター 280 5.00 5.76 6360 12720 63 216 8.00 4.80 4800 9600 80 53

往復
ハガキ

往復
ハガキ

148 5.00 5.00 3258 6515 32 200 5.00 5.00 4490 8980 74 49

封筒 洋形4 235 5.00 5.00 5315 10630 53 105 5.00 5.00 2245 4490 37 24
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■ ランドスケープ

＊1 解像度23.6dot/㎜（600dpi）の場合
＊2 解像度47.2dot/㎜（1,200dpi）の場合
＊3 改行ピッチが4.2㎜/line（6LPI）の場合
＊4 7.2ポイント、全角のフォント使用時（文字ピッチが10文字/25.4㎜（10CPI）の場合）
＊5 10.8ポイント、全角のフォント使用時

データ 用紙

A
（用紙長）

B
（上余白）

C
（下余白）

Y
（印刷範囲）

D
（用紙幅）

E
（左余白）

F
（右余白）

X
（印刷範囲）

㎜ ㎜ ㎜
dot/ ㎜

行＊ 3 ㎜ ㎜ ㎜
dot/ ㎜

文字＊ 4 文字＊ 5

23.6＊ 1 47.2＊ 2 23.6＊ 1 47.2＊ 2

A3

A3 297 4.98 5.00 6780 13560 67 420 5.00 6.06 9660 19320 161 107

B4 257 9.82 8.00 6780 13560 67 364 9.66 13.56 9660 19320 161 107

A4 210 10.65 8.00 6780 13560 67 297 19.39 4.98 9660 19320 161 107

B4

A3 297 16.20 5.00 5700 11400 57 420 10.29 14.84 8160 16320 136 90

B4 257 7.70 8.00 5700 11400 57 364 5.00 13.56 8160 16320 136 90

A4
（2/3）

210 26.74 22.39 5700 11400 57 297 30.82 35.88 8160 16320 136 90

A4
（4/5）

210 8.75 8.21 5700 11400 57 297 9.55 11.01 8160 16320 136 90

B5 182 8.48 12.66 5700 11400 57 257 13.04 13.66 8160 16320 136 90

A4

A3 297 12.49 7.12 4680 9360 46 420 5.00 13.15 6780 13560 113 75

B4 257 7.91 11.28 4680 9360 46 364 5.00 14.51 6780 13560 113 75

A4 210 3.88 8.00 4680 9360 46 297 5.00 4.98 6780 13560 113 75

B5 182 6.36 10.54 4680 9360 46 257 8.60 9.22 6780 13560 113 75

A4×2 A4 210 10.65 8.00 6780 13560 - 297 18.55 8.37 9570 19140 - -

A4
（80）

A3 297 12.49 7.12 4680 9360 46 420 5.00 13.15 6780 13560 113 75

B4 257 7.91 11.28 4680 9360 46 364 5.00 14.51 6780 13560 113 75

A4 210 3.88 8.00 4680 9360 46 297 5.00 4.98 6780 13560 113 75

B5 182 6.36 10.54 4680 9360 46 257 8.60 9.22 6780 13560 113 75

A4×2
（80）

A4 210 10.65 8.00 6780 13560 - 297 15.16 4.98 9810 19620 - -

B5

B4 257 10.66 8.00 4020 8040 40 364 11.35 7.63 5820 11640 97 64

A4 210 7.48 8.00 4020 8040 40 297 9.23 6.14 5820 11640 97 64

B5 182 3.82 8.00 4020 8040 40 257 5.00 5.62 5820 11640 97 64

B5×2 B5 182 9.75 8.00 5820 11640 - 257 12.20 12.82 8220 16440 - -

A5 A5 148 4.11 8.00 3210 6420 32 210 5.00 4.34 4740 9480 79 52

帳票
B4 257 25.48 8.00 6600 13200 66 364 35.90 51.66 8160 16320 136 90

A4 210 15.73 8.00 6600 13200 66 297 30.82 35.88 8160 16320 136 90

ハガキ ハガキ 100 5.64 8.00 2040 4080 20 148 5.00 5.84 3240 6480 54 36

レター レター 216 4.80 8.00 4800 9600 48 280 5.00 5.76 6360 12720 106 70

往復
ハガキ

往復
ハガキ

200 5.00 5.00 4490 8980 21 148 5.00 5.00 3258 6515 54 36

封筒 洋形4 105 5.00 5.00 2245 4490 22 235 5.00 5.00 5315 10630 88 59
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補足説明

z 余白量（印刷不可領域）は、使用する用紙の寸法差、プリンター個々の用紙走行の精度などの条件に
より前後する場合があります。

z 印刷範囲（印刷可能ドット数）は、すべて9.4dot/㎜（240dpi）で規定されています。各解像度での
印刷可能ドット数は、以下のようになります。
23.6dot/㎜（600dpi）：9.4dot/㎜（240dpi）のドット数を5/2倍にした値
47.2dot/㎜（1200dpi）：9.4dot/㎜（240dpi）のドット数を5倍にした値

z 行桁モードでは、1行目の位置は、9.4dot/㎜（240dpi）
相当で、印刷範囲の上から40ドット目（約4.2㎜）と
なります。したがって、40ドットより小さい文字を印
刷した場合、上端の余白は上記値よりも大きくなりま
す。23.6dot/㎜（600dpi）での40ドットは、40 x
5/2=100ドットになります。

－ 1行目の第一印刷位置に文字を印刷したときは、全点アドレス印刷モードで座標値として（0, 39）

（9.4dot/㎜（240dpi））を指定したのと同じ位置に印刷されます。

－ 文字が小さい場合などでは、見かけ上の余白が大きくなります。

z 行桁モードでは、ページの下端付近での改
行の結果、次の印刷位置が上記印刷範囲を
はみ出してしまう場合には、改ページされ
ます。このため、改行ピッチの設定によっ
ては、印刷範囲下端付近には印刷できない
場合があり、その場合の下端余白は上記値
よりも大きくなります。

－ 最終行が下にはみ出してしまうので、実際には改ページ後に印刷されます。その結果、※の部分には印刷でき

なくなるので、見かけ上の余白が大きくなります。

z 印刷可能桁数、行数は、上記印刷範囲のドット数を文字ピッチあるいは行ピッチで割ることによって
算出したものです。
計算に用いる値は右のとおりです。

－ 値はすべて、9.4dot/㎜（240dpi）でのドット

数です。文字 数、行数とも、計 算はすべて

9.4dot/㎜（240dpi）で行います。

－ 2 バイト系文字については、カッコ内に示した

文字ピッチを使用している場合のドット数を

示しています。文字ピッチを変えることによ

り、印刷可能桁数も変わります。

－ 1 バイト系、2 バイト系文字とも、文字間にス

ペースを挿入することが可能ですが、この場合

も印刷可能桁数は減少します。

種　別 ドット数

文字数

1バイト系

パイカ 24ドット

エリート 20ドット

コンデンス 14ドット

2バイト系

7ポイント
（2.54㎜（1/10インチ））

24ドット

10.5ポイント
（3.81㎜（3/20インチ））

36ドット

12ポイント
（4.23㎜（1/6インチ））

40ドット

行数
約4.2㎜/line 40ドット

約3.2㎜/line 30ドット
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定形外用紙とは、本プリンターでサポートしている定形用紙（A3、A4、A5、B4、B5、レター、
はがき、往復はがき、封筒（洋形4号））以外の大きさの用紙のことです。この場合の印刷範囲と印
刷位置は、使用する用紙の大きさ、プリンター設定に応じて、アプリケーションから正しく制御す
る必要があります。定形外用紙は、トレー、ホッパー 1・2、およびホッパー３・４（オプション
の増設ホッパー（A3）装着時）で印刷可能です。

プリンターの設定について

ホッパー 1～4にセットされた定形外用紙に印刷する場合、メニューモードの各ホッパー設定で、
「定形外」を「使用」に設定してください。また、各ホッパーおよびトレーにセットされた定形外
用紙のサイズは、メニューモードで設定してください。

余白について

印刷品質を保つため、実際に使用する用紙に対して上下左右とも5㎜以上の余白ができるように、
印刷位置と印刷範囲を設定してください。

定形外用紙

定形外用紙をセットするときの注意

アプリケーションソフトウエアで任意の用紙サイズを指定できても、定形外用紙に印刷できないことが

あります。

また、対応可能な用紙の厚み（坪量）は、定形紙に比べて扱える範囲が狭くなる場合があります。定形

外用紙を使用する場合は、事前に十分な試し印刷をして、印刷動作を確認することを強くお勧めいたし

ます。

z 形状が長方形以外の不規則な形状の用紙、裁断角度が直角でない用紙は使用しないでください。

z 紙質、繊維目方向、プレ印刷、ホールパンチ、ミシン目などにより、正常に印刷されない場合があり
ます。

z 種類、繊維目方向によっては、印刷後大きくカールするものがあります。

z スタックが完全にされない場合があります。この場合は、そのつど用紙を取り除いてください。

印刷範囲が定形外用紙内に収まっていない設定のまま印刷を行うと、装置内を汚すなど、思わぬ障害の

原因となる場合があります。印刷前に十分確認してください。

印刷結果が実際に使用する用紙をはみ出すことのないように注意してください。はみ出した印刷を続け

ると、思わぬ障害の原因となります。
309



用紙サイズ違いについて

ホッパー 1～4にセットされている定形外用紙のサイズ幅（ガイド幅）とプリンタードライバーか
ら指定した用紙サイズが異なる場合は、ディスプレイに”テイケイガイホキュウ”と表示されます。

ホッパーのガイド位置から
検出したサイズ：W1（㎜）

プリンタードライバーから指定し
た定形外サイズの幅：W2（㎜）

”テイケイガイホキュウ”表示の解除方法

140≦W1≦203

140.0≦W2≦203.4 ［印刷可］スイッチを押します。

203.5≦W2
ホッパーのサイドガイドを指定した用紙幅に
合わせ、［印刷可］スイッチを押します。

182≦W1≦257

181.5≦W2≦257.4 ［印刷可］スイッチを押します。

W2≦181.4 ホッパーのサイドガイドを指定した用紙幅に
合わせ、［印刷可］スイッチを押します。257.5≦W2

229≦W1≦297

228.5≦W2≦297 ［印刷可］スイッチを押します。

W2≦228.4
ホッパーのサイドガイドを指定した用紙幅に
合わせ、［印刷可］スイッチを押します。

280≦W1≦297

279.5≦W2≦297 ［印刷可］スイッチを押します。

W2≦279.4
ホッパーのサイドガイドを指定した用紙幅に
合わせ、［印刷可］スイッチを押します。
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ディスプレイ表示一覧
ディスプレイの表示の一覧を以下の表に示します。

＊1 オプションの増設ホッパーを取り付けている場合のみ表示されます。
＊2 オプションの大容量ホッパーを取り付けている場合のみ表示されます。

表示の種類 表　示 表示の意味

通
常
表
示

給紙方法に
関する表示

ホッパ1 　XXX XXX 上から1段目のホッパ－からの給紙を選択しています。

ホッパ2 　XXX XXX 上から2段目のホッパ－からの給紙を選択しています。

ホッパ3 　XXX XXX 上から3段目のホッパ－からの給紙を選択しています。＊1

ホッパ4 　XXX XXX 上から4段目のホッパ－からの給紙を選択しています。＊1

ホッパ5 　XXX XXX 大容量ホッパ－からの給紙を選択しています。＊2

トレー 　XXX XXX トレーからの給紙を選択しています。

用紙サイズ
に関する
表示

XXX A3タテ XXX A3（タテ置き）の用紙を選択しています。

XXX B4タテ XXX B4（タテ置き）の用紙を選択しています。

XXX B5タテ XXX B5（タテ置き）の用紙を選択しています。

XXX B5ヨコ XXX B5（ヨコ置き）の用紙を選択しています

XXX A5タテ XXX A5（タテ置き）の用紙を選択しています。

XXX A5ヨコ XXX A5（ヨコ置き）の用紙を選択しています（トレー使用時）。

XXX LTタテ XXX レター（タテ置き）の用紙を選択しています。

XXX LTヨコ XXX レター（ヨコ置き）の用紙を選択しています。

XXX ハガキ XXX はがきサイズの用紙を選択しています（トレー使用時）。

XXX A4タテ XXX A4（タテ置き）の用紙を選択しています。

XXX A4ヨコ XXX A4（ヨコ置き）の用紙を選択しています。

XXX ハガキ2 XXX 往復はがき（タテ置き）を選択しています（トレー使用時）。

XXX テイケイガイ XXX 定形外用紙を選択しています。

XXX フウトウ XXX 封筒サイズの用紙を選択しています（トレー使用時）。

縮小／拡大
モードに関
する表示

XXX A4→A3 XXX A4サイズのデータをA3の用紙に印刷する拡大モードを選択しています。

XXX B4→A3 XXX B4サイズのデータをA3の用紙に印刷する拡大モードを選択しています。

XXX A3→B4 XXX A3サイズのデータをB4の用紙に印刷する縮小モードを選択しています。

XXX LP→B4 XXX 帳票サイズのデータをB4の用紙に印刷する縮小モードを選択しています。

XXX A4→B4 XXX A4サイズのデータをB4の用紙に印刷する拡大モードを選択しています。

XXX B5→B4 XXX B5サイズのデータをB4の用紙に印刷する拡大モードを選択しています。

XXX A3→A4 XXX A3サイズのデータをA4の用紙に印刷する縮小モードを選択しています。

XXX B4→A4 XXX B4サイズのデータをA4の用紙に印刷する縮小モードを選択しています。

XXX LP→A4 XXX 帳票サイズのデータをA4の用紙に印刷する縮小モードを選択しています。

XXX A4×2 XXX
A4サイズ2ページ分のデータをA4サイズの用紙に印刷する縮小モードを
選択しています。

XXX B4→B5 XXX
B4サイズのデータをB5サイズの用紙に印刷する縮小モードを選択してい
ます。

XXX A4→B5 XXX
A4サイズのデータをB5サイズの用紙に印刷する縮小モードを選択してい
ます。

XXX B5×2 XXX
B5サイズ2ページ分のデータをB5サイズの用紙に印刷する縮小モードを
選択しています。

XXX B5→A4 XXX
B5サイズのデータをA4サイズの用紙に印刷する拡大モードを選択してい
ます。
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表示の種類 表　示 表示の意味

通
常
表
示

用紙の種類
に関する
表示

フツウシ XXX XXX 普通紙を選択しています。

アツガミX XXX XXX
厚紙を選択しています。「アツガミX」のXの箇所に厚紙のレベルの
1～3が表示されます。

ラベルシ XXX XXX ラベル紙を選択しています。

OHP XXX XXX OHPシートを選択しています。

アイシ XXX XXX 合紙を選択しています。

両面印刷に
関する表示

XXX リョウメン XXX 両面印刷機能を選択しています。

動作モード
に関する
表示

XXX XXX NPDL 動作モードにNPDLモードを選択しています。

XXX XXX ESC/P 動作モードにESC/Pモードを選択しています。

定形外用紙に
関する表示

W210.0×L297.0 定形外用紙の指定サイズを表示しています（W：幅、L：長さ）。

ステータス表示

コピー　XXX　マイ

コピー枚数がXXX枚に設定されています。コピー枚数はメニュー
モードで最大99枚まで設定できます。この表示は、コピー枚数を
メニューモードで2枚以上に設定したときに、給紙方法・用紙サイ
ズ・印刷方向（例：“ホッパA4ポート”）の表示と交互に表示され
ます。コピー枚数が1枚（オリジナルのみ）の場合には表示されま
せん。

イニシャライズチュウ 電源投入時のイニシャライズを実行中です。

ウォームアップチュウ ウォームアップ中です。

ジュシンチュウ データを受信中です。

ショリチュウ
データ処理を実行中です。データ処理が終了し、用紙が排出可能
となるまで表示されます。

インサツチュウ　ホッパX
印刷中です。用紙が排出されるまで、表示されます。「ホッパX」
のXの箇所に現在印刷しているホッパーが表示されます。

コネクトチュウ
TCP/IPポートのセッションが接続中で、プリンター内に処理する
データがないときに表示されます。

テストインサツチュウ テスト印刷を実行中です。

データガノコッテイマス 未印刷データがプリンター内に残っています。

16シンダンプチュウ 16進ダンプ印刷を実行中です。

リセットジッコウ リセット中です。

トナーザンショウ トナーの残量が少なくなってきています。

ドラムジュミョウマヂカ ドラムの寿命が近づいてきています。

ヨウシナシ　ホッパX
グループ設定しているホッパーの用紙がありません。「ホッパX」
のXの箇所に用紙がないホッパーが表示されます。グループ設定し
ているホッパーから印刷中のみ表示されます。

エンジンメモリホシュ
エンジンメモリバックアップ情報が正常ではないときに表示され
ます。

HDDショキカチュウ ハードディスク（オプション）の初期化中です。

コウカンジキ　XXXｰYYY 定期交換部品の交換が必要な時期です。

トナーリカバリチュウ トナー補給中です。
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表示の種類 表　示 表示の意味

アラーム表示

ホッパX　XX　ホキュウ
ホッパX  テイケイガイ　ホキュウ
トレー　XX　セット

用紙がなくなりました。または印刷フォーマットで指定された
サイズの用紙がありません。「ホッパX」のXの箇所に選択して
いるホッパー番号が表示されます。XXの箇所に用紙サイズが
表示されます。定形外のときはサイズ箇所がテイケイガイにな
ります。

ホッパX　オープン
ホッパーがセットされていません。Xの箇所にセットされてい
ないホッパーが表示されます。

72　カバーオープン
XXXX

カバーが開いています。Xの箇所に開いているカバーが表示さ
れます。

74　カミヅマリ
XXXX

プリンターで紙づまりが発生しています。Xの箇所には紙づま
りが発生している箇所（処理が必要な箇所）が表示されます。

75　ヨウシサイズエラー
XXX　サイドＡ

指定されているサイズと異なる用紙がセットされています。X
の箇所に発生した給紙場所が表示されます。「サイドＡ」は、
用紙がつまった場合に表示されます。

76　トナーナシ
トナーカートリッジコウカン

トナーカートリッジの交換時期です。

77　テイキホシュ 定期保守（定着器などの交換）の必要な時期です。

78　ステープルイジョウ
ステープルナシ

フィニッシャーのステープルカートリッジにステープルが入っ
ていません。または、フィニッシャーにステープルカートリッ
ジが取り付けられていません。

78　ステープルイジョウ
ステープルシッパイ

ステープルの実行に失敗しました。

78　ステープルイジョウ
ステープルミスフィード

ステープル針がステープル可能位置まで到達していません。

79　パンチイジョウ
パンチフル

フィニッシャーのパンチ屑ボックスのパンチ屑がいっぱいで
す。

79　パンチイジョウ
ボックスナシ

フィニッシャーにパンチ屑ボックスが取り付けられていませ
ん。

81　カートリッジミソウチャク
XXX

トナーカートリッジまたはドラムカートリッジが装着されてい
ません。XXXにカートリッジ名が表示されます。

83　ヨウシピックミス
XXX

用紙ピックミスが発生しています。Xの箇所に紙づまりが発生
した給紙位置が表示されます。

84　フォーム　オーバー XXX フォーム登録に必要なメモリーが不足しています。

85　スタックフル
フェースダウン

排紙トレーの規定枚数を超える枚数の用紙が排出されていま
す。

85　スタックフル
トップトレー

フィニッシャートップトレーの規定枚数を超える枚数の用紙が
排出されています。

85　スタックフル
スタッカトレー

フィニッシャースタッカートレーの規定枚数を超える枚数の用
紙が排出されています。

85　スタックフル
スタッカトレー MIX

フィニッシャースタッカートレーに、異なる用紙サイズを混合
して排出したとき、規定枚数を超える枚数の用紙が排出されて
います。

85　スタックフル
スタッカトレーステープルセット

フィニッシャースタッカートレーに、規定セット数を超えるス
テープルセット（冊子）が排出されています。

85　スタックフル
スタッカトレーシタ　カクニン

フィニッシャースタッカートレーの下部に放置物があり、ス
タッカートレーが下降できません。
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表示の種類 表　示 表示の意味

アラーム表示

87　ドラムジュミョウ
ドラムカートリッジコウカン

ドラムカートリッジの交換時期です。

88　カートリッジイジョウ
トナーカートリッジ

トナーカートリッジの異常が発生しています。

88　カートリッジイジョウ
ドラムカートリッジ

ドラムカートリッジの異常が発生しています。

90　ハイシユニットミソウチャク 反転（排紙）ユニットが取り付けられていません。

その他の表示 障害が発生しています。

メニュー表示
メニュー表示は、メニューモードを使用しているときに表示されます。メニュー表示については、　
8章の「メニューモード」（177ページ）を参照してください。

下段表示 XXXカクニン セットされている用紙の種類が異なっています。
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電子ソート機能有効時の印刷保証枚数
電子ソート機能有効時の印刷保証枚数は以下のとおりです。

電子ソート機能は、ハードディスク（オプション）を取り付けることにより有効になります。印刷
保証枚数は、以下のとおりです。

プリンターとコンピューターの双方向通信が無効な場合、以下の表に示す印刷ページ数が1部を超えた

複数部数印刷はできません。

用紙サイズ ハードディスク装着時

全用紙サイズ
片面 200枚

両面 100枚

標準メモリー（256MB）でハードディスクを装着している場合、解像度47.2ドット/㎜（1200dpi）で

両面・電子ソート印刷をすると、最大印刷速度が出ないことがあります。メモリーの増設（256MB、

512MB）をお勧めします。
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用語解説

英数字

［?］
Windows XP、Windows Vista、Windows Server
2003、Windows 2000、Windows NT 4.0、Windows
Me、Windows 98、Windows 95で、ダイアログボッ
クスの項目についてのヘルプ画面を表示するための
ボタン。［?］をクリックしてからウィンドウ内の項目
をクリックすると項目の説明が表示される。

10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T
ネットワークの伝送路に関する規格。伝送速度は
10BASE-Tが10Mbps、100BASE-TXが100Mbps、
1000BASE-Tが1Gbps。本プリンターではこれらの
規格のケーブルを使ってネットワークに接続できる。

16進ダンプ印刷
プリンターが受信したデータを処理せず、そのまま
16進数で印刷すること。プリンターの動作を調べ
るときに使用する。（→ステータス印刷）

201PL
NECのシリアルプリンター用標準コードのこと。

AppleTalk
米国アップルコンピュータ社が開発したMacin-
tosh専用のネットワーク用ソフトウエアまたはプ
ロトコル。

CR
Carriage Return（キャリッジリターン）の略。印
刷位置を左端に復帰させるコード。もともとはタイ
プライターのキャリッジを左端に戻すという意味。
プリンターの制御コード（コマンド）のひとつ。

CSV形式
データベースソフトや表計算ソフトのデータをテ
キストファイルとして保存する場合の形式のひと
つ。データを区切り符号で仕切ることで異なるアプ
リケーション間でのデータの共有を図ることがで
きる。

DHCP
Dynamic Host Configuration Protocolの略。
ネットワーククライアントにIPアドレスなどのパ
ラメーターを配布するプロトコル。DHCPサーバー
においてIPアドレスなどを一括管理し、クライアン
トは起動時にDHCPサーバーにIPアドレスの貸し
出しを要求する。IPアドレスの一括管理によりアド
レスの重複を避け、容易にネットワークの構築がで
きる。

DPI（dpi）
Dots Per Inchの略。1インチ当たりのドット数。
プリンターの解像度などを表す単位。（→解像度）

ECP
Extended Capabilities Portの略。コンピューター
とプリンターをつなぐパラレルインターフェース
であるIEEE1284が使用する、データ転送モードの
ひとつ。米マイクロソフト社と米ヒューレット・
パッカード社が中心となって提案した。データ転送
速度は従来のセントロニクスの最大150KB/秒に
比べ、2MB/秒と高速である。また、双方向通信機
能やデータ圧縮機能を備える。使用するにはコン
ピューターとプリンターなど周辺機器の両方が対
応している必要がある。

ESC/P
セイコーエプソン株式会社が開発したプリンター
を制御する命令（コマンド）の集まり。

FF
Form Feedの略。プリンター制御命令のひとつで、
改ページを行うためのもの。

IPアドレス
IPはInternet Protocolの略。インターネット上で
個々のユーザーを認識する符号（アドレス）。イン
ターネットに接続したコンピューターにはすべて
IPアドレスが割り振られる。

IPP
Internet Printing Protocolの略。Windows 2000
で標準にサポートされたインターネット印刷プロ
トコル。イントラネットやインターネットを通じて
URLの指定を受けたプリンターに印刷できる。

IPX/SPX
NetWareをネットワークOSとしてインストール
したコンピューターが使用するプロトコル。

・
・
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ISO 9660
ISO（International Organization for 
Standardization：国際標準化機構）が定めた
CD-ROM用のファイル形式。多くのCDはこの方
式を採っており、OSによって異なるフォルダーや
ファイルの名前の規則を守ればMacintoshや
UNIXマシンでも読み出すことが可能。

LAN
Local Area Networkの略。構内情報通信網のこと。

LAN Manager
マイクロソフト社が開発したネットワークOS。
NetBEUIプロトコルを用いる。

LPR
Line Printer Remoteの略。Windows XP/2000/
NT 4.0、UNIXに標準でサポートされている。ネッ
トワーク上でコンピューターからプリンターへ印
刷できる。

LPRバイトカウント
LPRプロトコルで、印刷データを送信する前に印刷
データの容量を測定し、プリンターに送信する機
能。

Macintosh
米国アップルコンピュータ社が開発したパーソナ
ルコンピューターの総称。Mac OSには、あらかじ
めAppleTalkソフトウェアが組み込まれており、
LocalTalkケーブルシステムやEtherTalkケーブル
システムを使ってネットワークを構築する。

Mac OS
米国アップルコンピュータ社が開発したパーソナ
ルコンピューターのMacintoshのOSのこと。個々
の名称はSystem（日本語では漢字Talk）であるが、
総称としてMac OSと呼ぶようになった。

MIB
Management Information Baseの略。TCP/IP通
信でのネットワーク管理用プロトコルのSNMP
で、コンピューター間でやり取りされる管理情報を
定義したもの。

MS-DOS
Microsoft Disk Operating Systemの略。マイク
ロソフト社が開発したOSのひとつ。現在のパソコ
ンの基礎となったオペレーティングシステム。

NetBEUI
ネットビューイと読む。IBMによって開発された小
規模LAN用のプロトコル。主にLAN Managerを
ネットワークOSにしたときに用いられる。

NetWare
ノベル社が開発したネットワークOS。プロトコル
にはIPX/SPXが用いられる。

NMPS
NEC MultiWriter Printing Systemの略。Win-
dowsで使用するプリンターの機能を向上させ、よ
り速く印刷し、より簡単に操作できるようにするた
めのシステム。

NPDL
NEC Printer Description Languageの略。NEC
プリンター記述言語。

OHPフィルム
OHP（オーバーヘッドプロジェクター）用の透明
なシート。プレゼンテーションなどに使用する。

OPC
Organic Photo Conductorの略。有機光電導体。
ドラムカートリッジのドラムに用いられる有機材。
一様に帯電させ、表面に光を照射すると照射量に応
じて電荷が失われる現象を利用して潜像を形成す
る。

OS
Operating System（オペレーティングシステム）
の略。コンピューターのハードウエア、ソフトウエ
アを有効に利用するために総合的管理を行うソフ
トウエアのこと。本書では特に区別して説明する場
合、MS-DOSやWindowsなどプログラムの実行管
理などを行う基本的なソフトウエアを「基本OS」、
Windows XP、Windows Server 2003、Windows
2000、Windows  NTやNetWareなどネットワー
クを強く意識したOSを「ネットワークOS」と呼ぶ
ことがある。

ping
packet internet groperの略。インターネットな
どのTCP/IPネットワークで相手のコンピューター
に小さなパケットデータを送り、その戻り時間によ
り相手先コンピューターや通信回線の状況を
チェックするのに利用するコマンド。（→TCP/IP）

PrintAgent
双方向通信により、コンピューターの画面上で印刷
状況の確認、プリンターの設定をすることを実現し
たソフトウエア。MultiWriterシリーズに搭載。

RGBガンマ
Red Green Blueガンマ
使用しているモニターで中間トーンをどの程度調
整する必要があるかを示すもの。専門的にはモニ
ターの特性曲線を線形にするのに使用される指数。

SET
Sharp Edge Technologyの略。MultiWriterシ
リーズに採用されている高精細印字機能。
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SNMP
Simple Network Management Protocolの略。
ネットワーク管理プロトコルの一種。事実上TCP/
IPを使ったネットワーク管理の標準。コンピュー
ター間ではMIBで定義された管理情報がやり取り
される。（→MIB）

TCP/IP
Transmission Control Protocol/Internet Pro-
tocolの略。ネットワークのプロトコルのひとつ。
UNIXをはじめWindows XP、Windows Vista、
Windows Server 2003、Windows 2000、
Windows NT 4.0、Windows Me、Windows 98、
Windows 95、Macintoshなど、主要なOSでサ
ポートされる世界的な標準プロトコルになってい
る。

TrueType
米国アップルコンピュータ社と米国マイクロソフ
ト社が開発したソフトウエアで、Macintosh/Win-
dows用のアウトラインフォントを用いた画面表
示と印刷を行う。どんなアプリケーションソフトか
らでも利用できるアウトラインフォントが使える
ので、文字サイズが大きくなってもギザギザになら
ない。

UNIX
AT&T社のベル研究所で開発された一般的にワー
クステーションで用いられるOS。プロトコルは
TCP/IPを用いるのが標準的。クライアント・サー
バーシステムにおいてはUNIXマシンをサーバーに
する例が多い。

USB
Universal Serial Busの略。キーボード、マウス、
スピーカー、モデム、プリンターなどの周辺機器と
コンピューターの間を統一したコネクターとケー
ブルで接続できるインターフェース。

WAN
Wide Area Networkの略。広域情報通信網。離れ
た場所のLAN同士を接続するネットワークのこ
と。一般の電話回線や専用回線などを介して接続す
る。

Windows 2000
マイクロソフト社が開発したOSのひとつ。Win-
dows NTの堅牢性とWindows 98の機能を合わせ
持つ、ローエンドからハイエンドまですべての領域
をカバーするOS。Windows NT 4.0の後継にあた
る。

Windows 95
マイクロソフト社が開発した個人ユーザー向け
OS。Windows 3.1の後継にあたる。

Windows 98
マイクロソフト社が開発した個人ユーザー向け
OS。Windows 95の後継にあたる。不具合の修正
と機能の強化を図ったアップデート版としてWin-
odws 98 Second Editionもある。

Windows Me
マイクロソフト社が開発した個人ユーザー向け
OS。Windows 98の後継にあたる。主にマルチメ
ディア、ネットワークなどの機能強化が図られた。

Windows NT
マイクロソフト社が開発したOSのひとつ。サー
バーとして用いられることが多い。

Windows Server 2003
マイクロソフト社が開発したサーバー用OS。
Windows 2000 Serverの後継にあたる。

Windows Vista
マイクロソフト社が開発したOS。
Windows XPの後継にあたる。

Windows XP
マイクロソフト社が開発したOS。ビジネスユー
ザー向けとされるWindows 2000の安定性を受け
継ぐ。ただし製品としては、Windows 2000の他、
家庭向けのWindows Me、Windows 98後継にも
位置づけられ、インターネット接続性の機能強化が
図れた。

WWW
World Wide Webの略。インターネットに公開さ
れている情報を検索するためのシステムのひとつ。
ユーザーはWebブラウザーを通して情報の検索や
閲覧を行う。

五十音順

アイコン
アプリケーションやドキュメントなどWindowsの
いろいろな要素を表す小さな絵。

アウトラインフォント
文字の形を直線や曲線で表された輪郭として記憶
し、出力時にその文字データを論理的に処理して表
現すること。文字サイズの自由な設定や文字の変形
が可能となり、ドット密度に関係なく美しい文字を
表現できる。
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アクセスポイント
ネットワークに外部から接続（アクセス）するため
の受け口。MultiWriterのオプション品である無線
LANボードは、アクセスポイント経由の接続に対
応する。

アドホック（ad hoc）
無線LAN機器が備える動作設定のひとつ。無線親
機（アクセスポイント）なしに、無線LANボード
などの無線子機同士が相互に通信できる。

アドミニストレーター（Administrators）
管理者という意味。ネットワークやシステムの管理
を行う最高の権限を持っている人。システムアドミ
ニストレーターと呼ぶこともある。（→システム管
理者）

アプリケーション
文書作成や作図など特定の作業に使うプログラム。

アンインストール
インストールしたソフトウエアを削除し、インス
トール前の状態に戻すこと。

イーサネット（Ethernet）
LANの伝送路に関する規格。米ゼロックス社と米
ディジタルイクイップメント（DEC）社と米イン
テル社が協同で開発、規格した。3社の頭文字を
とってDIX規格と呼ぶこともある。IEEE802.3標準
の伝送速度 10Mbps の規格とほぼ同義。コン
ピューター同士をどのようなケーブルで結び、どの
ような信号で、どうやり取りするかなどを決めてい
る。同軸ケーブル上で電波を使って通信する仕組み
で、複数の端末が通信するために、CSMA/CDと
いう信号制御方式を採用している。現在では同軸
ケーブルではなくツイストペアケーブルを使うこ
とが多い。

イニシャライズ
初期状態にすること。たとえば、メモリーの内容を
全部ゼロにしたり、プログラム中のカウンターをゼ
ロにしたりすること。

印刷ジョブ
アプリケーションで作成された文書を印刷する作
業単位のこと。スプールされて印刷待ちに追加され
るか、直接プリンターに送られる。

印刷の向き
用紙に対して文字やグラフィックが印刷される方
向。横長（ランドスケープ）と縦長（ポートレー
ト）がある。

印刷範囲
プリンター用紙に印刷ができる限界のこと。用紙の
上下および左右の余白部分を除いた印刷可能領域
を指す。

インストール
一般にはシステムや装置を設置するという意味。ソ
フトウエアではOS やアプリケーションをコン
ピューターに組み込むという意味。

インターフェース 
2つの装置〈デバイス〉を通信できるように接続す
るための仕様、ケーブルシステム。

ウィンドウ
アプリケーションやドキュメントが表示される画
面上の領域のことで、開いたり、閉じたりできる。

ウォームアップ
プリンターの電源をONにした後、ヒートローラー
が一定の温度になり印刷が可能になるまでの状態
をいう。

エミュレーション機能
他のプリンターのために開発されたソフトウエア
の制御コードを本プリンターで使用できるように
する機能。たとえば、PC-PR201系シリアルプリ
ンターの制御コードが使用できる場合を201PLエ
ミュレーションと呼ぶ。この機能を実現するための
プログラムをエミュレーターと呼ぶ。

エリート文字
1インチ当たり12文字の等間隔で印刷する文字の
こと。タイプライターが使われていた頃からの用
語。

オフセット排紙
用紙の排紙を用紙の向きはそのままに水平方向に
ずらして出力する機能。

解像度
プリンターが文字や画像を印刷するときの細かさ
のこと。1インチ（25.4㎜）当たりのドット数で表
す。

拡張子
MS-DOS、Windowsなどでファイル名の最後に付
加する文字列で、ファイルの種類を表すためのも
の。ピリオドに続けて表記される。「.txt」や「.jpg」
など。
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拡張制御コード
制御コードのうち、ESC （1BH）､ FS （1CH）､
のように後に続くコードと組み合わせて機能を表
すコードをいう。（ 基本制御コード）

紙づまり
用紙がつまってプリンターが動作しなくなった状
態をいう。

かんたん設定
Windows XP、Windows Vista、Windows Server
2003、Windows 2000、Windows NT 4.0のプリ
ンタードライバーでのみ使える機能。［印刷設定］
ダイアログボックスの［メイン］シート右上のリス
トビュー。リストビューのアイコンをクリックする
と、プリンターで登録済みの設定や、ユーザーが用
途に合わせて登録した設定が読み込まれる。

輝度
モニターなどの画面の明るさ。

機能選択バー
Windows XP、Windows Vista、Windows Server
2003、Windows 2000、Windows NT 4.0のプリ
ンタードライバーでのみ使える機能。［印刷設定］
ダイアログボックスの［メイン］シート左側にある
縦向きのバー。ボタンをクリックすると［複数ペー
ジレイアウト］、［リプリント］などの機能の設定項
目が［メイン］シート右下に表示される。

基本制御コード
制御コードのうち、CR （0DH）､ LF（0AH）のよう
に単独で機能を表すコード。（ 拡張制御コード）

クライアント
ネットワークを介して他のコンピューター（または
サーバー）にアクセスしている利用者、または利用
者のコンピューター。

クライアント・サーバー（システム）
中規模/大規模のネットワークに適した接続形態。
専用のコンピューター（サーバー）が共有の資源

（ハードディスクやプリンター）を管理し、接続を
許されたコンピューター（クライアント）が利用で
きるようにしたもの。本書ではクライアント・サー
バー型ネットワークとも呼んでいる。（→ピア・
ツー・ピア）

クリック
マウスのボタンを押して素早く放す
操作のこと。

グレースケールイメージ
白黒写真のように色彩情報がなく、ドットの多少に
より明暗を表現するグラフィックスイメージ。

（→ハーフトーン）

現像ユニット
OPCドラム上に形成された潜像に、負帯電させた
トナーを付着させる役目を持つ。ドラムカートリッ
ジに内蔵されている。

コマンド
コンピューターに行わせたい作業を実行するため
に選択または入力する命令。

コンデンス文字
1インチ当たり約17文字で印刷する文字のこと。タ
イプライターが使われていた頃からの用語。

コントラスト
グラフィックなどの明るい部分と暗い部分の差の
度合い。

コントロールパネル
Windowsで、キーボードやマウスの使用条件、ス
ピーカーの音量、スクリーンセーバーの種類などパ
ソコンのさまざまな設定を行うための画面をいう。

サスペンド機能
データやプログラムを作業時の状態のままにして
パソコンの動作を一時停止させる機能。

システム管理者
コンピューターシステムを管理する人。
あるグループ全体のコンピューターや周辺装置、ソ
フトウエアなどシステムを構成するさまざまな要
素に関する情報をもとに、システムが効果的に運用
できるように管理する。

自動給紙
カット紙（単票用紙）を連続して自動的に給紙する
ことをいう。

自動排出
コンピューターからのデータが一定時間なかった
とき、プリンター内のデータを自動的に印刷して排
出する機能。

シリアルプリンター
文字単位で印刷を行うプリンターの総称。

［スタート］　
Windows XP、Windows 
Vista、Windows Server 
2003、Windows 2000、
Windows NT 4.0、
Windows Me、Windows 
98、Windows 95でアプリ
ケーションソフトの選択、
起動、ファイルの検索、Windowsの終了などを行
うことができるボタン。
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ステータス印刷　
テスト印刷のうちのひとつ。給紙構成や動作モー
ド、メモリースイッチの設定状態などプリンターの
状態を印刷するもの。

スプール
ドキュメント（文書）を印刷する場合に印刷データ
をコンピューターのハードディスクにファイルと
していったん保存して、保存した順にプリンターに
送ること。これによりプリンターが印刷を終了する
のを待たずにコンピューターでは別の作業を行う
ことができるようになる。プリンターに送り終えた
ファイルは自動的に消去される。

制御コード
プリンターの動作を制御するためのコード。印刷
データと異なり印刷されない。たとえば、LF（改
行コード）やFF（改ページ）など。

セントロニクス・インターフェース
旧セントロニクス社が開発したプリンターとコン
ピューター間の通信仕様。仕様名として当時の会社
名がそのまま使われ続けている。8ビットパラレル
データに制御信号を加えてプリンター用のイン
ターフェース規格として広く使用されている。本プ
リンターは標準の36ピン・パラレルコネクターで
使用できる。

双方向通信
コンピューターとプリンターの間で、情報のやり取
りをする通信形態のこと。PrintAgent機能を実現
するための必須条件。コンピューターから印刷デー
タが送られるだけでなく、プリンターからもコン
ピューターに情報を送ることができるので、印刷の
状況がプリンタステータスウィンドウのアニメー
ションと音声で、正確にわかる。双方向通信には、
セントロニクスインターフェースか双方向通信可
能なプリンターインターフェースを装備したコン
ピューターである、またはUSBやネットワークで
接続されていることが必要。

ソフトウエア
コンピューターやプリンターなどハードウエアに
作業を実行させるための命令の集まり。プログラ
ム、アプリケーション、オペレーティングシステ
ム、プリンタードライバーなどの総称。（ ハード
ウエア）

ダイアログボックス
設定や操作のために画面に表示されるボタンやリ
ストボックスを持ったウィンドウ。

タイトルバー
ウィンドウやダイアログボックスのタイトルを示
す、横向きのバー。多くのウィンドウでは、［コン
トロールメニュー］ボックスや［最大表示］、［アイ
コン化］、［最小化］ボタンなどもついている。

タブ
Windowsでは、ダイアログボックスの中に複数の
設定画面（シート）がある場合に表示されるイン
デックスタイプのつまみのこと。

ダブルクリック
マウスのポインター（矢印）を動か
さず、マウスのボタンを素早く2回押
して放す動作。アプリケーションを
起動するときなどに使う。

チェックボックス
ダイアログボックスの中の小さな正方形で、ON／
OFFの切り替えができるオプション（機能）を示
す。オンにするとチェックボックスに×や 印が表
示される。

通常使うプリンタ
アプリケーションで［印刷］コマンドを実行し、プ
リンターの指定を省略したときにその印刷データ
を印刷するプリンター。

坪量
用紙の重さを表す単位。用紙1枚1㎡単位の重さを
いう。

ツールバー
ウィンドウのメニューバーの下のボタンがついて
いる部分。

タブ
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定着器
用紙上のトナーを熱によって溶かし、圧力を加えて
用紙に固定させるためのもの。ヒートローラーとプ
レッシャーローラーで構成されている。

テスト印刷
プリンターが正常に動作していることを確認する
ためのもの。

電子ソート
複数部数を印刷する場合にコンピューターから1
部目だけ印刷データを送り、2部目以降はプリン
ターのメモリー上で印刷データ処理を行う機能。

動作環境
ソフトウエアや周辺機器が正しく動作するために
必要な環境条件。

トナーカートリッジ
トナーを補給するカートリッジ。消耗品のため「76
　トナーナシ　トナーカートリッジコウカン」が表
示されたら交換が必要。1本で印刷できる枚数は印
刷データによって異なる（詳細は、9章の「日常の
保守」（197ページ）参照）。

ドライバー
周辺装置やそのインターフェースをコントロール
するプログラム。

（→プリンタードライバー）

ドライブ名
ハードディスク内やフロッピーディスクドライブ、
CD-ROMドライブなどの領域に割り当てられてい
る文字。「A」や「C」など。

ドラッグ
マウスのボタンを押したま
ま、マウスを動かす動作。
たとえば、ウィンドウのタ
イトルバーをドラッグする
とウィンドウを移動させる
ことができる。

ドラムカートリッジ
ドラムにトナーを付着させ印刷イメージを形成さ
せる働きをする。消耗品のため「87　ドラムジュ
ミョウドラム　ドラムカートリッジコウカン」が表
示されたら交換が必要。1本で印刷できる枚数は約
60,000ページ（詳細は、9章の「日常の保守」（197
ページ）参照）。

ネットワーク
複数のコンピューターや周辺機器をケーブルまたは
他の手段を用いて接続し、情報交換したり機器を共有
したりできるようにしたコンピューターの集団。

バーコード
白と黒の縞模様を線の太さと間隔を変えながら書
き並べてデータを表し、印刷されたコード。国名、
商品名、価格など、主として流通や商品管理で必要
な管理情報、POS用のコードを表すのに使われる。
本製品は、カスタマバーコード、NW-7、JAN、
CODE 39、Industrial 2 of 5、Interleaved 2 of
5、UCC/EAN-128に対応する。

ハードウエア
コンピューター本体、キーボード、マウス、コン
ピューターやプリンターなどコンピューターシス
テムを構成する個々の機器またはそれらの総称。

（ ソフトウエア）

ハーフトーン
画像を表示・出力する際に、一定間隔の点（網点）
に分解し、それぞれの黒い点の大きさを変えること
で濃淡を表現する。大きい点は濃いグレー、小さい
点は薄いグレーになる。

バッファーフル
ページバッファーに1ページ分の印刷データがた
まることをバッファーフルという。バッファーフル
になると、自動的にそのページの印刷を行う。

ハブ
LANでコンピューターなどの端末を放射線状に配
線する際、中心に配置する集線装置。一般には
10BASE-Tや100BASE-TXのLANケーブルを接
続する集線装置を指す。RJ-45のジャックを4～32
口程度持つ箱で、各コンピューターのLANボード
とツイストペアケーブルで接続して使う。動作に
よってリピーターハブとスイッチングハブ（スイッ
チ）に大別できる。

パラレルインターフェース
同時に複数の信号を並列に送るデータ転送方式、あ
るいは物理的な接続コネクターのこと。Multi-
Writerとコンピューター間ではセントロニクス仕
様に準拠した方式（IEEE1284規格準拠双方向パラ
レルインターフェース）が用いられる。

ピア・ツー・ピア
小規模のネットワークに適した接続形態。専用の
サーバーコンピューターを必要とせず、コンピュー
ター同士、コンピューターとプリンター間で相互に
通信が可能となる。本プリンターをピア・ツー・ピ
ア接続して使用するためにはLANボード／LANア
ダプターが必要。本書ではピア・ツー・ピア型ネッ
トワークとも呼んでいる。（ クライアント・サー
バー）

ヒートローラー
定着器にあり、プレッシャーローラーとともに熱と
圧力でトナーを定着させる働きをする。
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ピクセル
Pixel（Picture elementからの合成語）。画素とも
言う。ディスプレイの画面に表示できる情報の最小
単位。

ビットマップ
画面やプリンターに出力されるイメージを表す連
続した点の集合。

フォーム印刷
見出し文字や罫線枠などのフォームデータを文章
データと重ね合わせて印刷すること。フォームデー
タを作成するには別売のアプリケーションが必要。

フォント
同じ外観、サイズ、スタイルの文字、数字、記号ま
たその他のシンボル等の集合。

不揮発性メモリー
電源をOFFにしても記憶した内容が消えないメモ
リー。

ブラウザー
インターネット上のWebページを閲覧（ブラウズ）
するためのソフトウエア。WWWブラウザーとも呼
ぶ。主なものに、Microsoft Internet Explorer や
Netscape Navigatorがある。

ブラシパターン
図形を塗りつぶすためのある一定のパターン。

プリンターケーブル
コンピューターとプリンターを接続するケーブル。

プリンタードライバー
コンピューターとプリンターの間のやり取りを仲
介するプログラム。インターフェースやフォントの
指定、インストールされたプリンターの機能などの
情報を、OSに提供する。

プリンターバッファー
一般にコンピューターの処理速度は速くプリン
ターの処理速度は遅い。したがって、プリンターで
の印刷をしている間コンピューターは何もしない
で待つという状態が発生する。そこで、コンピュー
ターから送られたデータをいったん記憶装置に蓄
え、プリンターの処理に合わせて順次その記憶装置
からプリンターに印刷データを送ることにする。こ
れによってコンピューターは印刷の終了を待たず
に印刷処理から解放され、別の仕事をすることがで
きる。この記憶装置をプリンターバッファーと呼
ぶ。

プリンタープール
複数の同じ印刷装置をひとつの論理プリンターと
して関連づけて印刷を行うこと。

プロトコル
コンピューターが他のコンピューターや周辺機器
と通信するための規約。

プロパティ
ファイルやソフトウエアなどの固有の情報。フォン
トやウィンドウの色などさまざまな情報の設定、状
態などを表す。プリンターの設定状態などを示す用
語として広く使われている。

プロポーショナル文字
印刷される文字ごとに、文字幅が異なる文字のこ
と。

ページ記述言語
１ページ分のテキスト（文字）やグラフィック（図
形）のデータ、位置情報などを正確に表すための言
語。

ページプリンター
ページ単位で印刷を行うプリンター。1ページ分の
データをプリントイメージとしてメモリー上に展
開（作成）して印刷を行うプリンターのこと。

ポイント（マウスの）
マウスのポインターを目的の項目の上に置く動作。

ポイント（文字の）
印刷される活字の大きさの単位で、1ポイントは
1/72インチ。

ポート
コンピューターが外部とデータをやり取りすると
きに使用するケーブルの接続部分。

ポートレート
用紙を縦長にした内容で印刷する印
刷フォーマットのこと。（ ランドス
ケープ）

ボタン
ダイアログボックス中のボタンの絵。選んだ動作の
実行やキャンセルを行う。［OK］や［キャンセル］
などがある。

マウスポインター
マウスの動きに応じて画面上を移動す
る矢印の形をしたマーク。ポインター
の形は設定やアプリケーションによっ
て異なる。

丸め誤差
四捨五入や切り捨て、切り上げなどで、切りのいい
数字にすることによって生じた誤差。
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メニュー
ウィンドウで使用できるコマン
ドの一覧。メニュー名をクリッ
クするとメニュー名に関連する
コマンドの一覧が表示される。

メニューバー
すべてのメニュー名が表示されるバー。ほとんどの
アプリケーションで、このバーは、タイトルバーの
下に表示される。

メモリー
データを保存する装置。または情報やプログラムの
一時的な記憶場所。

メモリースイッチ（MSW）
不揮発性メモリーを利用してプリンターのさまざ
まな設定を行うスイッチ。機械的にON／OFFを切
り替えるスイッチではなく、電気的に切り替えるス
イッチ。

メモリースイッチ設定モード
プリンターの設定をプリンターの操作パネルを
使ってメニュー形式で行うモード。

ラジオボタン
ダイアログボックスで複数の項目の中から1つを
選ぶためのボタン。どれかを選ぶと、それまでON
だったものが連動してOFFになる。

ランドスケープ
用紙を横長にした内容で印刷する印刷
フォーマットのひとつ。（ ポート
レート）

リストボックス
ユーザーに対して項目の一覧を表
示するためのボックス。通常、現在
選択されている項目を表示してい
る。

リプリント
一度印刷した印刷データのスプールファイルを利
用して再印刷する機能。この機能を使うと、そのつ
どアプリケーションを再起動する必要がない。

連量
用紙の重さを表す単位。一般に788 x 1091㎜のサ
イズの用紙1000枚当たりの重さをいう。

ローカルプリンター
コンピューターと直接プリンターケーブルで接続
しているプリンター。
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